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まえがき
表題としている「若いハイネ」についてまず言えば，ハインリツヒ・ハ
イネ (HeinrichHeine 1797 -1856)がやがて詩人として活動する時期のど
こに一つの区切りをつけるか，これは人それぞれによっていくらか違って
くるだろう。ここでは，ハイネが洗礼を受けてキリスト教へ改宗した1825
年とする。この表題をもつもので，筆者の知っているのは，パウル・パイ
アーの書である。すこし古いものだが，詩制作の時期を基準としたこの書
は， I若いハイネ」を「行情間奏曲」の作詩期である1822年で区切ってい
る。この表題の書はまだほかにもあるかもしれぬし，年代区分については，
さらにこの詩人の活動期を総合して， 1831年を境に二分し， Iドイツ時代
のハイネJ，Iパリ時代のハイネ」と多くの人に取り扱われている。筆者の
選んだ区分について言えば，改宗はハイネにとってたとい形式だけのもの
であったにせよ，そのユダヤ教ないしはキリスト教への対決は最も新鮮で
鋭く，これに「若いハイネ」の全力が傾倒されたと見えるからである。し
かし反面筆者は，逆にハイネには， I若いハイネ」以外にはなかったとさ
え思うことがある。これは， I晩年のハイネ」というおおまかに設けた最
後の十年あまりの時期のハイネについて考えたことがあったが，その時も
った感想である。死の前の十年余の間，ほとんどあの「祷の墓」の中に寝
たままのハイネは，痛みに耐えかねてモルヒネを使い，小康を得たときは
抱き運ばれて暖かい陽射しを浴びてひと時を繁しんだ。そのほかのすべて
の時間の寸刻をも惜しみながら，読書と詩作のためにありったけの力を注
いで，未来の世界に希望の夢を托して生涯を終ったこの人には，この名「若
いハイネjが最もふさわしいとも思われるのである。
次に，副題とした「ハイネ伝のために」についてひと言しるしておきた
(1) Paul Beyer， Der junge Heine， Berlin 1911. 
若いハイネ
L 、。「ハイネ伝」に属するすく内れた書は十指に近いものがある。筆者がよ
く手にするのは，マックス・ブロート，ルードヴィヒ・マルクーゼのもの
である。前者は重く渋味の強いもの，後者は軽妙な文体から，一種の爽や
かさをもっO 日本でも近くは井上「ハイネ」を始めとして，すぐれたノ、ィ
ネ論とその一部にハイネ伝を添えた書が年を追ってその数を増している。
舟木「ハイネ」のように重厚なハイネ研究書もよく知られている。ドイツ
では，舟木喜でも典拠のーっとされ，また，ハイネ論者としても古くから
知られていた，今は亡き詩人中野重治もその名を挙げているマックス・ヴ
オルフ「ハイネ」などがあり，ハイネ死後しばらくして刊行されたアドル
フ・シュトロットマン「ハイネ」に続いている。新しいものとしては，マ
ンフレート・ヴィントフーア「ハイネ」などその数も多い。筆者はまずは，
これらの書の中間どころ，つまり，大通りでなく，小さい通りをゆっくり
歩き走りして行こうと思う。思いがけず大通りが筆者の前に現れ，車の洪
水に押しょせられるかもしれぬ。その時の用心はしておかねばと思う。ハ
イネの生れた1797年といえば，フランス革命とナポレオンとがすぐに思い
出さオ1るであろう O
繰り返せば，ハイネは1797年生れである。この生年の真偽がしばらく話
題にのぼったことがある。家人たちによって1798年，あるいは1799年と L
て届けられたといわれ，またハイネ自身は懐疑主義の時代，十八世紀末に
生れたといったり，さらには1800年，十九世紀の最初の年に生れたとL、っ
て，その輝かしい出生をそれとなく誇りとするように見せかけたともいわ
(2) M砿 Brod，Heinrich Heine， Ber1in 1935. 
(3) Ludwig Marcuse， Heine-Melancholiker， Streiter in Maα， Epikureer， 
Rothenburg o. d. T. 1970. 
( 4) 井上正蔵，ハインリヒ・ハイネ 愛と革命の詩人，岩波新書 昭和27年。
(5 )舟木重信，詩人ノ、イネ一生活と作品，筑摩書房 昭和40年。
(6) Max Wolff， Heinrich Heine， Munchen 1922. 
(7) Adolf Strodtmann， Heinrich Heines Leben u. Werke， Hamburg 1884. 
(8) Manfred Windfuhr， Heinrich Heine-Revolution u. Reflexion， Stuttgart 
1969. 
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れた。今日までのところ， 1798年生れが適当と推定されている程度で，こ
れ以上に正確を期することはむつかしい。一年 二年の誤差などはし、ずれ
にしても大したことではなL、。この生年の論議の中から汲みとられる一つ
の問題は，ハイネ出生に関連して，まだ当時のユダyヤ人たちにほんとうの
基本的な人権が認められていなかったという事である。そしてこれはハイ
ネの両親，とくに父の身分に関してであった。この事は後にハイネの両親
たちについて述べるときに触れることにする。ハイネ自身に生年のことを
きくことができれば，今でも，私は1800年に生れた，と主張するかもしれ
ぬ。というのは，まさにハイネは，十九世紀の人であったし，数多くの人
たちから言われるように，二十世紀の人でもあったからである。ハイネが
ドイツの詩人たちの中で，幾世紀を越えて生きる力を内にたくわえている
人たちに数え入れられるまでには，過去におけるこの詩人の評価の跡をふ
りかえってみると，長い年月がかかっている。たとえば，詩人の死後三十
年を経過した頃の評価について，グスタフ・カルペレスは，その時期を三
つに分けている。第ーには，死ぬと同時にこの詩人はまったく忘れられて
しまった。第二には，やがてはげしい攻撃の矢面に立たされた。第三には，
ょうやくその真価が認められるようになった。こうしたドイツにおけるハ
イネ受容の三つの型は，その後今日にいたるまでほぼ同じ周波で繰り返さ
れてきたといえるし，最後の第三の時期は， ドイツ敗戦の後，詩人死後百
年記念の1956年以後の状況でもあるーーもちろんその評価の度合いはきわ
めて広く，深いものに変ってきているが。日本におけるハイネ受容も，明
治以降の先達に導かれて，今日ハイネ研究の分野には， ことに多くの若い
人が数えあげ、られるだろうしその人たちの研究成果発表の場も，たとえ
ばすでに第七巻刊行まで漕ぎつけてきた「ハイネ研究」など注目される機
関を持つにいたっている。特にこの数年間のうちにドイツ語で公刊された
(9) Gustav Karpeles， Heinrich Heine-Autobiographie (in Vorwort)， Berlin 1888. 
(刈ハイネ研究図書刊行会編「ハイネ研究J，第一巻 昭和52年，東洋館出版社。
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著書の中で， Iユダヤ教詩人ノ、イネ」についての，確実な資料に基く論考
は，新しい方向づけを示唆してきている。幼少年ノ、イネが体験しはじめる
ユダヤ教は，後に見るように，すでに十八世紀後半の頃までには，厳格な
律法に拠りながらも，変容して，新しく改革され，キリスト教，ないしは，
キリスト教を背景とした近代社会に同化されたといわれるものであって
も， I若いハイネ」に重くのしかかって，その心を惹きつけていった。
以下に，少年ノ、イネを取りまくハイネ家の人たちを，まずはじめにその
父母の姿を主としてハイネ自身の手になる「回想録」を通してうかがって
みよう。その前に，筆者の注意しなければならぬことが二，三ある。その
一つは， 1854年，つまり詩人の死のー，二年前に書き終えられたこの思い
出の記は，残念ながら詩人の本意が十分にもられた記録とは言いがたく，
したがってそれを読む側にとっても不満の残るものになってしまっている
ことだ。簡単に，この断篇「回想録」の運命をたどってみると，それは詩
人の運命の一部の跡に似ているところがある。思い出を書きとめはじめた
のは，意外に早く， 1823年の頃であった。パリに移ってから，これを他の
作品といっしょに公表しようと考えはじめた頃は，かなりの量の記録にな
ってL、た。それはドイツの母の手もとにあったのだが，二度の火災のため
に，その一部は失われるのである。とくに1842年の火災では，四冊本くら
いの記録の出版をすでに計画していたのに そのほぼ半分が灰になってし
まう。残りの二冊本くらいの記録の公刊について思いをめぐらしているう
ちに，この中の，詩人が物質的援助を受けつづけてきた叔父一家について
の記事をめぐる干渉，紛争がはじまり，ついに和解の条件としてほとんど
その半分が削除される。すでにその一部が，重ねて残りの半分が火事で失
われ，またその半ばを破棄せねばならぬとあっては，その発表は断念され
るよりほかにはなし、。 1848年に詩人の手に残された「回想録Jはこのよう
(1) その一つは:Ludwig Rosenthal， Heinrich Heine als Jude， Frankfurt/Main 
1973. 
(12) Memoiren 1854. 
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なみじめな姿のものであったが，これだけにはとどまらなかったのである。
やがてすぐに始められた回想の記録作業で、生まれた成果のうち， 1850年に
はいった頃にまたしても作者自身によってその半分は焼き棄てられた。
1854年は，回想の最後のまとめに懸命の力が注がれた年で-もある。だが今
日遣されているものは，この最後の「回想録」そのままではない。ハイネ
の死後にまだ削除者の手がそれを待っていた。弟マクシミリアンである。
マクシミリアンが自分で破り取るとすれば筆者たちがせeひ読みたくおも
う，ハイネ家，それに叔父一家に関する記録にちがし、ない。このようにし
て，いまわたしたちの前にあるものは，詩人がほとんど死にいたるまで綴
りつづけた記録のほんの一部にすぎない。ここで‘原作者のためにしるして
おきたいことがある。この手記の中心となっている家庭，親族者，そして
宗教に関する記録を，あるときは外からの強制によって，ある時は自発的
に破棄しながらも，なおも最後にそれを書き改め，再生させようと作者は
つとめたのはなぜであろうか。そう問いかけるよりも，わたしたちは，こ
の回想の記述者は，単なる私的生活-信条の記録としてではなく，ひとり
の人間の告白としてこれを伝え，共鳴，あるいは反感を越えて，読者たち
の賢明な判断に委ねようとした，そう考えるのが妥当であろう。この「回
想録」について，それは事実そのままではなくて，幼少期への思い出を詩
人の生涯の中へほどよく位置づけようとする作為が働いているところか
ら，他の親近者たちの同種のものと共に，その信頼性はつよく疑われてい
る。たしかにみずからも「わが人生のメルヘン」の名を与えているように，
作者の主情によって濃く塗られており，その取り扱いには慎重さを要する
だろう O だが，その主情の一つに，ハイネ一家が貧しいユダヤ人を祖とし
ていることを蔭蔽して，後に社会的な地位と名声を得た人たちをその汚名
から守ろうとしたとするなどの意見には輿しえぬ。それはこの記録の苦し
く多難な出生の跡が物語ってくれる。いわゆる「詩と真実」の混渇した記
述のうちで，とくにハイネの場合そうであるが，その表層に現れた最も真
実らしいもののことごとくが真実そのものではなく，扮飾と担造とから成
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りたっているように見える仮構を支えるものが虚像のみではない。それに，
この思い出の記は，詩人の幼少期について書きのこされた唯一つのもので
ある。回想を始めるにあたって， I不愉快な家庭の事情と宗教問題につい
てのつまらぬ配慮から，またもその半分ほどが破棄されてしまったこの記
録には，それでも当時のすべての重要な事柄が忠実に報告されています。」
とL寸言葉に，わたしたちはむげに耳をおおうことが出来ょうか。幸いに，
他に自伝的要素を取り入れた多くの作品が遣されている。その成長期にし
たがって，この人を知るためにそれらはよい助けとなるだろう。しかし，
L 、ま「若いハイネ」を書き出すにあたっては，この歪められ傷だらけにな
った「回想録」はやはりいちばん力をかしてくれる。
つぎに筆者が気をつけねばならぬ二つめのことは，上に挙げナこブロート
とマルクーゼの「ハイネ」について，たいへんユダヤ教の側へ傾斜しすぎ
ているという，ヴ、イントフーアの注意である。たしかに，とくにブロート
「ノ、イネ」にそれは感じられる。それにも拘らず，こうした非難をうける
ようなノ、ィネをあえて伝えているのはなぜ、であろうか。これはいずれ後に，
若いハイネの成長が進むにつれて触れる時機が来るであろう。
最後にもう一つ。本書では， I回想録」を通して「若いハイネ」を幼少
期から見ることにしているが，このような方法でひとりの人のある時期を
観察することが適当であるかどうかである。ハイネ自身が後にしばしば非
難攻撃をうけ，はげしくこれに反論する場合に，たいてい心の中に堅く持
っていたのはたとえば次のような事例に含まれるものであった。悲劇集と
して発表された作品のうちで，詩劇「アルマンゾル」にはげしい非難を浴
びせかけられたときに，これに対する憤療を友人に宛てた書簡の中でこう
訴えている。「…この作品には ほんとうの批評にはそのまま従わねばな
らぬ多くの点がある。わたしの気づかぬことを率直に指摘されるのなら，
伺の苦痛もわたしは感じない。ただわたしの身辺に起った事柄から(これ
がどう L、う意味かは分ってくれますね) つまり著者の過去の出来事から
(13) Almansor 1821. 
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その作品を解説しようとされれば，これくらい著者に深い傷をおわせるも
のはない。」これは一般に伝記類に限らずすべての作品を読むにあたって，
最も警戒しなければならぬことだろう。これも上述の書簡に一部は述べら
れていることだが，筆者もそれに同意を示しながら，筆者が「若いハイネ」
像を書きすすめるにあたって，次のことを言っておきたい。-つの作品は
(この「回想録」をも含めて)それ自身独立したものであるし，その作者
の一つの体験も，それが作者に(幼少期であっても)どんなに強い影響を
与えているように思われても，それは一つの体験にすぎない。なぜなら，
いうまでもなく作者はいつもその体験を越え，体験を一般化しなければな
らぬからである。矛盾だらけ， とよく言われるハイネの言説，作品もその
ままの形で読む者を納得させるだろう。そのさまざまの姿を通して，読者
は自由な判断をもって，その作者について一つの全体像を読者みずからの
ために造り上げる。ハイネという人は，こうした読者たちに最もふさわし
L 、詩人だったといってよL、。
なお，イサーク・ハイネとザロモン・ハイネとの一家，いわゆる「パリ
のハイネ家」と「ハンフ守ルクのハイネ家」の項は，以下の1.などの中か
らは，割愛せざるをえなかった。また，最初に目標とした， 1825年までの
「若いハイネ」に到達することができず，ょうやく 1820年頃にとどまった。
(14) Friedrich Hirth， Heinrich Heine Briefe， 2 Bde. Mainz 1949/50一一一Bd.I.S. 85 
Nr.53. (以下，書簡番号のみを記す。)
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1. ハイネ家の人たち
ノ、ィネの父について， I回想録」からその容姿，人柄などを知ろうとす
る前に，父方の祖先にもすこし触れておく O すこし，といったけれども，
実際にほんのすこししかわかっていないのだ。ハイネ自身がこの思い出の
記の中で，父方の祖父についてはほとんど話してはもらえなかった，と言
う。ただ一度，無口な父にたずねた時に， Iおまえのおじいさんはチピの
ユダヤ人でな，大きなヒゲをつけていたよ」と言ったことがあるだけだ。
これは後に述べられる母方の祖先についてはかなり多くの事を聞かされ，
自分の眼でもって家に遣された記録を読んでいることと際立った対照をな
している。これまでに明かになっているところでは，ハイネの姓を得たの
は十七世紀半ばのことで，始祖はイサーク・ハイネ(IsaacHeine)といっ
た。この頃はまだユダヤ人が姓を名乗れることは珍らしいことであったと
思われる。十五・六世紀までは，屋号を持つだけで， 00屋のイサークと
いうぐあいだった。この始祖はチューリンゲンの森にはじまるヴェーザ一
川が低地帯へ下ってプレーメンを流れ過ぎてゆく，その川岸の小さい港町
リンテルンの出身。十五世紀頃のドイツ園内のユダヤ人の分布した場所は，
川ぞい，とくにライン河，またマイン川に多く見られる。海岸と川の沿岸
がいつの時も大事な生活の根拠地となることは当然である。 1682~1696年
の聞に，始祖は出身地から南方の山地へ移り，まず伯爵領の首都どュッケ
ブルクで，それに必要だった特別納税とひきかえに保護状をもらい居住を
許されるが，このときイサークはユダヤ人教区の代表者に選ばれている。
そして伯爵家へ御用商人として出入りを許されるのは，それから間もない。
この時保護状の更新手続きをしているところからみると，当時この地方に
(1) 以下の「・・」で示される部は， 1"回想録」からの直接の引用文。「回想録Jは多
く「回想記」のように記される。
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おけるユダヤ人の居住権は意外に長期間のものになっている。もちろんこ
の保護状はその士地限りのものであった。その息子シモンの代となった
1734年の頃，ライネ川を遡ってハノーパーへ移り，保護状を与えられた。
シモン・ハイネ (SimonHeine)はここにその死まで約十年間居住してい
る。さらにその息子ノ、イマン・ハイネ (HeymannHeine)にいたると，ア
ルトナの金貸の美しい娘を迎え入れ，その家運は一時すこし上向きとなる。
ノ、イマンは少年ノ、ィネの祖父で，あの「大きなヒゲをつけた小さいユダヤ
人」であり，美しい祖母についての回想の中に，この祖母をハノーパーへ
連れていった祖父の手腕をたたえ，不幸にして六人の息子と祖母を残して
早く亡くなるこの祖父を惜しむ文がある。六人の息子を出生順にみると，
始祖の名をもらったイサーク(フランスへ移住，その，息子はパリの有力な
銀行家)，ザ、ムゾン(ハイネの父)，ザロモン(その母の生家の系列銀行を
たよってハンブルクへ，後にそこで有数の銀行家)，マイアー(ハンブル
クの東，シュパーリンへ移住，資産家となる，二人の息子は医師)，ザ、ム
エル(夫折)，へンリー(ハンブルク株式取引所員として成功，その息子
は医師)。夫逝したザ、ムエルは別として，遠いイサーク，すこし遠いマイ
アーに触れられた記事はなL、。ハイネの弟マクシミリアンは，長男イサー
クたちをパリのハイネ家，二男ザムゾンたちをデユツセルドルフのハイネ
家，そして三男ザ、ロモンたちをハンブルクのハイネ家と呼んでいる。また，
これら六人の息子たちのほかに二人の娘があり，そのうち末娘ズザンネの
名を挙げて，その抜群の美貌のことだけを伝え，これらハイネ三家の初代
の人たちは，豊かとはいえぬ父ノ、イマンの家を早くから捨てて，他国へ移
らねばならなかったと付言している。当時のハノーパーといえば，ビ、ユツ
ケブルクと同じく寒村にも近く，ここだけで十分な生活の資を得られる町
ではなかった。大勢の家族をかかえるハイマンからして，その足はハノー
ノξーの外へしばしば踏み出されたにちがし、ない。六人の息子たちはつぎつ
(2) Maximilian Heine， Erinnerungen an Heinrich Heine und seine Familie， Berlin 
1868. 
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ぎと生れた町を去って行った。それまでの彼らの歴史が示すとおりに，生
れ故郷を，ユダヤ人たちは持つことが出来ない。ユダヤ人たちは，その生
れた町とは何の関係ももたないο 町とは，そこでキリスト教徒たちの干渉
をうけずに思い思いの商売ができ，彼らの信ずる神の祭事が許される場を
その時その時に提供する所にすぎない。二男ザ、ムゾン (Samson)は，兄弟
のうちで最も成功の道から遠くを歩いた。そのすぐの弟ザロモン
(Salomon)はこの道をほとんど一気に走りつづけ，その目標を達成した。
この二人の兄弟の間柄については，後にまた触れねばならぬ。いちばん若
L 、叔父へンリー (Henry) からは，成人後ノ、ィネは時に物質上の援助を受
けたりもした。自分の死の一年前に亡くなった叔父を悼んで，その子へル
マンに送った書簡の中で，へンリー叔父がやさしく，善良で礼儀正しかっ
たこと，けっして嘘をつかず，人を傷けず，心から誠実な人だったこと，
ノ、イネ一門には類まれな人だったことを述べている。
さて上の系譜にみられるとおり，始祖，第二代は一時地方の君侯の邸に
出入りして商品取引，資金用立の役をつとめた。それは日常生活の資材と
いうよりも，むしろ戦衣や軍資金に関係するものであっただろう O 戦争が
終ればおはらい箱である。そして何よりも，商売によって生きるためには，
より大きな町を目ざさねばならぬ。父祖たちはjヒドイツから川の流れを遡
って中部ドイツへ流れて来た。第三代ノ、イマン・ハイネは，一時期はハン
ブ、ルクへ足をとめたと思われ，アルトナの金貸と縁を結び，ハイネが生涯
を通じて深いかかわりをもっ叔父ザロモンの銀行家としての成功もこの血
縁関係に負うところが多い。末の叔父へンリーもこれを助け，自分の利得
にもした。医業を選ぶ縁者たちが十九世紀へかけてその数を増す。中世で
は，医業にたずさわったユダヤ人たちも，他の教区民といっしょに軽蔑さ
れたままであった。急病人と告げられて訪ねた家は豚小屋であった。血を
売り歩くという，あらぬ噂をたてられたこともあった。その社会的地位が
認められはじめるのは，とくに十八世紀にはいって，一つにはユダヤ人全
(3) Hirth， Briefe， Nr. 1350. 
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体の抑圧された人権がし、くぶん緩和されたこと，また一つには医学の各領
域に専門化が始まり，医療方法が進んで行ったことによる。これらのユダ
ヤ人医師といっしょに，商品仲買業，金貸業をもって宮廷付きとなったユ
ダヤ人 (Hofjude)は，十八世紀半ば以来急速に，その職業に伴う特権によ
って，また，たいていは兼職の教区民代表とL、う地位によって， しだし、に
ユダヤ人の中の上階層を形づくってくる。宮廷付きとなって金銭出納，衣
食料品仲買，さらには貨幣鋳造管理，とくに軍需品調達に携るユダヤ人が
頭角をあらわすようになるのは三十年戦争(1618-48)の時代からといわ
れる。その軍隊は高い報酬めあてに応募した傭兵で、編成されるので，戦争
はいつも高いものについた。しだし、に増してきた信用取引の需要に応ずる
ことのできる者はユダヤ人で，その中でもとりわけ金融，商品売買業者が
大きな富を手にした。当然、この人たちには新しい特権が与えられ，遠くオー
ストリアでは貴族に列せられる者まであった。こうしたユダヤ人が，キリ
スト教徒たちの反感と憎悪を買っていたことは中世と同じで，いったんそ
のパトロンの王侯の死にあいなどすると，逮捕され，処刑された。十七世
紀後半まで跡づけられて，始祖とされるイサーク・ハイネの知られざる父
祖たちは，三十年戦争の時代をどういうふうにかいくぐってきたのだろう
カ込。
父ザムゾンは，当時はまだイギリス領となっていたハノーパーを足がか
りにしてマンチェスター製綿織物を売りさばいたり，食料品仲買にも手を
出していた。一つの機会がやってきたことがあった。それはフランス革命
直後と思われる1790年の頃 ハノーパーの選帝侯フォン・カンパレントの
王子エルンス卜がベルギーのフランス領内へ侵攻した時のことである。父
ザ、ムゾンは軍の兵姑部付きとして後方陣地で活躍したのだ。だが，ただ兵
士たちの口を満足させただけて、 後には王位につくエルンストから一顧も
与えられなかった。幸運は逃げて行ってしまった。おまけに，この野営時
代に賭博や愛馬の道楽をおぼえてしまった。それに軍隊生活，というより
閲兵行進をしたり，似合いの軍服をつけて，剣を吊り，その格好と音をた
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のしんで一日をはしゃぎ過すと L、う生活をこの上なく愛するようになっ
た。このような粋な伊達男を思い浮べさせる父の横顔を「回想記」は.rわ
たしの祖母の六人の子供のうちで，祖母の美しさをうけついでいるのは父
と叔父ザロモンだけです。父の美しさには，やさしすぎるところがあって，
ほとんど女性的といってもよかったのですが，けっして男らしさに欠けて
いるということではありません。」と伝えるが，少年ノ、ィネの顔にその面
影はふかく宿されてL、た。カンパレント王子軍の加わったフランス領ベル
ギー遠征は，その頃も続いていた英仏間の市場争奪戦の一つであった。一
方で、フ。ロセイン軍はフランス革命軍に敗れて，ライン東岸をその手に委ね
るなど.1800年代はドイツ帝国崩壊前の混乱期のまっただ中にある。「回
想記」で，わたしが生れたのは18世紀末，懐疑主義の時代という頃にあた
る。父ザ、ムゾンはハノーパーから商用の足をデュッセルドルフへ伸して行
くうちに，町でその名も高い医家へ出入りし，時には宿を借りることもあ
った。ここで，後に述べる，ハイネの母となるべティー・ファン・ゲ、ルデ、
ルンを知る。この個性豊かな母を父が迎え入れたことについて，ハイネは，
祖父が美しい祖母をそうしたときにほめたたえたように，喜びの言葉を与
えてもよかったのだが……。 1796年頃，この町で新しい生活を始めようと
決心した父ザムゾンにとって，ハノーパ一時代，カンパレント公家での御
用商人，車経重兵長として活躍した思い出には忘れがたL、ものがあっただろ
う。そうしたザ、ムゾンはまったくの無一文で，聞いた毛織物商庖の元手は
妻からのものであった。ハイネが生れた前後の，第一回のフランス軍占領
期は，五，六年つづいているが，人口約二万のデ、ユツセルドルフの町には，
自由フランスの気配がただよいはじめていた。ここには特別の街区ゲッ
トーはなくて，当時その数約200といわれるユダヤ教徒は，キリスト教徒
の中へはいって生活を共にしていた。父ザ、ムゾンは，ほどなく市の防衛団
幹部に選ばれているのだが，その持前の，やさしい明るい気質は両教徒側
から好感をもって受け入れられたと思われるO さきに，父は女性的だけれ
ども，男らしさがなくはないと伝えることを述べたが，この父がふとまじ
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めくさって息子の前に立ったことがある。それは「回想記」の中の二つの
場面に示されている。ユダヤ教徒たちの代表にも選ばれていた父ザムゾン
が，民生委員役として生活困窮者の世話をしているところがその一つであ
る。救済基金の援助金をもらうために，朝早くから列を作ってハイネ家の
前に集った人たちの中から，最も貧しい者は金入りの袋を二つもらうのだ。
そのうちの一つは父個人のポケットから出た金一封であった。後になって
父の懐具合が悪くなった時でも，気持ばかりの志を袋に入れて渡すのであ
った。その傍の高い椅子に坐った少年ノ、ィネに，父ザムゾンは物の「与え
方」を同時に教えているのである。お返しを期待せず，ただ「与える」だ
けということについて父は専門の先生であった。もう一つの場面は，カト
リック系の学校に進んでいた自分の息子が，神様を信じない子だと告げ口
をされて，父がL、つになく顔をすこしこわばらせて語るところだ。哲学を
勉強しているとし、うことだが，それは自分の好きなようにやったらよL、。
お父さんはあれは嫌いだ，迷信だからな。父ザムゾンは言葉をついで，神
様を信じない息子がL、るとなると，お父うさんの商売にひびいてくる。ユ
ダヤ教を信じる仲間はマンチェスター製品を買ってくれなくなるからな。
少年ハイネがはじめて聞く父の長口説であったが，最後にこう言われた，
「神様を信じないということは，大きな罪だよ!Jそこには冷たくさめた
父ザ、ムゾンの顔があった。だが一方では，おまえの好きなようにやってよ
い，と心の広さも示している。この人はやはりやさしい，むしろ内向的で，
ゆたかな感情を胸にたくわえた人で，一度それを外から誘い出される機会
がえられると，この人はとまらぬほどに走りつづける。「無限に人生を楽
しむ，これが父の性格の特徴でした。楽観的，享楽的で，その御機嫌ぶり
は花でいえば冒パラ色です。しょっちゅうお祭り気分なのです。」貧しい老
女たちに取り固まれて，寸志入りの袋を与えること，それが楽しく，それ
に酔っている。商賓第ーといって，その実はマンチェスター製品に目がな
い人だ。いつも計算はするのだが，たくましい商魂など持ちあわせず.Iそ
の商取引は，子供の兵隊ごっこ，ままごとと同じで，一種の遊びにすぎな
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かったのです。」などと，父ザ、ムゾンには， I回想録」の中でもかなり多く
の紙数が費されている。その記述方法には，弱々しい人，遊び好きの人，
行動力のない楽天家というふうに，その消極的な側面の繰り返しが多い。
シュトロットマンの父ザムゾン記をみても，きわめて言葉少なに触れられ，
ほとんど無視されているといってよL、。ヴォルフも，信ずる宗教も愛する
祖国も持たぬエゴイスト，その日暮しをたのしむオプティミスト，と言う
だけである。それはこの「回想記」の「父の部」が根拠とされているから
であり，今日までそのまま続けられてきた。
ノ、イネはこの記録の中で，だれに対してよりも深い愛情をもって，父を
思い出している。ブロートも言っているが，父に対してのかけ橋は愛情よ
りほかになく， したがって感性的に父をとらえるという点では，ハイネの
散文の中でもすぐれた記述となっている。その小さな例をあげてみる。「ほ
んとうに父とL、う人は，無邪気な素朴さをもった大きな子供でした。その
邪気のなさは，その道にかけては抜け目のない実際家の浅薄な限では，お
人好しくらいに簡単に割り切って考えられるでしょうが，ふとなにかある
意味深重な発言をすることがあって，その言葉を通して絶対に聞き逃して
はならぬ重要さをもっ，実地に即した観察力(直観力)がどこからか伝っ
てくることがよくありました。父はその精神的触覚で，頭のよい人たちが
じっと考え込んだ末にやっと掴むことを嘆ぎつけるような人でした。頭で
考えるというより，むしろ心で考え，その心ばえは，およそ想像しうるも
ののうちでもっともやさしい，情味あふれるものだったのです。〔……〕
その声にも，男らしく，よく通る声でしたが，なにか子供らしいあどけな
さがありました。〔……〕父が言葉を口にしますと，いつもその声は，耳
などとおってL、く必要がなし、かのように，もうぢかに胸にじいんとくるの
です。」このような部分部分を一つにまとめてみると，多くの人たちが言
うように， ここに見られるザムゾン像は，実際の父ザ、ムゾンからはほど遠
いもので，すこし美しく理想化されているだろう O しかし，この記述が高
く評価されるのは，そこには，ただ単にハイネの父が見られるばかりでは
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なくて，一人の，この時代多くの場所で見られたて、あろう「父」の型が，
また，一人の「善良なユダヤ商人」の姿が描き出されているからである。
もちろん，そのような効用を持つ反面に，それは現実の「父ザ、ムゾン」の
十分な記録とは言いがたし、ものがある。例えば 少年ノ、イネは父の商売を
よく理解できたであろうか。また，無神論者とも言われる父ザ、ムゾンに，
息子への長い説諭を，神を信じないのは大きな罪だと結ばせたのは，誰で
あろうか。多くの欠落部をもっこの記録は，少年ノ、ィネが成長するにつれ
て，他の記述ですこしづつでも埋められていくだろう。
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父ザムゾン (SamsonHeine 1764-1828)が，その父ノ、イマンの死後，
1796年にデュッセルドルフへ来るまでの商人生活は，ハノーパ一時代の一
部を除いては，明かではない。ここで出会ったベティー・ファン・ゲ、ルデ、
ルン (Bettyvan Geldern， 1771-1859)と結婚してすぐにこの地に庖を構
えたのは，翌年の1797年，ザムゾンは33才であった。ザムゾンが，弟ザ、ロ
モン (SalomonHeine 1767-1844)のような抜きんで、た商才の持主で、なか
ったことは言うまでもなし、。商業だけが世すぎの道として，一般のユダヤ
人たちに残された唯一のものであった時代に，ザ、ムゾンは好むと好まざる
とにかかわらずこの道を歩くほかはなかった。その性格には，強い熱狂性
と夢想性のあったことが，イイネ「回想記」からもうかがわれた。後世の
人たちが詩人ノ、ィネの父をみる限には，その商いぶりは「お広屋ごったJ，
その生きざま「遊び呆け者Jと映り，そればかりか「病的変質者」とさえ
見えた。この最後に言われるような彼の姿は，後に破産者となって，記憶
力を失っている，脳卒中気味だ，頭がおかしいのでは，と周囲の人たちか
ら見られたことと関連しての判断によるものである。「変質者」の項を除
けば，前述のように，これらすべてのザムゾン像の源は「回想記」にある。
しかしこの「回想記」の項は，筆者の推測を域を出ぬけれども，多くの
部分が抹消，削除された幾コマもの中の一つに属するかもしれぬ。断続す
る「回想記」には，父ザムゾンの蕗法について，次のように述べられてい
る I商品は(ビロード類)，父が並々ならぬ関心をよせていた品物て、す
が，それはただいますぐに自分の懐を肥やそうとL、うためて、はなく，むし
ろこれで将来ひと旗あげようと心に期してのことだったので、す。というの
は，父の口では，この品物で大儲けをした，ということですが，そんなこ
とは今考えてみてもたいへん怪しい話で，ひょっとすると父は，競争相手
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よりももっと良質の品をもっと大量にさばかねばならなくなると，さらに
金をつぎ込んでいっただろうと思われるからです。」すぐ見てとれるのは，
堅実な商人気質は乏しく，いわば服飾芸術家肌の傾向がうかがわれ，当代
流行の優良品ならそのすべてを手がけてゆこうとするところがあること
だ。そうしたザムゾンに必要不可欠のものは，資金は別として，何よりも
すぐ、れた協力者が得られることだろう。賢明な妻ベティーがすぐ傍にいる。
ザ、ムゾンの眼はしかし，この妻にそれほど強くは向けられないようだ。む
しろ少年ノ、ィネをその眼で見ているように思われる。「お母さんは，おま
えをシヤルマイアー校長先生のところで哲学の勉強をさせている。これは，
お母さんだけが熱心に考えたことだ。」父は，それ以外に何か息子に求め
ているにちがし、ないし，父と母との距離はすこし遠すぎて，ほとんど視野
の外に母は立っているようだ。しかし，ザムゾンという人は，上記の引用
文の諸所に見えるように，独立独行の気慨に欠け，妻ベティーはやはり頼
みとする人であった。ベティーの出であるファン・ゲルデ、ルン家もそうで
あった。それに今はハンブルクのハイネ家はようやく金融業界で羽振りを
きかそうとしている。しかしどんなに頼りとなる支配人，あるいはゆか
りのある一門を持っていても，商売には運というものがある。とくに時運
は，ほとんどおそろしいといってもよいほど，この道での成否を左右する
重大な要素である。
1苫聞きしたこの町も，そこでめぐり合わせた妻ベティーも，庖主にとっ
ては，まずは幸せをもたらすものとし、うべきであった。そのデ、ユツセルド
ルフ，そしてその頃の町の様子を，ハイネは別の自伝的作品「イデーェン
ール・グラン書」の中で Iデ、ユツセルドルフはとても美しい町です。遠
く離れた土地で，この町のことを思い出し，たまたまそこで、生れた者には，
なにかふしぎな気持がしてきます。わたしはそこで生れたのです。わたし
は今すぐにもそこへ帰って行かねばならぬ，そんな気がします。帰って行
(1) Emst Elster， Heinrich Heines Samtliche Werke. 7 Bde. LeipziglWien 1890 
3.-143ff. 
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くといっているのは，わたしが生れたフオルカ一通りにある家のことで
す。」ハイネが「とても美しい町」と記しているのは，けっして誇張では
なくて，事実当時としてはそのように美しい町を持つ士地は，南ドイツ以
外にはなかったと言えるだろう。そしてノ、イネは，あのベルクの領主ヴィ
ルヘルム公が涙を呑んで家族ともども町を去って行き，第2回目のフラン
ス軍進駐を迎える恐怖と好奇心のまじった町の人たちの様子と，やがて平
静をとりもどした町の学校も再開され，楽しかった授業を思い出している。
その中で地理の授業にふれてこう記している・ iC……〕わたしが地理の
時間にほとんど何も教わらず ですからその後世界のどこに何があるのか
さっぱり分らなくなったのは，なにもわたしのせいではなかったのだとい
うことを， この際知ってもらL、たし、と思うのです。つまりあの頃は，フラ
ンス人たちが国境をつぎつぎと動かして，毎日，新しくイルミネーション
に飾られた国々が生れていました。これまで青だったものが，突然いまは
緑色になり，中には血のように赤く染められたものもあちこちにありまし
た。これまで教科書にはっきりとのっていた人口数も取りかえられたり，
取りまぜられたりしているので，悪魔にだってもうほんとうの事は分りっ
こなしです。国々の生産物も同じように変り，以前は兎とその後を追いか
ける田舎貴族の姿しか見られなかった所に，その頃はキクチシャや砂糖大
根が成長していました。……」新しい植物栽培は，大陸封鎖令のため輸入
品がとだえがちとなり，砂糖，コーヒーの代用品となるもの。「こうした
時期がL、まやっと終ったのです一一要するにこんな時代に地理学に上達す
ることなど出来るはずはありません。」機智にあふれるハイネの，後の筆
に描き出されているように， ドイツ全土がナポレオンの旋風に吹きとばさ
れ，また吹きあつめられていた。ベルク公領はその代表的な国であり，そ
の首都もまたそうであった。美しいデ、ユツセルドルフは1795-1813年の約
20年の長い年月の間ほとんどフランス占領軍が常駐してL、た町だ。
このように激しく揺れ動く時代に，ザムゾンはどうしていたのか。同業
(2) Elster， 3.-152ft. 
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の仲間たちにしてもどんな目算を立てて仕事を続けることが出来たで、あろ
うか。ここにザ、ムゾン・ハイネの20年間の商活動について，実証的な資料
に基いて，この人の真実の足跡の一部を明かにしたものがある。それはデ
ユツセルドルフ公文書保管センターでクラウス・シュルテ (Klaus H. S. 
Schulte) によって見つけ出された，公証人の記録文書とそのリストであ
る。ただ， 1797-1807の10年間，つまり，ザムゾンが商活動を始めたほぼ
前半の期間のものは，欠如している。 1808年は，ミュラーとナポレオンと
がベルク大公領主の地位を交代する時で，ザ、ムゾンは，フォルカ一通りに
家(腐舗)を持つことが出来たし 0806年)，やがて反対側に，これまで
よりも広く大きい建物を取得して移っている(1809年)。記録文書は欠け
ているが，こうした事実からみて，すべてのハイネに関する評伝者の見解
のように，最初はザムソン・ハイネ商会は順調に伸びてきた。ところで，
1806年11月に布告された「大陸封鎖令」の影響がザムゾン庖の営業へ及び
始めるのは，毛織物類を多く手がけてくる頃で，そのためにほとんど立ち
上ることが出来ぬほどの打撃をうけ， ドン底の経営状態となるのは， 1811 
年と見られてきた。つまり，これまではこのためにザムゾン商会は倒れ，
ザ、ムゾンの活動はこの時までと考えられてきた。しかし，実際は後に見ら
れるように，これからが彼のいわば正念場であったのである。「大陸封鎖
令」布告後，イギリスの食料も封鎖線を越えてロシアからの補給によって
ほぼ充足されていた。ナポレオンは1807年にはロシアとの戦いに勝って封
鎖に協力させたり， 1810年ベルク大公領内のイギリス製品の焼却を指令す
るなど，封鎖を強化しつづ、けたが，その実効はあがらなかった。そればか
りか領土内の一部には，徴兵制に反対する不穏な空気が生じはじめてL、る。
ナポレオン体制がこの封鎖令を境に，強くゆらぎはじめたことは明らかで，
さらにその動揺を深化させたのは，いわゆるナポレオンの金融恐慌であっ
(3) Klaus H. S. Schulte: Das letzte Jahrzehnt von Heinrich Heines Vater in 
Dusseldorf一一-Notariatsurkundenuber Samson Heines Geschafte (1808-1821)， 
Heine-Jahrbuch 1974. 
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た。ベルク貨幣の暴落を補填しようとフランが注ぎ込まれた。それでなく
ともこのドイツ侵攻の20年に及ぶ戦争は，ヨーロッパ全体に金融難を固定
化させていた。ザ、ムゾンにとってはまさしく苦難の時であった。
シュルテがザムゾン・ハイネの商活動を解明する鍵は，手形である。そ
れも振り出された手形が不渡りになるか，その支払を遅滞あるいは延滞し
ているものが，公証人の手もとへ提出され， I手形拒絶証書」となって登
録されているものである。なお，当時は，この手形拒否証書はこの段階で
は商法上の慣習であって，公証人は債務者からの弁明あるいは供述を記録
にとどめるだけで，訴訟とは関係なく，もちろんすぐに手形訴訟の手段を
取ることも出来るが，手形拒否の事実が申し出られただけで、訴訟を必らず
惹き起すというものではなかった。手形支払人はほとんどがザ、ムゾン・ハ
イネであった。それが拒否あるは一部支払われる状況をシュルテ「公正証
書」表は明示しているのだが，それに触れる前に， 1809年つまりザムゾン
の営業が最初上向いていった頃の庖の様子をシュルテに拠って見ておきた
L 、。それは， 1809年12月12日付の「ベルク大公領週報」に掲載されたザム
ゾン・ハイネ庖の広告である。その広告文は，フオルカーの通りのこれま
での庖から真向いの655番地へ移転した挨拶にはじまって，在来の庖より
売場面積も広く，したがってより沢山の品を提供できるとして，次のよう
に多種多様の商品名を列挙している I各種コットン，更紗，木綿，キャ
ラコ，広いもの，狭いものとりまぜた，縞模様，刺繍入りのモスリン，長
さ幅もいろいろの毛織生地(色，品質各種あり)，これと同じようなズボ
ン，チョッキ用のカシミア，ビーパー，毛皮織物，長毛，厚地のカルミツ
ク織，コール天，さらには新流行のピケ織物，絹， ビロード製その他のチ
ョッキ用織布地。各種綾織綿布，ベッド，カーテン用の浮縞綿布，薄地の
上等麻布。黒，その他各種色合の二枚折り琉泊織サージ，いずれも最近流
行の刺繍，模様入り製品。しゅす，ビロード，ちぢみ織地もお好みの色合
のものあり。ネッカチーフもコットン，モスリン絹，マドラス織，カシミ
ア製，縁飾りのあるもの，ないもの，大小そろえております，ほかに刺繍
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入りショールも。良質並製の紳士用の白いマフラ。奥さま用，紳士用の木
綿，絹靴下，手袋。服地用に各種色合，品質をとりそろえたマンチェスタ
製品とマドラス織地，白と縞のフランネル。各種の麻袋地。各種シャム更
紗。並製，上質のオランダ麻布地。並製，上質のダマスク織家具備品，テー
ブル・クロス，ナプキンなども。当庖主は従来どおりこれから優良商品と
廉価販売によりお客さまの信頼とごひいきを保持できるようつとめます。
ザ、ムゾン・ハイネ」 煩をいとわず広告の全文を上に見る。広の倉庫をは
み出すくらいに豊富な商品の量である。その産地も商品名から知られるよ
うに，イギリス，フランス，イタリーをはじめ， トルコ，アラビア，そう
してインドにわたっている。
さきほど述べたようにシュルテはまた，ザムゾンに振り出された手形，
彼が振り出したものについて，公正証書の綴りの詳細を示してくれている。
以下に，これを中心としながらザ、ムゾンの活動を見てゆきたい。上述のよ
うな周囲の金づまりの中で，彼がその運転資金をどこから引き出すのだろ
うかと疑われる。その出所の片鱗が一つだけ，まず手はじめに， 1808年度
に見える。これは，公証人への供託金に使われた1，500ターレル
(Reichs-taler， 1ターレル=1， 2ベルク・ターレル)である。保証人と
して，妻ベティーの兄シモン (Simonvan Geldern， 1768-1833)名があが
っている。このハイネの母方の伯父シモンについては， I回想記Jの中に
その横顔が短い文ながら明示されている。一時，ザ、ムゾン商会に顔を見せ
るようになるのだが，ここでは伯父シモンは商業事務などにおおよそ不向
きな人柄だということだけにとどめたし、。いずれ項を追ってこの人につい
ても述べる機会がくる。それは，この人が同名で，同じ母方の大伯父シモ
ンと共に，ハイネの少年時代に多少の影響を与えているからである。
さて，保証者を得て借金をしたのはただこれだけであるが，ザムゾンは
(4 ) 通貨対照表示は以下すべてシュルテに拠る。 1805年，デ、ユツセルドルフ市の修
道院長の年収は1，200ベルク・ターレル。 1808年のフランスーカトリック系修道
院付属学校の年間授業料は12ベルク・ターレル。これを見ると，ザムゾンの仕入
品価格， 1809年に取得した家屋敷の価格 01，200ターレル)は相当な金額である。
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思いのほかデ、ユツセルドルフはもちろんフランクフルトまで，金融業者の
信用をかち得ていたしその取引範囲も広かったのである。彼の人柄が好
まれていたことは，たしかに考えられる。すこし後のことだが，デュツセ
ルドルフ市のための富クジ販売の主役を引きうけたりするザ、ムゾンであっ
たO しかし，彼への信用はそうした人気だけによるものではなL、。とにか
くザムゾンは方々で信用買いも出来た。あるいはそれが彼を誤らせる大き
な落し穴であったのかもしれぬ。ザ、ムゾンの前途は多難であった。 1808年
の手形拒否は 3件だけで この1809年もわずか 1件て、すんだ。 1810年は 2
件，それもうち 1件は請求金額に誤りがあるもので，つまり不当な手形で
あった。こうした金額の相違，注文外の品物送付，見も知らぬ振出人など
による不正手形が一般に多〈出はじめるのもこの頃からである。
フランス本国の不況にはじまる，いわゆるナポレオン金融恐慌の直後か
らザ、ムゾンの手もとは少し苦しくなり， 1811年には 7件(うち不正手形3) 
と拒否数が増えはじめる。問題となっている年， 1811年の頃からヨーロツ
パ全体にひろがってくる金融逼迫に加えて，とりわけライン地方にはその
後数年間に及んで脱関税品が氾濫しそれらの商品は，詐欺師にちかし、行
商人たちの手て、押し売りされたり，さらには投げ売りされるにいたった。
その結果はしょせんこの地方の繊維業者の聞に無慈悲なせり合いを惹きお
こさずにはいなかった。ザ、ムゾン・ハイネが上のような悪徳商人の仲間に
輿しえなかったことは言うまでもない。こうした状況の中で，善良すぎる
ザムゾンをもう一つの皮肉な運命が弄ぶのだ。庖から遠くない所に豊富な
準備資金をもっ競争相手のマルクス・マイアー (MarcusMeyer)が庖を
構えていた。マイアーの義父は，かつて1796年から97年へかけてザムゾン
がデ、ユツセルドルフに定住しようとした時に，これにつよく反対したアブ
ラハム・アーロン・コーエン (AbrahamAaron Cohen)であった。因に，
この件にはその弟のザ、ロモン・コーエン (SalomonA. Cohen)も関与して
いて，この兄弟たちは大公領のユダヤ人団体の世話役をつとめた有力者で，
後には当時団体の首長格だったアーロン・シヨイアー(JehudLob Aaron 
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Scheuer)一族と共同で >Scheuer& Cohenくとして金融業を営んでいるO
L 、ずれにしてもマルクス・マイアー屈の前にザムゾン・ハイネ広は一歩を
ゆずらねばならぬ苦しい立場にあった。妻ベティーも協力しなければなら
ぬ。その生家ファン・ゲ、ルデ、ルン家に……，しかし当時その財力はほとん
ど頼みにはならなかった。兄シモンが，ザムゾンの供託金の保証人となっ
たことをさきに述べたが，おそらくこれはベティーの依頼によるものであ
ろう。シモンはザムゾンの債権者になったわけで， 1，500ターレルは一種
のザムゾンへの出資金でもあっt-:.o ついでシモンの名は，シュルテの「公
正証書」表の中で，ザムゾン ハイネに振り出された手形て拡1絶されたと
して，公証人のもとに申し出られたために 供述人のザ、ムゾン不在を理由
に，代理人として1810年末にはじめて現れる・ザ、ムゾン・ハイネは留守だ
から，いまは，振出人の借り分を差しヲ I~ 、て支払いをする。シモンはザ、ム
ゾン屈の事務管理者となっていた。その後1815年まで，同じような場合に
同じような役割をもって，時には，留守のため，わたしの一存ではいかぬ，
と代理供述人として現れる。ただその前年1814年半ばには，もう一人の支
配人格の人物，ラムベルト・へラー (LambertHeller)の名が見える。ラ
ムベルトはベティーの従妹の夫である。ベティーをはじめとして，ファン
・ゲルデ、ルン家もけっして無関心ではなかった。なによりもベティーの蔭
からの懸命の助力のほどがうかがえる。 1815年2月以後この二人は，手形
拒絶に関する供述者としては同時にその名を共に消す。 9月には女子事務
員が代って現れるだけになった。供述者の言葉どおり， 1815年9月には少
年ハイネをつれてフランクフルトの大市に出かけている例のように，庖を
留守にして外廻りの活動が多くなっている O 広を守るのは主としてベデ
ィーと女庖員だけの日も多かった。シモンとラムベルトが退く頃は，広の
各種色合，品質のヨーロツパ，中近東，印度各地産の最新流行商品は，慢
性的な売行鈍化によって倉庫にも眠ったままとなって，その先行きはいよ
いよ暗くなってくる。
この危機の中で，商品はしだいに時代遅れとなってきた。ザムゾン・ハ
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イネがしばしば国外から大量の商品輸入に成功しているのは，その名がそ
れらの国々の関係者たちに広く知られたことに加え，ハングルクの兄弟た
ちの名もそれを背後から支えていたことを，シュルテも指摘している。だ
からといって，ザ、ムゾンには商品仕入れについて職業上の適格性がなかっ
た，販路開拓の能力も欠けていた，とは言いきれない。 2，3年前まで，
ザ、ムゾンからすればほんの昨日までは，顧客も多く，品物もかなり捌けて
いたのて、あったから。新聞にも広告を出して，新しい庖のさらに伸びて行
くことを夢にも描いたて、あろう。だが，二人の協力者を失った頃は，パリ
から振り出された手形の拒絶の後始末に，出来るだけ現品で支払に代えよ
うとさえしてきている。
ここでもう一度上述の数年にわたるザムゾン庖の経営状態を，シュルテ
表に照し合わせてその拒絶された手形証書の数でまとめてみよう O それま
で2，3件にとどまっていた数字が7件となった18日年に次ぐ年は4件(う
ち2件はすでに送金ずみ，もう 1件は不正手形)， 1813年からまた増えは
じめて11件(うち最終的に拒否したのは2件だけ)，この年， 11月の一つ
の支払拒否に際しての中で，こんな物騒な時代だから，手形払いに必要な
資金を準備をすることは庖の都合でぜったし、不可能だが，いずれ不穏な世
情が静まれば支払う，と言っているo 1814年11件(拒否2件)， 1815年9
件(拒否3件)である。 1816年15件と大きく増加し，拒否数もそのうち7
件となる。この年，初めてもう 19才になっているハイネが，愛称ノ、リー
(Ha汀y) の名で現れ，拒否証書に対して，父は旅行中で，わたしの手では
何とも出来ません，と述べて，署名している。拒絶数が示すように，屈の
金繰りはいよいよ苦しくなる。ザ、ムゾンの危機は始まっている。 3月7日
のザムゾンの供述内容によると，ハンブルクで貿易に携っている弟のへン
(5) ハイネが晩年に近く，この叔父の死を悼む愛情の文を息子カールに送っている
ことを前に述べた。この時，叔父へンリーがザムゾンに対して演じた役割は以下
に見られる通りだが，パリ時代にはいって叔父は，金に苦しむ詩人にハンブルク
から援助の手をさしのべている。ただ経済人としてだけでなく，政治的にも有力
者であった。
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リー・ハイネ(HenryHeine， 1774-1855)に1万グりレデ、ン (Gulden，
1.61=1ターレル)借りており，これにはフオルカ一通りの家を担保にし
ている。へンリー・ハイネ庖のマネージャー，アーロン・ヒルシュ
(Aaron Hirsch) はこれを受けて，月末にはその抵当権が登記される運び
になった。 1817年8件に減り， うち5件は送金している。もちろんこれま
でに拒否した証書に対しでも，その後ザムゾンは請求どおりの支払いは続
けて来たのだが，その支払能力が残されていたのはこの1817年であった。
最初に述べたように，ザムゾン庖の破綻は1811年というのが従来の見方
であった。たしかにその二年前につぎつきと在庫品を増やしてきたザムゾ
ン庖に当時の金融恐慌が与えた打撃がかなり大きなものであったことは事
実として現れているが，それは決定的なものではなく，むしろザムゾン庖
の活力は，ザムゾン自身に備った力と彼を取り囲むもう一つの潜在的な力
によって強化され， 1811年の経済危機を克服したと考えられる。その根拠
となっているのは，シュルテの見出した「公正証書」表である。そうして
真のザムゾンの危機はこれから示される， 1818-1819年と訂正されねばな
らぬとするのが，シュルテの主張である。 1811年から1819年までのザムゾ
ン庖をめぐる金の動きを見ていると，ふたたび，みたび皮肉にも，内候uの
ザムゾンの力がしだし、に衰えて行くと，それにつれてこれまで影に隠れて
いた外側の力がにわかに大きな勢をもって，前者をなんの予告もなく圧倒
して行くのを知るのである。
1818年には拒絶手形の数は30件以上にも達してくる。この年7月の拒否
手形に対して，ザムゾンはすべてに送金ずみと言っているが，実際はさき
にその名が現れたアーロン・ヒルシュが年末に肩代りして支払っているの
である。ハンブルクの兄弟たちに全権を委任されるようになるヒルシュの
活動がこの頃からはじまるのだ。この年8月から 9月にかけてはハンブル
(6) ザロモン ハイネから信頼されているこの人はその死後も同家の代理として，
病に苦しむ晩年の詩人が受給している年金の増額を求める時にも，その枕もとに
現れ，冷たい回答を告げる。デュッセルドルフのハイネ家に二代にわたって仲介
役を担う。
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クに創設されて間もない庖主あてに手形を 5回も振り出している。この
))Harry Heine & Co.~ は，ザ、ムゾンの立場からするとザムゾン商会の出
張所，支社といったものだったが，実際はハンブルクの有力な銀行業者で
ある弟ザロモンが，ヒルシュに面倒をみさせて，ハリー・ハイネのために，
イギリスの織物とザムゾンの庖の売れ残りの商品を捌く屈として設立した
ものである。困に，すでにデ、ユツセルドルフをこの時期には離れてしまっ
たが， 1806年から1813年の8年に近い間，ナポレオンの息吹を直接，間接
に受けて育った少年後期，青年前期のハイネにとって，こうした父ザムゾ
ンの生活からも決定的に影響をうけるのだが，そのことはいずれ後に触れ
られる。さてそのハリー・ハイネがこの1818年には手形の始末に供述する
機会が多くなる。ザ、ムゾンは相変らず「ハリー商会」あてに手形を振り出
しているのだが， 9月頃からハリーは不在，もうここには住んでいない，
代理人がL、る，などと言われはじめる。最初からハリーの顔はほとんど!苫
では見られなかった。父の拒んだ手形は，わたしの屈では払えません，と
いうのは辛いことである。それを回避したいということもあっただろう O
拒絶子形は多数であるが，まだザムゾンも懸命に金を求めて走り廻ってい
る。 10件を越える手形に対して，ザ、ムゾンは，支払義務をみとめる一方で
決済日の延期を求めて拒否を撤回しようとつとめている。だが，この年の
後半にはいる分については，その思いも叶えられそうもない。ザ、ムゾン
ノ、ィネの最後の金繰りについて，その努力のほどを，一つの例をあげてこ
こに見ておく:この年の 8月，ザムゾンは950，900， 800マルク (Banco
Mark， 3.22 Mb = 1ターレル)の三つの手形を振り出す。宛先は，パリの
フルドーオッベンハイム銀行，ハンブルクのへクシャー銀行，もしこの2
行での受け入れ不能のときは，ハリー商会であった。 1月半ば前2行は無
担保，ハリー庖は庖主不在を理由に拒絶された。この努力はし、かにも最後
のあがきのように見える。振出人自身がその結果を予想してのことであっ
ただろう。年末にいたってハンブ、ルクのアーロン・ヒルシュは，前年度の
拒否手形を，前半期分あわせて 4件，その後の分についてはデュツセルド
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ルフまで出むいて支払っている。中には訴訟となったものもある。上述の
ザムゾンの半ば自暴自棄のように見える金策のさ中のこと.11月，ザムゾ
ンは，ハンブルクのヒルシュ(ザロモン・ハイネの代理権者)から全権を
委任されたデ、ユツセルドルフのシモン・ファン・ゲ、ルデ、ルンに対して，次
のように供述していた:ザロモンに85.218ターレルの借りがあるので，広
の商品と未回収金とをザ、ロモンに委託する。この申し出が，ことに売り掛
け金を含むものだから，果してそのままザロモンに受け入れられるかどう
かについては，もちろんザムゾンははっきりとした判断は持っていない。
いわば五分五分の気持であったかもしれぬ。その五分の有利な予断そのも
のが，ザ、ムゾンの甘えに基くものともいえる。しかし今はこれだけ。つ
まり，承認されれば彼の商活動はその余地が残されなくはない。拒絶され
れば，すべての望みは絶たれて，デ、ユツセルド、ルフの屈の終りとなるだろ
う。ザムゾン庖に，何らかの形での転換の時が近づいている。だからザム
ゾンは，その後の手形に対して.3件には14日以内いあるいは一ヶ月中に，
あるいは来年1月には支払う，と供述する。それはけっして逃げ口上では
なかっただろう。それにしても，さきのザムゾンの供述を聞いているのが
シモン・ファン・ゲ、ルデ、ルン，それも間接ながらザロモンの代理人となっ
ている。このことは意外と言わざるをえぬ。かつてはザムゾンを助けて屈
の支配人であった妻ベティーの兄であるO シュルテ表を見る限り，突然、姿
を消し，突然現れてくる。こうしたシモンの態度から推察されることだが，
ハンブルクのハイネ家の人たち，そしてデ、ユツセルドルフのハイネ家周辺
の人たちは，この時期のザ、ロモンの商活動を，もはやこのままに放置して
おくことは出来ぬと判断しただろう。
1818年頃，ザ、ムゾンへの債務者の大部分はライン左岸の商人たち，それ
も全部がユダヤ人小売商であった。しかもデ、ユツセルドルフ付近の人たち
が受けた経済的な打撃は最も大きかったc そこには，支払不能者となった
ザ、ムゾンの債務者が多数いたことは明かである。債務者としてザ、ムゾンが
そうしたように，これらの小売商人の中には，不利な時の勢いにもめげす，
- 27 
若いハイネ
商人として品位を守ろうと，金策に明け暮れた者もあった。ザムゾンがさ
らに追い打ちをかけられるように，痛手を蒙ったのは，彼の在庫品の大部
分が占めた綿製品の最終値が， 1817年末頃の最後の売りに際しては，仕入
価格にさえ及ばなかったことだ。 1817-1819年には，他の地域では一般に
景気が上向いていったけれども，ユダヤ商人たちはその波に乗りきれなか
った。これは後に若いハイネも身をもって知ることだが，ナポレオンの没
落後，いったん自由人となったユダヤ人たちに再び周囲から差別的な敵意
が向けられてくることによる。 1818年には南のヴュルッブルク (Wurz-
burg)から， Iへツプ!へツプ!Jと狂気じみた叫び、声と共に集団を組ん
で反ユダヤの気勢をあげる，いわゆる「へツプーへップー騒動」
(Hepp-Hepp-U nruhe)がラインラントまで波及し，ユダヤ人に脅威を与
える。この危機はデュツセルドルフでは 1819年半ばに頂点に達した。ユ
ダヤ人にとっての危機と，経営のそれと，多くのユダヤ人，ことにザムゾ
ンとその関連の小売商人たちは二重の危機に襲われてくる。
ザムゾンの手形乱発は，たしかにハンブ、ルクの金融場で大きなスキャン
ダ、ルとなり，ザ、ロモンが即座に全権代理人として彼が信頼しているアーロ
ン・ヒンシュをデュツセルドルフへ派遣して，ザムゾンの借り分を清算さ
せる措置に出たことは，理の当然である。この時期にはザ、ムゾン名で集っ
た手形は相当な数に達し，中にはハンブルクで訴訟となってくるものまで
あった。ザ、ムゾン・ハイネの名で公開の裁判が進むことを，ザ、ロモン・ハ
イネは放置しておけなかっただろう。これらすべてをヒルシュは年末まで
に処理した。 12月末には，ザムゾンは，ヒルシュの肩代りした22件の拒絶
手形の代金として10，652ターレルの負債を確認しその代償として彼の倉
庫から多数の商品を引き渡した。明けて1819年となる。早々の 1月パリか
ら前年9月に振り出されて拒絶されている手形 (400フラン， 3.22フラン
=1ターレル)に対して，ザムゾンは，支払準備中と述べる。同じ日付で
ザムゾンとヒルシュとの共同棟述がある・ヒルシュはザロモンに代って拒
絶手形23件分の7，166ターレルを支払う O その代償としてザ、ムゾンはヒル
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シュに，各種コットンの全在庫品とカシミアのショール，木綿の男女用靴
下とハンカチ類を引き渡す。さらにザムゾンは続けて:現在庫品に持ち合
わせた現金全部を投入してきたが，これらの販売は，今日は周知のような
現金のない時代だから，その見込みはない。これらの商品は，これ以上在
庫を続ければ流行遅れとなる，と重ねて述べる。 2，3日後，期限2ヶ月
の満期になり，ザムゾンに支払われる振出人Aの額面603グルテンの手形，
ザムゾンはこれをBに裏書きし， BはさらにCに，そうしてCは逆にザム
ゾンへ裏書きしたものO 最初の振出入Aの陳述は，この拒絶手形について
はザムゾン・ハイネと示談中。ザ、ムゾンにもまだ若干の資金でその手には
L 、るものがなくはなかった。さらに 1日においてリヨン，パリなどからの
額面744，359， 814フランの 3手形など，前年度振り出しの手形が一部を
除いて，続々と拒絶される。そうして1819年2月4日，アーロン・ヒルシ
ュによるザムゾン商会の清算整理が始まる。ザロモン，へンリー・ハイネ
両兄弟はヒルシュに全権を委任し 兄ザ、ムゾン・ハイネの破産宣告の手続
きを取らせる。この時，ヒルシュのデ‘ュッセルドルフでの供述によると，
ザ、ムゾンが前年1818年11月書面で，ザムゾンへの借金85，218ターレル分と
して彼の商品と売り掛金を委譲するという申し出を，ザ、ロモンは受け入れ
ず，ザムゾンの要求に対する必要なすべての処置は自分に委ねられている。
ザムゾンの希望はこうして完全に絶たれた。それも，ザロモンはザ、ムゾン
の申し出直後にすでにこれを拒否しており ヒルシュのこの供述によって
はじめて数ヶ月も前の事実が明らかになった。この頃，ザ、ムゾンはデュツ
セルドルフとハンブルクとの聞を往き来している。それには必ずヒルシュ
が同伴していた。 3月，ハンブルグで公証人へ供述して，彼はこの前年の
全商品，未回収金の委託の申し出については，今は拘束されるつもりはな
いと言っている。それはもはや無駄な言葉であったかもしれぬが，彼とし
(7) シュルテがザムゾンの全在庫品価格と売り掛金額を示した別表によると，前者
は77，833ターレル，後者は7，124ターレルで，ほぼザロモンへの借金と見合う額
である。
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ては最後の自分を生かす道を必死にさがし求めているように思われる。
少し前の 2月頃からザ、ムゾンの健康状態が不調であることが，妻ベテ
ィーの拒絶手形に対する供述から知られる。ハンブ、ルクの医師の1820年7
月の診断書によると，ザムゾンの受診は前年の 1月から始まっていると言
われる。また，デュツセルドルフ地区の1819年2月に出した医師の健康診
断書によると，ザ、ムゾンは5年以上もの間テンカン性の発作があり，この
2年間精神力，記憶力が衰え，それ以来精神病の疑いがあるといわれる。
だが誰が見ても，精神衰弱者ザムゾンにとってこの 5，6年間の多忙な商
活動が可能であったとはとうてい考えられないだろう。現に，ザムゾンの
前年度からの指定期限の切れる手形に対する弁明供述には，依然として強
気が諸所に見られた。そうした中で， 1819年3月31日をもって，>ザムゾン
ノ、ィネ商会《は庖を閉じる。在庫商品の大部分はヒルシュに引渡すよう
に約束されているが，残る品物は，まだ「ハリー商会」あるいは「ザロモ
ン銀行」への手形振出しを続行する余力を持つかもしれぬ。もはや最後の
手段しか残されてL、なし、。ハンブルクの兄弟たちはデユツセルドルフ裁判
所へ， I精神衰弱」を理由にザムゾン・ハイネを禁治産者とする旨を提訴
させた。一方では同時にこの訴えをハンブルク裁判所へ移すよう手続きが
とられている。ハンブルグ側では弁護士を通じて，当地でザ、ムゾンの尋問
を行うように提案されたが，デ、ユツセルド、ルフ裁判所検事は，本人の現住
地での執行を固守して，これを斥けようとする。 1819年4月頃のことであ
る。デ、ユツセルドルフ裁判所は，この禁治産者提訴に必要な親族会(6人)
の尋問をはじめ，親族者たちはザムゾンの病気を認め，後見人をもうける
(8) Dr. A. Sternに拠ると，ザムゾンは1828年「脳卒中」で死亡したということだ
が， 1820年のハンブルクの医師の診断書からみると， Iテンカン性の続発症状と
精神異常を伴う，高齢化に付随する血管障害からくる脳卒中だろうoJ(Arthur 
Stern: Heinrich Heines Krankheit und seine Arzte， Heine Jahrbuch 1964， S.64) 
(9 ) シモンについては，シュルテに拠ると，公証人たちの正確な証書記録のリスト
にその存在がはっきり見られるにもかかわらず，欠如しているものが若干あり，
その中にはハンブ、ルクの兄弟たち，ベティーの実家のファン・ゲテデルン家に関
する重要なもの，とくにシモンの遺書が含まれている。[次頁注(9)J
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ように依頼する。 6人の中にはあのシモン・ファン ゲ、ルデルンががし、る。
このシモンはしだいにハンブ、ルク側へ傾いて行くのである。ハンブルク側
はなおもこの件を当地裁判所へ移そうとして，本人はハンブルクに滞在中
で，旅行不能につき，とハンブルク医師の診断所を提出する。ハンブルク
でのザムゾンの尋問，さもなければ記録調書で宣告が行われるよう提案さ
れる。シュルテの見るところでは この執勘なハンブルク側の試みの裏側
には，この禁治産提訴が，デ、ユツセルドルフ裁判所で、ザ、ムゾン尋問が行わ
れた際に，直ちに却下された事実が見える。つまり，デ、ユツセルドルフで
ザムゾンはその人柄をよく知られており. I精神衰弱」の気配などまった
くなかったからである。やがて，デュツセルドルフ裁判所は，ハンブルク
でのザ、ムゾン尋問に同意する。この年11月の尋問中，三度にわたってテン
カン性の発作に襲われた。一度は身上についての陳述のときであったが，
二度目は禁治産者提訴文を読み上げられたときである。何も知らされてい
なかったザムゾンはこの時はじめてこの訴状を耳にしたのだ。発作のため
尋問は最後までは行われず，聴取された記録はデ、ユツセルド、ルフ裁判所へ
送付された。ここでまたノ、ンブルク側の弁護士はこれまでどおりの禁治産
提訴を繰り返している。 12月，デ、ユツセルドルフ裁判所は一切の書類を検
事の手もとへ届ける。判決はあくまで、デ、ユツセルドルフ裁判所のもとで留
保されているように見える。実際に，ハンブルグ側の提訴した「禁治産宣
告」の決定の跡は，その後も見出されていない。 1820年4月，ザ、ムゾン・
ノ、イネ破産処理財団が設けられ. 7月，家匡敷の競売が公告される。競売
されたのは8月であった。この長年，それを愛し，そのために苦しんだデ
ユツセルドルフ・ハイネ家とその屈の最後の倒産を裁判所に対して是認し
たのは，証書はないけれども，ザ、ムゾン自身だろうという，シュルテの意
見は大いに首肯されるところがある。だからシユルテが最後のハンブルク
側提訴について言うように，ザムゾンはこの件で敗者のような役割は演じ
ていない。むしろ逆である。そうした姿で.56才のザ、ムゾンは1820年7月，
「へップ!へツプ!Jの叫ばれるデ、ユツセルドルフの町を去り，ホルシュ
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タインの湯治場をもっオルデ、スローエの村へ 療養をかねて妻ベティーと
共に移って行った。
これまで1811年，ナポレオンの大陸封鎖策の影響をもろに受けて再起不
能となったと考えられてきた「ザ、ムゾン!苫」を，その後の激しい時の移り
変り，時の運に抗して，ザムゾン ハイネは1819年まで、ひたすら額勢へ傾
く庖の屋台骨をほとんど独りで、支えつづ、けて来た。ハンブ守ルクのハイネ家
の人たちが，ザムゾン・ハイネに対して禁治産の訴訟を起きずにはいられ
なかった事情，それも病気を理由とした事などその措置には十分首肯でき
る点がある。一方で，ザムゾン・ハイネは手持ちの商庖，売掛金を合算す
れば，ハンブルク家への負債に充当できる，またハンブルクの人たちから
見放されることはない，と考えていただろう。その彼の活動は，たとえ縁
故者たちの後楯に頼むところがあったとはいえ，商いの業を「遊び」や「道
楽」として営んできたと言えるだろうか。時にも人にも恵みの薄く生れつ
いた悲運の男であったといってよいだろう。
「回想記」に残された父ザムゾン (SamsonHeine)の項を見ると，母ベ
ティー (BettyHeine)に対するものとは異って，父と少年ノ、ィネとの間に
はより暖かL、感情が流れているのを知る。この傾向は，父がより早くこの
世を去ったということにもその原因があるだろうが，これまで、に述べた商
業者としての父は，たとい辛練さに過ぎる示され方で，あるときは道化の
ような姿で現れていても，その筆の背後には，感情的に深い父への思L、が
隠れている。いつも悪童たちの先頭に立つ腕白少年ノ、リーに，時に厳しい
態度になったこともあるが，この父はやさしい，時には息子に遠慮、してい
るような，だから息子の一人の友だちのような父であった。商人としての
父の生涯はやはり失敗であったことは明かである。だが，失敗がなんだ!
わしはやれるだけはやった 1と，父は言うだろう。このようして，いわば
一つの夢にすべてを託して突き進む父の性格は. i回想記」の中に，的確
に書きしるされており，それはまた少年ノ、イネにそのままひき継がれ，ょ
うやく自覚の域に達するにつれて，それはたとえば「理念，あるいは，成
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長し変化する着想J(ldee)などとL、う言葉にその一部を包んで表現される。
やがてすぐ始まる最初期の詩の傾向にも現われてくる。ザ、ムゾン商会が最
も大きく庖を張ったと思われる1800~1809年代の頃，はじめてこの町に居
の定められた家，つまり少年の生家である，狭く低い建前の二階屋から，
倉庫をもっ少し手広い家へ移る頃の，父と子との触れ合いを.I回想記」
の中では:朝，ょうやく目覚めた少年が，早起きの習慣をもっ父のもとへ
いそいで下りて行く O すると H・H ・-・〕お父さんは昨夜美しい夢を見たん
だが，わたしはおまえにまったく満足だよ，わたしのかわし火、ハリー!J 
そう言いおわった父の唇のまわりに微笑がただよっている。それはこう話
しかけているように思われる:たといわたしがどんないたずらをしても，
父はやはりわたしを曇りのなL、心で愛してくれている，いつもわたしにつ
いて，伺か美しいことを夢に見てくれている。「何か美しいことJ.それは
何だったのか?
フランス革命軍の二度めの占領期の中にあり，ベルク大公領全体がその
最前線の基地であった。領内にしかれた軍政のために領民は大きな圧迫を
受けたが，一方で封建的な領主専制は打破され，この町は当時としてはド
イツ国内で最も自由な都市となった。占領前に仮りの領主だったとはいえ，
すでに同じ革命軍に足を踏み入れられていた南ドイツからのプフアルツ選
帝侯が，その施政の中心においた文化尊重と L、う伝統の素地に立って，デ
ュッセルド、ルフはドイツの中のフランスの町といってよかった。ユダヤ人
たちも，差別された生活圏「ゲットーJ(Getto) に閉じ込められることも
なく，一般市民たちと同等の生活を享受し，信教の自由を輿えられていた。
デ、ユツセルドルフのハイネ一家は，このナポレオン時代の最頂期とやがて
来る終高期との間で激しく揺り動かされたベルク公領民の一典型であり，
ユダヤ人として生きる喜びと悲しみを短い期間に身をもって知らねばなら
なかった。
詩人ハイネが，幼少の頃からユダヤ教ないしはユダヤ人の問題にその心
(¥0) Elster. 7. 176 (Br官ifeaus Berlinl. 
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をつよく動かされ，その詩業に深く影響を与えられたかどうかについては，
意見が分かれている。後の修道院付属学校の少年ハイネの学級は，少年の
伝えたニュース特報で地獄のような騒ぎになった。その知らせ，ヒゲ、のユ
ダヤ人の孫だとL、う言葉は，最初は学友たちのふだんの声で口から口へっ
たわってゆくが， しだいに山羊，豚，犬，鶏の声に似てくる，机や腰掛け
を飛びこえている学友たちの口に繰り返されているうちに，小黒板はもぎ
落され，インキ壷が倒される。この騒動の張本人として，先生から生涯忘
れられぬ苔の懲罰を受けた。この担任教師の名前と同じように. Iその原
因，つまりわたしの不幸な系統学上の報告のこと」もいつまでも記憶に残
っていることを回想している。回想録の始めに，ここに記されたすべて重
要な事柄，特徴的な事柄の中にある「外的な事件と内的な事象との相互作
用はわたしの本質の記号」であると言う O この叙述ぶりも若干の誇張は免
れていなし、。筆者は，誇張の中で，たとえば吹きふくらまされた風船玉の
吹き口だけは，真実そのものであると思う O 少年ノ、ィネは，このニュース
のほんとうの意味はたしかに知らないで伝えた。しかも伝えおわってから
継起した事件はおぼろげならその真実の意味を少年に悟らせるにいたっ
た。少年は，彼の存在がその時どういうものであるかを直感している。こ
の感性は父親ゆずりのものであり，あの言葉には，また，父の深い思いが
こめられてL、たのだ。同時にまた. I所と時とは重要な要素です」とも述
べている O
フランス革命以後2年ですでに自由人となっていたフランスのユダヤ人
と同じように，長い束縛から解放されたベルク大公領のユダヤ人にとって，
また広く領民たちにとっても，ナポレオンは救世主のように見えた。軍服
にあこがれ，パレードに，足を踏み鳴らせたほど軍人びいきであった父の
ザムゾン・ハイネにとっても，ナポレオンは，忘れられぬ人であった。母
ベティーも，はては一家をあげて，さらには，広くドイツ知識人たちによ
っても，皇帝はつよく支持されていた。ハイネの晩年も大詰めの時，その
死没前3ヶ月，弟グスターフと妹シヤルロッテは. I祷の墓」に横たわっ
34 
2. デ、ユツセルドルフのハイネ家
ていた兄を訪ねて，楽しい語らいをしている。妹シヤルロッテが，その強
L 、願いによって，兄と対面するのは12年ぶりであった。その時詩人ハイネ
が三人の弟妹の信じられぬくらいの鮮かな記憶力で昔を思い出した言葉。
兄は5才か6才かの幼年時代の事まではっきり覚えていた，と弟は言って
いる。それから少し成長してからのことだが，兄は弟に語りかけている:
「おまえ，あの時ことをまだおぼえているかなワ お父さんが制服をつけ
て家に帰ったときのことだ。お父さんが服をぬぎおわると，ぼくたちはそ
れを代わり番こに着たじゃないかつ ぼくは羽毛の飾りのついた帽子を手
にして， >おれはナポレオンだぞ!くと叫び，おまえは剣をつかんで，>ぼく，
ミュラー!くと嬉しそうに大きな声を上げた。マックスも自分ひとりで制
服を着ていたな，もちろん服を背中から床の上にゾロゾロひきづって，嬉
しそうに叫びつづけていた， >ぼく……ぼくは皇帝お付きの医者!く。お母
さんがし、つも，軍服と剣を貴重品のように大切に見張っていて，さあ，も
うL、し、でしょう，とどこかにしまいこむまで，ぼくたちは大はしゃぎだっ
た。おまえたちも気づいているだろうが，この話には予言めいたものがあ
って，ぼくには忘れられないんだ。グスターフは騎兵隊の士官になったし
マックスは医者になった そうして ぼくはセント・へレナに横たわり，
言いようもない痛みに苦しんで死ぬのだ。」いま詩人ハイネの死を書くの
はたしかにあまりにも早すぎる。それはナポレオンの死を意味しているだ
けのものである。ナポレオンは，デ、ユツセルドルフにも功罪合わせて残し
ていったが，とくにユダヤたちにとっては，二重の救い手として皇帝の印
象はにわかに消し去ることのできぬものがあった。ザムゾン・ハイネは，
多くの領民の中で，それを最も深く刻み込まれた者の一人である。正確に
言えば，ナポレオン崇拝者は，その子たちより一世代以上も早い，老人層
に属する人たちで，ハイネ家の子たちには，祖父母，父母，保母などから
口伝えに聞かされるナポレオン物語であった。
(1) H. Houben: Gesprach mt Heine， Potsdam 1948， S.1036. 
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2.で，少年ノ、ィネの父方，つまりハイネ家の人たちについて，そのあら
ましの事柄が述べられた。つづいて，その母方，ファン-ゲルデ、ルン
(van Geldern)家の祖先と，その中で，詩人ノ、ィネの記憶に残って，彼の
生涯に若干の影響を与えた人たちのことに筆をすすめたい。父ザムゾンの
生活ぶりから察しられるとおり，少年はより多く「母の子」として，そし
て母方の人たちから見守られて日日を過ごした。それは「回想記」の中で，
次のように述べられる:わたしの母方の家族についてある程度詳しく書か
れているのに対して，父方の一族や親戚については一言も触れられていな
いと非難する者がし、るが，なにも故意に一方を持ち上げ，一方を無視した
わけではなく，父はだれ一人身寄りの者もなく，よそ者としてここへ来た
のだから，ハイネ家についての昔話をわたしに聞かせてくれる者も一人も
いなかった。これと反対に，母の生家には，家伝につながる人や遺物の物
語りをしてくれる古老たちがし、た。とくにこの弁解は，父方の祖先が，母
方のそれと比べようもなく，当時のユダヤ人たちの中で低い生活者層の中
に位置していたかのような誤解を取り除こうとした言葉て、あるとも思われ
る。たしかに，これから述べられるように，母方の祖先の人たちは，ハイ
ネ家の人たちよりも比較的に優位に立っていた。しかし，それは「回想記J
の作者の筆先きを鈍らせるほどのものではなかった。
以下に，ファン・ゲ、ルデ、ルン家の父祖たちの世代交代の模様を見てゆく。
始祖といわれるヤーコプ(Jakobvan Geldern)が，その発祥地，オランダ
のゲ、ルデ、ルン村から，ユーリヒ/ベルク公領へ移住して保護状を手にした
(1) これについては，オランダではなくて，ユーリヒ/ベルク公領内の地とも言わ
れるが，ハイネ自身が母から聞いた言葉を伝えるカルペレスに従っておく。 S.98，
注 (24)に掲げられたその書， S.64-67を参照。
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のは，父方イサーク・ハイネがピュッケブルクで保護ユダヤ人となった時
期と同じ噴の， 1628年である。公領主のプフアルツ選帝侯の恩寵をうけて
出入りを許される宮廷御用商人として，デ、ユツセルドルフに定住すること
が出来た。二代目のイスラエル，始祖と同名の三代目のヤーコプにいたる，
1650年の頃は，この地に居住を許されたユダヤ人は数家族にすぎなかった
が，ゲルデ、ルン家はユダヤ人代表として公領主から重用されたけれども，
保護ユダヤ人の域を出なかった。
ファン・ゲルデ、ルン家が宮廷御用商としてその地位を一段と高くするの
は，四代目のヨーゼフ・ヤーコプ(JosephJacob v. G. 1653-1727)，通称
ユスパ(Juspa)の時からである。時の支配者は，ベルグ公領へも足をのば
すことのあった，プフアルツ選帝侯ヨーハン・ヴィルヘルムである。その
豪華子な生活と，スペイン王位継承をめぐる戦い(1701-13)，それらに必
要な物資の調達をユスパは担当する。緊急に発行された公領国債の利札を
売り出して戦費を提供し，また，参戦部隊の糧株を供給することによって，
大きな利益を得た。 1712年には，デュツセルドルフにゲルデ、ルン家として
は初めての，人目をひくほどの居宅を新しく構えることができたしさら
にユダヤ教会を創設する運びとなり，ベルク公領のユダヤ人代表に選ばれ
る。しかし一方で，ユダヤ人の聞の御用商人を目指す競争は，他の地域
からの進出者によっても激しさを増し，また，調達した金は回収困難とな
り，その死に至るまでに，次第に劣勢に追いやられる不運に見舞われた。
ブランデ、ルブルク公領から諸方に，強い財力によって支配権を握っていた
ゴムベノレツ (Gompertz)家が，公領内へもその手をひろげてきたためだ。
落ち目となったゲ、ルデ、ルン家を引き継いで，父ユスパのかつての勢力を
盛り返すのが，ラツアルス (Lazarusv. G.， 1695-1769)である。未回収の
ままであった領主への用立金の見返りのようにして， 1721年にはカール・
フィリップ選帝侯から，宮廷出向の特権だけは維持することが許された。
ラツアルスは，やはり敬度なユダヤ教信奉者であったが，その性格は開放
的で明るく，その邸に領主側近の多くの人たちまで集める社交性を持って
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いた。つぎつぎとベルク公領主となるプファルツ選帝侯たちが芸術愛好な
ど，一般に浪費も意としない賛をつくした生活慣習をもって支配した首都
デ、ユツセルド、ルフの環境に育ち，一時期をウィーンを過ごしたラツアルス
の体験が，やがてゲルデ、ルン家へ，単なる宮廷御用達の商家とは異なり，
文化，芸術への理解をも持つ特色を伝えることとなる。これはひとりラツ
アルスの人柄によって生れてきたものではなく，その妻の助力も与ってい
たにちがいない。妻となった人は，当時はドイツ皇帝でもあったレオポル
ト一世治下のウィーンで，貨幣鋳造の役をつとめて，宮廷出入りを許され
ていたプレスブルク (Presburg)家の出であり，ラツアルスが新しくデ、ユ
ツセルドルフで居を構える前は，ウィーンの義父のもとでその仕事を援け
ていたのである。二人の聞に男女十人の子たちが育つ。息子たち四人を出
生順にみると，シモン (Simon)，ミヒヤエル (Michael)，ゴ、ツトシヤルク
(Gottschalk)，早逝するヨーゼフ(Joseph)。次男だけが商人となっている。
当時の世界を股に掛けた人，少年ノ、ィネの大伯父シモン，医者となった祖
父ゴ、ツドシヤルクについて後に述べられるが，六人の娘たちは，それぞれ
の口から，少年に母の家に伝わる歴史を物語ってくれたーーそのように「回
想記」に書きとめられている大叔母たちである。ゴットシャルクが医業の
道に進んだことは，ゲ、ルデ、ルンの家系の中でも，強く注目される事柄であ
る。これは，ただこの一家に限られず，父のラツアルスの世代，つまり十
八世紀に足を踏み入れたユダ、ヤ人たちを取り囲む，当時の新らしい時の流
れを背景にしている。このー家がその中で， どのようにその後育の進路に
光を与えるのか，それについて，ローゼンタールはこう述べている I四
代目のヨーゼ、フ・ヤーコプもすでにヨーロッパの文化に関心を寄せ，五代
目ラツアルスにいたると ゴットシャルクのほかにモーゼス・エマヌエル
(Moses Emanuel)などに，哲学，自然科学，言語の勉学を受けさせてい
る。それでいて，ゲ、ルデ、ルンの祖先たちは，ユダヤ教を心から信奉しづづ
けている。この家族には，医学の分野で、勝れた人たちが三代にわたって出
てくる。……」このゴ、ットシャルクに先がけて医者となったモーゼ、ス・エ
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マヌエルは少年ノ、イネの大伯父だといわれるが，そのほんとうの姿は筆者
には不明である。
六代目にあたるゴットシヤルク・ファン・ゲルデルン(1726-95)は少
年ハイネの祖父である。ジーブルク (Sieburg) のラピであったボック
(David Pinas Bock)家出の妻サーラ (Sara)との聞に， もうけられる子た
ちは，二人の息子，ヨーゼフ(1765-95)，シモン(1768-1833)，そして
未婚のまま亡くなる娘，ヨハンナ，近くの地主に嫁したフアニー，末娘と
して，やがて少年ノ、ィネの母となるエリザ、ベートたちである。長男ヨーゼ
フが父と共に，医療にたす3わる期間は数年を出でず，短命におわった。
さきのモーゼスとあわせて，ゴットシャルク父子の三人は，デュッセルド
ルフの町医者として，多くの町民の命を守り，ゲルデ、ルン家の名は町の外
にも広く知れわたった。詩人ノ、ィネの記憶の中にも，とくにこの伯父ヨー
ゼフの名は，長くとどめられていて，たとえば1835年に求められて書いた
「自伝」の下書きには，宮廷顧問 (Hofrat) の役職名も添えている。後の
マクシミリアン・ハイネの「ハイネ回想」文の中でも，侍医ヨーゼフと呼
んでいるしプファルツ選帝侯カール・テオドールに愛せられたのであろ
う。
「回想記」の中に見られるのは，祖父ゴットシヤルクをしのぶ文である。
ゲルデ、ルン家の二階に少年は上って行く O ほの暗い屋根裏部屋であった。
生きものといえば，家の飼い猫だけがじゃれて動き廻っている。塵と挨，
徹くさい。何を求めて少年は足を運んだのであろうか。その階上でほとん
ど終日を過すことができたのは，最上の喜びであった。それは誰でもが，
少年時代に隠れた部屋に忍み込んだ時に，噛みしめる不安と好奇，そして
驚きとのまじり合った喜びで、ある。雑然としたガラクタ部屋であるが，文
中では「ノアの箱舟J(die Arche Noah) とも言われる。少年が発見する
(2) Ludwig Rosenthal，前掲書 S.65.
(3) Briegleb， Heinrich Heine， Samtliche Schriften 6 Bde. Munchen V.-592. 
(4) Maximilian (以下， Max.とする)Heine，前掲書 S.6f.
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ものは，祖父ゴットシャルク愛用の遺品，飾りのついた，錆びついた万を
はじめに，父ザ、ムゾンも付けた董，部屋の片隅にころがる母の少女時代に
吹いた笛など。その音色を楽しんで，しかし父を不機嫌にするために，こ
っそりこの部屋で口に添えた笛で、ある。地球儀，惑星の図表，大きなフラ
スコ，それに蒸留器も見つけられた。星占い，錬金術に祖父は興味をもっ
ていたのであろうか。ひとまとめにして箱に入った書籍の中に，未知の世
界を探求する神秘の科学書がある。大部分はやはり医学書であったが，パ
ラツェズスのような中世の医者で哲学者の本も出てきた。さきにローゼン
タールが，ゲルデ、ルン家のより新しい伝来の家風に，サイエンスへの関心
と傾向とを述べているのは，この「回想記」の記述に拠ったものであろう。
さらに少年は挨をかぶった別の箱へ手を伸ばし 奇妙なメモ帳を掴む。だ
が，これについては数段さきに行を改めて述べることとする。「ノアの箱
舟」は思わぬ方向へ，少年の空想を乗せて流れて行くのである。祖父ゴツ
トシヤルクについては，少年が手に取って見る遺品を通してのほかには，
知ることが出来ないが，音楽好きだった母へ理解を示さなかったことは，
その人柄の一つを示しているo ~ 、ずれにしても，この祖父の代から，それ
までの単なる御用商人ゲルデルンの家名は，医家ゲ、ルデ‘ルンとして，デュ
ッセルド、ルフに周知のものとなった。後に詩人ノ、イネの書いた自伝記類を
見ても，次の二つの記述の中に，祖父についての数行を読むだけである一
「ノレ・グラン書」の第6章:デ、ユツセルドルフの地に葬られた人び、との中
から，祖父ゴットシャルクと同じ大学で医学を修めたその長男ヨーゼフを
思い出し， IC・H ・.J二人ともにこの地でその名を知られた医師で，多くの
病人を手がけてその命を救った」。また， I告白J(Gestandnisse)の中で，
少年がやがて学ぶことになるギムナジウムの校長シヤルマイアー先生を重
L 、病気から救ったのは，この祖父，と述べているにすぎない。むしろ，祖
父と同じ道を進んだ弟マクシミリアンのほうが，その姿をいつまでも記憶
にとどめている。ただ，その祖父は，マクシミリアンの出生前に亡くなっ
(5) Max. Heine，前掲書 S.6.
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ているのだから，肖像画の中の祖父，母からの言い伝えの中の祖父である。
赤い礼服をつけ，見事な色合のカフスをのぞかせ，金のパックルを締めて，
細い剣を腰に吊している，いかめしい姿で，まるで肖像画におさまった人
のようにしるされている。その画像から歩き出して来たように，祖父は生
まじめで，無愛想で，風変わりなところがある。少しでも暇があると専門
書に読みふけるか，器械類を手にしている。とくに，家庭内では娘たちへ
の族がきびしく，楽器の練習となると，それはぜいたく品であり，時間の
浪費であるとして禁止する。母は，その父ゴットシヤルクと肌合いが違っ
ていて，心底からの音楽好きで，ピアノなど，どんな小型の物であったと
しても，父に見つからずにはすまない。しかたなく母は，整理ダンスか愛
読書の中へまぎれ込ませることのできるフルートを選ぶことを思いつく。
練習時間は父の留守中で，かなり上達してから，母は兄グスタフ相手に，
だれかの二重奏曲を吹いていたという話をマクシミリアンは思い出してい
るしこのフルートの音が，時どきゲ、ルデ、ルン家を宿にしていた父ザムゾ
ンとの縁結びになった，と述べている。
前述の「ノアの箱舟」の屋根裏部屋へ，少年ノ、イネが上って行くことを
許してくれたのは，その時のゲルデ、ルン家の主人であったシモン伯父であ
った。続けて書かれているように，そこで過すことのできた二，三日は，少
年にとって，不思議な喜びの連続する自由な時間であり，その空想力の培
養土になる。しかしほんとうに少年の心を神秘の世界へ誘ったのは，祖
父の遺品ではなくて，ついで少年がさぐり当てたメモ帳であった。この遺
品について述べる前に，少年が階段をきしませて上って行くのを見る伯父
シモンに，しばらく筆をとどめたい。父ザムゾンの屈にも姿を現わし，ザ
ムゾンを助けようとして力及ばなかったあの人で、あり， ["母に次いで，わ
たしの精神を培うのに大きな力のあった」伯父である。メモ帳だけを残し
た大伯父シモンはいわば 「幻の人」であるが，伯父シモンは，少年がそ
の顔，その声を知っている実在の人であった。小柄な，ギリシャ人に似た
ところのあるこの伯父は，細く長い鼻にいつも指を伸ばす癖を持ち，あん
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まりひっぱるから，そんなにのびたんでしょう，と少年と弟妹たちがから
かうと，急、に顔をひきしめて厳しく子供たちを叱りつける。父ザムゾンと
ちがって，同じ織りでありながら，身につけている物は流行遅れ，ザムゾ
ン商会の庖内にあった新しい商品にまったく関心を寄せもしない。支配人
としてこの庖に坐るときも. I回想記」にあるように，多くは黙って新聞
などひろげていることのほうが多かったのであろう O 少年ノ、ィネたちの限
には， こうしたしんねんむっつりの伯父は近づきにくいものだったが，他
方からすれば，その胸のうちには世俗的な名誉心など物の数に入れぬ，誠
実と高潔の風を周囲にただよわせて，子供たちにいつの間にか尊敬の気持
を植えつける。だが，こうした伯父にも人間らしい血潮は流れていて，大
市の祭りの華やいだ気分を好んで人込みの中にまじり，時には酒場へ足を
むけることもある。ただ，そうした生き生きとした感情に，父ザムゾンが
したように，身を任せることはせず，真実と正義の前では，伺のためらい
もなく，理性の人に立ちもどり，その周囲に殻をつくる。伯父はそこに殉
教者のような顔をして坐っているのである。しかしその外の世界に対す
る態度には，頑固一点張りではなく，自己抑制に加えて自己卑下さえ見え
るO このような資質は，ゲ、ルデ、ルン家の人たちには珍らしいもので，兄ヨー
ゼフが父の後を継ぐようにして医学の道を志したのに，この人は，イエズ
ス会付属の高等専門学校の人文学科へ進み，ラテン語を主とする古典学を
選ぶのである。父ザムゾンが織物商から次第に流行服飾品にぬめり込むの
に，伯父シモンのマニアは，古書籍，古雑誌の収集にまで及ぶ。しかし
伯父は本の虫でありながらも，モノマニーではなくて，刻々に動くデ、ユツ
セルド、ルフ周辺の世情を黙視できぬらしく，ライン地方の新聞の協力者と
なって，一家言を寄せようと愚かれたように筆を走らせる日がある。出来
上る文体は，その素養となったラテン語のためか，お役所の通達文臭があ
り，もうギムナジウムへ通っていた頃で‘もあろうか，たまたま見かける幼
L 、甥の文章にはなじめぬらしし、。軽すぎる，無駄が多い，品がない。少年
にとって，それでもこの人は，父には求められぬ何かがあると思われるの
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である。「回想記」の作者は，しかしこの伯父が熱心に，わたしの精神
の向上を助ける手段をあれこれと教えてくれたのは，たいへんわたしに役
だった，と言い，つづけてこうも述べる:わたしの精神が形をととのえる
のに大きな影響を与えたこの伯父に限りなく感謝している。伯父とわたし
の考え方がどんなに違っていようと，伯父の文筆による努力がわずかの実
だけしか結ばなかったとしても，それはたしかにわたしの胸の中に，いつ
か筆をもって立とうとする意欲を呼び起してくれたように思う。机に向っ
て坐っている伯父，その傍らに立っている小さい甥。伯父の作文について
の注意を，甥は上の空に聞いている。そのために伯父は幾冊かの本を甥に
見せさえもする。甥の視線は活字の上をすべって本の外へ出ている。伯父
にはこのようなひたすらの文筆への執念がある。「回想記」にはこう書き
つづけられている・伯父から幼いわたしは贈り物として最も美しい，最も
貴重な書籍をもらっていた。それに，伯父の愛蔵書，ギリシャ・ラテンの
古典書，大切な，新しいパンフレツトなどを，わたしの自由に任せて読ま
せてくれた。そればかりか，祖父の遺品まで，箱の中をひっかき廻して捜
し出すのを許してくれた。成人してからの詩人ノ、ィネとデ、ユツセルドルフ
を生涯を通じて離れなかったこの伯父との心の交流は明かではなし、。 1833
年3月28日，パリから， K.A.ファルンファーゲン宛の書簡の中で， 3月
初めに伯父の計報を受取ったことも告げてし、る。この時は，ファルンファー
ゲンの妻ラーエルが死去して間もない深い悲しみのさなかにあり，二重の
不幸に，ぺンを握ったまま涙をぬぐし、つづけている。散文作品として高い
評価を得ていた「旅の絵J(Reisebilder)第3巻を伯父に贈ったのは数年
前であるO 弟マクシミリアンはこの伯父シモンについて，在野の博学者，
ラインラント地方雑誌の熱心な協力者，そして誠実な人間の模範，兄ハイ
ネはこの人をとても愛していた，と述べて，その「回想記」に伯父の姿を
見事に書きとめて，尊敬に値する，この人独自の特徴を，現存の人のよう
にわたしたちに見せてくれた，と言っている。伯父シモンは，ゲルデルン
(6) Hirth， Briefe Nr. 282. 
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家の中の「奇人」であった。ょうやく医療を家業としてゲルデルン家に定
着させようとしていた時，祖父ゴットシャルクと長男ヨーゼフは年を同じ
くして没してしまう。もし先だった祖父が長男の短かし、命運を計り知って
いたとすれば，最後の病床で祖父はどんなに悲しんだであろう。そして，
厳格な人としてゴットシャルクは，変わり者に見える次男シモンをどう観
察していただろうか。「不肖の子」であったので‘あろうか。公職につかず，
豊かな学識を持ちながら在野の人として終るシモン，それは最初からシモ
ンが意図したことであっただろうか。当時ナポレオンの支配下にあっても，
ユダヤ人が公職につくことは，やがてプロイセンの支配力が伸びてくる時
代においては，まったく不可能であったこと，それを，父ゴットシャルク
は身をもって知っていたに違いないしやはり悲しみをもって予測してい
たに違いない。少年ノ、ィネを，弟マクシミリアンも言うように，このシモ
ン伯父は人一倍愛していた。書物をさがし廻る甥を，伯父はどういう思い
で見ていただろうか。両親の死後，生涯を独身のままに，デュツセルドル
フに踏みとどまったシモン，その死と共に，少年ハイネの末弟グスタフが
母方の姓を名のったことがあったが その実はこのシモンをもってゲルデ
ルン家は杜絶えるようだ。ここで，もう一人のシモン，おそらく当時実在
していたならば，少年の心をさらに強く惹きつけたにちがし、ない，大伯父
シモンの事へ筆を移すことにする。
前段で述べられたこと，少年ノ、イネが伯父シモンに案内されるようにし
て上って行った屋根裏部屋で，祖父ゴットシャルクの遺物を掻き廻した後
に，やはり挨にまみれた一つの箱へ手を伸ばして一冊のメモ帳を捜し出す
ことから，この段では書きついて、ゆく。それは，祖父の兄，伯父と同名の，
大伯父シモン・ファン・ゲルデ、ルン(1720一74)が遣していた備忘録で，
少年にとっての「最も貴重な収穫物」であった。手にした瞬間，ゲルデル
ン家の大おば，おばたちから語り聞かせてもらったことのある人，風がわ
りな「聖者」姿であった， I騎士J，あるいは「東洋人」とL、う縛名で呼ば
(7) Max. Heine，前掲書 S.5.
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れたあの大伯父を思い出した。「回想記」の中で，その記事は父母たちの
思い出に次ぐスペースを占め，その描き方も，まるで自己告白のようであ
る。「騎士」シモンと言えば，その周囲の貴婦人たちに扇のかけ守から美し
L 、顔をのぞかせて流し目などをそそがれる， I東洋人」シモンと言えば，
エキゾチックで，その顔付き，肌もヨーロツパ人とは異色のもの，小アジ
ア，中近東，はてはアフリカを渡り歩いた人を思わせる。十八世紀半ば頃
のことである。大伯父シモンの眼は，ベルク公領から遥かにフランス，イ
タリーを越えて遠くの世界へむけられた。以下に，まず「回想記」から，
シモンの足跡を辿ってみよう。
最初の頃シモンが長く足をとめたのは，北アフリカのモロツコであるO
その途中，エルサレムに巡礼し，モリア山上で祈祷をつづけているうちに
一つの「幻覚」をもっ。それがどんな神のお告げて、あったのかはしるされ
ていない。北アフリカと中近東とを歩き廻るうちに，万剣づくり，乗馬と
馬の飼育の方法まで心得て帰り，人びとを驚かせる。部族の首領に選ばれ
たかと思えば，盗賊団の首領となった日もある。滞在するほとんどの土地
では，その宮廷に，いつの間にか出入りを許される。そこでのシモンの立
居振舞をこう述べている I一一彼が長く足をとめた各地の王侯，領主の
館では，持前の美貌と立派な恰幅，また見事な東洋風の装いで人目を惹き
つけたのですが，とくにその衣裳は婦人たちに妖しい魅力を与えました。
それに彼がL、ちばん人びとの尊敬を集めたのは，そのいわゆる秘術だった
と思われます。」シモンは，ユダヤの秘教カパラに通じていたようだ。亙
術が成功し予言が的中することもあったのか。しかし，心のおごりから，
高名の貴婦人との情事があからざまになって 生命の安全を期するために
は，無一物で逃亡するほかなく，その際あの乗馬術が役立った。ロンドン
へぶらりとやって来たのはこの事件の後で，この避難所では苦しい毎日の
生活をしている。少年ノ、イネが，デ、ユツセルデルフ図書館の書棚によじの
ぼって，偶然に発見した旧約聖書「出エジプト」記に関係する本は，この
地で印刷されたもので，オラトリオ形式の，序文は英語，本文の韻文劇は
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フランス語で書かれていた。シモンの使える外国語はさらにその数が多く，
メモ帳によると，アラビヤ，シリヤ，古代エジプト系の単語まで出てくる。
メモ帳を手にして座り込む少年ノ、イネが，その時うけた印象を， i回想記J
ではこう書いている i一一この大伯父は，正体のつかみにくい，謎の人
でした。彼が送った生活は，十八世紀の始めと中頃にだけ可能だった，風
変りなものでした。彼の半身は夢想家で，世界を家とし，世界を幸福にす
るという夢のような理想のために宣伝をする。半身は幸福を追い求め，あ
くまで自分一人の力を信ずるという自覚の上に立って，腐敗した社会の朽
ちた柵を破り聞き，あるいはそれを飛び越える人でした。とにかくどこか
らみても彼は立派な人間でした。J一一大伯父シモンの行動の中には，一
つの理想，それはエルサレム巡礼のときの祈りのさ中にもった幻覚で、もあ
っただろうが，その理想、を実現するための手段として，山師のようなとこ
ろがあり，その亙術には詐術のようなものが見られたかもしれぬが，それ
はけっしてありきたりの山師でもなく，悪徳の魔術師でもなし、。大伯父の
正体は，彼の生きる時代を超えようとする，新しい人間の型であっただけ
に，その時代までの旧い人間観からはとうてい掴みえないものであった。
つづく「回想記」の記述はもう屋根裏部屋を下りて，学習と遊びの，ふだ
んの生活へもどってからの，大伯父シモンの印象記である。その残る部分
をまとめてみる i一一この大伯父は幼ないわたしの空想力を，異常なま
でにつぎつぎと掻きたてていきました。わたしは彼の運命の浮き沈みなど
を思い，すっかり我を忘れたありさまで，晴れた明るい昼間に，よく，ふ
と不気味な気持に襲われることがあって，わたし自身が亡き大伯父である
かのような，それにわたしの日日は，あのとうに亡くなった人の続きもの
にすぎぬとL、う気がしました。夜になると，その同じ気持が夢に写し出さ
れて，昔のことをあれこれと懐かしんだものです。[..・H ・〕この夢の中で，
わたしは自分を大伯父とすっかり同一人に見たてていたのて、すが，それで、
いて，わたしは別の人間だ，時代もちがう，そう思うと，とてもこわい気
持になるのでした。〔……〕あるとき，わたしが父に，ちょっとした失敗
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を言いつくろおうとして，ひょっとするとあの人の生き霊が，わたしなの
では……と言うと，父はいたずらっぽく，あまえ，大伯父さんからだな，
いつかおまえを支払人にした手形が振り出されるようなことがあっても，
けっしてそんなものにサインなどしないでおいてほしいもんだな，そんな
ことを言いました。」 父ザムゾンと少年は，あるときには，この大伯
父シモンを話題にしたことがあるにちがし、ないし父も息子に与えられた
シモンの影響の深さを，いくらかでも知っていたにちがし、ない。
さて，この「謎」の人と言われた大伯父シモンの正体については，これ
までにかなり明かになっている。その一つは，ブロートの「ハイネ」評伝
で，その冒頭に「東洋人J("Morgenlander")として紹介されている。
そこで拠られている資料は， 1) D.カウフマンと 2)F.ハイマンのシ
モン論である。断っておくが，筆者には前者は未見のものである。ブロー
トは，1)については，その抄訳の労を多とし，さらにユダヤ精神史に重
要な史料となる他の部分を併わせて，その完訳をつよく期待している。し
かしカウフマンのユダヤ人，ユダヤ教に対する照準の向け方，その態度
については大きな疑問をさしはさんでいる。カウフマンはシモンを，例え
ば，冒険家，ユダヤ神秘主義者，社交家，芸人，さらには物乞い，亨楽主
義者ときめつけているとして，この風変りな人間シモンの持っていた，純
朴で、不安に満ちた限に気づかず，また，その変転するさまざまの不幸に耐
えてゆく運命にもさして共感を寄せていない点を不満としている。ブロー
トは，シモンのその眼に，近代ユダヤ人の先駆者の面影を見ており，不運
と幸運との谷間を歩きつづけるシモンに，やがて成人してゆくハイネの姿
を重ね合わせるのである。「回想記」にもしるされている，シモンの好ん
だ合言葉のようなフランス語句， I無邪気さの失われるところ，生きるこ
とは罪なり。」は，上述のブロートの「シモン」観をそのまま言い現わし
(8) M. Brod，前掲書 S.I~9.
(9) 1. David Kaufmann，へブライ語て、書かれたこの「メモ帳」の抄訳 (896)。
2. Fritz Heymann: Chevalier von Geldem， Amsterdamm 1937. 
新しく， Judiseher Verlag bei athenaum， 1985. 
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ているといってよいだろう。こうした点から，カウフマンの，いわば漬面
だけをとらえた浅い観点と比較して 2)の，後にヒトラ一時代にアウシ
ュヴィッツで殺害されるハイマンは シモンの行動をより幅広くとらえて
おり， 1700年初期の時代の流れに，禁欲的なユダヤ教徒と亨楽的な一人の
人間との二つの殻をおのおの自由に突破しようとして，矛盾にあふれる行
動で対抗してゆく過程がそこに示されているのを，ブロートは高く評価し
ている。シモンの何かに追われるように歩きまわる姿は，漂泊者であり，
また巡礼者で、あった。ハイマンの，いわゆる「愉快な老愚者」はシモンの
最後の姿であろう。しかしシモンの遣した，ほとんど自分自身でその伝
記を編むために書きつけたとも思われるメモ類は相当の量のもので，1)
のカウフマンの場合は別として， 2)のハイマンの場合も未だ十分にシモ
ンの生涯(その晩年及び死没の年も含めて)を，当時手にした資料のみで
は，とうてい明かにすることは不可能であった。
シモン・ファン-ゲルデルンのメモ帳への関心，というよりもむしろ，
広くはユダヤ人，狭くはゲルデルン家の歴史，その中で占めるシモンへの
関心を持ちつづけたローゼンタールは，これまで筆者がその労作にしばし
ば依拠している「ユダヤ人としてのハインリツヒ・ハイネ」の中で，ブロー
トと同じように，シモン論に多くの頁を割L、ている。この部分は，別に二
つの「シモン」論として，本書の刊行と前後して「ハイネ年鑑J1) 1973， 
2) 1975年号に発表されており，本書のシモンの項の底本，あるいは追記
である。主としてへブライ語で書カ通れた， この難解な関係資料の発見され
たのは，すこし古く， 1912年，場所はダルムシュタット図書館，発見者は
その館長K.シュミット (KarlSchmidt)である。この遺稿は， 1805年にH
男爵からそのキャビネットといっしょに遺贈され，その後長く書庫に眠っ
(刈 LudwigRosenthal，前掲書 S.69-84.
わ) 1. Neue Blicke in das Leben u. die Personlichkeit von Heines Grosoheim 
Simon v. G. 
2. Beziehungen des }Chevalier v. G.{ zu r司 ierendenFurstenhausern， hohen 
Staatsbeamten u. anderen Standespersゅnen.
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ていたものであった。さらにその発見者が，へブライ語に堪能で，十八世
紀のユダヤ律法などに通じた学者の詳細な研究対象となるよう期待し，シ
モン・ファン・ゲ、ルデ、ルンの生活と運命のみならず，当時のユダヤ入社会
及び一般の文化史にとって注目すべき成果が必らず得られるという確信
を，フランクフルト紙で呼び、かけたにも拘らず，遺稿を長い眠りから呼び
覚ます人は，ローゼンタールをおいてはなかったのである。遺稿には，シ
モンが送り，また受取った書簡をはじめとして，本人のもらった推薦状，
本人が出した諸種の願書，本人所蔵と思われる図書目録，住所録，その他
こまごました証明書，受領書，父ラツアルス関係の文書など，中でも重要
と思われる， 1756年秋に始まるシモンの日記の第2部が含まれている。こ
れら大小のシモン文書が，ダルムシュタットに贈られることになったのは，
おそらくシモンがへッセンーーダツレムシュタット地方に十年間も滞在した
ことに因るものだろう O
「回想記」の中に見られた， Iノアの箱舟」の伯父シモンの家の屋根裏
部屋で，挨をかぶった箱の中から発見された「メモ帳」は，大伯父シモン
の日記第1部ともみなされるもので， 1756年秋で終っているとされる。さ
らにローゼンタールに拠って，ブロート以後の所論を補ってゆけば，この
シモン日記第1部は，いつの間にかゲルデ、ルン家の手を離れて長い間にわ
たってその行方が知れず，ょうやくベルリンのユダヤ教区の図書館に姿を
見られるようになった。ヒットラーが登場して来ようとする時で，その間
三十年近くも経過していた。さきに挙げたF.ハイマンがベルリンでこれ
を見たのは1920年代で，そのシモン論の典拠としたものである。しかし，
この手記も，現在はどこにもない。やがて，継起する恐ろしいユダヤ人迫
害とその運命を共にしたのであろうか。既述のとおり，ブロートが参照し，
へブライ語の原典からの部分訳の努力を高く評価しながらも，その基本的
な態度に疑問を投げかけられたD.カウフマンは，このシモン日記第 I部
と若干の自ら収集した関係資料に拠って，その主著とされる「ハインリヒ
・ハイネの祖先総覧から」に，その四分のーもの大きいスペースにシモン
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-ファン・ゲルデ‘ルンの項を割り当てた。ブロートがはっきり不満を表明
した書で-ある。 K.シュミットによって新しく発見された，シモンの日記
類なしに，困難なシモン研究に携わったカウフマンの，ハイネ研究の上で
持つ意義は大きL、。そこに誤解と誤測が生じたことは，むしろこの種の研
究過程では当然のことであり，観点をすこしずらせば，一般にこれらの誤
った判断は正解への重要な捨石で、あると思われる。例えば，これはブロー
トの不満を正当化することが出来るものだが，カウフマンは，シモンを，
ユダヤ教律法を厳しく守る，上層階級のユダヤ人家族ファン・ゲ、ルデ、ルン
の中で，奇人ともみられる不安定な精神の持主，めったに見られぬ異常人
と考える。シモンは，その家族のかちえてきた尊敬と名声とを，ヨーロツ
パ中の全教区に曳きずり歩き，それによって家名の傷つけられることをま
ったく意としなかったし つつましやかなユダヤ教徒の顔をして各地で食
客生活を面白おかしくつづけた，そう見るのである。それは，後に述べら
れるように，一つの判断，荒っぽL、断定，誤りを含む推定であるが，たし
かにシモン・ファン・ゲルデ、ルンのほぼ三十年間にわたる旅，この旅その
ものが，一つの目的を持ったものか，ただの流浪のための捨鉢な放浪で、あ
ったかが問題であるが，その長い一見漫遊ともうけとれる旅全体の中に，
カウフマンのシモンは存在しているのである。この事については，すこし
前に筆をさしはさんでおいた。
「回想記」の作者の言葉を，さらに詳しく掲げると I 大伯父の山
師のような行動は，わたしも否定しませんが，普通に言われるようなもの
ではなかったのです。つまり，ありきたりの，縁日などで農夫の歯を引き
抜くヤブ医者でなく，身分いやしからぬ人たちの邸へ大組に乗り込んで、，
いちばん頑丈な大旧歯を引き抜くのです。〔……〕宣伝も商売のうち，生
きることだってべつにかわりはなく，やはりひとつの商売です。世間で重
きをなしている人に，ちっとも山師からぬものがありましょうか?控え目
に身を処する山師ときたら，いちばんずるいやつです。」さらに，一一神
(12) David Kaufmann: Aus Heinrich Heines Ahnensaal， Breslau 1896. 
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様でも目的のためには手段をおえらびにならぬ，ととどめを刺すように，
続けている。カウフマンは，この「回想記」の下りをどう読んだのであろ
うか。もう一つ，シモンの生死没年については，初めに掲げたものがL、ゎ
ば公認のもので，カウフマンの，エルザスのフオーパッハ旅行の途上.54 
才で死亡，という推定年に因っている。ローゼンタールは，晩年にシモン
の親しくしたグレゴ、アール師 (AbbeGregoire)のエッセーに拠って，エ
ルザ、スで1788年秋死説を取っていたハイマンの想定を適切なものとしてい
る。いずれにしても，シモン像はゆらぎつづけている。
大伯父シモンへの手かがりとして ブロートの「東洋人」の項を挙げた
が，ときどき併読しているマルクーゼの「ハイネJ評伝は，ただ「回想記」
を読み砕いて紹介する程度でしか触れていない。この著者の「ハイネ」へ
の照準が，副題にあるように，その詩人像に「ハイネの憂穆J(Melan-
choriker)の名を輿えるという方法なのだから，大伯父シモンに長くかか
ずらわる暇はないだろう。ただ，シモンにも「憂欝Jの影が濃く，それも
当時の同信者たちの心を暗くするものよりも，いっそう深い閣の中に，シ
モンが立っていると思われ，こうして，その一代後の甥ノ、ィネの憂欝とは，
「回想記」の言葉どおり，不可分の共通性をもっている。ハイネの憂欝は，
フランスのほぼ同世代の詩人たちのそれと同質でありながら，シモンにつ
いて理解されるような，ユダヤ人として持って生れた異質性も加わってい
る。マルクーゼにしても けっして上のことを忘れているのではないが，
その締めくくりを，ハイネの生涯に影響を及ぼした三人のおじたちのうち，
ファン・ゲ、ルデ、ルン家の二人のシモンは，少年ハイネのいくつかの夢を育
てたし，ハンブルクの叔父ザ、ロモン・ハイネは，少年ノ、イネの身体と世間
的な常識を育てた，と述べ終っている。さらに省筆して，ヴィントフーア
は，シモンを視野の外においたままにする。これも副題一革命と省察ーを
見れば肯けるところがあるだろう。第一に，筆者が拠り所としている「回
想記」そのものが典拠としての信憲性に欠けている，そう L、う出発点の相
違が筆者との聞にはあるだろう O 第二に，この人は，詩人ノ、ィネとユダヤ
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教，それにはさほど関心を寄せていなし、。上述の，ブロートはもってのほ
かということになるだろうしマルクーゼ、のハイネ評伝中の，少年ノ、ィネ
へのユダヤ教の影響評価も過大だとする人である。詩人ノ、ィネ全体像の中
で，ユダヤ教は決定的な要素ではない，その事は明らかであるO むしろユ
ダヤ教自体が，詩人ハイネを取り囲んで動くとL、う時代の趨勢であった。
大伯父シモンの生きた1740-90年の頃のユダヤ教は，次の世紀，ハイネ家，
ファン・ゲルデ、ルン家，当面は特に後者へ，その中でも少年ノ、イネ，その
母ベティーの世代へ大きな変化を与える。ヴィントフーァが，ブロートと
マルクーゼのユダヤ教への傾斜過剰を指摘している下りに，続いて次のよ
うに言うのも，これと同じ論調がうかがえる:デユツセルドルフには，フ
ランクフルトとはちがって，ユダヤ人の特別居住区域はなかった。だから，
少年ノ、ィネが，学校へ行くようになっても，同級生と別に変った条件など
なかった。父ザ、ムゾンも，ユダヤ教区の世話もするし，同時に町の人たち
の中へもはいってゆき，キリスト教徒の市民と手を握り合っていた。こう
したところから，少年は，ユダヤ人としては，例外的な生活を送り，フラ
ンス占領軍の教育制度の下で，フランスの子にもならなかったしといっ
て正統派のユダヤ教の子にもならなかった。もちろん，少年ハイネは，ユ
ダヤ教の影響圏外にいるわけにはいかなかった。これは，この時代の自由
な考え方を持つユダヤ人はみなそうであって，二つの生活ゾーンの中に生
きていた。少年ノ、イネは，ユダヤ人の生活慣習，ユダヤ人の考え方を学び
知った。厳格な信仰に根をもっ，ユダヤ教の祝祭，儀式，祈祷などをいつ
までも忘れなかったが，キリスト教の風習も身についてゆくのである。
以上の所論は，ブロートと，マルクーゼの裁断の欽がねじれている部分
を，まっ直ぐにしたところである。もしそれが，少年ノ、ィネを理解する最
も正しい，つまり折中線でなく，いわば正中線に立つ人の意見だとすれば，
何もこれに加えられるべきものはないだろう。デ、ユツセルドルフの町と，
(13) Ludwig Marcuse，前掲書 S.53.
(14) Manfred Windf由民前掲書 S.7.
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そこで居住の自由を与えられたユダヤ人たちとは， ドイツ圏内での例外的
な存在であった。少年ノ、ィネたちの例外的な地位もこれに由来している。
ナポレオンの威勢のもとにあった十数年間に，少年ノ、イネがここで，若者
の意識を持って過ごした期間は，数年にも足らなし、。けれども，この短い
年月は，よく「デュツセルドルフ，それは私の故郷の町」とのちのちも言
われるように，詩人ノ、ィネの心に深く刻み込まれた，かけがえのないほど
の少年期であった。少年にとって，この時期は， I新しき，よき時代」で
あった。その見取り図をややこまかく観察していると， I回想記」の中の
言葉「生き霊，わたしの分身」である大伯父シモンの顔が浮び上り，少年
の顔と重なり合ってくる。「新しき，よき時代」と L、ぅ言葉は，大伯父シ
モンのメモ帳から写し出されたもの。詩人ノ、ィネは，その半生をフランス
で過ごしフランスの人たちから公私にわたってあつい好意をうけ， ドイ
ツを足蹴にすると，誤解されるような言動に走ることがあったが，けっし
てドイツを忘れ去り，故国に弓をひいたわけではない。フランスを愛する
ように， ドイツを愛した。いや，フランス以上に， ドイツをこそ愛した。
なぜなら，詩人ノ、イネはそこで、生れたからだ。わけでも，愛する母がドイ
ツにはいるからだ。また，ユダヤ教の世界に閉じこもり，キリスト教への
敵対を押しとおしたわけで‘もなく，宗旨替えをして，キリスト教徒たちと
同等の権利を手に入れようとした。詩人ノ、イネにとって， ドイツ人，ある
いは，フランス人であること，一つの民族に所属するかどうかは，どうで
もL、L、ことであった，また，ユダヤ教徒，あるいは，キリスト教徒である
こと，一つの宗派に所属することも。ーーそのように言ってよいだろう。
そうすれば，ハイネを「ユダヤ教詩人」とするのは，不当なことで，せめ
て与えるとすれば， I宗教詩人」の名である。この名の意味するところは，
「詩人は予言者」という彼の言葉の中にある。王政復古 (Restauration)
の時代にはいるにつれて，プロシア(ドイツ)国民意識は強まり，それは
反動的に，ユダヤ人排斤の傾向を増強し，逆にユダヤ人の抵抗を産み出す。
改宗は，ユダヤ人に良心の苛責を強く与えつづける。中世期では，ユダヤ
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人の中から，少数のほんとうの改宗者も現れることがあったが，偽装の改
宗者，改宗に死をもって対決した者が大多数であった。時代と共に，ユダ
ヤ人たちの生き方は，大きく変って来る。その変動の中を，大伯父シモン
がまず生き始めたのである。詩人ノ、ィネの「回想」は，ローゼンタールが
入手した詳細な資料なしに，ほとんど直観的に，大伯父シモンが，ユダヤ
人として，そして何よりも人間として，自分の歩いて来た道の先導者であ
ったことを，ローゼンタール資料以上に捉えているとさえ思われる。
ここで，筆者目前の少年ノ、ィネのもとへ戻ることにする。そのそばには，
L 、つも母ベティーが立っている。ゲルデ‘ルン家の最後に残る母エリザベー
卜・ファン・ゲ、/レデ‘ルンについて書かねばならぬ。この家には，たしかに
ノ、ィネ家に比べて，ユダヤ教の伝統が強く各世代に現れていた。家には，
「ノ、ヵダー J(Haggadah) が家宝のようにして保存されていたことを，こ
の大伯父シモンが指摘していると言われ， 1931年までケルンの一市民の所
蔵するところになっていたと伝えられる。これを注文して，筆耕職のユダ
ヤ人， M. J.レープ (Loeb)に書かせたのは，少年ノ、イネの曽祖父ラツア
ルスで， 1723年のこと O イラストの沢山はいったハガダーであった。ハガ
ダー は， I過ぎ越し祭」の夜に読まれる祈祷書で 印刷術が発明されたの
ちも幾百年かの間，手書きされ，手書きの絵が入れられているものもあっ
た。これは賛沢なもので高価だから，一般用品は，木版や鋼板に彫られた
ものの写しがわたるのが慣習となってL、た。「回想記」には触れられる箇
所がない。少年ノ、ィネが見落したというよりも，貴重品だから，屋根裏部
屋で挨をかぶるようなことはなく，伯父シモンの手で大事に，保存されて
いたのであろう。これがゲルデルン家の門外へ出るのは，ゲルデルン家最
後の人，伯父シモンの棺とほぼいっしょの頃であろう O このすべて手書き
の多くの挿し絵を折り込んだハガダーを所有していたことは，やはり当時
のゲルデルン家の家計の豊かさを示している。伯父シモンの亡くなるのは，
しばらく後のことである。ゲルデルン家の余裕のある暮らしは，少年の祖
(15) Ruth L. Jacobi: Heinrich Heines judisches Erbe， Bouvier Verlag 1978， S.3. 
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父ゴットシャルク在世中(1726-95)までであっただろう。母ベティーが，
医者で，選帝候の侍医にとりたてられた長兄ヨーゼフの早逝(1765-96)
を悲しみながら，その収入がかなりの額であったことを，あわせて惜しん
でし、る。ゴットシャルクの三人の娘のうち，末娘であったベティーは，次
兄のシモンがほとんどケルデ、ルン家の表面に立って活動する人でなかった
だけに，事実上は，ハイネ家へ嫁してからも，一門の代表格であった。一
番上の娘ブルネラ (Brunella) は，生涯独身であったというが，詳細は明
かではなく，次の姉ノ、ンナ (Hanna) も，ただ，デ、ユツセルドルフ近郊の
地主に嫁したとだけで，その後の消息は不明である。
パイラが母の元の名である。ブ、ロートは，エリーザベトとかベティーと
呼ぶ名前よりも，パイラのほうがエレガントなひびきを持つと言って，改
名を残念がっているくらいである。やがて，ザムゾン・ハイネとの聞に生
まれてくる子たちが，出生時に届け出られた名は，それぞれ，次男グスター
フは，祖父の名を襲ってゴットシャルク，三男マクシミリアンは，マイアー
(Meyer)，一人娘シヤルロッテは，サーラ (Sara)で，長男の少年ハイネは，
へリー (Hery)ではなかったかと言われる。サーラの名は，後に詩人ノ、ィ
ネの小説「ラピ」の女主人公にも与えられる名であるが，多くのユダヤ人
の女性名として好みのもので，エレガントなひびきを持っと言っては，ブ
ロートの言うところと通じるかどうか。ところで，少年の母ベティーへの
改名はいつ行わたのであろう O それは，四人の子供の改名の時期とほぼ軌
を一つにするのでは，と推測される。改名の事など，何だ，と思われるだ
ろう O 男の子など，ユダヤ人の名前を持ち，割札の式をあげてもらうこと
などは，ユダヤ人として当然であり，誇りを持ってよいことだろう。上述
のように，少年ノ、ィネの不確かな名前は別として，母たちが三人の子たち
に出生名を与えるのは，フランス革命軍によって，デュツセルドルフが三
回にわたって占領される， 1795-1801年と1806-13年との聞である。この
(16) Philipp F. Veit: Die Ratsel um Heines Geburt， inHeine-Jahrbuch 1962， S.20. 
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期間に母の名が見られるのは， F.ヒルト書簡集の，パリーのB.L.フル
ド宛の手紙(1817年 2月)の署名の部にある，ベティー・ハイネとしての
みである。これは，大分後のこととなる。推測すれば，第二回目の占領に
あたる1806年と1813年との間の頃だろうか。この頃の，デュッセルドルフ
のユダヤ教会堂の火事で，諸記録が焼失したのでなければ，こうした推測
は無用の事である。推測の目的は，改名とL、う事柄そのものがもっている
意味を考え，直接に改宗に伴うものとは別の現象を見ょうとするためであ
るO 改名は，なにも重大なことではなく，少年ノ、ィネの母たちにも，時代
の流れのままに，誰もがやっている当然の事であったかもしれぬ。しかも
筆者が問題にしているのは，当然視される改名現象である。ユダヤ教徒啓
蒙のためのハスカラー運動は，ユダヤ人たちに近代ヨーロッパの世界へ限
を開かせ，そこに生活する人たちと同じように考え生きょうとするユダヤ
人を造り出した。このいわゆる「同化ユダヤ人」は，変節者である改宗ユ
ダヤ人と同じように，その名前をドイツ風に改名するのが普通のこととな
る。上の段で，少年ノ、ィネのユダヤ名「へリー」を暖昧なものとして保留
しておいたが，ファイトは，これを少年の父方の祖父「ハイマン」
(Heymann) であったにちがし、ないとしている。すでーにハイネ家，ゲルデ
ルン家の父祖たちの名前にも見られたように，同名を名乗る者が随所に現
れた。十八世紀末になると，同じ音で始まる名前で，祖先の人たちと類似
したものを，子供たちに付けるユダヤ人家庭が，到る処に見られるように
なったと言われる。少年ノ、ィネが，デュッセルドルフの子供たちに，騎馬
の鳴き声に似せてからかわれた「ハリーJ(Ha汀y) 名を与えられるのは，
「回想記」にあるように，父ザムゾンの取り引き先きのイギリス名になら
ったものではなく，弟グスターフが母方の祖父ゴツトシヤルクの名を持つ
ように，父方の祖父ハイマンに通ずる音名として選ばれたとするほうが真
相に近いだろうとしている。 rへリー」名は，後で触れられる，当時のデ
ユツセルドルフのラビ，ショイアー (Scheuer)が，町役場に依頼されて調。7) Veit， ebd. S. 23. 
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査したリストに拠るものだが，この方も「ハリー」にはもっと近いように
思われる。そうして，これは偶然のことかもしれぬが， I回想記Jの中で
も， Iハリーは，イギリス人の間では，へンリーといわれる者の親しい呼
び名です。」と言っている。ただ， Iへリー」が「へンリー」か，など不明
瞭な点は残ったままである。
「回想記」に述べられる母は，ハイネ家の人となったベティー・ハイネ，
つまり，少年ノ、イネとその弟妹たちに取り固まれた母で，いつか彼らの母
となるパイラではない。子供たちとあわせて，母を読むことで事足りるの
だが，その前に僅かながらでも，ゲ、ルデ‘ルン家のパイラをしのばせるもの
を書きつけておきたL、。少年ノ、イネと「ノアの箱舟」といわれたゲルデ、ル
ン家の屋根裏部屋のことを，前に述べた。その部屋へいっしょに上ってき
た家の猫が，片隅にあった古い笛の紐をお手玉にして，床のあちこちに嚇
がし廻ってじゃれていた。それはパイラ愛用のフルートで，厳しい父の根
から逃れて，それを吹き鳴らし，この徽くさい部屋を小さな音楽室にして
いたものだ。後に母は，少年にピアノを習わせようと，家庭教師を呼んで
レッスンを受けさせるが，少年は隙をみては居眠りをして，音楽の才能は
なかった，止まことしやかな逸話が伝えられている。母の音楽愛好と息子
の音痴，この話は今はやめにしよう。母は父ゴットシャルクによって，音
楽から閉め出された，と「回想記」に述べられ，そして，次のような母パ
イラの像を書き残している I母の信仰は，神を創造主としてだけみとめ
る，それ以上の力は否認するという，厳格な理神論で，これは当時母が持
っていた考え，判断の方向にぴったり合ったものです。母はルソーの信奉
者で，その「エミーノレ」を読んでいましたし子供の教育には自分で、あた
るしこと教育に関するとなると，どれもが母の一番好きな仕事でした。
母自身ひろい教養を身につけていて，すくーれた医者になりながら早く亡く
なった兄の勉強相手になったりしたのです。まだほんの少女とL、う年頃か
らすでに，母は父に言いつけられて，ラテン語の学術論文とか，その他の
いろいろな学術雑誌を読み聞かせたのて、すが，時に質問などをして，老父
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をすっかり驚かせたことがよくありました。」このように母のことを語っ
て，母の考え方，感じ方は健全そのもので，空想的な世界を理解する感受
性は，それを受けつごうにも，母にはまるでなかったように付言している。
それが真実であるかどうかは，もうすく"にハイネ家の人となろうとする，
母パイラ自身がし、ろいろな場面で見せてくれる。まず，あのフルートが縁
となったという，ザムゾン・ハイネとの結びつきの場を現出してみる。
1796年，つまり祖父ゴ、ツトシャルクの亡くなった翌年に，母パイラ・フ
ァン・ゲルデルンが，ザ、ムゾン ハイネとの結婚届を，デ、ユツセルドルフ
のユダヤ人教区代表へ提出しようとすると，思わぬ障害物が待ちもうけて
いた。中世におけるユダヤ人迫害にみられるように，とくにフランクフル
トの「ゲットー」生活には，さまざまな制限を規定した「ユダヤ人条例J
(Stattigkeit)があった。これは，十九世紀前にはまだ多くの地方では，制
限項目の多い少ないは別として，完全に撤廃されてはいなかった。その中
で， Iゲットー」の存在しなかったベルク公領，そしてデュッセルドルフ
でも，ユダヤ人口数を抑制するための結婚数の制限は，昔のままに残って
いたのである。ユダヤ人たちは，結婚して新しく家を持つためには，あら
かじめそれを可能にする空席がなければならぬ。地区を代表する長老たち
にとって，それはけっして望ましいものではなくなってきていたのも，事
実である。だが，ユダヤ人教区の側からも，相互扶助の立て前から，もし
この条例を撤廃すれば，万一の場合の同胞の生活保障の問題が，教区側に
重くのしかかってくることを恐れないではいられぬ。「ゲットー」内の結
婚制限より前に，かつてユダヤ人追放あるいは収容の例でみられたように，
一つの地区への移住と居住の制限があったことは，もちろんである。実質
上は，まだハノーパー・ユダヤ人であるザムゾン・ハイネは，結婚許可証
のほかに，移住許可，あるいは住民登録認可証をあらかじめ必要とする。
パイラ・ファン・ゲ、ルデ、ルンにとって このような不合理な制限はとうて
L 、認めることはできなし、。当時のデュッセルドルフのユダヤ人長老代表は
十数人であった。その会長は，後に通りを距てて新居に庖を張るザムゾン
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-ハイネの競争相手となる，アブラハム・アーロン・コーエンであり，こ
の時のパイラの申請に反対した一人て、あった。長老代表会が，パイラの申
請を大筋で受け入れることに傾いたのは，もうゴットシャルクは亡くなり，
シモン・ファン・ゲ、ルデ、ンひとりの代であるが，やはり町で、の名家ゲルデ、
ルンがうしろに控えていたからである。しかし最後に長老代表会の持ち
出した，同日付で二つの認許証をいっしょに交付しようとL寸妥協案にも，
パイラは頑強に抗議をつづけた。パイラにとって，移住許可は問題ではな
く，目的は結婚許可であり，本来前者と後者が同時に行われることは不自
然、だと考えられたのであろう。また，代表会側の案には，結婚を前にして，
万一パイラに急死でもされると，残ったザ、ムゾンの居住許可を撤回するわ
けにゆかず，余計な家持ちの新来者に，教区内の制限員数をくわれること
になる，そういう下心が見えたのである。パイラは，この霊協案を拒絶し，
問題は一時は宙に浮いたままになったが，逆に言えば，パイラとザムゾン
とは，いまは自由にどんな行動でもとることができる。しかし残されてい
るものは，自分たちで教会堂へ出かけるほかはなL、。一方で、は，ユダヤ教
区を統括するラビは，ユダヤ教義の提に背かぬ限り，結婚の挙式を，拒否
することはできないし当時としてはもう半ば公然、と認められる傾向にあ
ったと思われる。このラビが，前にその名をあげたシヨイア師(JudaLob 
Scheuer)であった。ユダヤ人口が， 150人ほどであったデ、ユツセルドルフ
のユダヤ人教区のただ一人のラピで 同時にユーリヒ・ベルク公領代表
(Landrabbiner) でもあった。ナポレオンが，こ町に騎馬姿で入城して来
た時，皇帝への歓迎の辞を述べた人といわれる。たしかに，上の結婚につ
いての問題では，パイラが独力で，古いユダヤ人の生活慣習に抵抗して，
その目的を達成したといえるが，一つには，旧来の阻習は時と共に崩れ去
ろうとしており，また一つには，ゲ、ルデ‘ルン家，それに手をこまねいて傍
観していたように見えるザムゾン・ハイネの存在していたことが目につ
(18) Klaus Schulte，前掲書 S.108， 111. 
(19) Veit， ebd， S.14. 
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く。陽気で明るく，楽天家のザ、ムゾンは，町の警防団の幹部にも選ばれる
しシナゴークの聖務に，例えば，埋葬のこと，貧者救済，旧約聖歌朗読
の会といった，比較的に下部の組織活動に参加してL、た。後者の，慈善会，
朗読会では，その世話人頭に選ばれていたほどに，かなり広い町民層に愛
された人物で、ある。こうした点でiま，ユダヤ人長老会員にも選ばれなかっ
た，ゲルデ、ルン家当主のシモンとは，対照的である。兄シモンは，その名
のとおり奇人然として孤高を守りつづけたのて、あろう。それに，ハノーパ一
説りの，へブライ・ドイツ混合(イディッシュ)語を話すザ、ムゾン・ハイ
ネは，いくらかの聞をおいてはこの土地へ来て宿泊し，ごく自然、にデュツ
セルドルフの人となっていた。ハンブツレクなどへも足をのばすザムゾンに
とっては， I移住許可」のことなどほとんど問題にならないだろう。非公
式には，独り者は，かなり自由に他国の町に出入りししばらくは居住す
ることもできるようになってきている。こんどのパイラとの結婚という問
題ではじめて，公式にザムゾンの存在が表面に出ると，資産もほとんどな
いことまで嘆ぎつけられて，長老会の一部の者から厳しい眼で見られるこ
とになった。かねてこの事があろうと，あらかじめそれに備えてのことで
なく，その持前の気質からごく自然に町の世話役を進んで買って出てきた
のだ。ザ、ムゾン・ハイネ自身の姿に，ただユダヤ教同信者のために，祖先
伝来のユダヤ教のためにだけではなく，キリスト教派の人たちのためにも，
誠心誠意をもって尽くすことを喜びとする，ひとりの人聞が見られる。ラ
ビ・シヨイアーが，こうしたザ、ムゾン・ハイネをまったく知らないはずは
なく，むしろラビは，快く教会堂の祭壇の傍から，ザ、ムゾンとパイラの新
しい門出を祝福したで、あろう O すこし後になる，手ぜまな最初の家から引
越した，最後のデュツセルドルフの屋敷内には，キリスト像をもっ小さな
礼拝堂もあったとL、う。そこで，ユダヤ教に定められた諸儀式は昔ながら
に取り行われたので、ある。パイラとザムゾンの結婚の挙式が行われたのは，
1797年の初め，少年ノ、ィネの生まれたのは， 1798の初め，そう言われてい
る。
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詩人ノ、イネの生年(1797)については，最初からさまざまな推測が行わ
れていて，他の多くの詩人ノ、ィネをめぐる謎のーっとして取り沙汰されて
きた。シュトロットマンは，ハイネ死後10年目に，前掲書「ハインリヒ・
ノ、ィネの生涯と作品」の中で， 1799年を挙げているといった具合に，とく
に戦後は， F.ヒルト， W.ヴァーデプール (WalterWadepuhl)のような
研究者たちに，この謎解きは引き継がれてきて，筆者が本稿で多くを負っ
ているフィリッフファイトの「ハイネの出生をめぐる謎なぞ」論でよう
やく終止符を打たれた形になった。その生年と想定された1797-1800年の
うち，後者は論外のものとして，ほぼ3年の何れが真実の生年であるかが，
論議の的であったが，それを混乱させたのは，詩人自身をはじめとするハ
イネ家に属する人たちで、あった。ファイト論文が，手際よくこれを整理し
たその鍵の入手は，生年がもともと常用歴ではなく，ユダ、ヤ歴に拠ってい
ることに注目したことにはじまる。その論証は見事で，それはひとり詩人
ノ、ィネの生年だけではなくて，母を始めとし，弟妹たちの生年の訂正にま
で及んでいる。少年ノ、ィネをはじめとする三人の兄弟たちの生年が，プロ
シア軍の課した兵役から逃れるために， 3， 4年繰り下げられたと言われ
ることは，今は別として，とりわけで筆者の注意を惹くのは，やはり新家
庭ハイネ家の礎石にユダFヤ教の伝統が刻みこまれていることである。母ベ
ティーは生涯を通して，その誕生日をユダヤ歴によって祝った。誕生日に
限らず，ユダヤ教の定めた祝祭日を中心にして，重要な家事がそれによっ
て運ばれる。イデ、イツシュ語が，両親の主な話し言葉である。これらのし
きたりが，次の若いハイネたちの世代で、捨てられてゆくのは言うまでもな
(20) 
いが， 1813年 1月6日に，少年ノ、イネが両親の結婚を祝って書いた詩は，
その出来栄えは別として，ユダヤ歴に拠った日付であった。高等学校時代
の，学友が伝える逸話として，多くのハイネ評伝に取り入れられている，
火事だというのに，今日はサパト (Sabbat，ユダヤ教の安息日)だからと
言って，火消しのバケツ運びを拒んだというお話。しかしこの安息日を
剛 Elster: Heines Werke (1924一一以下 H2と記す。)1. 213. 
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大切にする慣習は，後の18日年後に，ザムゾン・ハイネ商会が営業不振に
陥り，ハリー商会になってからも，手形を拒否する時に，今日はサパトだ
から……と署名をことわる便宜手段に変ってときどき利用されている。
ゲ、ルデ、ルン家に伝承された「ハカダ」の行方は，十八世紀末，ないしは
十九世紀はじめの，ユダヤ教の伝習の様子が少しづっ変ってくる，その径
路の行手と一致している。ゲルデルン家により強く残っていた儀式，行事
を引き継いだハイネ家で，少年ノ、イネたちの世代で，それらがどのように
愛けつがれ，捨て去られて後に，また新しく取り上げられるのか，それを
若いハイネで見てゆくことも，これからの筆者に課せられた仕事の一つで
ある。上に，少年ノ、イネの，母への誕生祝の4行詩のことを書いたが， 7 
才頃には，妹を相手に「尻取り遊び」に似た， r押韻遊び」を始める。 14
才で作った，結婚祝の 8行詩も残っている。 17才の高校生時代の， 110行
ほどの詩も。母はそれから遠ざけようとするのに，少年は詩を読み，書こ
うとするのである。
(21) Houben，前掲書 S.8. 前頁の注(21)J
同 Schulte，前掲書 S.112ff 
(23) Houben，前掲書 S.6. 
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ユダヤ教詩人としてのハイネを簡潔に提示してくれたゲオルク・プロト
ウケが，少年ノ、ィネの母ベティーについて述べた言葉「強いフランスの影
響をうけながら，祖国ドイツを愛した人」を少し拡げてみると，一一一夫ザ、
ムソンとの生活は，真面白と遊び，強い意志と柔和な物腰，この双方の性
質が調和を保って，幸福な家庭を築き上げ，その舵手は，知性と判断力と
においてはるかにすぐれていた妻ベティーであった。人一倍，自らの教養
を深めることに努め，狭いユダヤ人の生活慣習をのり越えて，人間として
あくまで自由に生きる権利を実現しようという 一つにはゲ、ルデ、ルン家に
流れていた環境が生み出した人であった。革命フランス軍の墓地となった
ために蒙った，さまざまな影響にも押し流されず，息子たちを戦争にはや
るまいと，それは強く考えたが，祖国ドイツの行方はいつも心にかかった
ままであった一一一。こうした世情の下て、は，利己ではなく，また，夫ザム
ゾンを無視するのでもなく，ほんとうに頼みどころとなるのは自分自身だ
けだという思L、を，母ベティーは，あの結婚問題のごたこ、Tこ以来，いっそ
う深くしたで‘あろう。母はわたしたちに， ドイツに住むのならもっと大き
な都市をめざすように，よくそう言いきかせた，とマクシミリアン・ハイ
ネは回想している，だから，兄ハインリヒはパリに，グスタフはウィーン
に，わたしはモスコウに行くようになったのだとも。息子たちの立身出世
を願うのも，ただ自分の子供たちだけの将来の幸せを思う，狭い量見から
ではなかった。こうした母ベティーの心の髪ひだには，すなおには世に受
れ入れられない，というユダヤ人ーコンプレックスがあったであろう。世
界の進歩に遅れてはならぬ，あるいは，遅れを取りもどきねばならぬ，母
ベティーは，少女時代に父ゴットシャルクから受けた教えを，そういう形
(1) Georg]. Plotke: Heinrich Heine als Dichter des Judentums， Dresden 1913. 
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で新しく思い出し，父や兄を相手とするように，本を読む。家の書棚には，
セルパンテス「ドン・キホーテJ，スイフト「ガリバー旅行記」の類もあ
った。それらが持ち出されるのは，まだすこし後のこと， r回想記」の「母」
の部の一つには， r当時母は，わたしが詩人になりたし、と思っているので
はないか，それをとても心配していました。」だが少年は，ある時は，せ
っかくの楽しい夢を破られた不満を訴えるのだ，天使と鳥，それを詩にし
ようとしていたのに……。「母は叱りつけることも罰をあたえることもで
きず，キスをくり返すだけだったが，その時母は，あっ，この子は生れっ
き，詩が好きなのだとはじめて気づいたのだそうです。母はこの事件をわ
たしたちによく話して聞かせました。J(シャルロッテ・エムブデンの娘マ
リアの話)。またある時，その時も少年は眠っていた，有名なバイオリン
の先生の出張授業中のこと。母に夢から呼び醒されて，いやだな，バイオ
リンを聞いていて，すばらしい詩が浮んできていたのに……。(向上，姪
のマリアの話)。少年ノ、ィネは 7~9 才頃であった。ザムゾン・ハイネの
庖聞き当初， 1797年の頃は，もちろん市の立つ日は広場に出かけて仮設の
庖を張った。フォルカー街の家は 1801年には，一家の住居は平家建の表
側で，裏側は貸し聞にしていた。「回想記」の中でも，母はむだな出費を
できるだけさけて，つましいやりくりをしていた，やたらに金をためよう
とではなし他人の心を満足させるためには，気前よく金を使う，ほんと
うの金の値打ちを知っている人だった，と述べられる。少しづっ屈の顧客
も増えてくる。この頃もユーリヒ・ベルク大会領週報1802年10月紙上の広
告には，イギリスから品物が到着しただろうかとL、う得意客からの問い合
わせに答えて，庖主が最近イギリスまで出向いて品じなの織物生地を仕入
れたばかり，日頃の励ましの言葉に報いるよう，廉価で提供，とある。 1805
年11月の同週報には，別のハイネ庖主の顔が見える。便利な通りにある，
二階建家屋，地下室，倉庫付き一，一階を貸します，詳しい条件などの問
(2) Ludwig von Embden: H. Heines Familienleben. Von seivem Neffen， Hamburg 
1892， S.20. 
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い合わせは，フオルカ一通りのザムゾン庖へ。ザムゾンは不動産業にも手
を出しているようだ。デュッセルドルフの旧市街は，狭い表通り，細い裏
小路ばかりだったが，その小さい空間が，少年には忘れられぬ。
1801年，あるいは1802年， 4才児の少年は，保育園に送り出される。そ
こでの悪童ぶりも，その母からの聞き伝えによる，姪の記録によって知る
ことができる。女児むけの施設で，十二，三人の女の子の中で，たった一
人の男の子として少年は，女園長さんヒンダーマンスを苦しめるのだ。先
生の手に懲罰用の白樺の鞭がある。なぜ、 こんな悪戯を……?とたしなめ
る先生にむかつて少年は，ぼく，先生，大きらL、!とその理由を，一語一
語に力をこめて言い返す。妹シヤルロッテが娘のマリアに言い伝えたこの
圏内での生活について，よく引き合いに出されるのが，詩人ノ、ィネが最後
に書きのこした詩群の中の一つ「ツィトロニアJ(Citronia) である。それ
は，姪のマリアの言葉どおりのものを主題としたもので， I回想記」を書
いていた時期で、もあり，この中へ入れられでもかまわぬものであった。母
ベティーからの手習いにつづく，初めての勉強ごとを習った児童園の出来
事が再現される。思えば，わたしがまだ長袖の服をきて 学校へ通い
ABC を習いはじめたあの少年の頃一一ーで始まるこの詩は，かりに全体を
区分けしてみると， 1. 28行， 1. 24行， ID. 14行，N. 12行の合計78詩
節から成る長いものである。それにこの詩には，さらに20行の，結びの詩
節がある。ひっくるめて見ると，1.を序の詩，そしてこの結びの詩を，
v.としたほうがよいようにも思われる。すこし本論からそれるところが
あるが，肝心の点は少年ノ、ィネが発想の源になっており，それに托して50
才を超えて不治の病の床にある詩人，ひとりの人間の深い思いを天馬に跨
がって書き揺ってゆくものなので，いまこの箇所にまるでふさわしくない
とは言えぬ。さて，フーベンもこの詩の筆法を，思いきった，露骨な描き
(3) Heir】richWi1emsen: Von Heinrich Heines Schulzeit， Euphorion Bd. 17， 1910， 
S. 95-105， 332-347. 
(4) Elster: Heines Werke (1924)， 2-334ff. 
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方，と言っているが，最初にこの詩を遺稿の中から整理して取り出したシ
ュトロットマンは，当初は公表を差しひかえた後，一部の良俗を乱すもの
を削除して白編の全集へ収録した。今日からすれば，何でもない内容であ
るが，その後しばらくの間，他の全集編纂者にも広くそれは踏襲された。
それはこうし寸部分であった1.(上述の筆者の詩区分番号による)ス
カートがうしろからはぐられる/まん円い 小さい天球 とっても美しい
/パラの花のように見えたことも/ユリの花かと見えたことも/貰色いス
ミレに見えたこともあった/ああ，そのきれいな球が……とL、う句節であ
る。すぐ続けて:あのおばあさんが それをムチ打つのだ 青ぐろくなる
まで/いじめられののしられる それが世界の 美しいものの定め…
ーという部で1.は終っている。図柄はどこの国でも同じと思われる，長
袖の上衣にスカート姿の少女たち，中でもただ一人の幼いハイネが最も多
く，園長の鞭うち罰を受けたにちがL、なL、:しからかばのムチを手に 先
生は小さい悪童を打ち/かわL、し、あわれな子が泣いている なんの気なし
に悪戯したのに……という句も少し前にある。少年ノ、ィネが，園長ヒンダ
マンスを激しく憎んだのは，このためだったのかもしれぬ。だが，ここに
は一場の，園長を囲んで過された，思い出ぶかい光景があり，それをすぐ
背景に後退させて1.の最後の語句，それが世の美しいものの定め，で
結ぼれているのである。この87行詩全体の中に，三つの点が大きく眼につ
く。一つは，詩人ノ、イネの記憶の中に，ヒンダマンス保育園を通して，最
初の小さいながら集団生活が鮮明に灼きついて残り，この頃の大切な生き
証人として記録されていること。そうして1.の結句「それが 世の美
しいものの定め」に詩人が托しているものは，単なる心象を超えて再構成
された表象で，園長から幼ない過ちをとがめられて受ける体刑は，詩の世
界にいて「美しいもの」を希求しつづけてきた「詩人の運命」と重ね合わ
せられているのである。詩人ハイネの場合にはもちろん，それがロマンチ
ックな「花の美しさ」にとどまらず，時には「雄々しく戦う人」の姿のも
(5) Houben，前掲書 S.3.
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つ「美しさ」でもあった。この種の結句について言えば， I.とID.とでは，
視界から奪い取られてゆく， I魔法の国 チトロニアの燦然とかがやく
黄金の陽光」となっている。そこにも，後にみられるように，単に人の世
の定めの前にある，つまり，生と死との境に立つ詩人の過去への回想だけ
ではなく，その眼は未来へ，死の後の生を生きつづけようとす心は，一つ
の新しい表象(チトロニア)に集結してゆくように見える。詩全体が，一
つの童話(1.にみられたように)からはじまり，現実と交錯しながら展
開してゆく O その二は，以下にほんの一部で例示されるだけだが，すぐ死
を前にして，詩的イメージの豊かさに衰えをみせていないこと C その三は，
その空想力の中に若わかしい，少年時代とかわらぬ官能性を持ちつづけて
いること O 最後に，その四は，すでに1.の詩節群にみられるように，す
べてを一つの象徴として，少年から死の年の詩人ノ、イネ，さらには一人の
人間の運命を描きみせてくれていることである。一部の例示， I.から:
ヒンダ、マンス先生のところで、見たあの国は/ふしぎな魔法の国 その名は
チトロニア， (数節省略)おまえの姿は わたしの最初の愛に咲いた花/
いつまでもこの胸に残る……。その「少年時代の金色の夢」が詩人の脳裏
に生いきとよみ返ってくるのだが，なんということだろう，黒ずんだ絹の
ヴェールがおりてくる:薄いおんボロの幕 蜘妹の糸のような/そいつが
眼の前を蔽って魔法の国 チトロニアの栄光よ おまえはどこにいるト・・
・。ここには，ヒンダマンス学園は理想郷と化して，それを夢の中で追い
求めている人，その前に運命の黒い姿が立ちはだかっている。 ID.から.
わたしはタンタロス王だろうか/快楽の欲望に誘われ おあずけをくい/
口を寄せて飲もうとすれば，一滴ものどにはとおらぬ あの王のように…
(数節省略)あの下劣な幕のやっ チトロニア，魔法の国の/すべて
の輝かしい美しさ，黄金色の太陽の明るさを 黒ひと色にぬりつぶす…。
学園-チトロニア 1.では，さまざまの花の色に見える， うしろから
めくり返されたスカートの奥の円い球形， I.では，陽に輝く園庭の中の，
レモン色，卵円形の，そうして柔和，優雅，幼い友情に包まれた理想の国
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として現れた楽園，これと対照的に，それをひたすら追い求める詩人ノ、ィ
ネ・タンタロスとして，渇きの苦しみに鴨ぐ死の床の人聞が現れる。 N.
から:灼きつくような熱い力で 思L、上った狂気がわたしをとらえること
がある/いまいましい あの隔壁のやっ!/いつかわたしは大胆に手をの
ばし あの絹のヴェールを剥ぎとろうとする/露な裸の幸福を掴もう
として。だが，裸体の幸せを追うことは断念される。最後の2行句て¥タ
ンタロスの渇望に止めが刺されるお触りは いまは厳禁 ごらんよ 道
徳律を/とくに ご法度なのは お轡のところを。この二詩節もしばらく
は削除された時代があった。チトロニア，絹織のヴェール，タンタロスの
永遠の渇き，裸体の幸せ，タンタロス・ハイネの断念と，一気に下降線を
詩のリズムは下ってくるのだが，死の床にやすむ詩人の心はけっして沈み
込んではいないのだ。それは最後の三句で ほとんど笑い飛ばされようと
しているのである。たとい，苦笑いであっても。道徳律としておいたが，
原語は ~der Site Codex{ である。触っていけないところは ~Podex{ で
ある。この二語を選び出すのに どれくらいの時間を必要としたで、あろう
か。すぐにそれは詩人の頭に浮んだかもしれぬ。しかしやはり鍍刻の苦
しみはあっただろう。伝えられるところでは， Iチトロニア」の後書きと
なっている，結びの詩節を書きはじめたとき，持病の塵撃の発作に襲われ，
ベンもつ手も動かず，文字は歪んでしまっていた， と言われる。まさに鐘
骨の業である。そうすることで，病苦をしのぎ，そうすることで生きる喜
びを深くするのである。 60才を前にして，それらから解放されるのだけれ
ども，この「チトロニア」にも見られるように，詩人ノ、ィネはこの期にお
いても，なお若わかしいのだ。本論がお留守になったように思われるが，
「晩年のハイネ」は，しばしば「若いハイネ」なのである。産撃の発作が
止んで，書き続けられた詩節群v.で，詩人はしばらく消えていった「チ
トロニア」のシルエツ卜を見やりながら，この詩中にうたわれた，花と色
の言葉で飾られた「魔法の国」が，ほんとうはどんな国であったかは，よ
く読んでもらえば分る一一巧みな技も，青い煙，幻影のようなものだ，と
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結んでし、る。「チトロニア」が，正体のない一場の夢物語なのか，それと
も重い実体をもつものなのか，筆者には後者のように思われてならぬ。
チトロニアの幼い園女たちが打たれた鞭の痕が，青黒い癒となっている
ことも，上述の詩節群I.に描かれているが 「回想記」の中にも類似の記
述があった。それは，修道院付属の小学校時代のこと。あの「大きなヒゲ
をはやした小さなユダヤ人」の祖父についての自慢話から起った。そのと
き，背中にできた青黒い誌と，あの先生，ディッケルシャイトの名を忘れ
ることができなかった。さきに，詩人晩年の妹宛の履歴書がわりの回答の
中で，学校欄の最初に告げたのも，このフランシスコ修道院学校である。
少年ノ、ィネに最も大きな影響力をもっ施設であっただけに，後の詩人ノ、ィ
ネの記憶にはね返るようにして浮ぶのだ。
ところで，上記の小学校がデュツセルドルフに設けられたのは， 1803年
であった。その前後の経緯について，ヴィレムゼンに拠り，さらに私見を
加えながら要点を見てゆくこととする。要点といえば，もちろんこの時期
のユダヤ人の教育を中心としてである。当時のベルグ公領主は，プフアル
ツ選帝侯マクシミリアン・ヨーゼフであった。 1804年には，フランシスコ
修道院内に第二番目の小学校が設立されることとなる。この年6月には，
領主ヨーゼフ侯の教育と学校制度に関する命令が布告される。それを見る
と， 1801年以前までは，第一回のフランス革命軍のデュツセルドルフ占領
期間においても，ユダヤ人は，ベルク公領国，その他の地域においても，
有害な分子と見なされ，無制限に寛容な政策をとる，フランスにならう自
由主義の原則は，一般領民に不利となるという理由で，適用されていなか
った。 1801年といえば，その9月に小さいハイネがヒンダマンス保育園に
はいり，家に帰れば「ハーリュー!Jとハリー名を悪い仲間たちの笑い種
にされた頃である。仲間のなかには， どんな悪童たちがし、たのだろうか。
ヒンダマンス園長については この老婦人がどんな人物であったかは不明
で，はたして厳正公平な教育者であっただろうか。小さいハイネが，この
(6) Willemsen， ebd. S. 1昭一3.
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園長をなぜあんなに憎んだのだろうか，愛憎感の振幅の激しさが，もう幼
年時代にあったというだけのことだったのか。ヨアヒム z ミュラー
(Joachim Murat)が. 4-7才むけのフランス式の保育園を設けさせるの
は，ょうやく 1806年になってからであった。しかし，時代の推移と共に，
現状のままに放任しておくわけにはいかないと判断した，ミュンへンの
ヨーゼフ侯配下にある学校教育管理総局は いったん公領内における居住
を許可したユダヤ人たちを，圏外に追放することは，どの点からみても不
法であり，苛酷な処置と見なさざるをえない，そのような状況下では，ま
すeユダ‘ヤ人たちに現状を改善してゆくにふさわしレ市民的施設を提供する
ための調査を始めることを，侯に進言した。その施設によって，すこしづ
つでもユダヤ人たちを領国の良民に教育する，こうして彼らが，完全とま
ではゆかなくても，これまでよりも幅ひろい市民権を得られるようにする
には， どうすればよいか，そのために，各地方の当該管理部を通じてユダ
ヤ人の教育実態調査を命じている。そうして，ょうやく達せられた成果は，
公領国の学校教育管理総局の指導・監督下に，これまで道徳教育の点で立
ち遅れているユダヤ人階層をより良い教育によって，一般市民としての利
益を与えられるように，その制度全体を見なおしてゆこうとL、う気運とな
った。たしかに，こうして発せられたヨーゼフ侯の命令は，これまでのユ
ダヤ人に対する偏見と蔑視を脱け出して，より寛大な方策によって，すこ
しづつでも平等な市民権を与えようとする 二歩も三歩も前進した考え方
によって裏打ちされている。少年の母パイラ・ファン・ゲルテルンが，夫
ザムゾンとの結婚で苦杯を飲まされようとした背景は，ここにも見ること
が出来るのである。
さて，ミュンへンの管理総局は，ヴィレムゼンに拠ると，次の四項目を，
いわば実施の前提条件として，ユダヤ人の教育-学校制度をその指導下に
おL、て監視するのである。1.ユダヤ人家庭の青少年に，将来すべてのベル
ク公領内の上級と下級の教育施設に，自由に入学して，その教養を豊かに
するために，より良い授業を受けることを 一般に許可する。 2.ユダヤ教
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区が教区立の学校を持っていたり，自己負担で学校を設立しようとすると
きは，その事を管理総局に届け出なければならなし、。これらの学校の授業
は，宗教に関係しない範囲で，これに関する既存の一般の規定や制度の拘
束をうけるし，それが守られているかどうかの監視は，関係の督学官が行
うO この目的のため，ユダヤ人教師は督学官の試験を受け，必要な知識に
欠けているものは，教師養成ゼ、ミナールで訪iI練をうけるように，以上のユ
ダヤ人教区に指令をする。 3.ユダヤ教区に区立の学校がない場合は，ユダ
ヤ人家庭はキリスト教区の家庭と同じように，その子弟をキリスト教区の
学校へやるようにさせる。この際には，学校管理総局は，ユダヤ人子弟の
信仰，良心が傷つけられたり，両親間の不信を誘発しないように配慮する。
従って，ユダヤ人生徒は宗教の授業や，祈祷に加わらなくてもよL、。なお，
キリスト教派の教師においては，真のキリトス教のモラル，即ち人間愛と
相互の寛容の精神の諸原則を，その生徒たちによく理解させるように努め
ることを期待する。 4.宗教の授業は，従来通りユダヤ教派の教師に委ねるO
しかし同時に，ユダ、ヤ教区代表者たちにおいても，自ら努力して，キリス
ト教派の領民に対する反感を吹き込んだり，道徳に背いたり，領国の目的
に反抗したpするような偏見を植えつけるおそれのある事柄は，これを除
去するように努力することを期待する。こうした主旨を配下に示して，ヨー
ゼフ侯は，これから長期にわたって青少年教育に関する諸般の改革に著手
する必要があるとし，また，このプフアルツ選帝侯が世襲的に統治してい
る国ぐににおいて，ユダヤ人の市民権の改善について，かねてから抱いて
いる善意ある諸計画の実行に格段の努力を要請している。この指令をうけ
たデ、ユツセルドルフ学務委員会は，領国内教区のユダPヤ人代表たちに，二
週間以内に教員名を通告するように 期日を守らぬ場合はミュンへン総局
より処罰されること，同時に教員の資格試験をこの委員会で実施すること
も通達している。だが，その発信の日付を見ると，ミュンへンからの命令
以来ほとんど四ヶ月も経過している1804年9月である。さきに述べたよう
に，ベルク公領全体のユダヤ人教区民を代表するラビは唯一人，あのシヨ
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イア師である。この人がこうした問題にどうかかわったかは，いま筆者に
は分らぬ。少なくともこの人は事前になんらかの協議に加わっていたので
はないだろうか。領内における一般のユダヤ人家庭の子供たちに対する教
育は，おそらく個人教授と，教会堂内でのものであったと思われる。それ
が不完全な教育機関であることは論をまたない。しかしそれで、も，彼らは
満足していたのであろう O 何よりも，そこで行われるのは，ユダヤ教の伝
統に則ったものであったからであるO ヨーゼフ侯の通達文では，従来無視
されてきたユダヤ人教育を，出先機関のデュツセルドルフ学務委員会を通
して， ミュンへン学校教育管理総局の監督下において指導し，ユダPヤ人た
ちが一般のキリスト教区市民と同等の権利を亨受し，信条の如何に拘らず，
これまでの障害を排除して，就学の自由が認められるようにする，こうし
てキリスト教区民に対する偏見を是正し領国の今日および将来の国家目
的に違反しない良民として教育されるように，諸施策の実行に着手する，
というものである。そのような命令は，ユダPヤ人たちの耳にどうひびいた
であろうか。ヴィレムゼンに拠ると，その反響は次のように現れている.
このミュンへンからの命令は，翌年の1805年7月の通達で改めて(傍点，
筆者)問題となった。反応が緩慢なので，さらにその主旨の徹底を捉した
のであろう。それは，この時期にいたるまで，ユダヤ人教区のどれーっと
して，また，その学校の教員のだれ一人として，この指令に従うものがな
かったからである。再度の通牒に従って報告の期限をさらに二週間後とし
これが遵守されないときは，当該校を閉鎖させるという，威嚇文まで添え
られていたのて、ある。
こうした経緯をへて，ょうやく設立された，フランシスコ修道院の付属
校として設立された小学校に，少年ノ、ィネが入学するのは， 1804年8月1
日のことであった。指令文にもあったように，信教の制限は排除されたの
だから，少年ノ、ィネは，同時に，遠戚関係でもあった，市内のユダヤ人教
師リンテルゾーン (Rintelsohn)の私塾にも通った。あの教室騒動事件の
あったのは，この小学校でのことだった。少年の背中を鞭うったデ、イケル
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シャイト (BemardDickerscheid)先生は，元は修道僧であった。続いて
入学するリユツエーウムでもそうであるように，教員の大部分は，これと
同じ経歴の持主であった。ディケルシャイト先生は，少年ノ、ィネの家庭の
ことはもちろん承知していたが，別にこの事件に，特別の個人的感情が働
いたわけではなし、。ただ，この頃，同種の事件が一，二起り，その一つで
は外科医の治療を必要とするものまであって，警察当局はデュツセルドル
フ学務委員会へその善処方を求めて連絡している。委員会は直ちに公文を
もって関係の督学官に注意を捉している。そのリストの中には，このディ
ケルシャイトの名も含まれており，このほかに，ベン・ナイフをもって生
徒に刺傷を与える者の名も見られた。委員会は，行き過ぎた教師の暴行に
は，懲戒免職の処分を示唆している。さきのヒンダマンス園長の例をみて
も，これら生徒へのいわゆる「愛の鞭」は，この頃に限らず，また，どこ
の国でもふるわれたので、あろう。ディケルシャイト先生は，少年ノ、ィネの
惹き起したあの事件の原因など究明はせず，表面の騒ぎだけに激怒したの
だろう。学校の諸制度が急激に一変したこの時期のこと，たとい下級であ
ったはいえ，聖職の経験者たちが，この期に取った生徒に対する援の方法
には，単に性格の粗暴な先生の個人色だけの問題ではなくて，どこかに歪
んだ面があったように思われる。あの白樺と藤の鞭・物語は，詩人ノ、ィネ
には，遠い過去のものとして屑篭に捨て去られることは出来なかった。
小学校新設前， ここにはかつて高等学校 (Gymnasium)があった。一般
に，そこの学校組織の歴史は古く，創設期は1545年，だから，あのロヨラ
(lgnatius Loyola)が，初めてイエズス修道会を組織してから約10年後の
こと。その経営，指導がイエズス会へ次第に移ってゆくのは，ちょうど30
年戦争の始まる1619年頃からで，教団はプフアルツ選帝侯たちと手を結ん
でその勢を伸ばし，カトリック教系のライン地方の教育機関は，すべて教
団，とくにイエズス会に所属した。だが18世紀にはいると，フランスとプ
ロイセンとの政治情勢の急激な変化に押しやられて， 1773年には，基金も
意のままに集らぬイエズス会の衰退によって，ついでフランス革命軍の北
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部侵攻によって，この伝統校もかつての面影を失いかけていた。「回想記」
には，あの伯父シモン・ファン ゲ‘ルデ、ルンがイエズス会の学院で人文主
義の古典を学んだ，と述べられているが，その時期はこの頃のことで，訪
れた所は高等学校の母体て、ある神学校であったと思われる。そうしてよう
やく 19世紀，その新しい 5年目が来る。この頃，従来の政治勢力をわずか
ながら持ちこたえていたプフアルツ選帝侯が，ベルク公領内の教育機関の
管理と指導に最後の力を傾けていることは既に述べられたが，デュッセル
ドルフ修道院へも新しく指令して，高等学校再建を，校名もフランス式に
リュツェーウム (Lyzeum)と改めるように命じた。バイエルン・プフアル
ツ教育総局の名を借りているが，その実はすでにフランス革命軍の指示に
よるものであった。それは，小学校が設けられてから日も浅い. 1805年11
月のことだった。翌1806年にはミュラー. 1808年には代って皇帝ナポレオ
ンが支配者としてベルク大公領国に現れる。ミュラーの時代には，フラン
ス語の授業時間数が増加する，教員の不足が起る，高等学校入学資格とし
て年令を12才とする，その程度の変化が現れたくらいである。しかしナ
ポレオンはデ、ユツセルドルフに大学をつくる計画を持っている，そう噂さ
れる頃になると，その変化は大きく各地に現れはじめた。ライン地方，つ
まりベルク大公領を含むライン左岸地方か，さらに広く南はイタリアまで，
教団の解体によって新しい学校施設が緊急に必要になった。 1808年 3月に
は皇帝布告により，言語，風習，それに教育方法の従来の相違にはおかま
し、なく，すべて各人を平等に入学許可するという，それは完全にフランス
の学校制度の導入であった。地理も作詩法も，すべて教科書はフランス語
版，授業時間数のほとんど三分のーはフランス文法，フランス語文にふり
当てられ，フランス語の出来ぬドイツ人は教壇から去らねばならなかった。
学校とは言いながら，半ば修道院，半ば軍隊の組織をもっていた。デュツ
セルドルフを除く一般の各地においては，全寮制で，かつての僧院と同じ
ように，外の世界からは遮断され，授業の始めと終りを告げるのは太鼓で
あった。教員は大部分ドイツ人であったが，教師としての名誉も，生活も
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十分には保証されず，集った者は低い教養の持主ばかりであった。幸にも，
と言ったほうがよいだろう，少年ハイネがこれから進もうとするデ、ユツセ
ルドルフのリュツェーウムは， I回想記」その他で知られる限りでは上の
ような軍学校ではなかった。その理由は明らかではなし、。ベルク公領のも
っていた伝統によるものだろうか? 少年ノ、ィネの学んできた小学校校舎
は，修道院の一端にいそいで作られた平屋風のものだったのだろうか。リ
ュツェーウムは，昔ながらのものか，三階建てのがっしりした学舎で、あっ
TこO
デ、ユツセルドルフ(当時の人口約2万，そのうちユダヤ教区民の数150，
家族数約20~30戸)のハイネ家。時にザムゾンと共に広に立つベティー。
シャルロッテ(1800年生れ)についで，グスタフ，マクシミリアン(それ
ぞれ1805年， 1806年生れ)が家族の一員として加わる。「回想記」の中で
は「荒涼としたJ(ode)，後の「ハールツ紀行J0824年)のー箇所では， I重
苦しい・カトリック風J(dumfkatholisch)と表現されたこの小学校の雰囲
気は，やがて始まる若いハイネの詩の小世界を形成することとなる。「イ
デーェン・ルグラン書」の第6章と第7章は，デ、ユツセルド、ルフが主要舞
台であり，それも少年ノ、ィネの，当時の日常生活の一駒を語りながら，そ
こに父母もいるハイネ家と，ディケルシャイト先生たちのいる付属小学校
もかい間見ることができる。ヨアヒム・ミュラーが初めてデュツセルドル
フに入都するのは， 1806年3月も下旬にかかる頃，フランス軍が進駐する
日は，それまでのベルク公領主がその地位を去る日でもある。庁舎の一角
に掲げられてきた選帝侯のワッペンが取りはずされると，あたりのすべて
が様変りして荒野のようになり，周囲の人たちは，まるで急に日蝕でもは
じまるかのように，おびえて立っていた。追われるように少年は家へ帰り
っき，いきなり母に「領主さんがやめるとおっしゃるのだと。」と訴え，
泣きながらベットへはいった。その夜少年は夢をみた I世界は終わった
のだ……」。この少年ノ、イネ，そして多くのデュッセルドルフの市民たち
を襲った「終末観」の裏側をのぞいて見ると，当の領主プフアノレツ選帝侯
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は，バイエルン国王に昇進するはずの人であった。世界はけっして終って
などいなかったが，別の意味で世界に一つの変化が生れてきていたことは
確かである。
それから数日後の朝，少年ノ、イネが眼を覚ますと，町に太鼓の音がする。
ヨアヒム・ミュラーが歓迎の儀式を受ける 3日。少年は行進する部隊の列
をじっと見ている。明るい，真剣な顔の郷弾兵，おどけた仕草をくりかえ
す軽装の歩兵，銀色の刺繍を光らせる，巨体の鼓手長，その手にあるパチ
を高く上げおろす，その向うの三階，三階には美しい娘たちの顔があった。
兵士たちは世界を駆けめぐった歴戦の勇士なのだ。榔弾兵と鼓手たちは，
少年の眼を奪い，少年は列の後を追って行った。広場まで来ると，その様
子は数日前とがらりと変って， I世界はあたかも新しく塗り替えられたか
のようだった。」庁舎には新しいワッペンが掲げられ，榔弾兵が歩哨に立
っていた。少年ノ、ィネの眼に灼きついた，機弾兵と鼓手の姿は間もなく詩
の中にさらに生々と再現されることとなる。その翌日のことを，第7章に
は， Iつぎの日，世界はまったく元どおりに秩序を回復した。」学校も元ど
おりの授業となり，元どおりに明けても暮れても暗記，暗請の毎日一一ロー
マの王様の名前，年号， -1m に終わる名詞，不規則動詞，ギリシャ語，
へブ、ライ語，地理，ドイツ語，暗算ー一神さま! おどけたような口調で，
少年は書き足している。
これらの学科は，小学校の課程をはみだして，上級学校のそれへ及んで
いるようだ。 1807年からは，当然ながらフランス語が加わってくる。「回
想記」はもちろん， Iルグラン書」の記述はこまかい点で記憶に混同があ
ったことは致し方ないが，学科課程は実際には交叉状態になっていた。小
学校上級の生徒たちは，希望すれば，さらに別の学科を勉強することがで
きた。というのは，小学校と中・高一貫校にあたる旧ギムナジウムとは，
同じ修道院内にあり，すでに1805年から，後者は，上級学校へ進まない生
徒たちを含めてすべての希望者のために，全学科にわたって個人教授，あ
るいは特別講義が行われてきた。フランス語教育は，前述のように，すべ
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てフランス語教材に拠られるほど徹底して行われる。このようにしてカト
リック教に革命フランスの軍の気風をにじみ込ませた学校が出来上がっ
た。少年ノ、ィネの記憶の中に，修道院付属の小，中・高の両校は，時に一
つになってしまっていることがあった。上述のリュツェーウム進学のため
の特別授業は，前もってその担当者，授業日，授業時間割が修道院内に公
示される。少年ノ、ィネがそれに参加したとL、う事実は，この記憶の混同に
よっても知られる。つまり，少年は，学校組織の改変，それに伴う学力の
不足を補う補修教育，あるいは上級校への準備教育の実施とL、う流動する，
中途半端な，外国軍隊占領期に大事な少・青年時代を過すのである。
少年がリュツェーウムに入学するのはいつだったのか? 古い選帝侯時
代のギムナジウムの学年編成は，上から数えて，上・中・下級と予科，四
学年制であったようだ。少年ハイネに関連してよく言われる，最上級学年
としての哲学学級が設けられたのは，後の1812年のことだ。リュツェーウ
ム入学に定められた年令は十二才で、あった。それを基準にすると，少年の
入学期は1809年となる。別に筆者は入学年に特に関心があるわけではなく，
したがって卒業年のことにもさして輿味はなL、。ただ， この学校への入学
の年が遅すぎた，あるいは，これは事実だが，卒業年が不明だと言われる
ので，大まかな推定をしようとするまでである。最も早い少年のリュツェー
ウムへの入学年を言うのは，弟マクシミリアンで， 9才で1807年，ついで
ヒュッファ，これは念が入っていて 2年課程の予科(主事アストーヴァ)
へ1807年，したがって本科入学1809年，エルスターの推測では，一番早く
て1808年，最も古いシュトロットマンが10才(この人の推定では1799年が
詩人ノ、イネの生年)で1810年，などと言われてきた。いま筆者が主として
拠っているヴィレムゼンは，多分1811年秋としている。ちなみに，新しい
F.メンデの「ハイネ年譜」を見ると， 1807年9月，二年課程の予備学校
(校長アストーヴァ)をもっ本校(校長シヤルマイア)へ入学，さらに1809
年12月から数ヶ月，進学の準備のため特別講義をうけ， 1810年4月，下級
(7) Hermanm Huffer: Heinrich Heine， Berlin 1906， S.271. 
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学年入学とされている。以上をまとめれば，少年ノ、ィネは， 1804年8月に
小学校入学，四年課程の小学校で3年くらし、から，高校で特別に開かれる
講義，それは予科のような準備教育学級に参加した。この準備学級は二ヶ
年となったのはすこし後のことであり，またこのコースが最初は任意の特
別授業で，その課程はまったく定められておらず，したがって修業期限も
不明確であったのだから，その聞に少年ノ、ィネが過した期間は二年よりも
長いものだったかもしれぬ。古いヴィレムゼンの資料で， 1810年秋には生
徒名簿によれば少年ノ、イネの名前は見つからなかったと言われており，た
だ残念なのは， 1810年11月から1812年11月の聞は欠落となっているため，
本校入学期は正確を期しがたく，おそらく最も早い時期で， 1811年11月と
している。しかしこれさえもどの学級を意味しているのかは不明である。
1811年9月，つまり 1810/11年の学年末の頃の学年編成は上・中・下と予
備学級といわれるから，ヴィレムゼンの推測を下級クラスと仮定しても，
さほど不当なものではないだろう。まったくの偶然だが，フーベンも，少
年ハイネの中-高校入-在学期にふれて， 1811年秩-1814年 Osternとし
ている。 1811年秋には，少年が準備教育をうけた後にどのクラスに入って
いたのかは，以上のいずれの人たちにとっても明かではなL、。そのうちメ
ンデ、はたいへん明確に，しかも順序だてて， 1807年二年課程予科から， 1810 
年4月といわれるから上述の課程を三年ちかくも学んで，下級学年へ，そ
して早くもこの年10月に中級学年へ，さらに1811年10月には，中級の上に
新しく設けられていた学級を飛んで上級へ進んだと報じている。この時期
の修道院学校時代の教育制度の揺れ動きに応じて，それぞれ就学年令に達
した，といってもリュツェーウムのように随分遅れてそれが規定されたも
のもあるだけに，それらの少年たちの受け入れは，必らずしも適期には行
われえなかっただろう O 少年ノ、ィネの場合も，とくに本校入学期がその年
(8) Willemsen，上掲書 S.335
(9) Houben，上掲書 S.9.
(1的 F.Mende，上掲書 S.9f.
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齢に比べて遅れており，進学後の進級も不規則であったし，途中から退学
したなどとよく言われてきたことには，上の事情が大きく影響しているで
あろう。
メンデ書を見ていると， 1807年秋のリュツューウムの予科時代，後に若
いハイネの最初の心の友となるクリスティアン・ゼーテと言葉を交わすよ
うになっている。一年若いのだから，ゼーテは予科一年生だったのだろう O
古いほうのヒュッファ資料によると， 1813年，つまり 1813-14学年の学報
には，最上級の哲学科生として， W.プレーヴァほか七人のデ、ユツセルド
ルフ出身，その他に四人の学友の名前が見える。学年編成は，最上級，第
一・二・三・四学年と予科の6学年で，最上級の哲学学級の主な学科目は，
外国語を含む言語科目はもう除かれて，数学，物理学など自然科学系のも
の，そのほかに，後に触れられるシヤルマイア教授の実験心理学と哲学大
系批判などであった。 18日年学年度の終る1814年秋には，もうリュツェー
ウムの校名は元どおりのギムナジウムへもどってくる。この学年度の生徒
数は，上述の上級学年生を含めて140人であった。少年ノ、ィネたちの中か
ら，学友ブレーヴァのように， 1815年，糧株担当兵として，出征する者も
あるくらいに，世情は落ちつきをとりもどしてはいない。たしかに，ライ
ン沿岸地，ベルク大公領はこの年6月に最終的にプロイセンに復帰し，皇
帝フリードリッヒ・ヴィルヘルム三世の声望も伝ってくる，ワーテルロー
でナポレオンが最後の戦いに敗れ去ってし、く……。生徒たちの母は，子供
の将来への目標をどこに定めさせればよいのか。少年ノ、ィネのリュツェー
ウム在学の消息で，当時の明かな学年区分は以上のとおりであったが，メ
ンデはさらに， 1814年9月退学としている。リュツェーウム生ノ、イネが，
学年末の，主として与えられた課題について，朗読，口頭発表などをする，
公開の試験を受けないままに退学していったのは，いつなのか? といっ
ても，これは1814年9月か， 1815年9月かということにすぎなL、。しかし
厳密には， 1814年ではない。この学校が再びギムナジウムとなったとき，
最上級学年は延長されて二年制と改められたからである。少年ハイネたち
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は，もう一年在学を余儀なくされることとなる。後に若いハイネが大学に
入学する，あるいは卒業する際に必要だった願書，申請書類の中で， リュ
ツェーウム在学に関して書かれたものも，上述の在学ないしは退学期間は，
そのいずれともうけ取れる，あいまいなものであった。デュッセルド、ルフ
の学校に1814年まで在学したとか，ギムナジウムを卒業した年は，第二回
目のフランス軍の進攻が近く行われるというときで，最上級学年のほとん
ど全生徒が動員された項，このような書きぶりであったのだ。二度目のフ
ランスにおける軍事行動とは， 1815年3月，フランスに上陸したナポレオ
ンを支持する反乱軍がパリへ向って進攻するとL、う時期であるo 18日年の
ギムナジウム学年報では，実際に，予科生33，その上の三学年生はおのお
の26，最上級と次の学年の生徒数は，それに比べて，合計でわずか11であ
ったと言われているO 古くはシュトロットマン，新しくはヒルトという人
たちも，少年ノ、イネがこのとき志願兵として応募したが，パリ平和条約と
ナポレオンの最後で，出動を免れたとL、う可能性をまったく否定してはい
ない。それに加えて，この頃書かれたとされている，若いハイネのほとん
ど最初の詩がこの時期の高校生活を背景としていることが， 1815年にはま
だここに在学していたのではとされる所以である。少年ノ、ィネは， 1815年
春，あるいは18日年秋までギムナジウム生であったのかもしれなし、。しか
しそれは事実に反する， 1814年9月，少年は卒業証書なしにギムナジヴ
ムを去る，とメンデは伝える。そしてこうつけ加えている:1815年初めま
ではまだ，二・三の学科の授業に出席している。後に若いハイネが，求め
られて提出した公の報告書の中で，簡単な学歴を記入する際に，このリュ
ツェーウム時代は，すべての学年の課程を真剣な勉学で過し優秀な成績
を得たと言っている。最上級学年まで達して，にわかに停滞，あるいは挫
折するように見える。ハイネ一家，というよりむしろ母と少年と，そして
ハンブルクのハイネ家の聞に，高校在学を続ける，大学進学を目指す，そ
のことについて，意見の相違が起っていることをうかがわせる。さらに，
それはけっして1814-1815年になってからのことでもないであろう。
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少年がリュツェーウムに入学した1811年の頃といえば，ナポレオンの大
陸封鎖政策の余波をうけて父ザムゾンの庖は次第に左り前になって来たと
きである。いま， 1815年の頃からは，ザムゾン商会は大詰めの破局へさし
かかる， 2月には庖にいるのは 伯父シモン ザムゾンは 3月末までハン
ブルクに。同じこの月，少年もハンブルクへ出かけて行く。この時，叔父
ザロモンの長女フリーデリーケを見る，おそらく二度目の出会いだろう O
というのは，前年叔父は娘たちを伴ってデユツセルドルフを訪れているか
らだ。だが，この時，少年ノ、イネに強い印象を与えたのは，三人の従姉妹
たちのうち誰だったのか。フリデリーケは，少年に記念のサインを求めて，
一冊のアルバムを差し出した。その記念帳に書かれた， rやさしい女の人
はいくらでもいる，でもその人といえば，ただひとりエリカだけだ。きみ
のような人といえばきっと天使たちが頭にうかぶ，ほかに比べものになる
ものはない，けっしてねO ああ! こんな天使たちのいる天国へ，おお主
よ! わたしをお招きください。一ーハリー・ハイネ」ハイネ書簡集は，
このアルパムに残された文で始まるようになった。日付は18日・ 2・17で
ある。ヒルトは，上の文から，ひょっとするとフリデリーケが少年ノ、ィネ
の初めての恋人だったのかも……と推測したりしている。ついでに書け
ば，前年その姿をいっしょに見た妹のアマーリエの顔も少年の限の前に浮
びつづけるのだ。これらの従姉妹たちのほか，それよりも前， 1812年に少
年ハイネの心をふしぎな魅力でトリコにした ヨーゼフアという名の娘が
いたことは， r回想記」の中の一つの特異な文章となっている。少年と同
じ年齢の子であったが，これについては，あまり間隔をおかないで触れね
ばならぬ時が来る。
卒業証書を手にすることなく，新しいギムナジウムを去ろうとする1814
年9月頃，両親は少年を商人の道へ進めることを決めた。漠然と，少年は
勉学を続ける，大学へ進学する，その願望を抱きつづけてきた。しかし
デユツセルドルフの家にはその資力を産み出すところはなかった。 10月か
(1) Hirth，前掲書1，S.8. 
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ら，市内の，商業学と，外国語を専修させるヴァーレンカンブ商業学校へ
通うこととなる。その味気ない日々は，晩年までその校名が脳裏に灼きつ
いて消えなかったほど索莫としたものであった。翌1815年初めまで，少年
ノ、イネの足は，いったん後にしたギムナジウムの校舎へ運ばれるのだ。最
後の少年期といってよいこの時期，何よりも大学へ進みたいという願いが
強かったけれども，それに負けず，少年は胸を突いて来るさまざまの願望
と欲望とにほとんど苦痛さえも覚えるくらいになった。修道院内を，すこ
し前から知り合った学友ヴュンネベルクと肩をならべて歩きながら，歌を
作ること以外に自分の進む道はないと思う日もある。礼拝堂のそばをよぎ
って行くと，聖母マリアの像が少年を背後から追いかけてきて，追い越し
その足のたたずむところに，止まって動かぬ。修道院の構内を出ると，マ
リアはいつの間にかフリーデリケ，アマーリエの姿に変り，ハンブルクへ
行こうと心にきめて家路につく。実際に，ある日ハンブルクへ旅立つ。そ
れは，表向きは，叔父ザ、ロモンに，商業心得を教わるためだったが，自分
の心にきいてみると，本心は従姉妹たちを見るためでもあった。訪問記念
の言葉を求められ，書きつけているうちに，フリーデリケが天使に変って
しまったのはこの時だ。ハンブルクで，ハリー・ハイネは，デュツセルド
ルフの修道院の祭壇を，マリア像，エンジェルを思い浮べているのである。
ヴュンネベルクのような学友がこれまで幾人いたであろうか。リンテル
ゾーンのユダヤ教・へブライ語塾の頃からの友ヨゼ、フ・レヴィー，そして
クリスチアン・ゼーテなどがその主な友だちである O それらはいわば心の
友で，これからも折にふれて若いハイネの頭に浮んでくる。ここまで成長
してきた少年ノ、イネの，デ、ユツセルドルフ修道院付属学校時代を補いかた
がた，それを締めくくるために「回想記」などに拠りながら，もう一度最
初のリュツェーウム入学の頃へ筆を戻してみたい。
上記の修道院付属中・高校についてのごくあらましの様子，そしてこれ
から述べようとするそこで教壇にたった先生たちの名前，それらは詩人ノ、
イネの名，それもその追想記によって今日まで伝えられてきたといってよ
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いだろう O デュツセルドルフ・リュツェーウムは，少年ノ、ィネたちと共に
生き，ある意味では，共に死んだといってよいだろう。古くからのドイツ
の中・高校の歴史から見れば，それはほんの束の間の存在であった。それ
は，ここで働いた教師たちにとってもまた生死を一瞬にかけて過したとこ
ろであっただろう。当時の少年たちにとっては とくに大切な学校であっ
たはずだ。最後まで詩人ハイネには，最初の故郷としてのデュツセルドル
フというと，それに結びつく記憶の主なものは修道院構内の学舎とそこの
先生たちであり，デュツセルドルフ修道院学校時代は詩人ノ、ィネの生涯を
最初に区切る重要な時期にまちがし、なかった。少年ノ、イネの，よい意味で
も，悪い意味でも，のちのちの記憶に新しかった先生たちに教えられるの
は，まず幼稚園主ヒンダマンス，後の小学校長ディケルシャイト，そして
リュツェーウムでは，何といっても校長シヤルマイア (Schallmeyer
1757-181η であろう O エギディウス ヤーコフ。という長い名をもってい
た。フランシスコ教団の修道士となってからは，院内で，数学とくに哲学，
神学の実践的な分野の研究に専心し，誠実で温かみのある人柄，該博な知
識など，当時これに比肩しうる人は稀だと言われた。 1782年から前ボン大
学の神学科教授，これが廃校になってからは， 1805年まで，町の教育セン
ター勤務となっていた。さて， I回想記」の中では，多少ユーモアを交え
てこの先生のことに触れている I~ 、ちばん遅れて起ってくる色々な現象
も，それはいちばん最初のものを見ればわかるものです。わたしが13才の
時にもう，自由思想家たちのすべての思想大系がわたしの前にならべられ
ました，それも牧師としての職責を一日もおろそかにしない，尊敬すべき
人の口からです。そのためわたしは，信仰と懐疑とが二枚舌を使ったりせ
ず，平和共存していくのを早くから眼にしましたので，わたしの心の中に
無信仰ばかりでなく，きわめて寛容な無関心までもが起ったのは，たしか
に重要なことです。」シャルマイア先生の講義が与えた影響をすこし誇張
気味に書き残している。この「回想記」の中のものよりも，先生について
(12) Elster， 7 -461. 
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もっと具体的にその人間像を伝えているのは， r回想記」に先がける自叙
伝「告白」で，ハンブルクで久しぶりに会った老いた母から聞かされたも
の。先生は，あの伯父シモンの学友でもあり，祖父ゴットシャルクが，こ
の身体の弱L、校長を瀕死の重病から救ったこともあった。母と，少年の教
育，将来の進路などまで話題にし，ローマへやって神学の勉強をさせては，
そう先生は母にすすめさえした。
リュツェーウム入学早々，少年がドイツ語を習ったのは先生からである。
家で話されるへブライ語叱りの習慣から脱け出そうとして，少年が懸命に
ドイツ語の勉強に励んだ時である。その苦労を繰り返してよく語っている。
後年，言葉の魔術師とも言われるドイツ語詩人ノ、ィネは，学友ともイディ
ツシュで語り合い， リュツェーウム時代にも，戯れにホーマーの文章のー
部をこの方言で翻訳して学友の眼を惹いたこともあった。この習慣はかな
り長く若いハイネを苦めたのだ。だから，パリ時代の初め，その作品の発
表禁止がドイツで宣告されるとき， rわたしは，まるで子供のように，泣
いた! わたしは，かつて四格だ，三格だと， ドイツ語にさんざん苦労を
重ねたことがあったのだ……」と言ったほどだった。このように書かれた
時の状況は，すこし複雑なもので，詩人ノ、イネのドイツ園内の発表機関へ
の執筆停止処分を国会が決議したのは， 1835年末のことだった。この頃，
詩人ノ、ィネは一種の「歌からの別れ」を宣言し，新しい題材に新しい形式
をもり込む「よい散文」を書こうと意気込んでいたので、ある。この文の中
で，かつて……というのは，このリュツェーウム時代に始まるのだが， rル
グラン書」の第7章は，さほど豊かではなかった家庭に育てられた少年の
この学舎での勉強ぶり，わけでもギリシャ語，ラテン語，へブライ語の学
習の苦しさを，軽い筆さばきで楽しく語りきかせてくれる。ドイツ語学習
について語る段落をみよう rでもドイツ語のほうはたいへん進んだので
(13) Elster， 6-68f. 
(14) ebd. 4-306. 
(15) ebd. 3-15lf. 
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¥すが，これとてけっして小さい子にもやれるというものではありませんで
した。というのは，わたしたち哀れなドイツ人は，兵舎の割り当て，軍隊
への奉仕，人頭税に悩まされ，さらにはなんだかんだといっては取り立て
られる税金に苦しめられ，なおその上にアーデンルク守の辞書を背負い込ま
されて，四格だ，三格だといっておたがいにいじめ合ったりしたのですか
ら。沢山ドイツ語をわたしが教わったのは，もう年だったシャルマイア校
長，それにヨーゼフ・シュラム先生からも少し習いました。この先生は，
永遠の平和について本を書いている人ですが，先生が担当授業の時，わた
しの同級生たちは，いちばん多く髪を掴み合って大騒ぎしたものです。」
シャルマイア校長と生徒ノ、イネとの聞には，気心のぴったり合った，肉
親を思わせるような愛情がおたがし、の心へったわる，堅い紳が生れていた。
だから，先生は深い愛着をもってくり返し後の詩人の思し、出の中に， Iわ
たしたちの愛する恩師シヤルマイア」の名で呼びかけられるのである。こ
の呼びかけは「父上」にも通ずるかのようだ。この「恩師」は「告白」の
中でも使われており，次に見る「旅の絵」ではまだ単に「わたしの老先生」
とだけであった。その「旅の絵」のなかの， Iミュンへンからジェノアへ
の旅」第十章には， シャルマイア教授として旧師の最も生きいきとした
(6) 
姿を伝えている:ちょうど少年ノ、ィネが最上級の哲学クラスに13人の学友
と勉学している時である。 1813年へはいった早春，先生は病気になる。ま
だ57才だったが，ふだんからそう丈夫な身体ではなかった。気力の人であ
った。校長の席を，カール 'W.コルテュームに譲って講義だけに専念し
ていた。あの10月，ライプチヒでフランス軍が敗走する時が来た。解放同
盟軍勝利の確報を老先生がはじめて生徒たちに告げる時，その白髪頭が小
さくふるえていた。政治についてその思うところを述べていた教授も，ラ
イプチヒの戦がフランス軍にとって決定的な敗北となったとき，発言をま
ったくひかえるようになり， リュツェーウムは崩壊していった。彼はそれ
から間もなく死んだ。この師のほかには，プレーヴァ(数学)，クレーマー
(1倒 Elster，4-170. 
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(古典文学)，それにドオノア(フランス語学，文学)くらいだが，その
中でもこの先生 (Abbed' Aulnoi)は，シャルマイア師と好対照をつくっ
て「回想記」に現れる。その前に「ルグラン書」を見ると，ここにはその
姿が素直に描かれている。ギリシャ語，ラテン語などの学習に比べると，
このドイツへ帰化し， リュツェーウムてナこだひとりドイツ史を教えた先生
のフランス語クラスでの勉強は上達したのだ。先生は， 1804年からナッサ
ウのギムナジウムのフランス語教師をへて，翌年からデュッセルドルフへ
招かれた。誠実で凡帳面，一宇一句をゆるがせにしないフランス語の授業
には定評があり，教員仲間から尊敬を集めていた。だが，後年のものにな
る「回想記」に描かれるこのフランス語教授は，師シヤルマイアの引き立
て役として登場するのである。そこには次のように書かれている:わたし
が後になっても，フランス文学をその値うちどおりにはとても愛読する気
になれず，少年時代から快く思っていなかったフランスの詩や小説に，ず
っと背をむけてきたのは，まったく言語道断のことでした。まずこれに責
任があったと思われるのはデ、ユツセルドルフのリュツェーウムでフランス
語を教え，めくらめっぽうにわたしにフランス語で詩を作らせようとした
ドオノア神父で，まったくいやな先生でした。もうすこしで，この先生の
ためにわたしは，フランスのものばかりか，詩や小説全部が嫌いになると
ころでした……。師たちは両者ともほとんど同年代の生れであり，本来か
ら言えばフランス生れであるドオノア神父がより多く持ち合わせるはず
の，啓蒙期と自由フランスの精神を，シャルマイア師がはるかに豊かに自
分の膚につけていたので、あろう。フランシスコ会修道士としてこの人は唯
物論的な立場に近づき，政治的な神学徒の風貌をもっていた。これに比べ
るとドオノア師は，革命前フランスの，文学的伝統の中の華やかな封建君
主制度に対する愛着を忘れることのできなかった人なのであろう。たとえ
ば，一方は，一時期の教え子ノ、イネのように，侵略者となる前の皇帝ナポ
(17) Elster， H2 4-84f. 
(18) Elster， 7 -46lf. 
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レオンびいきであったが，他方は，反ナポレオン派の，あるいはナポレオ
ンの自由主義的改革には無関心な人であったし ドイツへ帰化した人とい
うことは，プロイセン・ドイツをというよりも，革命フランス以外のもの
へその心を傾けた人なのだろう O 最後に訪れたリュツェーウムでは，少年
ハイネは何を学ぶことができたと言えるだろうか。フランスの合理主義か，
無神論と言われる懐疑主義か。自由であるはずの家庭，それにもまして学
校における生活は，少年ノ、ィネにとってけっしてそれほど自由なものでは
なかった。こうした事実は，まずノ、ィネ一家の破産にいたる弱L、生活基盤
と，つぎに一家に古くから伝わる宗教信条が時代と共に薄められてゆき，
変色していったことと無関係ではなかった。上のように見てくると，少年
ノ、イネが修道院内の学校時代に学び取ったものは，晩年に近くなっても，
時々へブライ司tりが突然口をついて出てこようとして， しばらくは口ごも
ることもあったと言われるくらいだから，へブライ語とドイツ語とが混交
する家庭生活の中から，ょうやく本来のドイツ語に対する感覚と知識とを
確立していったことと言えないだろうか。フランス語の習得のために悪戦
苦闘したことも，これに興って力があっただろう O
このリュツェーウム時代に，少年ハイネが読んだ本として，メンデの挙
げているものは:1810年一ドン・キホーテ，ガリヴアー旅行記， 1812年一
スピノザ， 1813年一盗賊団長シンダ、ーハネス物語，ピュルガー詩集，シラー
「盗群J，リナルド-リナルディニ物語， E.T.Aホフマンの作品など。
妹シャルロッテの代りに学校へ提出する「怪談」を書いて，妹が担任教師
からほめられたという(妹の娘マリアの話)のが1810年。「回想記」に詳
しく述べられている，死刑執行人の家にしばしば出入りする少年ハイネ，
この刑吏の娘と交わるうち，これに取材し気味悪い物語を作ったと言われ
るのが1812年。すべての少年に共通といってもよい，この猟奇への傾き，
怪奇，冒険を求める心は ハイネのこの頃の読書傾向と軌を一つにしてい
るように見える。大伯父シモンの半身像を見て その夢を大きくふくらま
せたのもおそらくこの時期と重なっている。学校内で，終業の鐘が鳴ると
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ひとしきり歓呼の声がつづいて，すぐ静まりかえる，それは少年ノ、イネた
ちの上級クラスで一層はやく起る。デ‘ユツセルドルフは戦場からは遠かっ
たが，その気配はどこからでもったわって来ていた。なんとなくその空気
は重く沈み，黒い物の影にさえ蔽われている。由来ある城塞と肥沃な葡萄
山を縫うて流れるラインの沿岸地方の人たちは，他の地域にもましてその
心を古くからったわる伝説によって豊かに養われてきている。ヴオルムス
を背景にした「ニーベルンゲンの歌J，コブレンツの上流に突き出る「ロー
レライの厳J，これらの代表的な伝説は，それだけでは，人びとの「笑L、」
を誘いはしない。壮烈，凄惨な，他方はあやしく美しいく哀しい古い定め
を暗示するだけだ。悠久と超絶をたたえる流れはそれを包み込み，遠ざか
って行く，昔の伝えを聞く人たちの心はようやく階調にもどり，一転すれ
ば快調にはしる。麦秋の，特にカーニパルなどの底抜けに明るい祭りはそ
の現れて、あろう。ライン地方の人たちの「笑L、」には，その上に「機智」
が加わる。笑いは，大小の輸をひろげ，時には大きな映笑に集まる。これ
(19) 
がこの地方人の気質だ。マクシミリアンが次のように言うとき，それは必
ずしも不当ではないだろう:兄ノ、インリヒの詩を理解するのに 2つの要
件があるように思トーーその一つは，少年時代にその脳裏に刻みつけられ
たさまざまの印象，ついでは，デュッセルドルフーケルン地方の人たちに
固有の気質をよく理解することである。このほかに，少年ノ、ィネがデュツ
セルドルフ生活の中で受けとった印象深い出来事，体験については，すで
に述べられてるとおりだが，もう一つ「回想記」に拠ってさきにも触れた
「死刑執行人の娘ヨゼフア」がある。この家の人たちは，デュツセルドル
フの町から隔離された， したがって市民たちとはまったく別の世界に生き
ていた。少年ノ、イネはこの家に近づくと，緊張のあまり胸苦しさをおぼえ，
しかもぶ気味なこの家へ日を追って強く惹き付けられる。また，兄ノ、イン
リヒに「笑L、」の樹を植え付けた，ライン沿岸地方の人たちの生活は，た
しかに詩人ノ、ィネの機智と調刺の精神を育てた，少くともその一つの影響
(叫 MaximilianHeine，前掲書 S. 17f.1219f. 
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力に数え入れてよいだろう。もう病床にあることが多くなっていた，パリ
のハイネをL.シュッキングが運よく路上で見つけ出して，懐しい故郷の
噂話となった。評論家シュッキングはハイネよりもひと廻りも年下であっ
たo I・h ・..あなたがそこからやって来られたライン河は，わたしにとって
は思い出の河です! わたしの胸からひと時もラインは忘れられることは
ないほどです。わたしはそこで生れたばかりでなく，生れながらのライン
地方人なのです。J1846年のことである。
少年ハイネが手にした「群盗J0781年)， I盗賊団長シンダーハネス」
0802年)などの素材になっている盗賊団について，その一般的な事情を
述べてみよう。L、わゆる無頼漢，不法者の集団は，大きな戦争(たとえば30
年戦争)の中から生れてくる。「群盗」の背景となる盗賊たちがドイツで
活躍したのは18世紀の半ば頃で、あった。とくに大きな舞台としては，フラ
ンス国境寄りの，南ドイツのヴュルテムベルク，すこし遅れてライン沿岸。
ここでは，親玉のシンダーハネス (Schinderhannes)が有名である。これ
らの徒党を組んで町や村を横行する盗人たちの一味の構成をみよう。彼ら
は，手に職を持たず，平時となれば，何かにつけて争いを吹っかける以外
に自活の道のない退役軍人，悪事を働く上司たちを真似て失敗し，職務以
外の窃盗で蹴首された役人たち，あるいは軍隊や役所からの理不尽な課税
と徴税とによって貯えを強奪され，それに報復を求める町人，百姓たちの
集まりであったO 明日の糧に困って，一味の仲間入りをする以外に，とく
に目につくのは，権力を一手におさめた者とその手先どもの非道な暴行に
よって，名誉も自由も踏みにじられ，法も秩序も無視される世界に，公然
と反抗せずにはいられぬ者たちも多いことである。これらの盗賊団はしば
しば，貧しい者たち，庄市lに苦しむ者たちの味方となることが多かった。
デ‘ュッセルドルフのある教区で，信者の世話をするというのが表向きの
職業で，実際は町の娼婦も出入りする牧師の館を根城にした盗賊のかなり
仰) Houben，前掲書S.540
(21) Westermann誌， 1984/2， 1985/3に擦る。
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大きい集団があった。 1797年のことだ。幾人かの頭目が共同の作戦に力を
合わせて大仕事をするのである。豊富な財貨 つまり獲物の量の分布図が
作られてレる。盗賊団の作戦図の最も重要なものだ。ライン河の支流ルー
ル川沿いの小さな町の牧師館が襲撃目標となる。この牧師館襲撃は，ライ
ン河の中央部流域に巣窟をもっ強盗団の活動を伝える記録の中でも，一つ
の頂点を示す時期のもので，この1797年の頃，中央ヨーロツパでは押し入
り略奪が最も多く起ったと言われる。徒党を組む一味の数が多かったばか
りではなく，その組織活動をみても，大胆さ，計画性，行動力などで，他
の同類をはるかに凌駕し，囲内の秩序も整然として，軍の部隊のようであ
った。盗賊団追求用の人相書きのリストが最初に作られたのは1787年O フ
ランス革命を境目として，捜査の手は年ごとに組織的にのびていき，追跡
急となる。フランス革命当初は，ょうやく全盛期を過ぎて，下降線を辿ろ
うとしている盗賊団の活動をもう一度上向かせる。しかし，それは同時に
再び下向きになってゆく糸口ともなる。強盗団と刑事団との聞の，力比べ
である。急速には，強盗たちはその活動力を失っていかないことは，一方
で本格的なナポレオン戦争が進行中であることを考え合わせれば，当然す
ぎる現象である。捜査，逮捕，処刑とたたみかけるように追跡の手が厳し
くなるにつれて，強盗たちの行動は巧妙さを増してくる。拳をつくる，人
さし指を突き出す，指を使ってアルファベット(例えば， Cの形)を画く，
各自が，ワッペンのように図柄のきまった記号をもっ。その移動する行先
がそれで示される。それで，行方不明の仲間が見つかり，集会場所の指定
もできる。彼らがこの道で生き残るために，最もすぐれた，最も大事なも
のとしたのは，その仲間だけの使う合言葉，隠語である。それには，イデ
ィッシュ語，ジプシー用語から取り入れられたものが多かった。彼らの行
動は，表面上では憎悪の的であり，その生活は一般の正常と称される社会
から閉されていたにもかかわらず，彼らの愛用した隠語はただの泥棒用語
にとどまらず，境界を越えて，外の世界の日常生活に，話言葉として生き
残るものもあった。それは彼らにとって誇り高い知恵の所産で，幕舎の焚
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火を囲む団事警に，いつ終るともしれぬ徒歩行進に，それを操って楽しみ，
そうするうちに生まれる機智のまじった，新しい隠語を造り上げ，楽しみ
を倍にするのであるO それによって，逃亡計画を打ち合わせ，隠された獲
物のありかを洩らしたり，知ったりも出来る。最後に，これに劣らず大切
なものに，彼らが身を潜める避難所がある。普通に看板をかかげた宿屋の
こともある。その主人は彼らに好意的というよりも，グルになって手助け
をする。こんな所に，と思われるはずれに宿屋があることが多い。それは
主にユダヤ人経営で，ユダヤ人たち，行商人まがし、の盗賊たちを泊めるも
のだ。主人は彼らの所持金の出所をあまり詮索しないのが習いであるO こ
こでは，同信の誼から生まれる連帯心が，法よりもいつも優位に立つ。法
律などというもの，いつもユダヤ人たちに不利ばかりを斉らすからだ。中，
南部ドイツでは，次の略奪を求めて移動する，あるいは追手の眼をくらま
せて逃走する盗賊たちが，農家を幕舎にすることがあり，その数によって
は，村全部が，彼らの安全な宿泊区域とみなされる。フランクフルトから
約13時間，チューリンゲンの森林地帯に近いアイゼナハへ向う道中，狭い
谷間に， 40戸ほどの二つの部落に行きつく O 聞にただ小川が一本あるだけ
だ。ここはもう幾年も前から，無宿者，無一文のユダヤ人，詐欺師たちの
避難所であった。とくに，アブラハムの血をひく盗賊たちは，ここを巣窟
にして，住みつき，盗んだもので教会，学校まで建てていたと言われてい
る。
このうちの一つの部落は盗賊界で 1，2を争う，有名な首領たちが落ち
合う場所で，その中にあのシンダーハネスもいたので、ある。地の利に加え
て，ここはそう容易に追跡されることがなかった。それはこの村の取締官
は，犯人を追う部下を道に迷わせたり，犯人にあらかじめ警告を与えたり，
ニセの通行許可証を渡したり，懐のさびしい盗賊に小金を貸したり，思い
やりのある役人であったからだ。さてここで シンダーハネスたちの団組
織，その行動ぶりの一端をみよう:シェフ(指揮官)は，その品位をあら
わす印しとして鉄棒を持っていた。それは軍の元帥が持った杖をもじった
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もの，同時にこれを手にする者は狙った家の扉が打ち破られると真先きに
押し入ってゆかねばならぬ。 2番目に見張人，彼らの言葉て、はパルドーヴ
エラー〔話言葉になっている baldowem，(盗みの機会をうかがう)からJ，
盗みには参加せず，ひたすら有利なチャンスを探る役目。 3番目は，ヴェ
テラン(古つわもの)，どの団でもその中核体となるもので，よく将校連
中と名づけられた。シェフは一回の行動がすむと，ヴェテランの一人と交
代する。その希望者が多ければ，選挙などで定められる。軍組織の歩兵の
役割は，盗賊の卵である少年たちがつとめる見張りと盗品の運び役。仕事
が終ると，少年たちにすぐその場で分け前が与えられ，そのほかの一味の
者は国境を越えて姿を消す。警察の追跡はほとんど効を奏さない。大きい
仕事となると， 50人ぐらいまで、の盗賊たちは，真暗の夜，地図も時計もコ
ンパスも持たず，一定の場所に集合する。その機動性の高さは，当時の軍
隊に負けなかった。盗賊団の首領には制服をつけている者もあり，その姿
で公然と人びとの前に現れた。シンダーハネスは，自分の制服を作る仕立
屋を一味の中に持っていたと言われる。団内の共同生活は，はっきりした
契約と兄弟約束がその基礎になっている。裏切者は死を覚悟しなければな
らず，仲間の誰でもが手を下すことができる。盗品は公平に分配されると
言われるが，あまり信はおけなかった。誰か仲間が捕えられれば，もちろ
ん救出に全力が尽くされる。 19世紀初めまでは，捕えられた盗賊を拘禁す
ることはほとんど不可能であった。堅固な石壁，鍵をおろした扉も，彼ら
には何の障害にもならない。そのために日頃から，暇があれば激しい訓練
が行われていた。それに，鍵をはずす釘，鋸になる薄いパネ，脱出用の小
道具はお手のもの。警察当局を瑚笑うように獄舎から姿を消して行くのだ。
とくに首領たちがそうだったが，彼らには妻帯者はまずいなかった。その
土地，その土地で，またその日，その日で，相手の女は違っていたとL、う。
18世紀後半へかけて，盗賊たちの中には，盗賊の家に生れついていた者
が多かった。両親，祖父母たちがすで、に盗みを稼業としていた。互いに同
じ稼業の家族が結合し，いくつかの盗賊族の門閥が生れた。地の利があっ
- 92 
4. 修道院附属学校時代
たのか，オランダには，盗賊王家のような大きい集団の他に，中，小集団
が多く，前者では，婚姻闘が入り組み，遺産となる財宝，勢力範囲(縄張)
の継承権が堅く守られた時代(1785-1805)がある。ナポレオン・フラン
ス革命軍が南方からドイツへ北進する以前 つまり 18世紀末から19世紀初
めの，小国家に分立した時代における盗賊団の分布図を見ると，ライン河
東部を中心として，北はリュベック，ベルリン，ハンブ、ルク，ハノーパー
には1806-1811，ライン河中部流域では， 1796-1812，カッセル，エツセ
ン，ケルン，フランクフルト，それにハイデルベルクまで10数指に余る集
団が見える。ただ，スイスを初め，アウグスブルク以南のドイツには1団
も存在しなかった。フランクフルトを中心に最も厚い集団の層があり，こ
れらは1785年，つまりフランス革命以前から活動していた。オランダの盗
賊団の影響を強くうけて，最初はその一団に仲間入りし，いわばレノン分
けの分団から始まったのだろう。シンダーハネスの集団は，モーゼルJIに
近く根城を持っていたが，一時は，オランダの集団の一味だったと言われ
ている。
これらの徒党に属する若者たちは，自分でもその目標が明かでない，漠
然とした自由を衝動的に追求していった。その一つの型は，その行動に一
つの使命観をもって命を投げだし神は必らず自分たちと善良な市民たち
を守ると信じていた。その行動は神によって許された，あるいは神に命じ
られたもので，反社会的ではないと信ずるこの集団は，オランダの盗賊団
の流れを汲んでいるようだ。これに対して，もう一つの型は，シラーが「群
盗」などの作で言おうとした，封建的な社会環境から疎外された反抗児り
ちの行動集団である。シンダーハネスたちがそうであった。その父は，皮
を剥いで家畜を処理するのが職業であった。シンダーに始まるその名まで，
「皮はぎ人」何某とL、う。他の首領たちの例をみても，司祭，あるいは貴
族に無礼を働いたために追放され，それまでの職業を失ってしまう者があ
った。しかし，そのために彼らは一般の住民たちの同情を得て，英雄視さ
れるようにさえなる。
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車裂きのような極刑は，一般に不当だとされ，処刑された盗賊は殉教者
として広く人びとの口伝えに残り，伝説ともなった。民衆の心の中では，
彼らがただ貧しい人びとを助けるだけではなく，不当に重い課税に苦しむ
者たちの敵，牧師，特権をもっ貴族の正体を暴露するなど，旧体制の土台
を揺がす人物として映ったのだ。その際，彼らの行動は，ただ残忍，冷酷
という印象だけをのこすのでなく，これまで当然、正しいものと見なされた
現象が崩れ落ちて行き，彼らと手を取り合って共に笑いたくなるほどの余
裕さえもっている。盗賊たちも気づかぬ，機智が民衆を惹きつけて離さな
カミった。
少年ノ、ィネが読んだ 1.アーノル卜の「その名も高い盗賊団長シンダー
ハネス」が多数の読者を持ったとすれば，それは団長のこの人間，ょうや
く成人に達する頃その生命を断たれた若者の魅力ということもあっただろ
うO シンダーハネスが考えついた一つの着想例をみよう:彼はある日，こ
れからは自分の縄張内を移動する旅行者に通行証を出すことにする。その
いくつかが残っている。それには，発行年らしく， r政府創立3周年J，発
行の場所に続いて，発行者名らしく， r森の住人，ヨハネス」と簡潔に書
き込まれていた。年を盗賊団設立に基いて定め，名前も聖書その他によく
見られるものをもじってこうしたのだろう O 年の計算は，一時フランス革
命(1789年)を基準にして使われた革命年に対するアテコスリであろう O
ドイツへ侵入し管理を始めていたフランスの出先機関は，往来通行する旅
人，盗賊仲間を，有効な保証券であるかどうかをめぐって，いつも苦しめ
ていた。それではこれからは，とシンダーハネスは，安全通行許可券を，
懐具合のよさそうな商人を見つけては高く売りつけたーーもっとも券は貧
しい人にも与えられたようだから，これは安く分けてやったのだろう。金
持ち，商人の分には思典があって，本券持参者は盗賊団の襲撃に対しても
保証される，というものだった。このように，狭智，好計，厚顔，不遜な
ど，どの一つを取ってみても，本来は爪弾き者でありながら，盗賊たちは
伝説，説話の中に民衆の好みの人物として定着し，メルヘンの中でも，魔
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女たちと共に，王子，無垢な少女を取り囲んで，憎まれながらも愛されつ
づける。最後は死神の手中にあるその生命を，反社会の砦にたて篭って，
彼らは一種の「聖なる」戦いに捧げる。しかもただ武器によってのみでは
なく，しばしば痛烈なパロディーによることがある。シンダーハネス物語
を読んだ少年ノ、ィネの印象は，少し前に手にした「ドン・キホーテ」の第
一印象よりは強かったで、あろうか。というのは，後年の短い手記「ドン・
キホーテ序論」の中では，ょうやく読み書きを習ったばかりの頃，家から，
とくに母の眼を逃れるようにしてこの書を持ち出し，裏庭の石のベンチの
上で，夢中になって少年は読み耽ったことを思い出し書きをして， rわた
しはまだ子供でしたから，神様がはじめてこの世界へ持ち込まれ，この大
詩人が印刷された読み物の小世界でそれを模倣した，あの皮肉というもの
(22) 
を知りませんでした。」詩人ハイネが，この盗賊を思い出すのは，パリに
移った初めの頃，あのフイラレツト・シャスルの設聞をうけて，幼少の頃
からの話を求められた時の一度だけて♂ある。ソファでうとうとしていた主
人は身体を起し，それを意外な面持ちで聞いている。「どうしてわたしな
どの伝記を，それもあなたのような有名な著述家の手で?J自分のことを
真剣に取り上げてくれることを語るハイネ。「ほんとうにそうなんです。
それがどうかしましたか?J シャスル。 r~ 、や，はじめは別に何とも思い
ませんでしたが，そのうちにだれが恩人、ついたのか，わたしを嬉しがらせ
るような話に思われましてね。」ハイネ。こ L、う具合でようやく本筋には
いる。「わたしはずいぶん遠くからやって来たのです。なにしろプロイセ
ンから逃げ出してきた者ですから。あてたをアッといわせるような話がで
きるといいのですが!Jハイネ。「できるだけ真実を離れないようにお願
いしたL、ものです。」シャスル。「昼日中です，みんなほんとうのことです。
それにこれは印刷されるのですからね。」ハイネはそう言って口述口調の
ようになる一「ハイネは1800年，デュッセルドルフ生れです。かなり金持
ちの商人の息子でした……」この1800年はこうした会話にはふさわしい生
伊時 Elster， 7-305. 
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年である。そうしてつづけて「……ところでこのハイネ氏はほんとうにハ
イネの父かどうか?噂では，あの有名な盗賊団長シンダーハネスが，ある
日デ、ユツセルドルフを通りかかって，みんなの尊敬をあつめていたハイネ
氏が住む家の玄関の間に，一人のどこの子ともしれぬ幼児を寝かせつけて
行ってしまったということです。どうでしょう。この小伝の書き出しとし
て ?Jハイネ。「たいへん興味をそそられそうですが，捨て子は今どきも
う流行おくれです。」シャスル。「そうでしょうねH ・H ・」そこで、ハイネはお
茶を出すように言いつける……。おそらく，シャスルを煙に捲こうとした
のではなくて，プロイセンからの亡命者のようにしてパリ生活をはじめた
自分自身と，かすかに記憶の中に残っているシンダーハネス物語の類似の
ー駒とが一つになって頭に浮んできたので、あろう。
騎士盗賊「リナルド・リナルディーニ」の物語は， 1797-1809年にかけ
て出た6冊本と言われる。著者はゲーテの義弟(後にゲーテの斡旋でワイ
マルの劇場，図書館などの秘書となる)クリスチアン A.ヴルピウスで
あることも，少年は知らなかったで、あろう。この物語の題材となった盗賊
隊長は複数である点などで，上述のシンダーハネスなどと違う組織を構え
るようになっている。 19世紀へかけの盗賊団の世界も，すこし様子が変っ
てきている。一つには， 18世紀の枠内まで‘の盗賊たちの城壁に根をおろし
た活動は，古い説話にあるような，線の太い，のんびりとした，時には子
供らしい失敗もする，ロマンチックな色合をもっていた。結婚はせず，た
まに社会の途上でめぐり合った女とかりそめの同棲をするくらいで，むし
ろ反社会の旗印を胸に刻んで，正社会にむかつて，貧しい者たちをまもり，
成金たちを苦しめて，彼らの正義を主張しようとつとめる者が多かった。
これに対して19世紀へはL、ると，その巣窟は平面的となり，行動範囲も狭
められ，襲撃も小集団によって行われ，略奪も小規模のものとなる。娼婦，
女賊などが， どの地方にもうごめくようになった。これは，警備機関など
官憲の攻勢が顕著になり，盗賊団撲滅に軍隊まで動員されるようになるこ
とと無関係ではなく，さらにはドイツが30年戦争以来再び戦場になってい
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ることが何よりも大きな要因となっていたことは疑いない。リナルドたち
の頃，以前には見られなかったことだが，犯行の表に女が立って，時に采
配を振う O リナルドにもローザ、そのほかの女がし、る。 1812年の頃は，これ
まで各地にはびこっていた盗賊団の支配的な勢力の終鳶となる時期でもあ
った。 1800年前後から，ライン両沿岸地方は従来の封建的な分立国家制か
らフランスの軍事管理，行政支配に委ねられるようになり，これに対する
反動として住民たちは盗賊団に，自分たちが被害者とならない限りにおい
てだが，共感をもってきた。しかし 1806年頃，ライン連邦国家としてこ
の地方がフランス流に完全に衣替えし近代色を帯びてくると，盗賊団に
対する風当りは強くなり，大盗賊団の我物顔の行動，勝手な正義観は，法
に従うことによって実現される平等の原則を楯とする新しい国家の主張と
は相容れないことは明かであった。人命に優先して，財産の保護のために，
盗強犯の追求は，この後精力的，組織的に厳しさを増していったのだが，
その成果は1820年になってもなお十分にはあがらなかったことをみても，
粘りづよい戦いが続けられねばならぬ。決定的といってもよいものが，す
ぐ身近かにあった。盗賊たちの共通語の秘密をさぐり出すこと。とりわけ，
隠語を口にし，逆に欺いて彼らの信頼を得る捜査官の働きが最も大きい効
果をもった。隠語は盗賊たちの最大の武器で、あったのだが，所を変えれば，
それは弱L、符丁にすぎなかった。
盗賊物語にここまで携わってきたのは，当時の混乱した世相のもとで，
大人の読者層の中で，古くからの伝説，説話の泉に流れを汲む冒険，怪奇
談として受け入れられ，子供たちをもまた空想界へ遊ばさせるものだった
からである。少年ノ、ィネの場合もそうで， Iシンダーハネス」を始めとし
て，子供たちによってそれらの物語は読み捨てられていった。それはそれ
でよかったのだが，後にふとある時，それらの主人公たちが一つの意味深
(23) Iシュナーベレボプスキ氏の回想」第一章では，ハンブルクのハイネ家へあて
つけて，フランスの盗賊首魁L.D.カルトウシュを持ち出して，この種の物語を
笑いく、さにし，一家の愛読した盗賊の話を挿んでいる。
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L 、空想、の中に，小さくとも，はっきりとした形をもって現れてくる。シラー
の「群盗」は，いわゆる義賊集団の形を取るが，そうした行動は見すごさ
れて，次のような印象をこの時は少年に残した一一それは二，三年後の，
ベルリン時代 (1822年)，親友たちと創設した「ユダヤ人文化・科学協会」
で，ハイネから授業をうけた元教師ブラウンハルトの思い出話しを，カル
ペレスが伝えているものである・そのときよくハイネは，自分の学校時代
のちょっとした面白レ話を授業の合聞に聞かせてくれた。小さい祖国のよ
うなデュッセルドルフのことを，あそこは地上の楽園だと，熱を入れて話
しその頃の自分には，あの犬とシュピーゲルベルクとの関係と同じよう
なことがあった，そのハイネの言葉をとくによく覚えている。これは「群
盗」第1幕第2場(ザ、クセン国境の居酒屋)カール・モーアほか8人の自
由にあこがれて家を捨てた青年たちの中で，メフィストのような口の悪い
シュピーゲ、ルベルクが酒をのみながらカールを決断へけしかける時のも
のO 猛犬の捧猛な眼に反感をもって石をぶっつけるシュピーゲル，逆に鎖
を切って飛びかかる犬，あと一歩，そこに今まで向うへ渡ったことのない
掘り割りがある。危うく難を免れる，気がついてみると堀を飛び越えてい
た。それがどうしたと言うんだカール・モーア)。 どうもこうも…-
おまえさんに知ってもらいたいのだ。「窮すれば通ずる」ということを…'
. (シュピーゲ、ルベルク)。第2場の終るところで，カール・モーアは盗
賊隊長になることをみんなに誓う orおれはちっとも心配しないぞ，どん
なに窮地に追いつめられでも。勇気は危険とともに湧いて出てくる。J(シ
ュピーゲ、ルベルク)。少年ノ、イネが窮迫状態におかれたとすれば，それは
今，ナポレオン戦争が終ろうとする， リュツェーウムを卒業証書なしに退
学してゆく時だろうか。もちろん，それ以前にも，こうした状況は幾度も
起ってくることは， r回想記」がよく物語っているが，やはり今， 1814年
以降のことにちがし、なし、。修道院学校時代が終ろうとしている，リュツェー
(24) Gustav Karpeles， H. Heine. Aus seinem Leben u. aus seiner Zεit. Leipzig 1889， 
S.67 
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ウムを初め，ライン連邦 デ、ユツセルドルフ，プロイセンーーードイツは変
る。ハイネ家の居台骨がゆらぎ始めようとしている。ユダヤ人排撃の火の
手が遠くに上る。商人か，金貸か。詩作りはまだ物の数にはし、らぬ。
「名高い盗賊団長シンダーハネスj，rリナルド・リナルデ‘イニj，これ
と対をなす「素晴らしい山師オルランド・オルランデイニj，それにカー
ル・モーアの名までがまとまって思い出されるのは，この修道院付属学校
時代からあまり遠くなL、。後にも触れられる，最初期の詩群の中の一つ「夢
の絵・ 8jである。そこでの背景は，すでにどの国でもよく使われていた。
真夜中に墓場から現れ出て，死の舞踏を踊る亡者たちの図柄で，この1815
-16年頃の作とされるものでは， 6人の骸骨たちの 1人として登場する，
同じように恋の痛手に苦しむ男である。その前科者の告白を聞いてみる:
あのリナルド・リナルディニ/シンダアハノオ，オルランデイニ/わけで
もカール・モーア/これがわたしのお手本でしたー一惚れ込みょうは， ど
うかほめてやってください/あの英雄たちとそっくりでした/またとない
その美しい女の姿は/狂わぬばかりにこの頭を悩ますのです/一一溜め息
どころか，嘆きの声も/恋に心を惑わされてか/さっとわたしは自分の指
を/隣りの紳士のポケットへ一一刑事どんたちの御機嫌を損ねたのは/わ
たしが恋にこがれる涙を/ノ、ンカチで拭おうと/隣りの紳士から失敬した
からです一一捕り手の正しい道にしたがし、/そっとわたしをはさみうちに
/おごそかな大刑務所へ/扉が閉まると母に抱かれた気持一一甘い恋心に
ひたり込み/羊毛を紡いでそこで坐っているのです/リナルドの亡霊がや
って来て/この魂をいっしょに持って行くまで一一 (61-84行詩)。この
最初期の詩群に属する「夢の絵」などには，盗賊物語のほかに， r回想記」
に述べられているように，ハイネ家に出入りして家事を手伝う老婆たちの
恐ろしい昔話，少年期最後にハイネが好奇の眼をむけて訪ねるヨゼファの
怪談などから，幾筋かの残痕が見られる。これらについて述べる前に，盗
賊団の活動に関連して，ナポレオンの物語に最後に付け加えておきたいこ
仰) Elster， H2 1-32f. 
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とがある。
フランス革命軍がライン沿岸地方へ進駐するのは，革命の年の翌年1790
年からで， 1793年にはもうマインツで，初めて共和国体制への切り替えが
宣言される。ライン河左岸がフランスへ割譲されたのは，実際は1795年で，
1798年には，ヴュルテムベルク，バイエルン，ベルク公領などは新しいフ
ランス式の地方自治制へ再組織された。この年に，盗賊物語の古典と言わ
れる「リナルド・リナルデ、イニ」が現れていること，また，遅れて1802年
に「シンダーハネス」が現れたことに，すこし変った意味で、注目したい。
というのは，シラーの「群盗」の初版は1781に出た。もちろん，この2作
を直接比較することはほとんど無意味であろう。シラーの， ，'1IJの犯罪物語
の原型となる盗賊F.シュヴァンが処刑されたのは1760年，嵐の夜が来る
と，魔王のように森を駈けめぐると伝えられた，密猟団首魁マチアス・ク
ロスタマイアの車裂き刑となったのは1771年であった。マチアスは，ヒー
ズルの愛称で、当時の人びとに親しまれ，物語と歌の主人公となった。ヒー
ズルの言葉にはこんなものもあった:おれは森の王者様だ/おれにかなう
者はひとりもない/青い大空は限りなく遠く/おれの国も限りなく遠く…
…辞世のうたのようだ。名門の盗賊闘を誇っているようだ。それ以後の約
30年間に一般の社会も，盗賊団の反社会も移り変っていった。より広い大
衆性を帯びてきた盗賊首領への人気は，何を意味していたで、あろうか。ま
ずそれは，古い盗賊団史に，フランス占領下でのドイツの集団がなにか新
しいものを付け加えたかどうかだろう。前にも述べたように，オランダの
盗賊大集団から分派したものの多くは 初めにはライン河沿岸のコブレン
ツ，マインツを中心に，北はエツセン 東南部はフランクフルトからハイ
デルベルクの一部をそのすみかとした。これらの地方集団の活動した時期
期は， 1800年が中心であった。その中でも，最も当時の人びとの注目をひ
いたのは，マインツとコブレンツから西にモーゼル河をゆるやかな三角に
囲む地帯にあるピルケンフェルトの 2盗賊団であった 1つはD.へツセ
ルを首領とするビルケンフェルト団 1つはシンダーハネスを首領とする
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モーゼル団。へツセルは1774年生れ，シンダーハネスは1783年生れだった。
へツセルは，神の盗賊として，物質欲に溺れる者たちに制裁を加えるため
に，この世に派遣された，必然、の存在と考えた。それはあのクロスタマイ
アの考え方と，ほぼ同じものであった。シンダーハネスは，最下層の環境
から泥障稼業へ踏み込んだ，投手骨で，早熟の少年強盗と見なされていた。
しかし年長のへッセルに比べれば，そのずるさには，知恵がきらめいて
L 、た。その戦いの目標は同じでも，その考えは神がかりではなく，反社会
に身をおいて眺める向う側の社会に，フランス占領期のライン河沿岸地が
映らざるをえなかっただろう。「回想記」の中に見たが，少年ノ、イネの父
は，デ、ユツセルドルフに自警団が創設された時，その幹部に選ばれた。交
代で隊長を務め，部下にぶどう酒の大盤振る舞いをして得意げであった。
自警団の活動については言うまでもない。おそらくこの1800年頃に，この
地方の町の多くに創設されただろう。刑事たちの盗賊団取締り強化策は，
フランス革命軍の進駐によって一層厳しくなってきた。ライン河沿岸を根
拠地とする盗賊団が. 1800年頃を区切りとしてそのほとんどが姿を消して
L 、くのがそれを物語っている。あたかも，ライン河を境目として，左岸の
集団が右岸へ移動あるいは避難したかのように見える。一部分の一味の者
はそうであったかもしれぬ。しかし，すべてが新しい首魁名をもって，主
としてカッセル，ハノーパー，ベルリン，そしてリューベックなどに姿が
現れている。なぜかあれから少し聞をおいた. 1805年の頃からである。そ
れはフランス革命軍のドイツ北上と歩調を一つにしているようにさえ見え
る。これより先に，すでに1800年，ヴェツラアでライン河左岸の12ヶ国代
表は，強盗団撲滅会議を聞いた。その際に持ちよられた逮捕状には，ライ
ン河左岸のものを主として. 3千人以上の盗賊名があったと言われる。
1801年，左岸の首魁シンダーハネス逮捕作戦には全力が尽くされ，専任捜
査官が選ばれた。 1802年，特別裁判所が各地に設けられ，強盗犯処罰の手
続きを簡素化するために，判決が下されたのちの上告は禁止される。また，
プロイセンとロシア両政府が，強盗犯囚人のシベリア流刑に合意する。 2
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年間捜査の網をくぐり抜けていたシンダーハネスは. 1803年についにマイ
ンツで19名の一味と共に打ち首にされる。 20歳になったばかりであった。
ビルケンフェルトで同業であった 10歳年長のへツセルの処刑地も，同じ
マインツであった。利巧，機敏であったのか，へツセルは18日年まで生き
のびた。しかしライン河左岸の賊たちの最後は. 1803年処刑のシンダー
ノ、ネスとしたほうがし、いだろう O ドイツ全体の盗賊は，ナポレオン戦争後
の1820年万2千から 1万5千を数えたとされ，その支配力は19世紀半
ばに及ぶとも言われるが，彼らがそれぞれの理想をかかげ，彼らの確信に
基いて，その襲撃場所を選び，窃盗，時には殺傷を働いたのは，ナポレオ
ン戦争時代であったと思われる。それは明かに2つの敵が相重なって戦っ
ていた時代で‘あった。それだけに働き甲斐のある，彼らにとって輝かしい
時期であった。彼らは意識しなかったで、あろうが，その組織は，既存の社
会体制に反抗する，一種のゲリラ部隊になっていた。
少年ノ、イネは，デュツセルドルフによく盗賊団の首領たちが集まる家の
あったことはもちろん，その動静についは何も知らなかったο 上に見た詩
「夢の絵8Jの一部によって，わずかに当時の盗賊物語から何を読んだか
をわれわれに見せてくれる。それが，ただの泥棒名だけだとされては困る。
静かに，まじめな顔つきで登場してきた2番目の骸骨姿の男の独白には，
恋に破れたことも情ないが，それよりもっと悲しいことがその胸のうちに
あることを告げているようだ。あの盗賊の首魁たちも，恋などする暇もな
いほど，盗みにいそがしかったが，いくら盗んでも，心はそれでは満ち足
りなかっただろう O 当然そうあるべき願望を冷く拒む外の世界へ反抗する
悲痛の歌が. I夢の絵」全体の基調なのである。それらの歌は，おどけた
語りロに，むごたらしさ，血なまぐささを含んでいるのだが，それには少
年ハイネがしばしば耳にした保母のチッベルから古い迷信，女魔法使いゲ
ツヒンの奇術の話，その姪だというヨゼフアの民謡などがまざり合ってい
る。少年がそれを聞いていた頃，終幕に近づいていたナポレオン劇は.Iモ
スコウ遠征J.Iライプチヒの戦L、」の場で，真に凄惨，残酷な決戦が続け
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られていた。
物語「名高い盗賊団長シンダーハネス」が公刊された1802年，当の団長
はその前年から収監中であった。その首が例ねられたのは， 1803年1月22
日だとL、ぅ O 数段高いマインツの慮刑台を取り囲む公衆は，そこに牧師，
獄吏たち，もちろん斬首台，そのそばに斧を手にした死刑執行人を見る。
「もうすこし裁判が長びけば，シンダーハネスは首をはねられないですん
だだろうに !J人々は口をそろえて言った。いつシンダーハネスが牢破り
をするだろう，それを人々は心待ちにしていたのだ。人々がまだおぼえて
L 、るのは，あのジンメルンの例だっただろう。そこはビンゲンから20kmほ
どの，ゾーンの森林地帯であった。古い時代の火薬庫が牢屋代りになって
いた。この建物は今もその跡が残っていて，第二次大戦では，フランスの
捕虜が収容されたところであった。シンダーハネスは，その牢屋のすぐそ
ば，深さ 7mもの洞穴に手足を鎖で縛られたまま，閉じ込められた。そこ
から彼は逃げ出したのである。片足を折ってしまっていたが，残りの足を
引きづってうまく脱出に成功したのだ。そう L、う神出鬼没の様は，人々に
この強盗の狭滑な挙動の中に一種の「滑稽」な身振りを想像させて，笑い
さえ誘うのであった。あの盗賊団長を慮刑するとは，ただ事で、はない，ま
るでそれは悪魔の仕業だ，とさえ言われる。そして，人々は言い伝える.
シンダーハネスの刑場での最後の言葉， Iわたしは，正義のために，死
ぬ!J あれは，フランス軍との戦いの先頭にたった闘士だった，そう人
びとには思われる。シンダーハネスは，物語の中ばかりでなく，実の国民
的英雄となっていた。
シンダーハネスはあだ名。ヨハネス ビュックラーの愛称である。家は
皮剥ぎを生業としていた。幾度か窃盗を重ねるうちに，ヨハネスは，大勢
の村人の前で， 25回の苔刑をうけた。それがヨハネスの心まで深く傷つけ
る。その時の屈辱が彼の生涯を決定づけることとなった。シンダーハネス
の名を有名にしたのは，伝えられるように「義賊」であったことのほかに，
ライン河中部を舞台に，狭い範囲内であったが，その住みかを転々と変え，
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そこにかなり長く腰をおろし，村の農民たちとの交わりを持ったことから
だろう。他の盗賊団はヨーロッパの半ばまでを股にかけたのに対して，シ
ンダーハネスの本拠地としたのは，ビンゲンから40kmぐらい西南方にある
キルン (Kim) とL、う山村であった。前者の強盗仲間たちが広い地域を脅
威に陥れたのに比べ，後者の活動範囲はトリアから，せいぜ、いマイン河畔
フランクフルト，マンハイムまでで，集中したのは，ライン河へ注ぐ二つ
の支流の合流点キルンから，北方へ，イダールとゾーンの二つの森林地帯
に蔽われるような僻地であった。キルンは今は人口 1万ぐらいの小さい町
だが，その他の根城は廃麹となっている。ある所は，シンダーハネス団が
襲撃後追手を逃れて隠れ場とした廃屋で，崩れかけた墜に固まれていた。
連絡の使者役は，通行許可証を持った村民て、あるO ある所は，峡谷にはさ
まれた高台に残った岩屋づくりの広い屋敷で，眺望が好まれた場所で，こ
こに首領は仕立屋の仕事場を作らせ，飲み，遊んで， しばらく警官の眼か
ら逃れた。農民に助けられてのことである。いずれもキルンの村に近L、小
さい山村だが，ある所，そこは多くの盗賊たちがしばらく身をひそめる土
地で，シンダーハネスの仕立物一切を調達したばかりか，一夜妻風の娘も
周旋する世話女がいた。シンダーハネスの生活を型どる銅版画が一，二残
っている。その中に，妻らしい女といっしょに描かれたものがある。当時
この若い強盗首領は，娘たちから好意を寄せられた「寵児」でもあった。
その短い生涯の終りを共にした相手が，画中で膝に幼児を抱いている女，
「陽気なユルへン」と呼ばれたユリアーナである。道らしい道もなく， う
っそうと，繁った樹林の中で，彼女はよく歌をうたった。それも，若い娘
をばらす，こわい髭の，悪魔のような男の歌を。昼間はひとりで隣村へも
行けるような所ではなかった。ユリアーナに出合うまで 8人の娘たちか
らも，愛せられたのだが，この9人目が正妻というわけではなかった。だ
が，陽気なユルへンは最後までその恋人のそばで，自分自身日蔭者として，
陰惨としか言いようのない暮しを耐えしのんでいった。時には男装で，強
奪と恐喝に加わる。最後は証拠不十分で，懲役2年ですんだ。膝の初めて
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の子供は間もなく死ぬ。このマインツでの服役中に次男を生んだといわh
る。
シンダーハネスが希代の偉大な若者となったのは，誇大な空想の産物，
そうも言われる。その活動そのものが，人跡まれな山奥を居所を転じつづ
け，捕えられれば巧みに脱れ，沓としてその正体をつかみにくかったとい
うのかもしれない。そうして「ゾーンの森の王者Jとも呼ばれる。だが，
実は，ただの追剥の卵にすぎなかった，と言いきられる。フランス軍に刃
むかった前衛，徹底したユダヤ人ぎらい，富者からの獲物を貧者に分つ高
貴な盗人，それらはみな嘘だと言われる。フランス軍とのいざこざを避け
たのは，持前の狭猪と利口から，ユダヤ人を敵視したのは，彼らが多くの
現金と現物を手もとに持っている者をえらんで強奪したから。彼はユダヤ
人に限らず，それよりもはるかに頻繁にキリスト教徒の農民，手工業者，
そして商人たちから略奪した。人相書きによってきびしく追求されている
「森の主」は，地下から作戦指令し安全な隠れ家で有利な引き合いの物
件が申し出られるのをじっと待ったりする。一番の目的は，一生を楽に過
せるだけの獲物を手中にすること以外にはないのだ。英雄でも王様でもな
い，などと。
しかし，シンダーハネスにはふしぎな人間としての魅力があったにちが
L 、なし、。さきのユリアーナといっしょに刻まれた銅版画は，今でも持主に，
額縁入りで部屋のどこかにかかげられている。また，さきに述べたこの
「ゾーンの森の王」が，傷つきながらも地下牢から脱走したジンメルン地
方では，今も子供の頃に読んだ物語中のこの主人公が，逃走後足の痛みを
隠して，ユルへン思いの上に，子供にも気を配るのに，強く心を打たれる
という，まだ若い主婦もいるO この地方には. Iシンダーハネスばん」を
貰っているし，レストラン「シンダーハネス」があり，ビアホール「ユル
へン」もある。「シンダーハネス塔」まであって，そのテッベンにこの盗
賊団長は風見として取りつけられている。シンダーハネスはこの町のシン
ボルなのだ。これはジンメルン市民だけの抱いている偏愛なのかもしれぬ。
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それでも， 180年以上も前の，一介の追剥たちの若い首領の英雄談が，ひ
そかに語り継がれているとL、う事実を，取るにたりぬ回顧趣味として一笑
に付することもないだろう。詩人ノ、ィネの少年期に，デ、ユツセルドルフの
町からやや遠い， 200km余のキルンの村を中心に，ゾーンの森の谷を渡り，
木々をったって駆けまわった若者 彼はたしかにこの時代の風向きをいち
早くとらえる役割をつとめたと言うことができるだろう O
この物語を少年ノ、ィネが読んだのは，メンデによれば， 1813年。自分で
後に思い出してみて，あの「大伯父シモン」と同じように大きく影響を与
えられたとしている初めての恋人「赤毛のゼーフヒェン(以下には単にゼー
フへンとする)Jに少年が会うのは，前の年1812年である。母ベティーは
日頃から保母にもこの種のお話を禁じていたにもかかわらず，子供たちは
いつかそれを聞き出してL、た。この頃からかなり長くハイネ家にいた，ま
だあまり年のいかぬ保母ツイツベルは少年のよい相手であった。迷信深か
ったのは，この時代どこにでも見かけられることだろう O 少年もよく彼女
のおまじないをうけたのだが，とうとうある日，ゴッホ (Goch)生まれの
魔女の家へ誘い出されて行く話が， I回想記」に詳しく書き出されてい
る。ツイツベルが，ゲッヒンとも呼ばれるあの魔女と心やすい仲になった
のは，頼まれて，魔女から怪しい「惚れ薬」を買い求めたり，自分でも，
奪われた恋男の情婦に復讐する手だてを相談したからである。少年ノ、ィネ
が，ゲッヒンの家へ幾度か案内されて行くうちに，二階から下りて来る娘
を見る日があった。魔女の姪にあたる子で，その名はヨゼファといわれた。
少年とおない年か，あるいは年上にも見えたが，その特徴の際だった顔形，
声のひびき，初めて見る女の子とは思えぬくらい，印象は深く忘れがたか
った。名前を呼ぶとすれば，ヨゼファ・ゴッホとなるのだろうか。魔女と
その姪の住む家は，いわば公舎のようなもので，ただ周囲は人家もなく，
森かげに刑場があるのだ。ゴッホという姓も地名も架空のもの，その素姓
もはっきりとはしなし、。シンダーハネスが愛する女を「ユルへンj と呼ん
伊刈 Elster， 7， 498-51l. 
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だように，いつも「ゼーフへン，赤毛のゼーフへン」とL、う O 彼女は赤い，
それも血のように赤い髪を両肩へ垂らせ，下あごのところで巻き毛を束ね
て結べるくらいだった。とおりはあまりよくない声であったが，たとえば，
同じようにツィッベルに教わったとL、う民謡を歌う段になると，すこし頬
を赤らめ，びっくりするような金属性の発声になり，少年ノ、ィネは，歌そ
のものより，まず，おやつ，ぼくの声にとってもよく似ていると思う。彼
女が話しているとき，少年はびっくりすることがある，自分自身が話して
いるのを聞いているような気がするし，彼女の歌を耳にしていると，少年
は自分で歌っている夢をみているような気がする。こうした書き方は，あ
の「大伯父シモン」によって自分自身を確認するのと同じである。ただ違
うのは，シモンに比べて，ゼーフへンは，世間からはいかがわしい，斬首
刑更の家系の者という点だけである。しかし，それが少年ノ、ィネにとって
何であろうか。ゼーフへンが民謡「オッティリエの歌」最終の歌節をうた
い終ったとき，少年はゼーフへンが心底から感動しているのに気づき，胸
が震えてきて，突然わっと泣き出してしまう。その歌詞は，一度はそれぞ
れ愛した6人の妻を，つぎつぎと殺し 7人めを手がけようとして逆に殺
される，悪魔のような男の脅迫へ答えるもので・高い樹に吊される/青い
海を泳ぐ/それは どんなことがあっても いや/神様からの授りものな
ら/白く光る刃に接吻します/……それは生賛の歌である。ゼーフへンは
何かの犠牲にささげられた娘で、あろう。感動した二人は抱き合ったまます
すり泣き，一言も口をきかず，ものの一時間もそうしていた。涙が二人の
根から止めどなく流れ，二人は涙のとばりをとおして互いにじっと見つめ
あっていた。ゼーフへンは古い民謡を沢山知っており，民謡調の歌を作ろ
うと詩心を動かせ始める少年にまたとないはずみを与えた。それから間も
なく出来上った慮女詩群「夢の絵」について， rこれらの詩には，暗く沈
んで，残酷なほどの冷さを，その色どりに含んだ絵を見るようですし，そ
の点では，この頃，わたしのおかれた境遇さながらで，血なまぐさい影が，
まだ年もいかなかったわたしの生き方や物の考え方にまで，投げ込まれて
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いたのです。」
魔法の世界，そしてゲッヒンとゼーフへンの属する死刑執行人一家の環
境が詳しく語られるのに比べれば，首斬り人の娘ゼーフへンへの少年ノ、ィ
ネの愛については，ところどころに激情的な言葉を置きながらも，全体と
しては弱い，控え目な表現に終っている。少年ノ、ィネは，ヨゼーファを抱
き，口づけし，また彼女のふしぎな，おそろしい民謡を知り，血糊の泌み
ついた斬首万の刃を見るのだが，しだし、に彼女はハイネの視界から消えて
ゆくように思われる。その一つの理由は，この部分の「回想記」は，それ
が主に書かれる1854-56年，つまり病む晩年のハイネにとって，ヨゼフア
の像は，部分的にすこし誇張されて，明確に描かれているようにみえるが，
全体としては，記憶の中からはっきり取り出すことがむずかしかったと思
われるからである。「わたしは愛するヨゼファのことをこれ以上書くこと
をやめます。ここまで書いてきたところをみて，ヨゼファは，わたしに，
年を重ねて成長してゆくにつれて，ふりかかってきたいくつもの大きな悲
劇の前奏曲くらいのものでした。」と述べる。ヨゼファはこの町はずれに
実在したのであろうか。だが，その文は，直接的には，しばらく「回想記」
の中から姿を消していた父ザムゾン・ハイネへもどる。同時に，切りさい
なまれたと言ってよい「回想記Jがもうすぐ終るところだ。父が子の回想
の幕引き役をつとめる。その文節は最後から二番目にほぼあたる12行ほど
のものなので，全文を掲げてみる。その意図は，後に触れるように，すで
に弟マクシミリアン・ハイネがその実在を明言しているのだが，この文節
はそれほど明瞭にではないけれども，しかもそれよりも確実さをもってヨ
ゼファの実在を告げているように読むことができるからである Iそうで
した，ここらでわたしの愛する父のことへ話をもどしましょう。わたしが
かなりよくゴッホの女のところを訪ね，いつかあのゼーフへンのことが忘
れられなくなったことを，ひそかに父に告げ口をした者がありました。と
ころがこの密告は，わたしの父が，一種の気品さえもった，心のやさしい
人柄だったことを，みんなの前に見せる機会を与える，それだけの事にお
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わったのです。そんなことがわかったのも，それから間もなく，ゼーフへ
ンがわたしにこんなことを話してくれたからです。とても上品な，髪粉を
ふりかけた人が，だれか仲間をつれて，散歩道をあるいているのに彼女が
出会ったというのです。連れの人から二言三言なにかささやきかけられて，
その人はやさしい眼で彼女をじっと見て，やがて彼女のそばを通りすぎよ
うとしたとき，その前で帽子を取って会釈したのだそうです。さらに詳し
くそのときの模様を聞いているうち，そのとき挨拶した男の人が，わたし
のやさしい父だったことを知りました。」一一これでは，ゼーフへン存在
の証にならなレであろうか。「回想記」の中に限って言えば，ザムゾン・
ハイネが二人連れでデュツセルドルフのプロムナードを歩いていたよう
に，ヨゼファ・ゴッホも赤毛を風にそょがせて歩いていたのにちがし、ない
と思われる。
ヨゼファが実在したのか，否かについて，あたかも彼女を実際に見たか
(27) 
のように，弟マクシミリアン・ハイネは兄の「思い出」の中で言う O この
文は， I回想記」の当該部とほとんど同文で，異ったところといえば，次
の二点くらいのものである。ハンブルクのハイネ家の従妹アマーリェが，
詩人の初恋の相手だと世間の物好きに言われているが，その根拠になって
いる，詩人の憂愁と苦悩を陰うつな調子でうたし、込んだ一連の作品は，詩
人がその頃ノ、ンブルクを訪れる前から出来上っていたもので，別の女の人，
つまりデュツセルドルフで死刑執行にあたっていた者を伯父としていたヨ
ゼファという，とても豊かな空想力をもっていた娘が，これらの詩作の動
機となったものである。兄ははじめてこの人に磁石のようにひきつけられ
てしまった。後に兄はハンブルクのアマーリェを知り，たしかにこの従妹
は兄へ大きな好意を寄せるようにはなったが……。もう一つの「思い出」
の中の文は:兄のその噴一一念のために余計な筆者の書き添えをすれば，
兄は16才，この弟は6才であった一一わたしになにかといえばこの「あお
白い」顔の女の子の話をした。兄はたしかヨゼファでなく，ゼーフへンと
(刈 Maximilian，Heine，前掲書 S. 224-227. 
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この子を呼んでいた。やはりこの時期と思われる，このゼーフへンとゴツ
ホの魔女を主人公にした短L、小説を兄は書いたはずだが，後の，ハンブ、ル
クの火事で無くなってしまった，残念だ。このマクシミリアンのヨゼフア
記は，あまりこの著者を信用しなかったシュトロットマンには，一時なぜ
かそのまま受けいれられたことがあったが，多くは，半信半疑か，否定的
な態度で対応されてきた。
ヨゼ、ファと少年ノ、イネとの関係をみていくにつれて，ロシア戦線に異状
のあった1812年は，ょうやく自己に目覚めようとする少年にとっても，も
うすぐ青年期が近づいてくる前の，期待と願望に，焦燥までその胸に入り
乱れて集まってくる日の連続のようである。メンデ表へ眼をおきかえる
と.少年は刑吏の家である「ゲッヒン」のところによく来て，その娘ヨゼ
ファ・エーデ、ルを友達とする。九月には，哲学クラス生となり，シャルマ
イァ先生の哲学の授業に参加しているのが眼につく。ヨゼファに似ている
けれどもこれは同級生のヨゼフ・レヴィーとも友達となるのだが，メンデ
表にはただ，穀物商の息子(縛名であろう， I緋・哲学少年」と付記され
ている)とだけ記される。 1812年記はこれで終っている。高利貸という悪
L 、評判の穀物商であったらしいが，息子ヨゼフは，多分緋のように細長く
痩せていたのでこの名をもらったのであろう O 二人はいっしょにスピノザ
について長い時間討論したりするのだが，ヨゼフ少年は学友たちとは打ち
とけず，内気で，急にとっびな行動をとったりするので，みんなから敬遠
されていた。ハイネ家では二人の交友に反対で、あったが，二人はこっそり
会うことが多った。ヨゼフ少年は家庭でも，とくに父によく虐待されてい
たといわれるo I回想記」の父ザムゾンが巌しい説教をしたというのと類
似点がある。このヨゼファ・エーデ、ル(メンデにしたがう)とヨゼフ・レ
ヴィーへ少年の心が傾いてゆくのは， I回想記」文にこう L、う表現になっ
ているように思われる:わたしはヨゼファにただ熱情にかられて接吻した
のではない，古い社会とそこにある無知な偏見をそれで噸笑してやりたい
と思ったのだ。こうした性向は，詩人ノ、ィネの生涯の流れの中で，原形の
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まま，あるいは変形して表面に現われたり，消えたりするのである。
少年ハイネの心を奪ったゼーフへンは，便宜上ゴ、ツホ姓をつけられたり，
上記のようにエーデ、ル姓て、も呼ばれるようになった。それは， しばらく前
(28) 
のエーパーハルト・ガライの調査研究に負うものである。明らかにされて
いることは:デ、ユツセルドルフに近い村に居所をもった死刑執行人一家の
うち，エーデルの名が検索される。その最後の家長がハインリヒ・エーデ
ルで，皮剥も兼業とし，大勢の家族を持っている。その中にゼーフへンら
しいものは見あたらなかった。他方，ゴッホのほうは，高い確率で，かつ
て実在したゲッケ (Gocke) 名との一致が推測されている。死刑執行人A
-ハインリヒ・ゲッケは1700年代後半クレーフェで活躍した。ベルク公領
地方に，大小の盗賊団が跳梁した頃で，その後すこし北のヴェストファー
レン地方に家を持った。「回想記」で，ゼーフへンの祖父の居所としたと
ころである。盗賊団と同じように，この人たちは，結婚は同じ職業集団の
中で行う。エーデ、ルとゲッケは血縁関係をもっ家族であったと思われる。
ゼーフへンと伯母の魔女は，ゲッケ一家に近いようだが，エーデ、ル一家と
そう遠い関係ではないのだろう。そうしてエーデルの人たちは，当時ベル
ク大公領で公に任命された唯一の死刑執行官としてケルン地域まで所管範
囲を広く持っていたといわれるが，その主な活動はデュツセルドルフ区域
での皮剥ぎ業で，この仕事に付随して，軽微の刑事犯の慮理権限が与えら
れていた。その家は，体面を重んじる市民から避けられていたが，ハイネ
家からは 3~4kmのところだったといわれる。上述のような根拠から，ヨ
ゼファはハインリヒ エーデ、ルの子孫の一人にちがし、ないとされている。
こうして赤毛のゼーフへンが実在していたことがほぼ確寅視されてきてい
る。そうだとすれば，ハイネの初期の詩群には，その実像が手本となって
いる度数はもっと多いのかもしれぬ。あるいは，それはアマーリェと混同
されているかもしれぬ。「回想記」のヨゼファ体験記全体からみれば，ヨ
(28) Eberhard Galley : Das rote Sefchen u. ihr Lied von der Otilje， Heine-Jahrbuch， 
1975 
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ゼファの存在の員偽についてよりも，筆者の関心をひくのは，ヨゼファを
とおして映し出される死刑執行人一族の姿である。激しく率直なヨゼファ
への愛の告白よりも，この家族の環境について記される濃密な描写である。
賎しい身分の者として，正常社会から遠ざけられ，孤立して寂しく生きる
人たちが，閉された，迷信と魔法の怪奇な小世界の中で，追L、かけている
夢と，残忍で血なまぐさい生活，少年ノ、ィネはそのふしぎな家へ足しげく
通わずにはいられぬ。確かにそれはヨゼフアへの愛からははじまったのだ
が，それが最初の，そして最後の重要な役割を，このヨゼファ体験記で持
つてはいない。 E.ガライ論文は，まずヨゼファ実在についてのきわめて
有力な実証を示した後に，二年前のクルト・アーベルス論文の主旨とは異
なって，ヨゼファ記の主題を，弟マクシミリアンと同じように初期の詩群
のいくつかに見られる，運命的な紳にしばられた「愛と死」に結びつける。
それは明かに， iオッティリェの歌」にうたい出されているO アーベルス
は，すでに初まっていたガライの，綿密なヨゼ、ファと死刑執行吏家族の調
査へ強い期待を寄せながら，中期と後期の詩群から二作品「ドイツ・冬の
旅J(1844)， iシェルム・フォン・ベンゲンJ(1851)を選んで，ヨゼファ
物語と併わせてその共通のモチーフ論を展開する。二作品ともに，社会か
ら排除され， iおとしめられた」者たちを主役あるいは脇役としてもつ
一人は，斬首万をマントの下にしのばせる黒装束の仮面の男，一人は，ピ
ロードの仮面をかぶる首斬り人。それに斬首刑吏の孫娘ヨゼファ。背景は
デ、ユツセルドルフ一一ケルン，つまりベルク大公領国。アーベルスは，や
はりマクシミリアン・ハイネの言うように，断片として書かれたヨゼ、ファ
小説の存在したことを信じようとしている。そのことは同時に， i回想記」
中のヨゼファ記には，虚構部が多いと考える。筆者も特にそれを思うのは，
ヨゼファの顔形，容姿，そうして言葉についての記述部を前にする時であ
る。そこには，詩人ノ、ィネが少年時代からあこがれもとめてきた，女性像
(2針 KurtAbels: Zum Scharfrichtermotiv im Werk Heines， Heine-Jahrbuch， 1973 
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の一方の極が写し出されていないだろうか。あのプロウァの，ゼーフへン
とハイネの声の酷似説は，逆に言えば，ヨゼファ実在証明とならないだろ
うか。それはさておいて，アーベルスが，再三にわたって作品に現れてい
る斬首人のモチーフで注目している， í~ 、かがわしい職業，いやしい身分」
の家に生れ，面を伏せて道を歩き，ひそかにわが家の戸を閉めきって，さ
びしく暮す人たちの住む村はずれへ，マクシミリアンの言葉をここでも借
りれば， i磁石のように」惹きつけられる， i大きなヒゲをつけた小さいユ
ダヤ人」事件で心にも傷をうけている少年ハイネが，いまは問題なのであ
る。アーベルス教授はまた，死刑吏，皮剥人，医師，ユダヤ人の密接な結
びつきを教えている。
「赤毛のゼーフヒェンJが，ほとんど実在の「死刑執行人の娘jであっ
たことに触れて述べたように，この少年ノ、イネと同年配の，大人びた少女
の姿は，野性児然としていて，その表情まで，血に濡れた凄惨さを帯びて
いた。彼女に少年が強く惹きつけられるのは，そのふしぎな美しさのほか
に，娘の育てられた首斬り役人の家，ほど遠からぬ刑場のあるデュツセル
ドルフのさびしレ村はずれの雰囲気であった。この娘と会った最後の夜，
そうとは記されていないが，あたかも訣別の日の夜ででもあるかのような
背景の中で，少年の言葉に誘われて，持ち出した伝来の祖父の処刑万で，
迫ってくる少年を半ば脅しながら，半ば少年を傷つけることを怖れるヨゼ
フアの細くしなやかな身体は，いつか少年の腕の中にあった。「……この
神さまからいただいた白刃に接吻しますか ?Jと言うのに，少年は同じよ
うな調子で， i……白刃に接吻などせぬ一一赤毛のゼーフヒェンに接吻し
たい!Jと言い返した。二人は歌っていたのだが，せっぱ詰っていたせい
か，抑揚も整ってはいなかった。この瞬間に，少年の胸に二つの情熱が初
めて強い焔をあげて燃えさかった。二つの愛する心，美しい女性を，もう
一つは，フランスの革命を。詩人ノ、イネが生涯を通して追い求めた，新し
L 、女性像，新しい社会像は，こうして描かれ始めるのだ。
附 S.S. Prawer : Heines Stimme， Heine~ Jahrbuch 1964， S.56~62 
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少年ノ、ィネが，フランスの革命の精神からはまだ遠かったが，ナポレオ
ンに関心をむけるのは，付属学校入学以前の早い時期である。ユダヤ教区
の一員であるハイネ家にあふれでいたナポレオン熱のことは，すでに述べ
られたのだが，父ザムゾンは革命軍を率いる皇帝に， しかし母ベティーは
ユダヤ民族，一般に被抑圧者の解放者としてこの人に感激と尊敬とを抱い
た。とくにこの母にとって気がかりな長男の，これからの世すぎの道を明
るく照らす希望の光であった。よく観察すれば デ、ユツセルドルフを首都
とするベルク公領地は，すてで‘に「じノハ、イネ家」の人たちの中て
うに，フランスとドイツとの特殊な国境地域となってL、た。周辺地帯を併
合したベルク大公領は，両国間の一種の租界区を形作っている。そこでは，
ナショナリティーが希釈され，喪失してゆく。ナポレオンのデュツセルド
ルフ滞在期間は短かったけれども，その聞に文化，政治，経済の各部門に
わたる，改善のための新勅令が布告され，この地域に手厚い保護が加えら
れる。やはり短い期間であったけれども，この期に，この土地で生れ育っ
た少年ノ、ィネが，やがてパリを視野の中におさめ， ドイツ的な，あまりに
もドイツ的なものを超えようと努めることと，上の事実は符合するように
思われる。そのために，詩人ハイネは，故国の人たちから多くの誤解を受
けねばならなかった。少年ハイネの場合，たとえば，ゲーテがフランス革
命，あるいはナポレオンを前にし，またライプツイツヒ会戦の中に立つ時
の環境とは，比較することさえ無意味のように思われる。若いハイネにこ
うしてナポレオンがつよい影響を与えたのは，フランス軍の第二固めの占
領期間， 1806年3月から1813年1月までである。この間の出来事は， Iル
・グラン書」の主として第7-10章に述べられる。表題名ともなっている
ルグラン鼓手が，仲間と共にハイネ家へ分宿するのはいつの頃からだった
のであろう O この鼓手こそ，まず少年ハイネの心をとらえ，いつまでも記
憶の中にとどまる人物となる。彼の打ち鳴らすドラムの中から，さまざま
な音色によって，連続するナポレオンのフィルムが，少年の前に写し出さ
れてくる。ムシュー ルグランは，いわば音の幕の向うに隠れて人形の皇
?
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帝を操っているが，あからさまに黒衣をぬいで正面舞台に大きく姿を現わ
すのだ。それほどに太鼓の音は力強く，躍動して少年を夢中にさせてしま
うO その力量は，最後に，モスクワで敗れ去った皇帝を，この時もうその
魂を鎮めるかのように，葬送曲の調べにのせて，ドラムに打ち出すときに，
さらにたくましく発揮される。ル・グランがハイネ家に足をとめたのは，
随分長かった，とだけ書かれている。ル・グランが来た頃は，少年ノ、ィネ
は， リュツェーウムで，ギリシャ語，ラテン語の暗記に，悪魔と出会った
ように身ぶるいしたり，冷汗だらだらになったりして， どうやらフランス
語にはいくらかなじむことが出来るようになったときであった。おそらく，
ナポレオンがオランダから，マリー・ルイーゼを伴ってデュッセルドルフ
を訪れるとき，あるいはモスクワ遠征の始まる前， 1810-11年の頃でもあ
ろうか?0 IC・H ・.J言葉を知るには，その精神を知らぬとだめですしこ
れを学ぶL、ちばんよし、方法は 太鼓を打ち鳴らしてもらうことです。」そ
う言ってこのフランスの鼓手に感謝している。
ルグラン鼓手，それにあの大伯父シモン，そして死刑執行更の娘ヨーゼ
フア，主としてこの三人の少年ノ、ィネに及ぼした影響は，上述のように，
あるいは単独に，あるいは重複して現れてくる。その背景に，修道院付属
学校の教師たちが立っている。校名がギリシャ・プロシャ的なギムナージ
ウムなると，新しい教師たちが教壇に現れた。教科書も，要領よくラテン
語でまとめられた古典名句集など，イエズス会伝来のものに代って， I告
白」の中では，ベルリン中心のドイツ語で書かれ，むつかしい学術専門語
までとびだして，ひとかどの知識を備えた若者にもとっつきにくい入門書
などが使用され始める，と述べられる。再発足するギムナージウムの教育
改革は，すでに1814年秋からは聴講生なみの少年ノ、ィネには，上のように
しか理解されなかった。見方によれば，家庭的な事情にも影響されるとは
いえ，少年はここでリュツェーウム，イエズス会の教育環境の中から1.、
ったん外へ歩み出したことは，それなりの意義をもたらしたということが
できるだろう O
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1814年は，この学舎を去ることのほかに，少年ノ、イネにとっては記憶に
残る出来事のあった年で、あるO 年初めには，ハンブツレクから叔父ザ、ロモン
が，おそらく兄ザムソンの商取引の模様をみるために，デ、ユツセルドルフ
に立ち寄っている。子供たちまで同伴していたという，商用をかねた旅行
の途次であった。子供たちの中にアマーリエ・ハイネがし、たとすれば，少
年との出会いはこの時はじまったのだ。あの赤毛のヨーゼフアとは対照的
といってよい従妹であった。付属校の学友たちも，年ごとにその数を増し
てきていた。中でも，クリスティアン・ゼーテ (ChristianSethe)は，一
級下の年少者であったため，これまで‘直接少年ノ、イネの学校生活の表面に
現われることはなかったが，知り合ったのは，この付属校リュツェーウム
の予科に当る学級時代， 1807年からであった。それからほとんど十数年間
にわたっての二人の友情は，とぎれながらも続く。もうすぐにゼーテの名
が出るので，ここでゼーテ家にすこし触れておこう。父ゼーテは，まだク
レーフェ地方がプロイセン支配下にあった時代， 27才で官吏としては異例
の若い枢密顧問官にまで昇進した。フランス軍進攻後， 1802年クレーフエ
政府解体のため，ミュンスターへ，さらにこの頃めまぐるしく塗りかえら
れる国境をくぐって， 1808年，デ、ユツセルドルフへ。さきに書かれたこと
だが，ザ、ムゾン・ハイネが富クジ販売を!苫の副業として委託された時，そ
の総括者であった。二つの家ぐ、るみの交際にまでは進まなかったとしても，
双方の両親たちが，息子たちの日頃の往来に深い理解を示し合ったことだ
けは，まちがし、なし、。ナポレオン軍のモスクワ敗退の年，ベルク公領内の
数ケ所の町で，徴集兵反乱があった，この時，父ゼーテは，フランス側当
局者から領民たちを守って対立したため，翌年4月，パリへ連行され，釈
放されたのは8月， 1814-16年へかけて，デ、ユツセルドルフ，ケルンで，
プロイセンに帰属しはじめるべルク公領地方の司法，行政府の責任者とな
った。ザ、ムゾン・ハイネが大のナポレオンびいきであったのに対して，父
ゼーテは純フ。ロイセン派であった。二人の息子たちが意気投合で、きたのは，
よくあるように，生来の資質に，たとえばゼーテにはその父のように実務
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家肌で，冷静，慎重さがあり，反対にハイネにはやはり父のように，ある
いはそれ以上に感情の起伏の激しさがあり，また，ハイネに詩文づくりの
才があり，一方ゼーテには一定の規則に九帳面にしたがって作文をするの
がせいぜいで，お互いの違った特質から相手を尊敬し信頼し合う仲とな
ったようだ。どちらかといえば，年下になるゼーテが兄のような位置にさ
え立つことがある。この頃のハイネの書き送ったものを，ゼーテはきちん
と保存しておく O その中にはその少年期から徐々に抜け出してゆくハイネ
の詩，手紙などがあった。達者な口からよく機智をとばして周囲のものを
煙に巻く少年も，力のあるわんぱく者には頭が上らないのだ。とくに，ユ
ダヤ人だとして，からかわれっぱなしのことがあった。こうした時に，ハ
イネはゼーテへ，ゼーテの家へ難を避け，心よく迎えられるのだ。 1815年
春，反ナポレオン戦争への動員に，もうその門をくぐることもなくなった
リュツェームの同級生たち全員も志願兵として名乗り出る。これまで遠か
ったロシア戦役，近いライプツイヒ会戦について何も知らなかったハイネ
ら少年たちにとって，同じように遠かったパリ，ワーテルロ一戦線は身近
に感じられただろう。小学校時代からの学友であったヨゼフ・ノインツイ
ヒは出征軍に加わったし， リュツェーウムの同級生で，ゼーテとも親しい
間柄だったウンツアーはワーテルローで重傷を負い，ブリュッセルの病院
でかなり長く療養をつづけ，復学したときはまだ松葉杖姿だったとL、う。
パリのハイネ家の長男ヤーコプは，三，四年も年少の兵士として従軍し
やっと除隊となるという噂が，町へ伝ってくる。
すでに少年と呼ぶには棺応しくないほどに成長してきたところで，以下
少しの間，あの「ハリーJ(Harry)名に代ってもらうことにする。筆者個
人の好みから，この名はできるだけ避けられてきた。「回想起」にあると
おり，この名は父ザムゾンの取引先の支配人に由来している。そのミスター
・ハリーを敬遠したことは，実際には詩人ノ、イネ自身にこれにまつわる大
変不愉快な思い出があるからで，これに関しても「回想記」の「ロパ物語」
のくだりに出てくる。これについて，ユルゲン・フォイクトは，筆者と共
?
?
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通した思いを述べているので，これと併わせて， r回想記」のこの部分の
頁をめくってみよう:…・・ハインリヒ，ハリー，へンリ一一こんな名前が
ひびきがL、いのは，美人の唇からすらっと呼ばれるときに限る，いまでも
ハリーと呼ばれるのを耳にするのはたいへん嬉しい，などと言いながら，
この名前のために幼年時代に最もつらい不愉快な思し、をしたのだO デ、ユツ
セルドルフで毎朝ロパに引かせた清掃車を運転するミへルという男，ゴミ
男ミヘルと呼ばれていた。家々から集めるゴミを焼却場へ運搬して行くの
だが，その発進，停車の都度，ミヘルがロパに呼びかける「ハーリュー」
の調子は微妙に変えられ，それでも車上の男の意志がちゃんと手綱のむこう
にったわるのである。「ハーリュー」というのがロパの名なのかどうかわ
からない。それがハーリーとよく似ていることから，学友たち，近所の子
供たちからたびたび侮辱される。「ハーリュー !Jこれはロパを呼んだの
で，お前の名ではなし、。また， rハーリュ← !Jおい，返事をしないか，
L 、ま呼んだのはお前の名前だぞ。そうしてどっと笑われ，少年ノ、イネは泣
いたのだ。母に訴えると，そんなイジメに負けてはいけない， しっかり勉
強して，賢くなれば，みんなからロパと取りちがえられることもなくなり
ます……少年は母から顔をそむけ，また出てくる訴えの言葉を涙といっ L
ょに呑んでいた。母の言うように何度も思いなおしてみても，自分の名前
がロパのものと類似している，あるいはまったくの同音であることにかわ
りはなかった。大きな遊び仲間たちはすれ違いに「ハーリュー」と挨拶し，
小さい子たちまで同じように挨拶をする，少し離れたところからだが。学
校内となると，この名前は一つのテーマにされて，巧妙に利用され，幾人
かの生徒たちの輸の中で顔を赤らめ，歯をくいしばらねばならない。たと
えば:おい，シマウマと，ベールのうちのロパとが，ちがっているとこは?
そうだな， ー方はシマウマ語(ツェプレーイッシュ)で話しもう一方は
へブライ語(へプレーイッシュ)で話す，そういうとこかな……。質問は
。1) ]urgen Voigt : Ritter， Harlekin u. Henker， Verlag Lang， Frankfurt am Main 
1982. 
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また続く・ところで，あのゴミのミヒエルのとこのロパと，同じ名前の者
と，どうちがう? そんなこと，だれも知るもんか/ それは人をくった
ような返事だった。だから，同名の少年はいまにも叩きかかろうとして，
仲間に引きとめられたのだ。まだまだ，いろいろとあったが，これで最後
としよう:リュツェーウムの同級生フランツ，とても親しくしていたこの
女の子のようにやさしい友人さえ，それも二人が身体を寄せ合い，頬をく
っつけ合った，そういうときのこと， どうしたことか，突然少年ノ、ィネの
耳へ，笑いながらハーリューと叫ぶのだ，恥しい言葉が高く低く，走り去
るフランツからの距離に応じて，修道院の回廊に反響してL、た。少年ノ、ィ
ネは，ここでもそのユダヤ生れという素姓を身をもって知る。「汚れのミ
ヒェル一一ロパーーハーリュー !J一一ハーリューウウウの転調に，不潔
-悪臭，愚直・愚鈍，軽蔑・噸笑などのほかに，悪童の仲間うちにいつも
漂っている，奇声-絶叫・泣きまね-高い笑い声，そうして奇妙な一同の
コーラスーーがったわってくる。それが昨日の出来事のようによく思い出
され 、っかその心に積み上げられる礎石の小さなーっとなるのだろう O
後に，反ユダヤ主義の側からの非難，攻撃に曝されるたびに，この小さな
石は昔のように生きて揺ぎだすのである。それをここで見ておきたい。
上述の「ロノξ」モチーフは後の詩作品の中に，論争ぶくみに(攻撃的に，
しかし元をただせば自己防衛的に)， しばしば現れる。後期に属する1840
年代のものだが，新詩集群の中の「寄せ木細工の模様J1.にある「蝶馬の
血統」を開くとすぐに・だれ知らぬものはない，君の父君は，/良種のウ
マ，惜しくも撞馬だった。/だが君の母君は志操高く，/まぎれもない純
血種の牝馬だった。ーーではじまる，偶数行で脚韻をふんだ 4行詩が7
連つづく O このパロヂィーで，馬に擬せられているのは，フリードリヒ・
ヴィルヘルム四世とその教育係の侯爵であるとされる。糸玉がほぐれてい
くように，蝶馬たちへの訓話が繰り出され，あのハーリュー/の声がどこ
かで響きわたるなかで，聞えてくる:雑種であることを無理に拒むことは
ない，それで馬族の一員でござると，当然の権利をもって言ってよL、のだ。
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それからこう勧告をつづける:君の祖先が武装して十字軍に参加したこ
と，君の叔母になる勇敢なロジナンテが，騎士ドン キホーテを乗せたこ
とは，当然、言ってよいが，サンチョーの小撞馬も君の親戚すじだったこと
は言ってはならぬ……。「回想記」の中の「ロパ」エピソードと深いつな
がりをもっているのは，この詩より数年後の1848-49年に由来する革命と
反革命の時代を調した， I選挙撞馬王国J(Die Wahl-Esel)である。こ
の両年にわたって，ウィーンでも，ベルリンでも議会ばやりであった。フ
ランクフルト国民議会も。オーストリア，プロイセン(フリードリヒ・ヴ
イルへルム四世)の腰も落ちつかなかったが，大勢は反革命へ向っていた。
フランクフルトのパウロ教会での会議は，これほど教養のある，尊敬に値
する会議は，かつて地上になかったといわれる。百，二百とL、う大学教授
に法学者，それに続いて，作家，聖職者，医師，高級行政官，まだし、る，
工場主に銀行家，地主，そして二，三人の手工業者と小作人，だが労働者
は一人もいなかった，まだ革命の余壇を方々で囲んでいたのだ。この詩は
公表されるのも遅く，ほとんど詩人の死の直前で， 80行というかなり長い
もので，フランクフル卜議会のいわば「ドイツの皇帝捜し」が終りのなし、
ドラマのようなものであったと同様に，調刺は辛蝶でありながら，詩想全
体に撃った糸目が作り出されずに80行までに達したように思われる。未完
ということが，この詩が「ロマンツエロー」の当該詩群に加えられなかっ
た理由であろうか。それはこのように始まっている:みんな，とうとう自
由に厭気がさした。/動物たちの共和国は/ただひとりの統治者を欲しが
った。/絶対専制者を。一一聖ノfウロ教会に集まった三百名以上の教養あ
る人たちの議事はなかなか進まない。よく聞いていると，派閥を組んだ動
物たちの主張はひどいもので， しまいにはずるい策略をもって立ち廻って
いる。撞馬委員会を牛耳っているのは大長老たちのようで，それぞれの頭
を，黒・赤・金の記章のついた帽子で-飾っている。長老たちは，どうやら
ドイツの自由獲得運動の反対者たちらしく，討論も最終局面となり，その
論争ぷりから，国粋派にまちがし、ない。晩年の詩人は，愚鈍を「撞馬」に
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かたどる時事詩群を描き重ねているのだが それは前近代のドイツ人たち
にも及ぶ。ここで. 4行の第5連詩節に眼を移すと，恐ろしい形相になっ
た，長い耳を垂らした長老たちに，馬たちの党友もおどおどして，投票用
紙を持てあましている有様，その中で，だれかひとり，南からきた馬を候
補者として推したとき，長耳の長老のひとりは，はげしく怒鳴りつけ，こ
の，裏切者め/と叫ぶ，さらに続ける叫び声は泣いているような，不快に
割れたひびきである。第6連詩節は:おまえは裏切者だ，そこに流れてい
るのは./一滴たりとも，ロパの血にあらず./おまえはロパで、はない。
ほぼ間違いはない，わしの眼は./おまえの産みの親は外国者だ。一一次
の詩節で. ["回想記」のロパ物語とほとんど同調となるおまえの親は縞
馬だろう，その皮膚は./シマウマ模様のまだらの筋入り./おまえの鼻
にかかる声のひびきには./エヂプトヘブライ靴りがあるようだ。ー一一
瞳馬・愚者とし、う非難の矢が.1848-9年を背にして，共和党員に向けら
れる第8連詩節は:おまえが外国産でないとしても./おまえはさめた知
性派のロパにすぎない./おまえはロパの天性の深い奥行を知らぬ./そ
こに響いている神秘の讃美歌も知らぬ。一一この詩は遺稿の箱におさめら
れたままで， 日の目を見るのは死後一年めであった。第1・2行と第3・
4行が交互に韻をふんだ素朴な調べで，ロパ族の王が選出され. ["われら
こぞってロパ，イーア-! ロパ王万才!Jパウロ教会堂の丸天井を愛国
者たちの叫び声が圧倒するのだ。少年の日に聞いた，ゴミ運搬車の御者ミ
ヒェルの撞馬へ叫びかける「ハーリュー」の声に，ロパたちの「イーアー」
の声が呼応し合うようだ。
いまはギムナージウムの名にもどった修道院内の校舎へ，ハリー・ハイ
ネはときどき出かけて行く。教室からそう遠くない修道院の回廊に，十字
架にかけられたキリスト像があった。灰色の木彫りの像で，そこらあたり
はいつ通っても息ぐるしいようなところであったから，キリストの姿は醜
くさえ見えた。ハリーは思い出すのである:この像の前によく立ってお祈
りをしたものだ，おお，わたしと同じようにお苦しみになった神さま， ど
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うか，わたしがラテン語の不規則動詞をよく覚え込みますように， どうか
お見とどけください/一一このキリスト像はときどき少年の枕もとに立ち
現れ，血に濡れた眼で，夢みる少年をかわいそうにと見つめておられた。
あれは，ラテン語を詰め込まれていた頃のことであった。いまは，数学の
補習のために，ときどきここを訪れるだけになった。 1814年の秋，ヴァー
レンカンプ商業学校生となった。父ザムゾンは商売不振にくわえて，脳の
産量妻発作に襲われる身で，ハリーのこれからは，すべて母ベティーの手が
その方向定めをする。だが，ハリーももう自分の進む方角は自分でさがし
求める年齢になっている。これからもしばらく，感情に生きる父と，理性
に貫かれた母との間で，右か，左かと迷うハリーである。
1814-15年とみられる時期に，半ばリュツェーウム生としてハリー・ハ
イネははじめて詩らしい詩を作った。それは詩稿全体としては不完全なも
ので，学友クリスティアン・ゼーテの手もとにあった「ヴュンネベルギアー
デJ (Wunnebergiade)o 100行以上に及ぶ，二部に分けられた歌. I英雄
詩」と添え書きされる。物語形式の叙事詩に似ていて，後に詩人ノ、イネが
よく使う手法のさきがけの歌である。実際にこれはゼーテたち学友の前で
朗読されたのかもしれぬ。遺稿詩群に残されている歌詞は，後年をまたず，
出来上ってすぐにも色々な手が加わったとも言われる，げんに最後の結び
には誰かの手で，この歌の作者がユダヤ人であることをすっぱ抜き，わざ
わざ豚に主人公をなぞらえているが，本人はユダヤ教のこりかたまりでは
ない，などと同じ歌調子で悪戯っぽく書き添えられているこの歌の表題名
は，本名をもじったもので，他でもこの頃使用された語形といわれる。第
1歌の出だしは:やさしいミューズよ わたしに教えて 1/いつの間に押
しこまれたのか/あの丸まっちL、小豚くん/その名はヴュンネベルクと
か。一一詩神「ミューズ」は，この頃からハリー・ハイネとは，影の形に
従うが如し，の間柄となる。「やさしい女神」は，その夜の夢に，空想の
小世界を聞き，そこを羽ばたいてゆく少年を見まもっている。朝めざめて
からも，少年はしばらくの閉その姿を険のうちにとどめておく O それとも，
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現実の大世界へ少年が押し出されてからも，女神はふと現れて少年の肩に
手をそえ，忘れ物はないかとそっと指先きで合図をしてくれる。ハリー・
ノ、イネは，あるときは教壇の教師から，またのときは宿主からの問いかけ
に応答もかなわず，黙って坐っている，あるいはぷいと席をはずして姿を
消すこともある。この「ヴュンネベルギアーデ」の歌にまず呼び出される
「やさしいミューズよ.'J，そして，後詩節にも現れる「おお，ミューズ
よJ(第52行)，の筆の動きをみて，以上のように筆者はハリー・ハイネの
日常の生活を思い浮べるのだ。それはすでに詩神に強くとらえられようと
する姿である。もちろん，その筆はすらすらとはすすまなかった。長短格
の形だけはどうにか整ったが，押韻までは力が及ばない，むしろそれは最
初から無視されただろう，後年の「アッタ・トウロル」詩のようにはゆか
ぬ。ライン方言も，こうした努力の中で，生々としている。パウル・パイ
アーの指摘している，縮小詞の工夫は，後年の多くの詩，散文にいわゆる
「ノ、イネのドイツ語」のーっとして新鮮さと物珍らしさに人目を惹くこと
となる，その第一歩である。この工夫は，そうして一方では語音を豊かに
し一方では対象を微小化して，その形質に変化を与えようとする。ヴュ
ンネベルクがL、まは本来の名のギムナージウムへ第E学級生として入学し
たのは1815年初春とされる。その父が親交をもっていた教師たちをたよっ
て，神学の勉強をめざして編入学させられた。田舎者で社交性がなく，不
器用，きまじめと，おひと好しの見本のような息子であった。この歌のモ
チーフはこのへんにあるようだ。ハリーのリュツェーウム入学時，入学後
の状況は，ヴュンネベルクと相似点をもっている。リユツェーウムが創設
されて間もなくのすこし混乱した時期，シャルマイアー師などイエズス会
系の司祭たちにとってかわられた教職員組織，それに対して，プロイセン
(ベルリン)から派遣された校長コルテュームによるギムナージウムの新
教員団，相変らず鞭を振りまわして生徒を脅すことは同じで(第41-44行
詩節)である。また，この新しし、(あるいは古いのかもしれぬ)転換の年1814
-15年期，自由な一商業研修生の身分となったハリー・ハイネに向って流
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れて来る時間は，若者たちをしばしばたじろかせるのだ。ヴュンネベルク
もそうであった。後にポン大学で法律学を専攻するところをみても，ギム
ナージウムのコースはその意志に反する，両親からの押しつけのものであ
る。小豚のヴュンネベルク，堆肥小屋の中で糞尿にまみれて機敏に動き廻
る， うしろ脚でピョンとはねてのトンボ返りは，サーカス団員にも負けぬ
特技中の特技，だからほとんど同期に入学してきた体育実技上手のツェル
ニアールなど，問題にしないほどの腕前である(第5-12行詩)。そのツ
エルニアールは，ベルリンから，あの「体操の父」と呼ばれるF.L.ヤー
ン先生，つまり， ドイツを三つも重ねたぐらいのドイツ人の推薦状をもっ
て，デ、ユツセルドルフ・ギムナージウムへ入学，半分は赴任してきた生徒
なのだ。すぐに体操助手，正教師となるくらいに勝れた技能を持っていた
のだが……。付属学校はがらりと変ってこようとしている。飛びはねの上
手な小豚のヴュンネベルク，体操教師のツエルニアール，いつか校庭で優
劣を決める日が来るだろう。その対照はやはり妙といってよいだろう。小
豚くんは，小坊主になるために，毎日準備にいそがしい。昨日は小人のよ
うな調髪師がやってきて，ヴュンネベルクのかたい毛髪に手入れ，ポマー
ドまで塗り込んでいった。今日来ているのは仕立屋のようだ。何やらお世
辞をいっているが，よくみると持ってきたのは，小豚にぴったりの小さい
上着らしし、。なかなかよく似合う，どうもあのアルミニウスが着たものと
同類の，古ドイツ風のものだ……(第57-64行詩)。もう準備完了，日も
暮れて夜のとばりもおりてきた。豚守りの就寝ラッパの音がする，めいめ
い，小さい豚小舎へ腹這いだ。第2歌は，その翌朝，小豚ヴュンネベルク
の入学の日をこう語りはじめる:鼻を鳴らせて寝ている家僕，/もう夜明
けの刻だ，/やっと眼をこすりあわせ/やわらかL、寝床をぬけ出たーーも
う中庭に三三五五/家子郎等のお集り，/若主人を囲んで押し合いだ/み
んなお別れの名ごりを惜しむ一一。 両親の顔も見える，脆いている母親
は息子の無事を祈っている。すすり泣きしているのは牛飼い娘，若主人に
愛してもらった子で、あるO さようならノ 元気で/ 牡猫の声もまじって
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いる。瞳馬はいかにも別れがつらそうに，溜息をっき， しっかりと幼友だ
ちを抱いている。鶏，羊，山羊，黙っていたが，それぞれの別れの声をあ
げている。一一悲しい顔つきで，みんなにとり巻かれ，/かわいそうな小
豚くんのほうも立っていた，/小さな限にやさしい心があふれ輝く，/元
気なさそうに小さい尻尾を柔らしたままだ。(第94-97)一一しくしく泣
く女の声に，いたたまらず，家僕は立ち上ってたしなめている。あんたま
で泣いているではないか，あんたこそ男の中の男と思っていたのに……，
名門出の牡牛にむかつても。家僕役の豚は威厳の中に怒りをちらつかせて，
小豚くんのえり首をつかまえ，四つ脚をひとくくりにしあっという聞に
手押し車へ乗せ，走るは，走るは，手さばきも美事，気がるくおどけて，
野こえ山こえ，デ、ユツセルドルフ・リュツェーウムへと運んで行くのだ・
この歌のほとんど全部を見るようになったのは，後の詩人，散文家ノ、ィ
ネが，皮肉，機智，誕刺をとおして身辺の風物，社会をパロディー化する
技法を，はやくもこの時期に暗示しているからである。ヤーンに推挙され
て入学したツェルニアールといわれるけれども，ハリーはその事実は，む
しろ知らなかったかもしれない。しかし体操教師とみれば，ヤーン臭は
ハリーのどこかの身体の部分で感じとられたかもしれぬ。さきにみた「撞
馬王国の選挙」の行われるフランクフルト会議のメンパーにもなるヤーン
師，そのし、わば秘蔵の弟子の登場を人は歓迎するだろう。意外にも，小豚
くんの技はそれを凌駕するものであった。これは第 I歌の注目してよい最
初の場面であろう。次の場面，それはアルミニウスの古式あふれる上衣を
着せられる小豚くんの神妙なふん装である。それをハリー・ハイネが皮肉
の対象として効果的に示すことができたか，どうかはさておいて，むしろ
登場人物ならぬ動物の配列には成功しているのではないだろうか。
主人公ヴェンネベルクをはじめとして，共演するこれらの小動物，体操
教師，仕立屋などをとおして，ハリー・ハイネの初，中，高校の生活にお
ける幾場面かが読み取られよう。校名もリュツェーウムから，ギムナージ
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ウチベへ変更される，転換期が背景にうす暗い灯をともしている。そこに，
同時に，その行方も明らかではない，不安な足どりの作者自身が，抱きか
かえられて車で運び去られる「ヴュンネベルク」の姿の中に象られている
ようだο ヴュンネベルクが，ギムナジウムに入学したのは， 1815年早春と
される。この語り歌が出来上ったのは，その後のことである。ハリーは，
2月には，多分父の用命で，ハンブルクへ行った。しかし両親たちはそ
の後になっても，遠いハンブルク行きの前に，どこか近くの町へ送り出せ
ないか，思案は定まらなし、。そして一方で，この町デュッセルド、ルフ，そ
れに修道院付属学校は，ハリー・ハイネをやはり，つよく引きとどめよう
とするようだ。
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「回想記」の最初の書き出しに，わたしは自分自身が見物人として，あ
るいは犠牲者としてかかわり合いをもった私の時代の忘れてならぬ出来事
を，できるだけありのまま，忠賓にしるすよう努力した，と述べている。
たしかに色々な事件が起って，多かれ少なかれそれらはハイネに影響を輿
えた。むしろハイネは「見物人」の座から引きおろされ，挙げ句の果ては
「犠牲者」にもなりかねない有様であった。そうして，あの死刑執行人の
娘ヨゼフアとの出会いで大体この思い出の文は終わるのだ。もちろん，こ
の二つの終りには何のつながりもなL、。それでも，当時，死の床に横たわ
っていた詩人には，ヨゼフアの姿をはるか遠くに思い起して，彼女との恋
は，美しい女性たちへの，それにフランス革命への愛という三つの情熱の
火をはじめてその胸に焚きつけてくれたもの，それはやがて成人期にはい
って継起する自分の大きな悲劇の序曲であったと思われるのだ。こうした
感情の表現を，誇張だと非難することができょうか。このすぐ後では，美
しい女性たちへの愛について，こう L、う風にも述べているのだ c……〕
恋をしているとき，いっそれが天国のようなものになるのか，あるいは地
獄のようなものになってしまうのか，残念ながらそれははっきりとは確か
められない。恋愛の中で出くわした天使が，ひょっとすると覆面をした悪
魔か，それとも悪魔だと思ったものが仮装した天使か，そうでないとは言
えないものだ……。ヨゼフアは，架空の女のように記述されているために，
この二面相を持っているようにうけとられる。ヨゼフアのほかに，ハリー
・ハイネが知っているのは，ハンブルクの叔父ザロモンの娘たちくらいの
ものであった。この中から，黒マスクをつけた天使や悪魔が現れるのかも
しれぬ。だが，いまハリー・ハイネの夢にときどき登場するのは，あの修
道院の回廊で手を合わせてお祈りした聖母マリア像であった。
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すぐ前に述べた，遺稿詩群中の最初期の一つである「ヴュンネベルギアー
デ」も，けっしてヨゼフアと無縁のものではないのだ。その物語形式には，
基調として民謡が伴奏役をつとめている。韻律もほとんど無視して，一人
の高校生の新入学を小さな家庭(動物・豚)劇に仕組んだ祝歌である。セ
リフにときどきさしはさまれているライン方言は，読むためで、はなく，半
ば歌うためのもののように思われる。動物に擬せられた登場者の身のこな
しまでユーモアをふくんでいて，ときどき火花のようなウイットがとばさ
れる。それは観客席から，つまりハリー・ハイネ自身からのものもある。
この祝歌の調子から，間もなく「ドイツ」の愛国歌へ進む。
「ドイツJ(Deutschland) は4行24節，強弱格，交叉脚韻で， Iヴュン
ネベルギアーデ」とはまったく対照的に主観的な，静かに呼びかけるよう
な調子で全体を統ーしている。詩作の腕がすこし上達してきたといえるだ
ろう O 出来上ったのは1815年夏頃といわれるから，ワーテルロ一戦でフラ
ンス軍の敗れたことで，一気にこの町も戦勝の喜びにわしたのt~o ドイツ
の誉を歌って聞かせよう/さあ L 、L、か すばらしい歌だ/空高く私の心
はばたき 胸はふるえる……と歌いだす。フランスは地獄の悪魔， ドイツ
は聖なる神のやどる天国。戦いによって，ドイツのすべての美点は汚され，
罪と苦悩だけが残された。 11.節ではこう歌われる.美しいものがすべて
もどってくる/善いものがすべて帰ってくる/信心ぶかい，誠実なドイツ
の男は/これからは幸福を 噛みしめて喜ぶのだ。この歌の中心となる14.
詩節から，車なる悪魔と天使，邪悪と正義などの対立表象を変えて， ドイ
ツ，フランス両国民に出来る限り限を近づけ，現賓にしっかり立つための
足場を求めている。その14.節:自分の苦悩にドイツの男は キリストの
やさしい言葉の意味を知らされた/ドイツの大地こそ友だちを生みだすの
だ/みんなが人間らしくなってこそ 美しいのだ。 15.節・昔ながらの敬
度な愛(ミンネ)も/帰ってきた，愛の歌恋の歌/敬慶なミンネよ 美
事に飾るのだ/ドイツの男の 雄々しい胸を。 16.節:彼は戦争に出陣し
たのだ/激しいフランスとの闘いに/嘘て、かためた誓いに復讐しようと/
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血を流し正義の力をふるって。 17.節:故国では婦女たちは愛をこ
めて/柔らかい手を たえずさしのべ/祖国のために血を流した/聖なる
傷口の子当てに追われる。そうして20.節:ドイツの美しい婦女たちは
天使のようだ/彼女たちが 最後の気つけの水を/傷ついた戦士に飲ませ
ると/彼は息たえだえに 感謝のほほ笑みを浮べつづける。最後にちかい
23.節:ドイツの婦女 ドイツの婦人たち//何という魔力がこの言葉に
は ひそんでいることか//ドイツの婦女 ドイツの婦人たちに/長く
いつまでも栄えあれ/ 祖国を讃える歌は，節を重ねるにしたがって勝
利を導いた男女のドイツ国民の英雄的，犠牲的な行動へ眼を注がせたが，
際立つ言葉は，愛の繰り返される調べの中に，小さな愛から大きなものへ，
ドイツの人たちを超えて世界の人たちへふくらんでゆく愛の歌の世界をっ
くり出していることだ。やがてそれがハリー・ハイネの前に聞かれてきて，
沢山の歌を「愛の歌集」として世の人たちに示す日が来る，その準備，足
ならしとなったものの一つだ。
この年の秋，若いハイネは父に伴われて，マイン河畔フランクフル卜へO
ここは，父が信用取引のできる土地。父の知人リンツコプフ金貸庖で初め
て実地見習いをするのが主目的であった。ちょうど秋の大きな見本市が聞
かれている。だがしばらくして父が受け取った庖主からの手紙は，商用で
はなく，息子についての苦情だらだらであった。 1851年の夏，弟グスター
フ・ハイネが， 21年ぶりにパリの兄を訪れた時のこと，久しぶりの長い対
話はいつ終るともなかった。懐かしい昔の話もまじってきた。その中で，
兄はこのフランクフルト時代の思い出を弟にこう語っている:父が私をフ
ランクフルトにかなり長い間残して帰って行ったのは1815年だった。私は
金融業の庖で無給の見習として働くことになった。父たちには特別な考え
があったのだ。だがそこに足をとめたのはわずか十四日間で，その後はず
っと何の束縛もうけぬ自由の身になれたのをきいわいに，まったく別の事
をあれこれと勉強した。こうして，私はフランクフル卜で三ヶ月間を過し
(1) Houben，前掲書 S. 872 f . 
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た〔…〕。この思L、出には，たとえば， I当時15才になるかならぬかの私」
としたり，金貸業の庖をやめてから 4週間も勤めることになる香料商のこ
とにはまったく言及していないなど その二ヶ月の滞在期間中の空白部に
不明のところがある。それを埋める言葉は，せいぜい， I何の束縛をもう
けぬ自由時間を，まったく別の事に利用した。」というくらいのものだが，
これはそれで十分であろう O おそらく病むハイネがその時思L、出してみて
も，この頃の自分が何を目ざしていたのか，はっきり捉えようもないもの
だったにちがし、なL、。一般に，たとえばシュトロットマンが述べているよ
うに，事実はどうかと言えば，若いハイネはフランクフルトから楽しい思
い出を持ってデ、ユツセルドルフへ帰って来たわけで、はないことは，誰の限
にも明らかである，と言って，両親たちのもくろみは本人の好みに反する
もので，年の市に聞かれた庖棚に，厭気をおぼえた，とつづけている。こ
うした見解が通説となっているのだが，それはまた「回想記」の中で，息
子の将来について心を砕く母に関する記述，少年の自己確立の跡を暗示す
る文に拠ったもので，人それぞれに天性がある，それによって人の未来は
決定される。「わたしたち自身の中に，わたしたちの幸福の星があるので
す。」とほとんど見栄を切るように結んでいる。上で、みたシュットロット
マンからの「事実はどうかと言えば……」には，もちろんその前提文があ
る。それは，これもすぐ前に引用した，対話の中に出ている，誤まって「二
年間も銀行動めをした」と伝えられたことに触れて， I私がすすんで銀行
員になったのでは，と思われただろうが，それは神様だけがご存じのこと
だ。」と言ってから，何になりたL、かときかれれば，銀行家に……，と思
うことがその頃はよくあった。こういう心理状態をつたえる文である。な
ぜ，その思し、がうまく実現しなかったのか，それはただ，シュトロットマ
ン以降の人たちが言うように，性に合わなかったからだけであったのだろ
うか。また， Iその頃ときどき銀行家になることが大きな願いであったこ
とがあるが，どうしてもうまくゆかなかった。私は早くから，いつか将来，
(2) A. Strodtmann，前掲書 S. 30. 
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銀行家たちが世界を支配する日が来る，そう見抜いてL、たのだ。」とも言
っている。 1814年 9月から1815年6月へかけてのウィーン会議後，各都市
のユダヤ人たちはしだいに自由な市民としての既得権を剥奪されていっ
た。中世期に，最も大きいヤダヤ人街をもっていたフランクフルトの面影
は，この頃も市内に残されていた。もちろんユダヤ人たちは「ゲットー」
内に押し込められてはいなかったが，市内に出入りする外来者にきびしい
監視の眼が注がれるようになってきた。かつてユダヤ人たちの自由な行動
を阻んだ大きい門，見張りの塔があった。外濠の名残りも見られる。防壁
も。ハリー・ハイネが勤め始めたリンツコプフ屈は，ユダヤ人街にあった
のだ。若いハイネがこの町で，二ヶ月間を無為に過したとするのは，すこ
し上すべりの見方のようだ。大市の賑わい。ユダヤ人の後姿，そしてフリー
メーソン集会所のコーヒー庖で，父に教えられたベルネの横顔，その印象
は，フランスの租界のようであった，自由の町デュッセルド、ルフに育って
きた若者にとっては強烈であったといって過言ではないだろう。 1820年か
ら書き始めて， 1844年頃まて、胸にあたためていた，断片ながらロマン「ラ
ビ・フォン・パツヘラツハJ(Der Rabbi von Bacherach)，そして詩人と
急進的なジャーナリストとの二人の像を対照的に描いた「ベルネ書」
(むberLudwig Borne 1839)の源泉はここに在るのだ。シュロットマンの
言葉に反して，若いハイネはフランクフルトで，くつろいだ「自由な時間」
を過していたようだ。 1815年暮，ハリーはデ、ユツセルドルフへ帰る。行く
ところもなく，市の圃書館を訪れるくらい。嘗時よく読まれたフケー (F.
de la Motte Fouque， 1777-1843)の騎士小説 (1ウンディーネJ，1魔法の
指輪」など)を愛読書としたのだろう O 翌日16年になると，エルスターの
[ノ、イネ作品成立年表」に拠ると，驚くほどといってよいほど，沢山の歌，
詩の形を取るものが生まれてくる。ハリー・ハイネの夜えがく夢仕事は，
昼間にも及んだであろう。それは， 6月からハンブノレクでかなり長い滞在
をする，その前の頃から始まっている。たとえば， 1フランツ・フォン・
ツェットへJ(An Franz v. Z)が書かれたのは5月であった。だが，大部
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分はハンブルクでの夜の夢からである。この仕事ぶりからも. 1816年から
ハリー・ハイネの「ハンブルクの悩み」が始まることがわかる。「ハンブ
ルク，わが悩みの揺監」がうごきだすのだが，それは多く遺稿集へ寄せあ
つめられ，正式の「歌の本」では「若い悩みJなどに一部顔を出している
だけである。正面からはこの「若い悩み」詩群が，蔭の多くの「悩みの歌」
を代表する。詩人ノ、ィネからすれば，それは 119世紀人の悩みJ.いや「未
来の，世界の人たちの悩み」を象徴づけたい，と願ったものだろう O
リュツェーウムの下級生ツッカルマグリオ (Zuccalmaglio) は，後に地
方の市長などになるが，ほとんど詩人ノ、ィネとの交友関係はとだえる。
1827年頃，ツッカルマグリオ兄弟は，ハイデルベルク大学在学中，たまた
まそこで医学生であったマクシミリアン・ハイネを訪れた兄ノ、イネと出会
ったというくらいのものだった。この28行詩はこのように始まる:
金色の星がわたしを北国へ引きつける
じゃ 友よ 遠くだけどぼくをわすれないでくれ/
詩に捧げた心を いつまでも持ちつづけてくれ
かわし化、花嫁さんだ 捨てたりなどしないでね/
その胸の中に 宝のように 大事にしまっておくのだ
この愛する美しい ドイツ語を/
上の語句の中で. 1北国」はハンブルク. 1金の星Jは従妹アマーリエ・
ノ、イネだとL、われる。前者はたしかにそうだが，後者は果してそうだろう
か? ツッカルマグリオも詩作を好んでいたようだが，ここはむしろ作者
が自分自身に言いきかせてもいるようだ。「美しいドイツ語」を. 1宝」の
ように胸の中に大事にしまっておくという，その「宝」は古い言い伝えの，
水底深く沈められる財宝の話に似かよっている。上の「北国」のほかに，
「北の海辺」も二度三度使われるが，これらはあの騎士物語などの作者フ
(3) Houben.前掲書 S. 131 f . 
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ケーに拠るといわれるが，そうして古い中世ドイツの色合いが点々と塗ら
れているO 最後には，作者自ら「北国の歌人」と名のって，あたかも中世
吟遊詩人を装うのだ。前の「ドイツ」の歌謡調をここにもみるー一この友
に，いつか北の海辺の方へ来ることがあれば，耳を傾けて，海をわたって
くる歌の調べを聴いて，それに合わせて，君の弦を爪弾き，ぼくに楽しい
知らせを沢山ったえるようにいって:
ぼくが愛していた人たちみんなは どうしているだろう
あんなに沢山の若者の胸をときめかせて
多くの者がその心を燃えたたせた
花聞くラインに 咲きほこるパラ/
あの美しい女のひとは，元気だろうか?
それから 祖国の知らせも忘れないで/
かわらぬ愛の国 今もそうだろうか?
古くからの神は 今もドイツにいまし
だれも，悪魔に従う者はないだろうか?
デ、ユツセルドルフには古くから仲好しの女友達がし、た。そのサイン帖に
添えた歌を添えておく。女の子の名はローザ (Rosa) くん，ハリーにぜひ
にとサインを求めたのであろう O これは今世紀にはいって(1913年)，見
つかっている。そこには，上の男友達宛の歌の文句と同じような言葉遣い
があり，すぐ次に追って示される「愛の祝福」にも類似の語形があるのだ。
つまりこの「ローザへJ(An Rosa)は， rツッカルマグリオへ」と「愛の
祝福」と近い連鎖した群なので、ある。 4行3節おとめたちは あのパラ
の花ばな/ われらの生命を飾る光の環となって/ノ〈ラの花とおとめたち
は/春に光りと輝きを授ける。 2.節:だから ぼくはこのおとめが好き
(4) Paul Beyer u. a. : H. Heine， Samtliche Werke in 12 Teilen， 4-22. 
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だ/神の手になる 最も美しい子だ/ノミラの花ばなのように この子を愛
する/手折られることのないように一一。終節にも出る「パラJ，そして
「パラのようなおとめご」がこれらの連鎖詩の鍵言葉となっている。
またこの頃，親しかったこの女友だちとは別人と思われるものを対象と
した歌がある。それはハンブルクの従姉妹たちの一人で、はないかとも言わ
れてきた。「あこがれJ(Sehnsucht) とL寸表題のこの歌，やはり補遺集
の中で， リートの初めの部に位置づけられているが，他のリートに比べて
特色を持っていないため孤立しているような歌である。 4行5節の簡潔さ
に加えて，詩句はこの群の中では，より洗練された流動的なものが選ばれ
ている。その 2.節:わたしは胸苦しく，眼の輝きも失せてくる/誰かた
のしそうに恋人といるのを見ると/わたしにもやさしい恋人はし、るが/と
ても遠くに住んで、いてだめなのだ。一一一遠くに住む人は，あながちハンブ
ルクの人たちだけを意味しないだろう O 書き出しの節をみると，語句をは
じめ大変解放的な歌い方なのである.どの若者も かわし、L、子と腕を取り
合って/菩提樹の並木を通りぬけて行く/だがぼくの ああ かわいそう
な ぼくの歩き姿/天涯孤独とはこのことだ。一一悲しそうな顔付きも想
像されず，胸の苦しみもたえ難いほどでもなく，これからあこがれの女の
人をもとめて旅に出ょうというのかと思う。たしかにハンブルクに似た町
を思L、浮ばせる歌もあり，恋人はどこかにいるはずだが，いったいどこだ
ろう，早く会ってみたい，そういう軽快な調子が，もうすこし後の詩群の
前触れのようにったわる歌である。たとえば， rル・グラン書」から，ボ
ン大学生として久しぶりにデ、ユツセルドルフを訪れ，広場の並木路のベン
チに腰をおろしかつて恋人の名を刻みつけた痕を空しくさがしている若
L 、ハイネの姿を思わせないだろうか。 4.節:何百時間も歩きつづけた/
ょうやく大きな町に着いたようだ/これが自慢の大きな河口か/怪物のよ
うな塔が三つもある。終節:悲しい恋の痛みも ほどなく薄れそう/もう
すぐ喜びが ぼくを待っている/もうすぐ美しい恋人の腕を取って 歩け
(5) Elster， H2 1. S. 197. 
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るのだ/香りたかL、菩提樹の並木を 通り抜けて行く。
叔父ザ、ロモンと三人の娘が， 1814年にデュッセルドルフを訪れたことは，
前に触れた。翌日年2月に初めてハリー・ハイネはハンブルクへ行く。書
簡集にある，長女のフリーデリーケの記念アルバムへの記録で、それと知ら
れるだけで，一，三週間滞在したというのも推測にとどまる。だから今度
の旅が，事実上最初のハンブルク行となる。三年の長逗留となる聞に，主
として叔父ザロモンの共同経営庖へクシャー商会の金貸し，取り立て事務
の見習，父ザ、ンゾン居の出張所ノ、リー・ハイネ商会の庖長，そして，独立
して市内有数の屈となった叔父ザ、ロモンの銀行員など，見たところ多忙な
毎日をすごしたのだけれども，それに叔父に銀行員としてまんざら無能と
見きわめられたのでもなかったが，ついにこの道を引きかえす結果になる。
その三年間は，これに先だっ少年期もそうであるが，あまり明確には捉え
にくい部分がある。しかしいずれの場合も，主な事柄は傍証などによっ
て大体知ることができた。ところで，デ、ユツセルドルフ圏書館の貸し出し
簿には，上の「ツッカルマグリオ」の歌の出来上った五月末日にも，ハリー
・ハイネの名が記入されたままになっているそうだが，あるいはこの歌は
この園書館の閲覧室の机上で，草案を練りなおされたかもしれない。そし
て，あのハリーをふしぎな力で引きつける「金の星」が，しだいに形をと
とのえて，ハリー・ハイネの前に現れるようになる。この年に出来上がる
沢山の詩や歌の覚え書きが，作者の胸に記されたのも，この圏書館内のこ
とであったかもしれぬ。叔父ザロモンの伴ってきた三人の娘， リークヒェ
ンの愛称をもっ長女は，ハリーの二才年上，次女ファニーは一つ年下，そ
してアマーリエはそのすぐ下であった。幼少すぎるため，三人の姉たちに
同行できなかった末娘テレーゼ、は従兄ノ、リーより十才もちがった。ハリー
にはこの従姉妹たちに会えるのが，また一つの繁しみであったにちがし、な
L 、。「金の星」はあながち→つだけに限られてはいなL、。しかし，実際に
は「金の星」の座にアマーリエ・ハイネがすわることになるが，それもま
だ不確かなものであった。この「ツツカルマグリオ」の歌の頃，ハリー・
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ハイネの心を占拠していたのは，まだ具体的な女性の姿ではなかった。あ
の「ヴュンネベルギアーデ」の歌全体を支配してレたのは， Iやさしいミ
ューズ神」であったし， Iドイツ」の歌の大部分は， I清らかなミンネj，Iド
イツの婦人たち」で飾りつけられていたし「ツッカルマグリオ」におい
ても，作者の強い関心は， I愛する人たちj，I美しい乙女」に寄せられて
いるように，女性にあこがれ，女性を愛する心情だけのもの，それを代表
するものは，至純の愛をもって中世騎士たちが身を捧げた「清らかなミン
ネ」の心ばえであった。
1816年に作られたと思われるものを，以上の三遺稿詩後のものの中から，
一，二えらび取ってみよう。その一つは「愛の祝福j，4行4節で，ハリー
がハンブルクに到着してあまり間もない頃に書かれたと思われる。その初
節は:ああ 美しい 純潔なお姿/満面によろこび溢れるおとめご//あ
なたへの奉仕に わたしひとりで/この命をおささげもうします。終節
は:清らのミンネというものか/わが胸うちをつらぬいた/いつかあなた
を見たときに/よろこび溢れるおとめごよ/ー一一「愛の祝福j(Min-
negrus)のささげられる「おとめご」など借用された古い形の言葉から，
ここにはこの世ならぬ夢の状景が古風に甘美に浮びだし騎士ハリーは，
「おとめご」の前に脆いていて，その眼がやわらかく月光のように輝き，
その口もとから員珠の列がびかと光るのを目のあたりにして，ふしぎな陶
酔境におちいってしまう o I金の星」はまるで「小聖母像」と化したよう
だ。ハンブツレク到着後二週間を過ぎてハリーはデュツセルドルフの友ゼー
テに初信(7月)を送る。その主な点をみると:
第一に，最初から何か期待はずれの，不愉快な出来事にでくわしたよう
な，重い筆の動かし方で始まっている。「手紙を書くのにいちばん柑応し
L 、時ではないが，そうだ，やっぱり里山、きって書くことにする。……」。
友ゼーテには，デュツセルドルフを立つ前から，この事は打ち明けていた
ようで，あの大きな，忘れられない青い二つの眼がこちらをぢっと見つめ
(6) Hi討h，Briefe， Nr. 2. 
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る様子を，あらかじめ思い浮べることができた。それがどうしたことか，
実際に会ってみると，思いどおりではなく，妙な気持で，胸さわぎさえす
る。とても好きだったあの限が，とても冷たい感じだった。
第二に，心はすこし動揺している。しかし，取り乱すことはしない，自
分の足でしっかり立っている，自尊心，信念をもって，空を見上げて……。
だから足もとの人間どもは，小人のように小さく見える。
第三に，大きなことを言ってしまったと照れてしまってから，ミューズ
の神がぼくとの約束を破ってしまったような気がする。ぼくひとりを北国
へやってしまって，ご自分はもとの所へそのままなのか。彼女は，ぼくが
商責見習の準備にいそがしいので遠慮、しているのか?
第四に，それにしても，この町はひどい商人たちの巣窟だ。娼婦は沢山
いるが， ミューズはどこにも見つからぬ。ここでぜひ聞いてもらいたい，
とあの遺稿集の中に残っている「ぼくがオッテンゼンへ行ったとき/クロ
ップシュトックの墓参りをした……Jの詩文を書き示して，墓地のあたり
は供花に埋まり，大勢の着飾った人たちの笑い声が聞えてくるが，ぼくは，
黙ってそこに立ち，その心も墓所の地下深くに沈むのだ。クロップシュト
ツクの墓の前でも，ミューズは物言わぬ神だとL、う。詩作はほとんど不可
能であった。
第五に，大切なお願いが，あとの方になって……といって，あのかわい
そうなレヴィーの面倒を頼む。デ、ユツセルドルフのユダヤ人家庭の子，ヨ
ゼフ レヴィー。「彼は最大の窮境にあるのだ。それを思うと胸がはり裂
けるくらいだ。あれを助けてやってくれ，Jこれは「人間愛の声」だとも
L 、う。
最後に， I喜んでくれ/Jと繰り返し言って， I四週間すれば，モリー(ア
マーリエ)に会える。彼女といっしょに，ぼくのミューズも帰ってくる。」
この手紙で， I金の星」はアマーリエ・ハイネのようだが，事態は期待
どおりには運ばなかったようだ。軽い失望と焦燥，だがそれにもまして，
大事な詩神の守護が失われているのに気づき，がっくりする。その自分を
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しっかり自力で支え直そうとする力みが筆にも加わってくる。負の条件は
もう一つ，ハンブルクの町へかけた期待が甘すぎたこと。ここは，詩の話
などできるところではなさそう。この手紙の最も主要な点は，四に書きつ
けられた詩句であったと思われる。せめてゼーテにはこう L、う形式で心を
つたえたかった。叔父の山荘もその一部にあるオッテンゼンの，詩聖クロ
ップシュトックの墓，その周囲は一種の聖域，沈黙してたたすeむノ、リー ・
ノ、イネの姿が見えてこないだろうか。また， ミューズ神が，ハンブルクの
夜の夢に立ち現れないのは，昼間の仕事はいそがしく，支配人は手きびし
L 、。そうした中で，ハリーはよくクロップシュトックの墓詣りをするのだ。
後に1820年代にはいってから，詩人ノ、イネは断片的に身辺の事柄を「回想
記」風に書きとめる習慣をもつが，それらを集めた小回想記を「シュナー
ベレヴォプスキイ」の名でまとめた。その中に， Iエルベ河の下流沿岸地
方の風景は素晴らしい。とくにアルトナの奥地は。そこからほど遠くない
所にクロップシュトックは葬られている。ここほど，亡くなった詩人が葬
られて安らかに眠れる所はないとおもう o C……〕何度わたしは，メシア
の歌人よ，あなたの墓を訪ねたことだろう……」とも記している。ここへ
来てにわかに減退した創作意欲の復活を祈念するのだろうか。その原因は
伺なのだろう O 冷たし、大きな二つの眼もその一つであろうが，それよりも
むしろ上に挙けγこ他の条件のほうが，大きく影響しているようにも思われ
る。これらとまったく無関係のように見える レヴィーの窮境への強い関
心も，クロップシュトック詣でに繋がっていたのではないか。なぜなら，
これはすぐ若いハイネの当面の問題となるからである。
まだ， 18才か19才のハリー・ハイネ。すべてが初めての経験だ。素直に
すべてを受け入れる。あの「ドイツ」の歌にそれは最もよく現れていた。
「清らのミンネJ(fromme Minne)，中世騎士たちの宮廷婦人に捧げられ
た忠誠と愛とは，限りなく魅力的なドイツの女性像として結晶し， Iドイ
ツの女性たち!J (Deutsche Frauen !)と連呼された。「清らのミンネ」は
(7) Elster， 4-109. 
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そこに立ち，澄んだ眼をもって，こちらを見つめている，限りなく魅惑的
な被造物に変化してくる。そういう愛を高唱する声は，一度とだえていた
が，ロマン主義の時代から中世への回顧思慕と共にまた強くなり，同時に
カトリシズムの敬度な宗教観と結びついた。「告白」の中で，少年時代か
ら詩に関心をもっていたものだから，カトリック教義に培われた詩的象徴
の世界が人並はずれて深く自分には聞かれて，青少年時代にはよくこの世
界のもっている，無限の甘美，ふしぎな幸福感に包まれた熱狂，全身の僚
えるような死の快繁などに圧倒されることが多かった。そうして愚かれた
ように，聖母マリアの優しい姿を詩にした。最初の詩集には，この美しい
マドンナ崇拝の時代の足跡が残っている。後に詩集を編むとき，妙に気を
つかって，削ってしまった。一一こう言っているのは，この時代の空気を
最も濃く吸った1816年の頃を指している O 処女詩集と言っているのは，
1822年に出した「詩集」で，この中には.I歌の本J0827年)の「若い悩
み」の何れかの部に組み入れたものと，削除されて補遺として残されてい
るものとがある。上に挙げたものが後者に属するものである。「マドンナ
崇拝」の好例を，もう一つ.I聖別J(Die Weihe)で見ておこう。前のは
リート形式であるが，これはバラード形式の物語詩である。詩形式の変化
が1815~16年と L寸短期間のうちに見られるのも，そのお手本はフケーに
あるとしても，注目さ丸てよL、。ただ詩材となっているものは，デュッセ
ルドルフ時代の「ドイツJ.I愛の祝福」と同じもので，あの「清らのミン
ネJ(5.節)が現れる。さて，この「聖別」は二つの部に分れて，各6詩
節から成っている。ハンブルク到着後のゼーテ宛の手紙(七月)と前後し
て書かれたと思われる。 1部は，森の礼拝堂に願掛けを行い，員心をもっ
てお仕えする，その殊勝さをめでて，恩寵のシルシをマドンナに所望する
「清い心の少年」から始まるおお マドンナ F わたしをとこしえに/
ここお堂の前に 脆くままにしてください/わたしを追い梯ったりなさら
ないで/俗世界は とても冷たく罪ぶかい所です (2.詩節)。 おお マ
(8) Elster.6-66. 
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ドンナ/ お日さまの光の中で揺れ動いています/あなたの頭の 巻き
毛の房がきらきらと…(3 .詩節)0 1.景の終詩節おお マドンナ f
きょうこそ わたしの願いを お聞きとどけください/お恵み深い 霊験
ゆたかな聖処女さま/わたしに 恩寵のシルシをお授けください/そこは
かとない ほんのかすかな おシルシでも。「清い心の少年」は， r愛の祝
福」の1.詩節最後の，わたしはひとりっきりで，奉仕に命を捧げたい，
と言う「わたし」なのであった。マドンナの額にそって揺れ光る巻き毛の
房は，後にすぐ手紙にまた現れる。 2.景では，奇蹟が起こったのだろう
か，少年は肝を冷やす。森も礼拝堂もその跡形もなく，突然場面は一転す
る。呆気にとられて，少年の立っているところは，美しい広間，そこにマ
ドンナが坐っているのだ。さっきまでの光も輝きも見えず，よく見ればマ
ドンナは，愛らしいおとめに姿を変え，こちらに会釈し無邪気な喜びを
徴笑にふくませている。そうして，どうだろう/ ブロンドの巻き毛の揺
れる頭から，自分の手で巻き毛を抜き取って，少年にむかつて言った:rこ
れを取っておおき，これは，あなたのこの世での，一番立派なご褒美で
す!J おとめの声は，天来の響きのようであった。そうして 3.景へ移
る。少年は，マドンナの侍女のようなおとめの手をへて， r恩寵のシルシ」
である巻き毛の房を戴いた。これで少年の身は清められ， r聖別Jされる
のだ。その証拠には，青空に，いくつもの色が火の模様をつくって波うっ
ている。下界の人間たちが「虹」と言っているものだ。エンジェルたちが
空に高く低く舞いあがり， うち振る翼の音がする。やさしく細い声で，美
しいハーモニーをもったメロディーを奏でる。ふしぎな歌の曲だ。少年は，
いま，すべてを理解した。これが，胸に灼き付くあこがれにかられる彼を，
純潔の花ミルテが，永遠に咲きにおう，あの園ぐにへ，昼も夜も引きつけ
たので、ある。一一ハリー・ハイネは，この頃カトリックへ改宗しようと思
ったとさえ言われた。この「聖別」された少年の歌が一部の人びとをそう
思わせたのだろうか。「清らかな心の少年」として「マドンナ」を慕った
時期は，修道院付属学校時代に発するとはL、ぇ， 1815---16年前半のごく短
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い間であった。そんな事よりも，このロマンツェ「聖別」では，韻律に微
妙な力を輿える母音による押韻に工夫をこらすなど，表現形式に先輩詩人
からの教訓を実験台にのぼせていることに注目しなければならぬ。それは，
これから生れてくる新しい詩にも引き継がれてゆくのだ。
上述の三篇「ツッカルマグリオj. I愛の祝福j. I聖別」の中で描かれて
いる人物とその心の像は，憧僚と期待，愛と信仰など明るい，清純な表象
をもっていた。ハンブルク生活一ヶ月後になると，ゼーテ宛通信がその予
告文のように，これは色合，形状を変化させてくる。一方で，詩句，詩節
の構成は，民謡調をさらに強めながら，独自の特徴を備えてゆこうとする。
四週間もすればモリーに会える/と，友ゼーテにも喜びを分ち輿えようと
する意気込みであったのだが，アマーリエの旅は予定より長びいて，その
顔を見たのは八月も終り頃だった。待ち遠い再会までの聞に，期待と喜び
は影が薄れてゆく。アマーリエが唯一の「金の星j. Iマドンナ」のような
存在とも限らなかったが，味気ない日常生活に加えて，欲望にかまける商
都がハリーの心を苦しめるのだ。苛立ちと焦りさえおぼえ始める。ハンブ
ルクの夜，ハリーのアパート界隈では，奇妙な姿，服装の客たちが集まる。
ハリーには，その場が，いつかのヨゼフアの家のように思われる。「歌の
本」の「夢の絵j 2~9 は，多かれ少なかれ彼女の思し、出に結びついてお
り，それに強く影響されていることは. I回想記」のヨゼフア記の中で述
べられた。だから，この中のあるものは，もっと早い時期のデュッセルド
ルフ時代に書き始められたものもあるだろう O これらの初期の「夢の絵」
のモチーフは. 2.のように死とか 5.のように結婚式のアクシデント
とかであるが，それらは民謡形式に拠りながら，内容は当時の流行作家フ
ケーなどから得られたものである。これは「夢の絵」だけに限らず，若い
ノ、イネ初期の詩作品の全体を特徴づけていることだが，第一に注目をひく
のは，憂欝，陰惨な色の固まりである。それは本来の民謡にはほとんど見
られないものだ。第二のものは，すで、に触れた「回想記」の中のヨゼフア
の粗野な，全身に血のにじむ傷跡をもっ雌動物のような姿。第三には，そ
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れと対照的な，蒼白い，大理石のように冷たし、処女の姿で，それは「金の
星J，I清らのミンネ」に結びついたハリー・ハイネの女性像であり，今は
アマーリエ・ハイネに似た姿となってときどき夜の夢に現れてくるもので
ある。以下に，夢の絵群からその 2.，ロマンツェン群から「ロドリゴ」
のほんの一部づつをかいま見ょう O これらは，この年9月に書き始めたと
言われるものである。
「夢の絵J2. は，翌年初めてハンブルクの雑誌に，さきの「聖別」と
共に「愛の歌二篇J(Zwei Lieder der Minne)の一つに，ただ「夢」と
だけの表題で，発表された，いわばデビュー作となるものである。その「夢」
と後の「歌の本」の「夢の絵J2. とを比べてみると，詩語の選択に，冗
長で変化に乏しい難があり，それだけに今日読まれるものになるまでの，
作者の巌しく，慎重な訂正と加筆の苦労がしのばれる。たとえば，最初の
節の4行は.長い とてもおそろしく/そしてふLぎな夢が わたしを恐
がらせた/いまもわたしの前に いくつかの身の毛のよだっ絵が浮び
(訂正なし)/そして 嵐のように胸が激しく動停をうつC その一
つの絵は，夢に描かれる美しい庭園で，ものみな，草木も花も芳香と五色
に包まれ，そよ風も心持よL、。真中に明るい水しぶきをとばす大理石の泉
があった。そこに美しいおとめがし、る。せっせと白い布を洗っているのだ。
わたしは近づいて，そのおとめにたずねる:この白い布は誰に? 女の子
は早口に言う:すぐに用意して/ これはあなたの経かたびら O わたしと
おとめの問L、と答とが，物語調で続けられる。わたしは，あの「清らかな
心の少年」で，その問いはいつも無邪気で純情がこもっているのだが，姿
を消してはまた現れるおとめは，斧をふるって， Iあなたの枢で、すoJ，シ
ャベルを使って， Iあなたの墓です。」と答える。終りの2節をみよう。ど
うして，ここにこんな大きな穴を? その問いに，彼女は早口に言った:
用意をどうぞ/わたしの掘っているのは あなたの墓穴です。J/あのふ
しぎなおとめが そう言うと/穴はがっと口を開いている。そして終節:
わたしが穴の中を見たときに/氷のような戦傑が全身を走りぬけ/暗い深
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夜の閣の中へ/員逆様に落ち込んだ一一そこで、わたしは夢から覚めた。
一一「わたし」は夢からさめて，白々しい現賓にもどるのである。モチー
フの「死Jは，ヨゼフア 4家にその影があったし彼女の外貌，彼女が語
りきかせた民謡も， I死」の濃い色を帯びていた。「わたし」は，かつては
「清い心の少年」で，森の礼拝堂前に脆いてふかく頭を垂れて，聖処女に
願をかけたものだ。上で‘みた1.詩節の2行をもう一度あげて，決定稿と
比べてみると，原詩では.I長いおそろしい夢が，わたしを恐がらせた。」
とだけだったが，いまみるものは， I……わたしを喜ばせたり，恐がらせ
たり……」とされている。「わたし」の気持は，この後者のほうで，より
よく言い表わされているのだ。つまり， Iわたし」は「堂の前に脆く少年」
と同じように「祝福，幸福」を願って，恐怖の半面に繁しみを懐にしのば
せて，明るい期待をひそかに抱いているのである。 2.~6. 節が前景とし
てまず，この「わたし」の心理を描き出している，その 2.節は:この世
ではみられぬ美しい 庭園であった/のんび、りした気持で、 わたしは散歩
することにした/かわL、L、花が沢山 わたしの眼を見つめていた/わたし
はそれで すっかり嬉しくなった。花園は一面に，黄金色の陽に輝きわた
り，五色に彩られ，空には小鳥が愛のメロディーを嚇り，そよ風にのって
芳香が漂う。泉の傍にいま，近づいて見る「おとめJはまさしくあの時の，
愛の奉仕を誓った「喜び溢れるおとめご」にまちがL、なく 5.節初めか
ら・「わたしは来て，彼女へ近づいた/そしてささやいた:ね，言ってく
ださい 1/喜び溢れる，美しいおとめよ 1/この白い布は誰のものなの?
(旧稿)0 Iおとめ」は前と同じ言葉遣いで表現され，同じ姿なのだが，そ
の応答はいつも早口で，身ぶりもそわそわしていて，せっかくの歌も聞き
取りにくく，睦くよう，噴くよう O そうして「わたし」をいそがしくせき
立てる，早く用意をして/ぐずぐずしていると駄目ですよ fと。「わたし」
が近づいて見る「ふしぎな天国の女人像」に等しいこの「おとめ」は，さ
きにみた「聖別」の「おとめ」と変りなく，ここでは， I恩寵のシルン」
を授ける「天国のみ使L、」であったが，あそこでは，シャベルを持って墓
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穴を掘る「地獄の使L、」なのだ。
次に， I歌の本」の「ロマンツエンJ9. Iドン・ラミロ J(Don 
Ramiro) ( 4行， 38節)と，原詩「ロドリゴのロマンツェ J(Die 
Romanze vom Rodrigo) (同， 40節)をみよう O この詩は1816年末の作と
もいわれるけれども，それはこの詩の着想をアマーリエ・ハイネにあまり
に関連させすぎるところからの判断であろう。筆者は，一部それを認めな
がらも，この年を中心としたハリー・ハイネの創作活動は，一個人よりも
っと広く深い地盤に立つもの，それを選択したL、。
「ロドリゴのロマンツェ」のあら筋をたどってみる:女主人公ドンニヤ
・クララとドン・フェルナンドの結婚式がやがて行われる。 ドン・ロドリ
ゴは，クララとの恋に破れた男。l.節ではこう訴えかける・ドンニャ・
クララ， ドンニャ・クララ 1/ながL、間 恋焦がれたおまえ/ぼくの破滅
を決めつけてしまった/情容赦もなく決定してしまった。一一いまは暗く
冷たい墓の下も同然の毎日の生活だ。そして 3.節では妙な呼びかけをす
る.ドンニヤ・クララ/ 喜ぶのだ1/明日はもう 大祭壇で/フェルナ
ンドが おまえを妻と呼んで迎える日/ぼくも結婚式へ 招いてくれるか
L 、?ー一二人の恋がなぜ成就しなかったのか，それもあわせてクララの言
葉は，次の4.節ですぐに:ドン・ロドリゴ， ドン・ロドリゴ1/あなた・
の言葉に 身もちぢむよう/でも父上の きついお叱り/娘の意志など
お構いなしに。一一そう言ってクララは，落胆している相手を励ましつづ
ける。 6.節で:ドン・ロドリゴ，あなたは 勇ましい騎士/ご自分に打
ち勝たねばいけません/かならず わたしの式に出てください/あなたの
大事なクララのお願い/ ロドリゴはすぐに:ドンニヤ・クララ， ドンニ
ヤ・クララ 1/~、 L 、とも 誓うよ かならず行くよ/おまえと 輪舞を踊
ろうね/じゃ おやすみ，明日来るからね/一一言いおわると姿を暗闇に
消した。豪華な建物，宮殿など花園のようなトレドの町。お祝いの鐘のひ
びき，お祈りと歌声，教会からだ。とりどりに着飾った人また人，列もひ
と時止まるくらい。騎士たち，貴婦人たち，家来たち。遠くから，鐘の音
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にまじって，パイフ。オルガンが鳴り響く O 人々がうやうやしく通りを空け
ると，若々しい新婦新郎が足をはこんでくる。黒ベールのクララ，常叙を
光らせるフェルナンドだ。花婿の大邸宅の門まで，人の群でごった返し。
そこが結婚式場なのだ。華やかさと巌粛，式は古式に則って進められる。
やがて騎士の比武，満ち足りた大宴会，場内が歓呼に包まれ，光る大蝋燭
の灯の下，招待客たちのダンスが始まった。幾時かが夢のうちに過ぎ，も
う夜もふけてくる。その時の新夫婦を，後に削除された原詩節で、は:花婿
は まるで火の壬さまのよう/深紅の地に金色の映えるマントをつけて，
/クララは 咲き誇るパラのよう/自の花嫁衣裳で あとに従う。一一そ
うした二人は，それぞれ付添う家来たちの手で，栄えある新婦新郎の席へ
っき，いたわりとやさしい言葉を交し合う。広聞に鈍いざわめきが，小波
にゆれる招客たちの中から。そしてチンパニとトランベットが奏でられる。
この時，寄り添う騎士が怪話そうに，さっきから向うの隅ばかり見つめる
クララに，そのわけをたずねる。 23.節での答え・ご覧になれません?
ご主人さま/あそこの 黒マントの男?/すると騎士は いたわるように
微笑をみせ/あれは 色あせた影すぐに消えるよ。一ーだが，その影が
近づいて来る/マントをつけた男だ/ロドリゴにまちがし、ないと/クララ
は胸ときめかせ 彼に会釈をおくる。ーー招客たちは輸をつくって踊り廻
り，床は物音で震える。 26.節:ほんとうに喜んで ドン・ロドリゴ/ダ
ンスのお相手をいたします/でもそんな 黒マントなんかつけて一一/こ
こに来ては いけなかったのに，すぐ続く節で:ドン・ロドリゴの限が
ぶ気味に動かぬ/あっという聞に はげしくクララを抱き寄せた/ぼくに
来いと そうおっしゃった1/言葉は クララに反響した。一一チンパニ
が連打され， トランペットの連続吹奏音の中， 27.節:あなたの頬 雪の
ような白さです 1 29.節:あなたの手 氷のような冷たさです/ そ
う続けてクララは身震いしながら小声で言うのだ。その度にロドリゴは:
だって，あなたが来いと言ったんだもの/とかすれ声で言葉を返す。 30.
節で:放して わたしを放して， ドン・ロドリゴ1/だって あなたの息
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は 死体の臭い。もう一度.31.節で:放して わたしを放して， ドン・
ロドリゴ1/クララは懸命に うめき，むせび泣いて たのむ一一ー/だっ
て 来いと あなたは言ったので、は?/いつも口を歪めて笑っている ド
ン・ロドリゴO こらえ切れなくなったクララはすぐに:もう L巾、 神の名
において さっさと出て行きなさい 1/クララの声は決然、としていた/そ
の言葉を 彼女が口走るやいなや/ロドリゴの姿は消え去った。一一クラ
ラはしばらく身動きしなかったが，手足の感覚もなくなり，気を失って倒
れる。またしばらくして，需の中のようなまどろみから醒めてみると，最
初の時と同じように花婿の傍に坐っていた。フェルナンドは，どうしたの，
頬の色が悪い，眼の色も濁っているが? と気を配る。ロドリゴは一一そ
う言いかけたクララの舌は動こうとしなかった。花婿は額に簸を寄せ心配
そうに，血躍い知らせなので，これ以上きかないでおくようにと注意して，
今日の昼，ロドリゴは死んだ/と言う。
原詩形に拠って「ロドリゴ・ロマンツェJ40節を通読して思うのは，先
師からの借用，模倣があるにせよ.r夢J(r夢の絵J2.)以上にドイツ詩
語を貯え，駆使し始めていることである。抑揚，押韻のために，語の省客，
延長，繰返しなどを強いられ，費語として緊張を失わせ，字余りを斎らし
て，説明描写となり詩のもつエネルギーを殺ぐことがある。最終決定稿と
いうものがあるとすれば.r歌の本」の「ドン・ラミロ」へ行きつくまで
の，推敵の難行を思い知らされるだろう。さらには，ハリー・ハイネは，
後期のリュツェーウム生として始めた詩作のなかで，単語一つひとつに鋭
L 、音感を働かせてきているが，そのためにも難行の度は高まる。この「ロ
ドリゴ・ロマンツェ」では試みられていないが，先述の補遺集のロマンツ
ェ「聖別」ではすでに，当時一部に流行していたスペインのアソナンツ
(Assonanz)韻文詩形を手がけた。その試行が.r歌の本」を経て.r新詩
集」の「新しき春J6. として成功するまで，その閉じゅうこの形式にか
かりっきりではなかったにせよ，十数年を要することになる。さらにまた，
韻文の抑揚についても，さきの「夢」に，いまのところよく表われている
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が，弱強格と強弱格の使い方一つにも関心のほどがみとめられる。 例えば，
顔はきれいだが，いつも気ぜわしい「おとめ」が，歌うふしぎな歌の文句，
それは三回とも，それまでの弱強格から自然、に主観的な感情を含ませる強
弱格調とする。これらは半ば本来の才質，半ば人と書物から学びとる努力
の賜である。このロマンツェの筋書きを構成している二つの要素，不賓の
女，婚礼は，ありふれたテーマだ。ここでは，二つの民謡が結び合わされ
ているといわれる。一つは，求婚者は女に裏切られて死ぬ，裏切りの顛い
として女は死んだこの恋人に墓場へ誘い込まれる (Biirger“Lenore")と，
他の一つは，結婚式に現れる悪魔にお祝いの踊りへ誘われて殺される花嫁
(Des Knaben Wunderhorn)。また.r夢」と同じように，ライン河沿岸地
方の民謡。そして，原詩節19.に見える「火の王j(Feuerkonig)が，こ
の当時愛読してL、たW.スコッ卜の用語 (Fire-King)を模倣するほど，こ
の作者の影響をうけているといわれる。デ、ユツセルドルフでの少年ハイネ
の周閤には民謡とロマン主義の旗に醗った中世色と騎士のミンネなどが渦
巻いていたのである。
筋書きしたように，このロマンツエの中では，上述の「悪魔」は登場さ
せられず.r黒マントの騎士」は女主人を殺すことはせず，独りさびしく
死んだようだ。彼女から.r神のみ名において」と退去を迫られると，素
直に騎士は姿を消した。騎士の住む処は下界である。前の「夢」の最終節
も.rわたし」は「おとめ」の堀った墓穴へ頭を突っ込むように落ちた。
クリスティアン・ゼーテ宛書簡て、みたように，作者自身は，夜の眠りから
半は事に遊び，半ば目覚めて苦しむようなハンブルクの生活であったが，
ハリー・ハイネは単なる上の「わたし」でも.r黒マントの騎士」でもな
かった。
「夢j.rロドリゴ・ロマンツェ」の主人公をところどころの詩節で読み
かえすと，そこにあの死刑執行人の法律保護外の家で，ヨゼフアと会った
ハリーが思し、浮ぶ。それは社会の周辺に塵芥のように追い携わた人たちの
群の中の一人ひとりである。「回想記」の中の. r~ 、じめられっ子j. rロパ
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とまちがえられるハリーj，あの少年である。それは，たとえば「負け犬」
根性と誤解されてはならぬ。その心理がもっ符号は， (f) (プラス)なのだ。
だから， I夢」の最後で「わしはそこで目覚めた。j，このロマンツエの終
りに近づき，クララが半醒半睡から覚めきって，フェルナンドから「今日
の昼 ロドリゴは死んだ !j と聴き取ることに，積極的な意味を加えねば
ならぬ。それにしても， I異教徒的」なロドリゴがキリストの「み名にお
いて」退散を命じられ，下界の闇へおりて行くのは，何を意味するだろう?
クララは，どういう生まれなのだろう?
以上の二つの詩と成立期を同じくする，もう一つの簡潔で洗い清められ
たようなリー卜(歌曲)がある。旧稿の表題は「期待j(Erwartung)，決
定版の， I歌の本」リート群の1.である。このリートは，前の10の「夢の
絵」とリート群を接合する序曲。その二つのモチーフが「死j，I嫉妬」だ
と言われる点からすれば，ゼーテ信にあったモリーの帰りを待ちこがれる
「焦燥」であるが，われわれは，いったいハリーは， どんな女の子を愛し
ているのか，彼女に会えぬこと以外に，まだ伺か悲しみがあるはずだが，
それは何なのか，そういう見方もできるだろう。このピアノを叩くような
形式の二節の歌は:朝起きると わたしはたずねる Iかわし、し、あの子は
今日来るだろうか?j /夕方になると 身を投げだし 悲しく声を上げる
のだ:/ Iやって来なかったね 今日もまた。」一一夜になると 悲しみ
を抱いて/ベッドで一睡もせず 目を覚まし，/半ばまどろむように
夢をみながら，/昼間を わたしは歩きまわっている。
ハンブルクの人たちに固まれたこの若者の一ヶ月の生活は，学友ゼーテ
に伝えられたとおりに，フランクフルトでのそれよりも，若者をさらに孤
独の状態へ追いやるようにみえる。デュッセルドルフには見られぬ放坪の
世界がそこにはある。飽くことなく金と女を追い求める「商人の巣窟」。
それから三ヶ月が過ぎる。ゼーテ宛第二信は，まずアマーリエ・ハイネに
かけた期待が裏切られたことから書き始められる。この手紙は十月末から
(9) Hirth， Briefe， Nr.3. 
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十一月へわたって，ほとんど一ヶ月もかかってようやく書き終えられる。
二人の愛は実を結ばなかった。当座は，取り乱し，気持の整理もできなか
った。書いては破き，中断し.11月半ばすぎに送る。初信に，すでに「冷
たし、根」のモリーのことを書いていた。どうして，ちょうどあの「夢の絵」
2.旧名「ふしぎな乙女」の中の「わたし」のように.1深い墓穴」へまっ
きかさまに落ち込んで，暗閣の中で悲嘆にくれるのだろう O 文面では，た
いへん悲しんでいるように見えるところと，開きなおって，悲しむ自分を
自分でまた見ているところがある。友ゼーテに似て，モリーの眼射しにも，
謎めいた何かがある。愛のこもった好意と，その反対の，あざ笑うような
冷たさとがある，それがハリーをと惑わせるのだ。女王を失って，なおも
チェスを続ける勝負師を装ったり，おそろしく破滅絶望に類する言葉をな
らベ，それによって心の落ちつきを得ょうとしている。たしか，この頃従
妹アマーリエへ傾く心は，あの「愛の祝福J.1聖別」の「わたし」の胸か
ら遁り出るものと同質であった。「マリアを崇拝するJ(1告白J).1マドン
ナに思寵のシルシを願いもとめるJ(1聖思IlJ)1よろこびあふれるおと女ご
に命を捧げナミL、J(1愛の祝福J)とする「清らかな心の少年」が，天上の
姿を地上へ写し出したものは，アマーリエに近いものであり，時にはヨゼ
フアにさえ似ていた。この三人の顔は，同ーの女像の異なる表情の現れ，
あるいは，異なる女像p相似の表情と言えようか。さらに言えば，ハリー
.ハイネの愛にこたえようとしないのは，実際にはアマーリエであったが，
必らずしもアマーリエである必要はなかった。たまたま，近くに彼女が存
在していただけのことにすぎぬ。ょうやく少女期をぬけ出そうとするア
マーリエの取る態度にも，腰味さがあった。二人が会うのは偶然のことで，
いつ会えるかと，何週間もその日を無駄に待ち焦がれる。その時，わたし
はあの「墓穴」の暗がりの中で，地獄の苦しみに，狂ったように神を罵る
のだ。そうしてわたしは目がさめた……とL寸結句で，旧名「ふしぎな乙
女」は終った。
ゼーテ宛第二信の前段はほぼ以上で終る。この書簡の核心ともいうべき
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ものは，むしろ次の後段にある。手紙のまとめが手間取ったのはこのため
だろう。既述のことのほかに，ハリー・ハイネは，ひどく心を傷つけられ
たことがある。アマーリエのために作った美しい歌がし、くつもあった，そ
れを彼女は冷たく押し返した。(実際は，彼女は歌を理解する限をまだ持
ち合わさなかっただろう0) しかしふしぎなことに，それをしおに，こ
れまでよりもはるかに好ましい友として，ミューズが訪れてきたのだ。そ
れは，けっして裏切ったりなどしない，苦しいときは慰めてくれるやさし
L 、友だ。それまでの，沈みきった筆跡に 一抹の生気がにじみ出てきたよ
うに.rぼくは沢山に詩を作っている，怪物のような唐のほうもいまは忙
しくなくて，暇が十分あるから。」と書き始める。これまでのものよりい
し、詩かどうかわからぬが，もっとやわらかく，甘美なもの，たとえば.r蜜
に浮べた苦痛」をうたうといった出来ばえに自信を示してきた。できれば
早くこれらの詩を印刷に付したい。これはぜひいそぎたいのだが，むつか
しいことだ，それというのも，詩は「ミンネ」の歌ばかり，商人のくせに
と難癖をつけられるかもしれぬ，詩を理解できる者はまったくいないくせ
に。まだあるのだ， しばらく前から，改宗したユダヤ人と，そうでないユ
ダヤ人との聞に，重苦しい緊張が起っている。こうした状況下で、は，一人
のユダヤ人の作った，愛を主題とした歌が，そのまま見逃されるはずはな
いだろう。どうすれば出版へこぎつけられるだろう，と友からの助言を待
っているO
叔父ザロモンの別荘は，ハンブルク社交界の中心であった。各界の有力
者と同伴の婦人たちの集まりが，時には歌手まで招き入れられて，深夜ま
で賑わうことがある。財界の大物(手紙の中では?印が三つ)の甥とし
て，ハリーは，同伴者にまじる若い娘たちの熱い眼射しにさらされること
もあり，将軍ブリユツヒャー歓迎宴には，叔父の傍に坐った。しかしこ
の「変り者」はいつも「孤独」であった。その「孤独」の墜を破るために，
ぜひ「マドンナ」が必要なのだ。気がちがったのかと怪しまれてもしかた
がない。天上のもので地上のものを，思いつめた女をマドンナで取り替え
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るなど……。この状況は，ただ一人の女から 愛の拒絶を受けたことから
起ったのでないことは，この書簡の後半と10月末噴から書き足された追記
とから明らかになっている c…〕苦しみを耐えしのんでいる，ひと頃よ
りも元気をだして，男らしく，と書いている。その胸に掛けている十字架
には，モリーの巻き毛が入っていると L、う。「聖別」の中で，献身的な奉
仕への報酬として授けられた，マドンナの恩寵のシルシも同じものだった
が。そして，叔父は，わたしがここから立ち去るのを望んでいるし，父は
物いりが多いのに，ちっとも仕事をしないと小言ばかり。どんなに費用が
かかってもL、L、じゃないか，これまでどおり，ぜひわたしはここにいる。
以上でこの手紙は終っている。小さい修羅場を通ってきたような印象の中
で，強く後に残るのは. 1) 自己の存在の確認がまだ不明瞭である，従妹
を愛すること，金融業を見習うことについても。前者では，自分で相手を
選んだのだが，後者では，強制と命令とがあった。 2)商都を支配する小
商人根性，ブルジョアとなった叔父への反感。 3)初めて知る，ユダヤ人
差別とユダヤ人間の反目 O この自由都市の港にも，かつての反ユダヤ主義
運動の波が押し寄せてきている.r改宗」に傾く人たちが増加している，
そう L、う予感がする。これらと共に，この1816年秋ごろ.r詩がたくさん
出来ているJ.ユダヤ人の作った「ミンネの歌J.すこしばかりの喜びより
不安のほうが大きいが，それらを早く公表したい希望が強まる。その詩を
一つ二つみてみよう O これまでの，つまり大部分がデュッセルドルフ時代
の，また修道院付属校内のカトリシズムの雰囲気に包まれた「ミンネの歌」
にくらべて， どれほど際立った違いをもっているだろうか。
最初に.r白い花J(Die weise Blume)から:家の庭に こっそり咲い
ている/かわし、し、花だが あおざめて悲しそう/冬は去り 春風がそよい
でL、る/あお白い花は あいもかわらずそのままだ/あお白い花の眼をみ
れば/病まいの床の 花嫁か。 6行4節.rかわL、し、 あお白い花」が主
人公のようだが，いったし、誰なのだろう O 村の古老でなくとも，語り聞か
せてくれる人の多い，民謡調でつづけている。それはすでに，あの「ふし
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ぎな乙女」に，つまりデ、ユツセルドルフで知り，それを手本にしたものに
試みはじめられていた。小話のようにつづいて，あお白い花が そっと言
う:/ Iね，よかったらわたしを お摘み .1J /かわし火、花にわたしは言
う 11.、や，結構.1/どんなことがあっても それはね，/ぼくは 一生
懸命さがすのだ/赤い赤い あの花を。」そして3.節には，あお白い花は
言う Iさがしておまわり/冷くなって死ぬまでも，/むだな骨折り，あ
るものですか いずこにも/赤レ赤い花なんて/そんなことより わた
しを摘んで .1/二人の病気は 同じなの。」終りの節へ・あお白い花の
たっての犠き一一一/ためらいながらも さっと摘む。/すると急に 胸を
引き裂く血がとまり，/眼の奥までも明るくなった。傷むわたしの心の中
に/静かな天使の悦びが わいてきた。一一「白い花」の「白」の色は，
「片思いJ，I赤」はその反対。「花」は「かわし火、女のこ」。これらは，こ
れからの詩群によく用いられる手法で，警喰，擬人法による自然、の象徴化。
「ミンネ」の世界が，終節に現れているが，デ、ユツセルドルフ時代に使っ
た「よろこび溢れるおとめご」とこの最後に使われる「静かな天使のよろ
こび」との聞には，耐え忍ばれた苦痛がある。
同じ時期の，ロマンツェ群に入れられている「戒めJ(Die Lehre)は，
4行4節の軽快な小曲で，そのリズムどおりに早口で，一筋のアイロニー
と笑いさえふくんで，伴奏もないのに，小さいはやしの太鼓の音がきかれ
るくらいだ。蜂の親子がし、る。母蜂が子蜂にむかつて:/ I気をおつけ，
ローソクの火に .1J /だけどお母あさんの言うことも，/どこ吹く風とこ
蜂くん。 灯りの廻りを飛びはねる，/ブン ブン ブウンと飛びまわる，
/母蜂の叫び声もなんのその:/ I坊や/ あぶない.lJ 血気にまか
せ狂ったように，/まっ赤に燃える炎の中へ，/焔の芯へ飛び込んだ
/ I坊や/ あぶない.lJそして終りの節:見るうちに 赤い炎とゆらゆ
らゆら燃えて，/火あぶりの刑と相成った一一/虫も殺さぬおとめごとて
も/油断は禁物，かわし、L、子供よ/ ここに出た「おとめご」は，書き方
はすこし違うが，あの「愛の祝福」にも出ていたものと同じになったのを，
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書き改めたのである。危険をものともせず，あえてそれに近づき、その果
てに身を焼きつくすこども蜂と蝋燭の焔とが意味しているものは，あらた
めて言う必要もなL、。
この「戒め」は，詩形の点からと，おそらく「若い悩み」のリートの詩
群がもっている主情的な調べと異なる曲であるために， I歌の本」から削
除されたようだが， Iリー トJ4.としていま見られるものは， I戒めJと同
じ時期の作である。その原名は「棟梁J(Der Zimmermann)，また森を見
まわる「山番J(Der Holzmeyer)。わずかに 4行2節の詩句は山、としい
人よ そのかわし火、手を ぼくの胸へ;/聞こえるだろう 奥のほうの
トントンという音，/ここに 底意地の悪い 棟梁が住んでいるのさ，/
そいつが ぼくの棺を作っている。 昼も夜も トントントンの槌の
音。/だから もう長いこと ゆっくり眠ってもいられないのさ。/頼む
よ 棟梁さん さっさとどいてくれ/ぼくを早く眠らせてくれ/一一2.
節に，ちょっとした修正があるだけである。さきに掲げナこ「夢の絵J2.の12.
節以下と同工異曲のものだが，この曲のリズムは軽妙といってよL、。眠れ
ぬ主人公は， Iあきらめ」に似た哀調をもって，誰かに呼びかけているよ
うだ。その調子もまた民謡風で、ある。
上に挙けγこ三つの詩と仲間にされていた三つめの詩と， これに関連のも
の一つを以下にみてゆき，この項の区切りとしたL、。三つめの詩の原名は
「時の女神たちJ(Die Stunden)，また「待ち焦れJ(Die Ungeduld)，いま
の「リートJ2.である。順序からすると，前述の旧名「期待J，いまの「リー
トJ1.に次ぐもので，従妹アマーリエの帰り，あるいは彼女との出会いを
待ちに待つハリー・ハイネを， 10月のゼーテ宛書簡から思い浮べることも
できるが，あまりそれにはこだわらぬほうがよいだろう。 4行3節の焦燥
感を，各詩節の初旬に感嘆符を使って示そうとしている。リズムも，各種
の抑揚を織りまぜて，この短詩に，あたかも海底に見る礁岩模様を与えて
美事である。これは，すでに後の「ハイネの言葉と韻律」の先触れとなる
ものであるが，それだけに原典以外の翻訳詩の到達しがたし、領域を思わせ
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る:わたしをあっちへ またこっちへ駆りたてるのは誰だ 1/二，三時
間もすれば彼女に会えるはず，/彼女こそ 美しいおとめたちの女王;
/おい心臓くん どうしたのだ この重い鼓動の音/ 時の女神
さまたちは なんとも怠け者でいらっしゃる 1/のんびり のろのろ 引
きずり歩き，/お出かけも あくびかみかみ 思し、歩き;一一走らないと
間にあいません まさか あなたがたは怠け者で、は F 嵐のような気ぜ
わしさが わたしをせきたてるのだ1/どうやら あの神さまたちは恋
の覚えはないようだ;一一/情容赦もなく こっそり団結して，/恋にせ
かれるわたしを ずるそうな眼つきで あざ笑っている。一一旧名「待ち
焦れ」の旧稿は，わずかな語の修正だけでこの決定稿となっている。
上の「リートj2.に関連するものというのは， I夢の世j(Traum und 
Leben) である。「愛の祝福j，Iあこがれj，そして「白い花」の仲間に入
れられ，I歌の本jから削除された補遺稿に属する。リート形式として，Iリー
トj2.に関連をもっていると同時に，そのモチーフの点では，あの「聖別」
につながるもので，ゼーテ宛書簡の追記にある「巻き毛の贈物」が，真実
そのもののように，詩句にはさまれてくる。その最初の詩節はこうはじま
っている:灼けつく日 焦がれる心，/そっとこの苦しみを 運びまわる
わたしだ。/夜になると 人目を避けて行った/ひっそりした所咲きか
おるパラの所へ。「リートj2.のものと，この初旬は同ーの形式なのだが，
訳出句ではその類似性も描出できないでいる。ただ，語句，言い廻しにつ
いては，共に同一の表現が行われている。「ひきずり足j，Iしのび足」で
そっと歩く。「時の女神たちj，I時(擬人化されて)の中の最も美しい時」
など。だが，この二つの詩の発想は別々のものである。「夢の世Jは4行
7節とすこし長いものになっているので， 2.節以下はその内容をかし、つま
んでみるのにとどめよう。1.節の終りは， Iわたし」が足音をしのばせて，
花びらをいっぱいに開いているパラのところへ近づくとし、う。この「夢の
世」の2.節は，頬にこぼれおちる涙をぬぐおうともせず，パラの毒事をのぞ
く。ほのかに蛍火が光って見え，つづく節で，その火にようやく心も慰め
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られて，パラの樹の下で眠る夢の中，コルセットも同じ色，パラと見まご
う「おとめの像」が現れる。「リートJ2.の1.節の「美しいおとめたちの
女王」である。この「おとめJcr夢の世」の)は，あの「聖別」の中の「マ
ドンナ」と同じ仕草をする。 4.節は:彼女がくれた素敵なもの ふんわり
とやわらかく金色だ;/すぐさま 金の容器にしまい込む。/すると そ
の中大騒ぎ，/大勢のもの輸になってみごとな踊り舞いまわる。
「素敵なもの」は， rマドンナ」が一転して愛らしい「おとめ」に姿
を変え，そのブロンドの髪から抜き取って「心の清らかな少年」に与えた
「巻き毛」である。「金の容器」とは，普通は金のドロップのようなものO
「大勢のもの」は一団の「時の女神たちJcrリー トJ2.の)を意味する語
と同じものが使われており， 5.節では次のように描かれる・みれば 12人
の踊り手登場，息つく間もない舞い踊り，/互いに 手と手を しっか
と握り;/ひとつの踊りが終りにくると，/入れかわって 新しい踊り
が 初めから。一一 r12人の踊り手」は，人になぞらえられた「時Jcrリー
トJ2.の「待ち焦れ」る「時J，そして具体的に「時の女神J)は，時計の
時刻に合わせた数。このダンサー12人の「時」たちが， rパラ」の化身の
「おとめ」からもらった「素晴らしいもの」をめぐって乱舞する有様は，
その喜びをつたえながらも，いかにもそれは狂った時計の動きのようであ
る。この点が，この二つの詩の中心になっている「時」が共通の言い廻し
をされながら，発想の源が異っていることを示している。この「時」は，
「リー トJ2.では，彼女に会うことのできるまでの「時」から，その「時」
がなかなかやって来ない，怠け者の「時J(Die Stunden)，そして，恋の味
を知らない「時の女神たちJ，結託して，恋にうき身をやっす男を瑚笑す
る「時の女神たちJ(Die Horen) として現れている。いま「夢の世」では，
それは， 12人の「時」のダンサーとして登場する。彼女たちを侍女として
引き具しているはずの「時の女神たち」の姿はまだ見られない。 "Die
Horen“は，季節を司る神々 O 開花と結実，ひいては一日の時に関係があ
るばかりではなく，広く愛情，美，秩序にも関わりを持つ3人の女神たち
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といわれる。古くからは，婚礼の贈物を携えた姿で，絵に現れている。 6.
節で，その初旬に共鳴して低く響いてくる楽の音は，この「ホーレン」の
声のように思われる:ハミングのようにったわる あの踊りの音楽:/
「あの素晴らしい時は，もう帰り来ぬ，/人の世は これ一場の夢，/こ
の時とても 夢の夢。」一一「あの素晴らしい時j，Iこの時Jといわれて
いるのは，かつては「聖別」で， I心の清らかな少年」が，思寵のシルシ
にと与えられた「巻き毛」を胸にして，空に幸せの象徴である「虹」の色
を，飛来する天使の翼を見つめ， ミュルテのとこしえに咲きかおる園へ誘
われてゆく，あの「時」であった。「リートj2.では，悪意，好智，投手骨
の姿になり，いま「夢の世」では，その姿も消え失せてしまうのだ。終り
の節には:夢はおわった 夜空が白む，/ノξラは何処といそいで見れば.
一一/あ，なんということ/ 赤い火花と思ったに/ノfラの琴にとまって
L 、る 無情の小虫一匹。一一夜にひきかえ，昼間に見る美しくもない鐙の
姿は，誰もが知るその味気なさ，そのように愛することの幸せは消えはて
たのだ。「冷たし、昆虫」で，冷ややかな裸の現実が，ちょうどピンで押し
とめられたように，この詩を結ぶ。「あの時」は去り，古い夢は終った。
これまでで， 1815~16年へわたっての主な詩作品に拠り，すでに現れは
じめた好みの詩材，ロマン主義の先輩詩人，ライン民謡などから学び取っ
た詩語，詩形式，さらには後年のハイネ詩の特色を暗示するものなどにつ
いて，多少の観察を加えてきた。最も若い時代のハイネの詩は，物語詩風
の「ヴュンネベルギアーデj，復活したプロイセン・ドイツを歌ったもの，
「マリア崇拝」の宗教色，そして「死刑執行人の娘ヨゼファ」の異端色に
彩られたものなどである。それらの中で注目しておかねばならぬものは，
「ヴュンネベルギアーデ」と「ヨゼファ」物であろう。前者の詩形式はこ
の後しばらく跡を絶つけれども，ハインリヒ・ハイネの詩全体からみて，
主流の一つを成す。後者は，それがすぐに「夢の像」になって現れること
は既述のとおりであるが，これにはもう一つ，いわゆる「アマーリェ体験J
(学友ゼーテ宛二書簡の告白記)が見逃せぬモチーフとして加わってくる。
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さきほど，いわゆる「時Jについて筆をくわえおわったばかりのところ，
元はと言えば， 1"期待，待ち焦れ」など，ごく普通の「好きな女を待つ」
男の前に立ちはだかっているようにみえる「時Jなのだが， しだいにその
「時」は，詩的加工によって，この男に不吉な予告をしながら，その傍を
笑いながら通りすぎて行き，地平線上はるか向うに姿を没する。そのよう
にして「時」は無慈悲に，素知らぬ顔で経過し去るのであった。従妹アマー
リエは，たしかにあのヨゼファよりは確かな存在であったが，ゼーテ宛告
白以外は全く不明である。美しくはあったのであろうが，感受性に乏しく，
父のもとで事務を見習っている，いつも懐のさびしい従兄の作ってみせる
詩も，その時の彼の限射しも，彼女にはほとんどその力を及ぼさなかった
が，それでも，大勢の客，使用人の中にまじるときの，内気で，片隅に席
を与えられることの多い従兄を，やさしく取りなし勇気づけることくら
いはしたかもしれぬ。「愛の贈物」を意味する「巻き毛」を従兄が受け取
った「時」は，おそらくハンブルク到着早々の時期6月，その時， 1"マリ
ア崇拝」物の「聖別」を書きあげた。この「聖女崇拝」期はそう長くは続
いていない。マリアとアマーリエは二重写しのレンズの中にあった。そう
思われるほど，二人の聞の距離は，ハリー・ハイネにとっては短いもので
あった。このアマーリェとの間の「失恋J(Die ungluckliche Liebe)と呼
ばれるものが，とくに「歌の本jの「若い悩みJにはじまる前半の詩群に，
大きな役割をもつように，従来の解説，注釈記には読まれてきた。「回想
記」の読み方についても，しばしば言われたことだが，それ以上に「夢の
絵」にはじまる多くの詩に，詩か真実か，の問題が附随してくる。クリス
ティアン・ゼーテの事について，最初に調査，紹介したヒュッフアは，そ
の文に続いて掲げた， 1816年7月と10月のゼーテ宛の二通のハリー・ハイ
ネ書簡に触れて，早くも，その内容の真実性と虚構性についても言及して
(10) 
いる。従来の「アマーリェ体験Jに与えられた評価は過大であっただろう。
ゼーテ宛書信には，若者には重すぎるほどの悩みが，さまざまに伝えられ
州 H.Huffer，前掲書 S. 25 f . 
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ている。まだ成人とはいえぬ従妹が大写しされているが，それに比べて訴
えられる悲痛度も少ない悩み事を見捨てではならないし， Iミューズの不
在J(7月信)，苦しみに「男らしく耐える。J，I詩がたくさん生れてくる。」
(10月信)とL、う告白も注意をひく O 第二の10月書簡を聞くやいなや， I彼
女はぼくを愛していなし、。この最後の言葉(……していない)は，声をお
として読んでくれ F 最初のほうの言葉には，永遠に生々とした天国が，
だが，最後のものには，永遠の生き地獄がふくまれているのだ。一一ぼく
のあおざめきった顔，狂乱状態を見ることができれば……」というような
文面を限にすれば，誰もまず，その悲嘆の知らせに驚き，その事実を疑う
余裕はないだろう O それがリュツェーウムを終えたばかりの少年後期のハ
リー・ハイネに与えた影響力はけっして小さくはなかったでトあろう。不明
の部分があるが，アマーリエ・ハイネは，ハリーの愛を受け入れたいと思
っただろう。あの大叔父シモン・ハイネのような，大胆さを小ノ、リーは持
ち合わせなかった。二人の従兄妹たちの上には，ザロモン・ハイネの眼が
光っていたのだ。この間の消息について，多少の事実をF.ヒルトは，こ
の二書信に関連して伝えている。ハンブルクの最有力の銀行主となってき
たザロモン・ハイネの金融の力は，当時すでに国際的な舞台にまで登場し
ようとしていた。パリの銀行主ベール・ L.フルドとの聞には，その頃兄
を助けていたへンリー・ハイネがL、て，専ら為替取引業務などに携ってい
る。へンリーとフルドとの商通信には，マルクとフランとの相場価格を中
心とした手形振替，イギリスなどの外国為替買入れについての，相談，指
示，そして依頼事項が書き列ねられるのはもちろんだが，時には両銀行主
聞の家族的な私事についても付記されることがあった。フルドは，その娘
ローズのためのよい婿さがしを，ザロモンは，娘アマーリェのためにとい
う具合であった。アマーリェのために選ばれた相手は，ケーニヒスペルク
の領主の息子で，解放戦争における戦功によって，鉄十字章も受けたプロ
イセンの青年将校のJ.フリートレンダー 1821年夏のこと。これより 4
(1) F. Hirth，前掲書 Bd. I. S.9 
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年前の1817年から，叔父は娘婿候補をさがし始めていたのだ。その中から，
自分が除かれていることをはっきり知ったのが ゼーテ宛書簡の最後の日
付である， 1816年11月なのだろうか。叔父へンリーは，甥と顔を合わせる
ことが多かったはず，その心を知る暇もなかったのであろうか，それとも
兄ザ、ロモンと同じように気づいていても，そ知らぬ顔を装ったのだろうか。
しかし選ばれたフリートレンダ一家との話が進行するにつれて，ザロモ
ン一家の喜びに包まれるのは，それからさらに 3年も後のこと，その聞に
何が起ったのかはまったく不明だが，ただ一つ明かなことは， 1817年を境
として恐慌に見舞われたヨーロッパ経済界の中，叔父の銀行の業績も減退
を余儀なくされ，収支の元締め役のA. ヒルシュの下で行内の一隅に坐っ
て働くハリー・ハイネの薄ら寒い状態である。叔父は，ぼくがここを出て
行くのをのぞんでいる(ゼーテ宛10月書簡)，それに，従妹の婿えらびが，
自分のような貧しい使用人風情の者ではなく，金と名誉と家柄に，その目
標が向けられてゆく，それらの事を知らねばならなかった，その上に，父
ザムゾンのJ苫の営業不振のことも。だが，まだけっして従妹への愛を思い
切ってはいなかったし銀行員修業を断念するつもりもなかった。叔父が
甥を無用の長物扱いにしているようにみえる，この時の二人の間柄は，そ
の後ふえてゆく縁戚者をも巻き込んで，故意に離間策を講ずる者まで現れ
ると伝えられているが，それはさておき，詩などつくるくらいなら，何も
しないほうがましだくらいにしか考えない一方と，詩人ノ、イネこそすべて
のハイネ一門の名を天下に知らしめるのに役だつものだと強気の発言する
他方にまですすむけれども，それぞれの肉親の愛情がそれによって根絶さ
れるようなことはなく，叔父はむしろ父親代りとなるほどだし，甥もその
恩義を忘れ去ることはなかった。それにもかかわらず，三人は面と向えば
相容れないところが多かった。そうして，いつの間にか金に窮する甥はそ
れを叔父にねだるのであり，叔父も最後にはしぶしぶ，時には快くそれに
応ずるのである。叔父に許せないことがありとすれば，その娘をこの甥に
片づけることだったのかもしれぬ。
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前に挙けγこ「ロドリゴ・ロマンツェ」の主人公は，この甥によく似てい
た。このロマンツェは，いままで問題としてきている時期の他の詩群 (1ヴ
ユンネベルギアーデj1ドイツj，そして「マリア崇拝の歌」など)の中で，
たとえば小画廊のうす暗い一角に立つ奇妙な小彫刻像のように，異物とし
て孤立したものであった。 ドンニャ・クララは，アマーリェに似せたもの
なのか。いや，彼女そのものとさえ言われる。ロドリゴを破滅に陥れたク
ララはこう弁解する，フェルナンドとの結婚は，娘の意志などをお構いな
しの父の指図，そう言って，落胆しているロドリゴを，勇ましい騎士とし
て自分に打ち勝ち，立ち直るように励ましかならず挙式の場に出席する
ように促す。民間伝説では，ロドリゴはクララに裏切られたと信じ死ぬ，
その裏切りの報いとしてクララは，ロドリゴの死霊に墓場へ誘い込まれる，
あるいは悪魔の手にかかって死ぬのだが，このロマンツェでは，ロドリゴ
は，クララの呪文のように聞える「キリストの御名」を聞いていずことも
なく姿を消し，花婿から， 1今日の昼，ロドリゴは死んだ !j と悼まれる
のである。花嫁のクララは，それによって救われたであろうか? 従妹ア
マーリェも，従兄ノ、リーの愛にこたえることより前に，父ザロモン・ハイ
ネの意志を尊重しなければならなかった。ロドリゴのように，ハリーはそ
れを直接には聞かされなかったが，叔父の態度がそれよりもさきに知らせ
てくれたのだ。ロドリゴは，病死，あるいは自殺した，クララのために。
ハリーもまた，ゼーテ宛の告白書簡，多くのこの噴の詩文の中，この「ロ
ドリゴのロマンツェ」の中でも死ぬ思いであった， といってよL、。「夢」
の中の墓穴， 1地獄」の苦しみから這い出そうとして，目覚め，自分の死
骸を背にまた歩きつづけてきた。たしかに，この頃の多くの詩がアマーリ
ェとの「不幸な恋」から誘い出されてきているが，それは繰り返されてい
るうちに，姿，形を変えてきたばかりではなく，その内容までも異った，
質的変化をとげていると思われる。従妹アマーリェに関する体験は，ょう
やく特殊・個人的なものから普遍化へ道をひらいてゆかざるをえないし，
事実そうなってきたことを この「ロドリゴのロマンツェ」は見せ始めて
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いる。
この頃のハリー・ハイネから，次の十年間へ伸ひ~'(}ろがってゆくハリー
・ハイネにとって，アマーリエ・ハイネの姿とその思L、出とは，けっして
忘れることはなかったにせよ，変りはててゆくといってよい。その一端を
示すものといってよいだろうか，十年ほどの後のフアルンハーゲン (Karl
A. Vamhagen von Ense)宛の手紙 0827年10月・ハンブルク)にはこの
従妹のことがこう書かれている……)これから朝のうちに，ある女の
人を訪ねて行くところです。この人とは十一年間も会っていないのですが，
かつてわたしが好きてナこまらなかった相手だと蔭で噂されていた人で、す。
彼女の名は，ケーニヒスペルクのフリートレンダ一夫人，つまり，わたし
の従妹の一人です。じゃまをしないようにと，彼女の主人とは昨日もう会
ったところです。彼女は立派な夫人になっていました。なにしろ忙しく，
ゆっくり話す時間などありませんでしたが，彼女が昨日ここに着いた日は，
ちょうどわたしの「若い悩み」の新しい版が，ホフマン・カンベ社から発
刊されたその日にあたります。 人生は，聞のぬけた，味けない，生気
のない，そうです，まるで乾からび、た董の花のにおいのようです。」因に，
F. ヒルトは，この書簡文乞青春時代の恋愛沙汰でその身にうけた絶望
の悲しいエピロークで，読む者の心を打つ。また弟マクシミリアンが，ハ
ンブルク家に不利な事実をみな否認しようとばかりに全力をつくしたこと
の一つが，ここにはっきり文書として残っているとして，この文が，アマー
リェが「若い悩み」の主人公であることを明らかに告白している唯一のも
のだと補記している。このようにして， I若い悩み」の真の女主人公を特
定しようとL、う試みが繰り返されてきている。その事始めは， A.シュト
ロットマンあたりからのようである。 I歌の本」の第2詩群である「行情
間奏曲」の39. ひとりの若者が ひとりの女の子を愛した，/その娘は
どこかの別の男を 選んだ;/その男は また別の娘を愛した，/そして
(12) F. Hirth， Briefe Nr. 200. 
(13) A. Strodtmann，前掲書 S.34f. 
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この子と結婚してしまった といった初詩節のように，この1820年代の
作では，これまでとは別人の顔付きの男女として現れてくる。そうして
1830年代では，たとえば.r新詩集」へは組み入れられず，補遺稿となっ
た「ジェニーへJ(An Jenny)には，さらに奇妙な形で現れてくる。奇妙
というのは，ここには嘘のオブラードに包まれた真実らしいものが顔をの
ぞかせているからである。この詩の初まりはまた. H. ラウベ CHeinrich
Laube)宛書簡 (1835年1月，ブロニェ)からだ。作者名を伏せるように
希望したが，実名のまま発表された。調刺画，語厳であることがすぐに見
わけられるもので，こう始まる:ぼくはいま 35才./きみはやっと 15 
才かな……/おお ジェニーよ，きみをじっと見ていると./胸に目覚め
てくる あの昔の夢が.1 2.節:1817年のことだが/ひとりの娘さんに出
会った すばらしい子だった/姿も気だても きみそっくりで./髪の恰
好まで かわらないのさ。 3.節:大学へ行くことになって./彼女に言
った 帰って来るよ/すぐにね ぼくを待っていてくれ;/彼女は言った
「あんたが唯一の わたしの幸せよ。J 4.節:もう三年も 法律を/
学んで五月 1日になったばかりのとき/ゲッテインゲンで こんな知ら
せを耳にした./ぼくの彼女は 結婚したと。ー一一五月がやってきて，あ
たり一面緑が萌え，暖い陽をあびて鳥は歌い，虫たちも嬉しそうに這い廻
っている一一そして.6.節:だがぼくは 顔色もわるく 病気がちになっ
た./元気なころの力は 減ってきた;/神さましか ご存じないだろう
ね./夜な夜な悩みつづける この苦しみを。終節:だけどいまは
もとの元気をとりもどした/カシの木に 負けぬくらいにね……/ああ
ジェニーよ きみをじっと見ていると./胸に目覚めてくる あの昔の夢
が/一一この詩では，数字(年令，年号，月日など)を詩句の中へさしは
さんて、みたかった，そうラウベ宛に書いている。外見ばかりではなく，そ
の数字は，一つ一つ発音していると，昔の夢，昔の幾人かの恋人たちの顔
が思い起されるのだろう。死の床についてからのハイネの歌にも，同じよ
うな夢が夢みられるのだが，その一つを. 1850年代の「意地悪い夢」
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(Boses Getraume)， Iロマンツエロー」の「ラツアルスJ17.の一部分でみ
て，この項を終ることにする。それは， I悪い夢のやつ IJと半ばからか
っているように聞えるものだ。こう始まっている:夢の中のぼくは また
若く 元気になっていた一一/そこは 山ぎわの高台にある 別荘だ，/
駈けっこをして 小さな道を走りおりる，/駈けっこの相手は オッテ
ィリエ 手に手を取って。一一きれいなスタイルのこの子は，海色の眼を
水精のように目ばたきし，声を聞いても真心と誠実がすぐったわってくる，
その話も，この子の頭のよさ，奥ゆかしさを思わせる。青年のぼくには，
近づきにくいほどで，冷静を保ちつづけようとするが，いつかその子の手
に口づけする。そうして:たしかぼくは 百合の花を折り，/彼女にそれ
を与え び、っくりするような声で言った:/ぼくと結婚してくれ妻にな
ってくれオッティリエ 1/きみのように心清く 幸せでありたいの
だ。終節へつづいて:彼女がなんと返事したのか チンプンカンだった，
/急に目が覚めてしまって一一ぼくは/もとの病人にもどり 病室で/相
変らず 絶望を抱いて寝ているのだ。一一オッティリエは，従妹のテレー
ゼ・ハイネだとも言われている。遠ざかってきた「ロドリゴのロマンツェ」
へまたもどらねばならぬO
このロマンツェの最初の詩節は 対象の女性への呼び掛け語「ドンニヤ
クラー ラ， ドンニャ クラーラ!Jに始まる。これは「ドン・ラミロ」に
そのまま引き継かれているのだが，さらに「歌の本」の「帰郷」の中の，
表題をもっ詩群の一つ「ドンニャ・クラーラ」として現れ，これにすぐ続
く詩「アルマンゾル」には，騎士アルマンゾルと並んで城の女主人クラー
ラは坐っている。これらの総括者のような悲劇「アルマンゾル」にもまた，
その名ごりが女主人公ツライマの名となって見られ，花婿の騎士ドン・ア
ンリークがドン・フェルナンドのように現れ これの案内役の騎士にドン
.ロドリゴが姿をのぞかせるという具合なのだ。原詩ロドリゴ・ロマンツ
ェ以外のものは，すこし後の1820~23年へかけての作品である。このロマ
ンツェの内容などについては前に触れられたが ここにその主な詩節を形
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式の点からもう一度かかげておこう:ドンニャ クラー ラ， ドンニャ ク
ラーラ 1/幾年になるだろう 身も心もささげてから…… 2.節:ドンニ
ャ クラーラ， ドンニヤ クラーラ 1/楽しく生きてこられたのはあなた
の贈物…… 3.節:ドンニャ クラーラ/ 喜ぶがL、い，/あすはもう
大祭壇で……と「ドンニヤ クラーラ !Jがロドリゴの口から， 1. 2.詩節
の初詩行， 3.詩節の半詩行へわたって繰り返される。続く4.5.6.詩節でも，
同ーの形式で，クラーラの口から「ドン ロドリーゴ」が，相関のような
形式で連呼される:ドン ロドリゴ， ドン ロドリゴ1/あなたの言葉に
身のおきどころもないくらい…… 5.節:ドン ロドリゴ， ドン ロドリ
ゴ1/悲しみ嘆くのを ぜひやめにして…… 6.節:ドン ロドリゴ，勇
敢な騎士，/いまはぜひ はやる気持をおさえて，/わたしの婚礼の式へ
来てください…… 一一7.節でも，連呼されるクラーラの名で始まって，
ロドリゴは出席を約束する，その後はもう止むのだ。
この手法を学んだのは，デュッセルドルフ高校時代の愛読書の一つ，フ
ケー(騎士小説「魔法の指輪」中のロマンツェ)からであった。城郭の女
支配者の名は同じクラーラ，それに奉仕する騎士の名はガイフエロス O フ
ケーのロマンツェの書き出しはこうだった:ドン ガイフエロス， ドン
ガイフエロス/ふしぎな 美男の騎士/わたしは いつか城から呼び出さ
れた/やさしL、 なんどもの願いを聞いて。一一対話体でまた:ドンニヤ
クラー ラ， ドンニヤ クラーラ/あなたは城主，わたしは従僕/あなたは
太陽のようなお方 わたしはただのまよい星/女ながら権力者 さあ い
つなりとご命令を一一。
ロドリゴ・ロマンツェの出来上った時期はこの年， 1816年の末という人
もあるが，ここではやはりメンデ年表にしたがって，この年の秋としよう。
こうした詮索は，たとえば比較的新しいハイネ伝作者などのように，その
詩が書き始められた時期は，明かではないと言ったほうが真実かもしれぬ。
上表には，同じ仲間としてすでに触れられた， i夢の絵J2.， iリー 卜J1.， 
(14) (次頁へ掲載。)
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そのほか「夢の絵J5.までが挙げられている。この時期は同時に，ハリ-
e ハイネの学友ゼーテ宛10月書簡の日付でもあった。上述の，フケーとハ
リー・ハイネとのロマンツェの，ごく単純な比較でも知られるように，す
でにデュッセルドルフ時代から始まっている前者からうたけ印象はかなり
強いものであった。学友ゼーテの保存ケースには，高校生ノ、イネの手で書
き写された，一部のフケーからのこのロマンツェ稿がおさめられていた。
パリが平和で、明るくなった時，すでに1813年に刊行されて，一部の読者に
迎えられていた「魔法の指輪」など一連のフケーの詩作品は，以前からの
クレーメンス・ブレンターノ(アルニムと共編の〉少年の魔笛 (1806-08
年).そしてほぼ10才年上のルードヴィヒ・ウーラン卜(持情〉詩集く.1815 
年)たちの作品と同じように，戦後の流行，文芸復興の主役をつとめた。
政治的には主政復古，芸術的にはロマン派の時代が来ている。フケ一流行
の波は，ウーラン卜たちにもうけ継がれる。ブレンターノの民謡調に，ウー
ラントもドイツの庶民たちの心をのせて楽しませた。後にまだ若いハイネ
が「歌の本」を公刊した時も (1827年).その売れゆきはウーラントに及
ばなかったほどであった。この二人，ブレンターノ (ClemensBrentano). 
ウーラント (LudwigUhland)の詩も，ハリー・ハイネの愛読したもの
だが，その影響が現れるのは，もうすこし後である。ただ，ブレンターノ，
とくに「少年の魔笛」は，もうこのロドリゴ・ロマンツェ制作期に，同期
生といってよい「夢の絵J2.以下には，その跡がところどころに見られ，
それは詩人ノ、ィネ一生の詩作品の主要な源泉となったのである。最晩年の
ロマンツェン集「ロマンツェーロー」の翻訳者にもなった，サン・ルネ・
テヤンディエに語ったと L、う言葉にも i(……〕これらの詩節は，どち
らかといえば騎士の活躍するロマン主義時代を背景としている。わたしの
書き方も，クレーメンス・ブレンターノ，そしてあの「少年の魔首」の一
(14) Jeffry L. Sammons: Heinrich Heine-A modern Biography. Princeton Universi-
ty Press 1979.この作者は，詩人ハイネの生涯の1/3にあたる最初の20年間の消息
は不明だと言っている。
(15) Houben.前掲書 S.904.
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部にある調子にならったものだ。どうしてそんな事をと言われても……?
そうだ，表現したし、と思う感情を，やさしくて品のある，しかも古風な詩
形で包むと，とても魅力一杯になるような気がしたからだ〔……〕。最も
若い時代と最も年老いた時代のハイネ詩作に ロマンツェが太い流れとな
ってつながっていること，しかも，その先師たちの影響を形と内容を変え
ながらったえようとしていることも語っている。この詩形式ロマンツェは，
本来は，いわゆる「流しの唱歌」に根ざすもの。若いハイネは，民謡より
もさらに生いきとした暮らしをうたう歌，そこへ帰り，そこから出発しな
おそう，騎士の形姿，行動を古い因習から解き放つよう心にかけた。ロマ
ンツェ詩人ノ、ィネの功績は，それが古くは「嫉妬Jなどをテーマとし騎
士道とカトリシズムに深く染めつけられた色彩を，俗謡，民謡の持ってい
る素朴で明快な調べと，庶民の力強い生命力とで，新鮮な色合いと新しい
形式とを生み出した点にあるだろう。そうした意味からも，たまたまフケー
の騎士物語，ロマンツェの流行と出会ったハリー・ハイネが，他の同時代
の詩人たちと同じ道を歩きながら，少年時代からのさまざまな体験によっ
て，独自の方向を切り開いて行くことになる。あの「盗賊物語」といっし
ょに，ピュルガーの「詩集」を手にしたのは二，三年前のこと， リュツエ
ウム生ノ、ィネが最初に読んだ騎士物語は， rドン・キホーテ」からであっ
た。朝早くこっそり家をぬけ出して，デ、ユツセルドルフ宮廷広場で「心に
読みふけった。北ヨーロッパを背景にえらんだフケーに対して，南フラン
スに取材したウーラントも少年ノ、イネに騎士たちの世界を開いてみせた。
「ロマン派J(Die romantische Schule， 1835)の中に，通俗にすぎるフケー
にも敬意を示し，一方ウーラントにはより高い評価を与え，よくデュツセ
ルドルフ古城跡で朗読したという，その詩「羊飼J(Der Schafer)を掲げ
ている。騎士にかわってあらわれた羊飼には親近感がある。その1.詩節
(4行美しい少年が羊の群をつれて/王城のすぐ傍を通りかかった;
(16) Elster， 7 -304. 
(17) ebd， 5-344f. 
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/かわし、L、王女が窓(鋸壁)から見ていたが，/もうじっとしていられぬ
様子だった。ーーお前のところへおりて行ってみたい，と彼女は呼びかけ
るのだ。
高校生ノ、イネが，フケーのクラーラとガイフエロス・ロマンツェを書き
写したり，時にはその片言隻句を口ずさんだだろうと思われる，登場人物
たちの演じる筋書きは，上述の対話にみられるように，城から大通りをよ
く歩くことのある二人は，やがて，その宗教信条の相違することを予感し
合う O 十字架などキリストを象るものに従うよう促すクラーラから，異教
徒ガイフエロスは巧みに言い逃れをしてきたが，一夜，いつもの城の窓の
前での二人，クラーラから偽らぬ愛の告白を行うように迫られて，やむな
くその信を曲げて，クラーラの前に脆く O だが，そのクラーラも，愛する
騎士が，北アフリカの回教国王と知る時がくる。そのために，気を失った
クラーラをかどわかしたガイフエロスは，クラーラの兄弟たちによって打
ち殺される。修道女としてクラーラは，さびしい苦行のうちに，恋人ガイ
フエロスの霊に身を捧げた……。このロマンツェに触発されて，ハリー・
ノ、イネが一つの構想、をつかんだのは ここハンブルクでよりももっと早い
時期， 1814年の頃ではないだろうか。それは，ゼーテ宛書信の中で，ユダ
ヤ人家庭育ちの見習い銀行員が，カトリックに宗旨がえしたとしか思えぬ，
しおらしい「歌」をと，開笑を買いはせぬかなどと書いて， r以前の詩」
は……と附け加えた，あのデュツセルドルフ時代にほぼ出来あがっていた
のではないかと思われる。その詩群は， r夢の絵2.j，r戒めj，r愛の祝福」
の三つの詩をめぐる「夢の絵5.9.j，rロマンツェン8.9.jなどだ。この中
でも， r夢の絵2.jは，さきに述べたフケーの影響のほかに，それを聞く
子供たちは恐ろしさに身をすくめる「民謡」の形式・内容上の諸要素(ヨ
ゼファのそれを含めて)を併わせ持っている。「夢の絵2.j とロドリゴ詩
とは，以上の点で，形式までも相似しているとしてよいほどだ:美しい乙
女一一冷たし、墓を掘る一一暗L、墓穴の中へ突っ込むように落ちるわたし…
…。そして，結婚式場の美しい花嫁(クラーラ)一一キリストの名を唱え
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て招客(ロドリゴ)を戒める一一フェルナンドの口から，きょう，お昼，
ロドリゴは死んだ……。また，内容の上でも，二つの詩には， I死」のモ
チー フ， I悪魔」の魔法が戯曲的な場面を薄気味悪く支配していながら，
残忍性，凄惨なカタスローフェを感じさせず，むしろ優しさ(美しい乙女)， 
慎ましさ(ロドリゴ)が，冷やかな言葉，仕草にもかかわらず，一種の無
邪気さを全場面に表出するのだ。一方で，ロドリゴ詩の成立期を，ゼーテ
宛書簡の日付へ近づければ近づけるほど，それはアマーリェ体験に結びつ
けられ易くなる。この詩などから，その体験を完全に除外することも出来
かねる。すでにデ、ユツセルドルフ・リュツェーウムの終り頃から，従姉妹
たちを含めた「美しいおとめ」たちへの「あこがれ」の火は燃え始めてい
た。ハンブPルクへ来る前後から それがアマーリエ・ハイネを焦点にして
ほとんど発火しかかってきた。その瞬間，冷い水が注がれたようだ。その
ために受けた衝撃。よくこの詩のテーマは， I嫉妬の妄想」といわれる。
それもあくまで「報いられぬ恋J，ゼーテ宛十月書簡中の従妹の行動に重
点、をおく理解の仕方で，それだけでは，この書簡からハリー・ハイネの置
かれた状況を十分には捉え得ないことは，前に述べた。上のテーマは，せ
いぜいクラーラに招かれて 結婚式場に姿を現すまでのロドリゴの胸の内
のもので，クラーラの結婚を祝福しようと精一杯につとめている。怒りと
嫉妬とは，彼が式場を追われてから，その胸を苦しめたで、あろう。(しか
し，その苦しみをハリー・ハイネは従妹アマーリェに対しては，まだ持ち
合わせてはいなかった。)それは，むしろ退場を命じたクラーラの厳しい
言葉が，彼の胸に突き刺さったからであめう。それは，主題の意味するも
のと違って，恥辱と怒りとを沸き立たせた。そして，真昼間に死へ追いや
られたのだろう。この詩が，以前のもの(デュツセルドルフ時代)よりも
すぐれた作となったことは，語句の書きなおし，詩行の若干の削除だけで，
つまり全体がほとんど元どおり生かされたまま， I歌の本」の「若い悩み」
のロマンツェン群に組み入れられたことからでもわする。どんな制作過程
をとったにせよ，ほぼ1816年末へかけてこの形に整えられたとするのが妥
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当であろう。そのようにみると，この詩は，この時期の最後の詩になるし，
次の20年代の詩人ノ、イネを予告する新しい部分が秘められている。上述の
ロマンツェと同時期に作られたと思われる 三つの詩を書き添えておく。
そのうちで，旧名「結婚式J.いまの「夢の絵J5.は.Iロドリゴのロマン
ツェJ.I夢の絵J2.と同工異曲のものだ。むしろ，このロマンツェを恐ろ
しい「夢」の枠の中に小さく編曲したと言ってよいだろう。それは以下に
抜き書きする主要詩節からも知られるように，旧名「ふしぎな乙女J.い
まの「夢の絵J2.に共通するものを持っている。現実性は乏しいが，その
素朴さと身近かな日常性とで人々の口から口へまことしやかに伝えられる
話に，あのヨゼファーから受け取られた激情，酷薄が加えられ，小気味の
よい恐怖，戦傑を誘い出す。したがって，これらはトリオを作り出し，半
ばその主題が「不幸な恋」であるために，少年ノ、ィネの終りの時期を，最
初に巧みな筆使いで描いた，想い出の作品である。「夢の絵J5.は1詩節，
その第1節4行は.I夢の絵J2.の長い，最初の6節に相当する書割り部。
そこには，なぜこの血が荒れ狂うのか，その心臓が真赤に燃えただれよう
とするのか?一一そう自問しながら，煮えたぎり，泡だち，沸き上る血を
流し，激しい火のような怒りに焼きつくされる心臓を掴み出そうとする「わ
たし」が示される。悪い夢の中，陰惨な顔つきの「夜の息子」が息をはず
ませて「わたし」を連れ出して行く。明るく館が照り出される。ハープの
ひびき，大松明の火あかり，大蝋燭の光。館の内は，飲め，歌えの大騒ぎ。
4.節(それは陽気な婚礼の場)テーブルの客たちの顔も嬉しそうだ。/式
を挙げる三人にわたしが眼をやると一/ああ! わたしの恋人が花嫁であ
った。 7.節.花婿はその盃になみなみとついで/飲みおわると やさしい
手つきで/盃をさしだす，花嫁の嬉しげな微笑一/ああ! 彼女の口にし
たのは わたしの赤い血であった。 8.節:花嫁はかわいらしいリンゴを手
に/それをそばの花婿へさし出す。/ナイフを取った花婿は， リンゴに深
く切れ目を一/ああ! それはわたしの心臓であった。 9.節.彼女の甘い
流し目，いつまでも彼を見つめる/花婿は人目もはばからず花嫁を抱く
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/彼女の赤い頬へ接吻を一/ああ 1 このわたしに口を寄せてくるのは，
冷い死神であった。一一ー「わたし」の舌は鉛のようにこわばり，ひと言も
声には出せず，ダンスが始まる，きれいな衣裳の新郎新婦が先頭に……そ
の中で， rわたし」は死骸のように黙って立っているところで，この「夢
の絵」は終っている。「歌の本」へ取り入れられる前の詩稿， 1821年の処
女「詩集」稿(表題〉結婚式()は，このむくろのように立っている「わ
たし」を，さらに二詩節を加えて描き足してL、た。それでもって， r夢の
絵J2.の終節と同じ手法を繰り返していたのだが，次に示されるような内
容であったためからも，詩全体の賛肉を削り取ろうとしたのであろうか。
原詩と思われるものの12.と13.節:花婿の目に飛びかう火花，/美しい花
嫁の頬に真赤なはじらいの色，/足をすべらせる二人を 新枕が待ってい
る，/わたしも その後から足を忍ばせるのだ。 ょうやくたどりつく
と 全身が顧える，/わたしのぐるりは 火の海と燃える，/足もとから
大地がどっと崩れる，一/わたしの心臓はけいれんし一一そこで眼が覚め
た。以上のように，この頃，若いハイネの手もとには数篇の詩があったは
ず。それらは，愛する人には見むきもされず，だれか他の人に読み聞かせ
たら， rこれ，きみが作ったの?ほんとう ?Jと語られるだろう。「一間の
本にしたいと思っても，どうしてL、L、かぼくにはわからぬ……。」と学友
ゼーテに書いた。
ユダヤ人について，少年期のハイネは考えたことはなかった，そうよく
言われる。たしかに，デ、ユツセルドルフでは，直接にそれについて考える
機会は少なかった。しかし学友ゼーテ宛第一信で，アマーリェの冷い眼
に不安をおぼえる中で，あたかもこれがこの手紙の主要事であるかのよう
に，そして，実際に， r折り入って」の願いとして，とてもこまっている
ヨゼフ・レヴ、ィーの救済をうったえている。レヴィーは， リュツェームに
学んだ，貧しいユダヤ人家庭の子であった， r・h ・..聞こえるだろうか，こ
れは人類の声だ。」この声も，さらにつづけて直接にユダヤ人の子を語る
わけでもなく，第二信の，上述の「ユダヤ人間の緊張」についても，ハン
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ブルクの当時のユダヤ人たちの真相についての知識もなく，関心もうすい
ことを，手紙の文面そのもののもつ暖昧さが物語っている。けれども，ハ
リー・ハイネはハンブルクへ来て，初めてデ、ユツセルドルフでは知らなか
った，フランクフルト・アム・マインでも，ほとんど関心をその時は強く
はひかれなかった， Iユダヤ人の世界」がどんなものであるか，その輪廓
をほぼつかんだのだ。だから，当面手に持っている「愛の歌」の公表のこ
とが，その作者ユダヤ人と共に問題になってくる。「夢」と「愛の祝福j，
続いて「ロドリゴのロマンツェ」は， 1817年になるとすぐに「ハンブルク
の目j(Hamburgs Wachter)誌の一欄に掲載される運びになる。作者名は
当然匿名で。上の第二信に最後の補足をすれば， Iぼくは，ここでは孤立
の状態だ，以上の文面で，これは分ってもらえるはずだ。ーー叔父は山荘
で生活している。そこに集るのは気取り屋に，おめかし屋，如才ない物書
き，大金持ち，市参事会のおえら方など，ぼくには用のない人たちばかり
・・…。」こうして，愛したけれども，愛してはくれない女，アマーリェに
よって，ハリーは墓場か地獄へ追いやられ， Iユダヤ人」という札っき者
になるのだろうかとLづ不安と孤独の感情が，一つの原型をっくり上げて
きた。「不幸」は，すでに上に見られたように， I従妹アマーリェ」との関
係からだけで生じたものではないのだ。あのロマンツェの「ロドリゴ」が，
その片鱗でも示してい手だろう O ただ，それは「愛」の経験の序曲だと「回
想記」に威勢よく書きとめた「ヨゼファ」との出会いが，まだ，少年期の
まっただなかで、あったのに対して，その思いの丈は深く，受けた傷もさら
に深かっただけで、ある。このロマンツェの女主人公クラーラは，フケーか
らのただの借りものにすぎないが，そしてこの作全体が模造品だとしても，
われわれはクラーラの中に，ヨゼフア，アマーリェなどを，見てもさしっ
かえないだろう。また，それぞれ「夢j，I結婚式」と初めは名乗った「夢
の絵j2.5.のおのおのの女主人公「ふしぎな乙女j，rかわL、L、花嫁」を見
ると同時に，愛のモチーフのほかに，怨み，ねたみ，さまざまの死を背景
に見てもよいだろう。死といえば，ロドリゴのは，自殺であろうか，他殺
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であろうか。地方伝説のように，悪魔は登場していないが，ロドリゴには
多分にその雰囲気があり，だからクラーラは，場面が転換するたび、に恐怖
をつのらせ，失神までする……悪魔(ロドリゴ)が悪魔によって追われて
いったのか，あるいは，もっとわかり易くは，花婿フェルナンドの手でロ
ドリゴは殺され，それで意外にもクラーラは安堵したので、あろうかH ・H ・。
原型はいくつかのヴァリエーションをもっ。10までの番号をもっ「夢の絵j，
9までのシリーズの「リーダー(歌曲)j，20でサークルを結ぶ「ロマンツ
エン」は，とくに「若い悩み」の名のもとに，上述の原型を源泉とした変
奏曲で，少しづっ詩形を変え，最後に最も技巧的な「ソネット」形に到達
するのだが，この原型には，なおもう一つ，詩か，商か，とその選択を迫
られる孤独な青年の苦悩が溶け込んでいるのだ。「デ、ユツセルドルフの町
はとても美しい。……jCf回想記j) とこの生都は誇りとされるのに，自
由ハンザ都市ノ、ンブルクは，なぜ陰気くさく，醜い町だったのか。しかし，
この町に，若いハイネは堅い紳で結びつけられることとなる，いまはその
最初の時期である。ヨゼフ・クルーゼの労作「ハイネのハンブルク時代」
に拠れば，デ、ユツセルドルフ時代から 1815-31年のパリ移住まで13回の
滞在、 1843，44年の二度の訪問が繰り返えされるとL、う。もちろん，こん
なにたびたび訪れた町はほかにはない。そこには後に，母と妹とが住むこ
とになったからでもあるが，その滞在期間の合計は7年にも達するほどで
あった。そのうちの最も長い滞在が，いまの1816-19年の間である，ハリー
・ハイネが， 18才から21才になるまで、の。それも，両親の家から離れ，見
知らぬ，初めての世界へ足を踏み入れたのだから，この期間のハンブルク
生活は，特別の，意義深い性質を持つものO だが，その生活の内容を具体
的につたえるものはない。
この1816年の二書簡を初めて紹介したヒユツファは，書中の興味ある点
としてその二，三をあげている・1)押しつけの仕事への反発， 2)金持
(18) ]oseph A. Kruse: Heines Hamburger Zeit， Hoffmann u. Campe Verlag， Ham-
burg 1972. 
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ちの叔父との対立， 3)商都の小商人根性への反感， 4)謙遜ではなく，
卑下するユダヤ人を見てうける圧迫感。そしてこう言う， rこの書簡には，
ノ、イネのすべてが現われている，一部はすでに彼自身が本来もっている表
現方法で。」筆者も，さきに，その主内容だけをこの程度にはまとめて挙
げた。これから見てゆきたし、のは，上の，1)と 4)との二点である。
先づ，これまでも折にふれ依拠させてもらってきているブロート，ヴィ
ントフーアのほかに，シュトロットマン，ヴオルフ，それに新しいキルヒ
ヤーといった人たちから短い意見を示してもらう。ハイネ伝作者として，
詩人ノ、ィネを公正に評価しようと真撃に努め，大作を遺した人，マックス
. J.ヴォルフは，この時期のハリー・ハイネを，大略，次のように書き
とめている。この時，商業の道へ進むことをどうしても拒むというのでは
なかった。二年間ほどのザロモン商会勤務後，叔父は「ノ、リー・ハイネ商
会」創設資金を甥に与えているが，これは，本人がいつか大物になるかも
しれぬと，たいへんな期待をかけいた証拠だ。 1819年早春この屈が一年も
たつかたたぬに倒産したのも，けっしてハリー・ハイネの無能にその責が
あったわけではない。むしろ，若い庖長は， I古を自力で経営するつもりで，
はっきり従妹との結婚を申し出て，それを従妹からことわられたために，
叔父一家と反目するようになり，叔父の!古との取り引きも途絶えがちとな
り，庖ざらいに追い込まれたのだろう O 自分の事業にこれから打ち込もう
とする姿勢をこういう風にかわされれば，腹立たしさだけが残って，もう
商人，金貸などになるものか，ハンブルクという町も，叔父の顔も見たく
もない，そうした嫌悪感に襲われたで与あろう O
上述のヴオルフ説は，終りの， rハリー・ハイネ商会」の項以下に多少
の疑問が残るけれども，全体としては，若いハイネがしっかり捉えられて
いる。それは，次に見られるような，いわば反対の捉え方と対照されると
き，一層注目されるのである。シュトロットマンは，こうした側の元祖で予
ある。ただ，この元祖の眼は，意外に新しい，根本を忘れぬ正しい坐に据
(19) Max ]. Wolff: Heinrich Heine. Munchen 1922， S.26. 
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えられているのだ:当時ノ、リーがどんな計画，希望を胸にしていたか，ど
んな勉強をしていたか，それはまったく不明だ。重要なことは商業嫌いが
弱まるどころか，一層強くなったこと，それに，商都ノ、ンブルクを手はじめ
に，アクの強い郷織を浴びせることがこの頃から多くなったことである。
若いハイネが，あのフランクフルト・アム・マインで，ルードヴィッヒ
・ベルネの横顔を印象深く見たとき，ベルネは，それまで勤めていた警察
官補の職から，追放されていたと思われる。若者の希望は大きいのが常だ
が，ユダヤ人たちの職業選択の幅は狭められてきていた。商業そのものに
対する単純な嫌悪感を，ハリー・ハイネに見るのは，どこかに肝心のもの
を見落してしまうことになる。たまたま筆者と同じように，といっても遥
かに若いゲ、ルマニストらしいH.キルヒャーは，ハイネの断篇ロマン「ラ
ビ・フォン・パッヘエラツハ」の構成を分析 解釈することが動機となっ
てまとめ上げた「ハインリッヒ・ハイネとユダヤ教」の中で，この点につ
いてほぼこう述べる:青少年期ノ、イネを特徴づけているものは，ユダヤ民
族の信条に由来する風習と気質の生み出すコンプレックスである。一つは，
ユダヤ教の知識とその実践から受け取られた精神的な鍛練，それはし、っか
彼自身の情動に消えがたL、刻印を打ち出すものであったことは疑いをいれ
ない。もう一つは，その反面とも言えようか。何にもとらわれない自由な
精神とそこから当然出て来る一定の信条に対する巨離保持， しかも実際に
は，キリスト教社会内で‘のユダヤ教信者の特殊な地位に気づくときの苦痛，
それらは同信の同時代人たちに共通したものながら，感受性の強い彼に特
有のものとして現れてくる。こうしたいくつかの特性の開花する有様を，
成人後の詩人ノ、イネの作品にわれわれは見るのである。そして，いま当面
の「出来損L、」と誤解されてもしかたのないデ、ユツセルドルフの息子が，
十九世紀にはいって多くの都市で活躍するユダヤ商人，高利貸仲間になる
ことに，一面では心を移しながら，他面では背を向けようとするのを正当
に理解したL、とする。
仰) Hartmut Kircher， Heinrich Heine u. das Judentum， Bonn 1973， S.100. 
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このような点について，ヴォルフが ハンブルクでビジネスマンとして
働き始めた若いハイネが，従妹の持参金を目当てにしたとか，それで安心
できる将来の地位を得ょうと打算したとかは，誤まった憶測だとブロート
は言う。その主張には，キルヒヤーと共通した部分がある。この種の憶測
の出所は，ユダヤ人はみんな仕事が出来るし仕事熱心だ，こうしたどこ
でもだれでもが持っている評価からだとする。たしかに彼らの実務的才能，
生活力は高く評価されねばならぬが， どの時代にも彼らの中に，夢想家，
熱烈な空想家，もっと重視しなければならなぬ傾向だが，理論家，宗教家，
あるいは芸術家といった純粋な精神界で活動できる性質を備えた人たちが
存在しているしさらにこの虚実を兼ね備えた中間，あるいは混合型のも
存在すると言う。ヴォルフのように，この公正な評家でさえ，ユダヤ民族
の持つ両極に対立する性格を調和させようとすると，ややもすると先入観
に支配され易く，計算高い，物質主義者をその特性として挙げる。しかし
ノ、イネのような複数眼の持主は，実務家，空想家，その中間，あるいは混
合などと L、う抽象的な基準で割り切ることは不適当だろう。それにこうし
た選別方法は，どの場合でも取られるもっとも平凡なもので，結局は，そ
の人この人の，事業，作品による評価と判定に委られるのが至当である。
この点から，ハイネは計算好きとか，冷静な理性をいつも持ちつづける人
ではなかった，とブロートはみる。遊びほうける父，理知の眼を輝かす母。
その聞の息子として，ハリーは， ["進歩の光と予感に満ちた薄明との聞の
中道」をさがし求めてゆく運命の子であり，その可能性を恵み授げられて
いた。ブロートは，客観性をもっ抽象論からではなく，たとえば「回想記」
の，あまりに主観的に過ぎるとさえ思われるものも，せめて拠り所として，
判断材料としている。そしてさらに，その「ハインリヒ・ハイネ」伝の中
で，揺れ動いて，捕捉のむつかしいこの中道追求にハイネの真の意義があ
ることを，叙述の中心においていると思われる。いずれにしても，計算下
手であるため商人の才能などなく，金を使うことには興味をもったが，金。1) M. Brod，前掲書 S.28.
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儲け，貯蓄など関心の外のこと，それに伴うものは，金詰まりであり，そ
れでいて浪費癖もあった。ただけっして金のために自由を失うことはなか
った。ハンブルクで叔父の日常生活に一部でもふれるようになると，そこ
に自分と正反対の人聞を見た甥は異様の感がます守したのだ……， と言う O
計算ごとに気の向かないために，商人としての才能はない，などの見方
には少し古レ先入観がまじっているのだろうか。ブロートから，ヴィント
フーァのハイネ論へ眼を移すと，ここには異った見解に出くわす:高校を
修了後，ハイネは両親のつよい希望で，商人ないしは金貸に，ということ
になり，ハンブルクにまでやって来て努力を重ねてきたが，まるで物にな
らなかった。あわよくば，第二のザロモン・ハイネに，そう両親は願った
が，息子の本心ではなかった。といっても，本人に商業の素質がないと断
定は出来ない。後に文芸界で，時に筆にかえて計算機を持たねばならぬ事
態に迫られると，ちゃんとそれが出来たところから，その素質は普通の商
人に劣るものではなく，相当に勝れたものがあったことを示すものだ。原
稿料，住居費，遺産などの問題に，詩人ノ、イネがどんなに粘り強く，巧妙，
機敏に対応したか，その実態はよく知られている。このように，ハイネの
商業，経営のセンスは，行きがかり上，文芸，実生活の領域にとどまり，
商業活動そのものの中で，その実力を発揮するところまではし、かなかった。
その可能性の高いことは ハイネが商家に生れたこと，したがって幼少の
頃から，商売の実態，とくに出入りの父の同業者をはじめとして，顧客の
顔までよく知って育てられてきたのが，大事な要因になっている。一つの
機会が与えられ，はずみがつき，さしたる障害物がなければ，詩人ハイネ
と並んで，あるいはそれに代って企業経営者，銀行家が誕生するかもしれ
ない。こうした潜在能力を持つハイネは， ドイツ文芸界に新風を吹き込ん
だ，とヴィントフーァ所説は続く・商家出身の詩人というのは，それまで
ほとんど聞かれなかった，たとえその名が知られたとしても，ハイネと肩
をならべるものはなかった。 ドイツの作家たちの大部分は，牧師，公務従
(幼 M.Windfuhr，前掲書 S.10ff.
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事者の出であった時代が長年続いていることはひろく知られているO ハイ
ネは，近代文芸活動にその照準を合わせた人であった。近代世界の複合化
に伴って，多数の意見が競合する，そうした情勢を前にして，自分の地位
を確立しようとすれば，世論の形成機関，つまりいろいろなメディアとの
連繋術を心得なければ，すぐに立ち遅れてしまうだろう O 自己の才能を伸
ばすためには，公共の世界が必要なのだ。ハイネの活動ぶりを見ると，そ
こに初めて，文学が生産手段，消費商品として現れている姿がよく見て取
れる。ハイネはまさに， ドイツの職業作家の草分けの一人と言ってよいだ
ろう。親族，あるいは国家から補助金を貰うことがあったが，何よりも彼
は自己の作品からの収入によって生活しなければならなかったのて、ある。
他の同業者のように，作品の量産によって必要とする収入を手にするほど
にはいたらず，質の良い，適量の作品発表にとどめたが，それでも十分な
所得となったのも，彼の作品がよく読まれ，数版を重ねる売れ行きをいつ
も期待できたからだ。晩年に治療代のかさむ大病に擢ったけれども，生活
には因らず，作品の水準を落すようなことはなかった。作品の総数が比較
的少量ながらコンパクトであること，著述活動に斬新さがあって，著述業
を推進する才能があり，十分な収入の道が出来る，これらは，ぱらぱらで
なく，互いに密接に結びつけられていたのだ。若いハイネの初期における
商業見習いの経験は，このようにけっしてマイナスにはならず，むしろそ
の後の生活の土台造りに貢献している。 1819年の大学進学は，もはや両親，
親族の希望というよりは，自分で意欲をもって選んだ道であり，この時，
優先して大きな役割を演じたのは，上述の商経験であった。その時ノ、ィネ
は22才で，普通の進学者より年長であり，すでに就職は経験す'みであった
わけである。
以上の所論の中には，商人と詩人の概念に，この両者を，実際家と空想
家として全く異質の存在のようにとらえる古さを越えて，両者の間の連続
性を強調している点に新しさをわれわれは認めるだろう O しかし，この新
しさの故にブロートの説，とくにレアリストとファンタジストとの中間型，
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混合体論を古いとは言えないだろう O それに加えて，ブロートは，これら
の一般抽象的な考察より，たとえば民族的な枠組みに縛られる特殊具体的
な方法を選んでいると思われる。ブロートの立っている望楼から，ユダヤ
民族の山系がたえず観測されているとしても，ヴィントフーアの視程が広
L 、山並みにわたって人間全体を新しくとらえようとしているとしても，前
者が偏狭であるとして観測値を低く評価されてはならない。その大きな目
的は，後者のそれのまったく外側にあるものではなく，むしろ後者の眼の
及びえない，あるいは見落すかもしれない要点を補足することができょう。
前者に歴史年の古さはあっても，歴史を形成してゆく構成要素として，そ
の目ざしている方向は，たえざる変化に惑わされぬ限り，やはり正しく，
新しさをもつものと言えよう。
ハンブルク，そこは詩人ノ、ィネにとって事実上の生れ故郷の町となるの
だが，そこで初めて，彼は将来を決定する職業を習熟しようとして新しい
間借り生活にはいった。もちろん初めてではなく，周囲の事情からいえば，
最後の試みで，それだけに，ハリーの決意は堅いはずであった。だが，し
だいにビジネスマンか，ぺンマンかの岐路に若者は立つように見え，その
選択に，若者の資質，才能がどのようにかかわったのかを，見きわめよう
とする作業は，ブロートの言をまつまでもなく，詩人ノ、ィネの作品を軸に
して，書簡集をはじめ，同時代人，そしてとくに若者を育ててゆくプロイ
センの姿を眼から離さぬ気くぼりを必要とするだろう O
若いハイネの自己確立の意識が，ハンブ、ルクへ来て，顕著に表面化し始
めた局面に接して，小冊子ながら. H."?イアー・ベンファイを読むと，
簡潔に要領を得たハイネ小像を与えてくれる。その1816-19年ハンブルク
生活は，最もその真相のわからない時期であるだけに，関心を惹くものの
一つだが. I回想記」によって，当時のデ、ユツセルドルフのユダヤ人たち
の状態などは知ることができたのに，同記事に，ハンブルクはまったく現
(23) Heinrich Meyer-Benfey: H. Heine u. seine Hamburger Zeit. Deutscher 
Literatur-Verlag. Hamburg 1946. 
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れないと言ってよL、。それは，この回想文が誰かの手で鉄切られたためで，
伺かの傍証となるもので，補ってみるよりほかはない。ところで，マイアー
.ベンファイは，ただ一人の信頼で、きる学友ゼーテにハリーがうったえた，
ハンブルクへ来て間もなくの激しい孤独感について言う:クリスティアン
-ゼーテは，いま，ハリーにとって緊急の避難場所であった。文面にはい
ろいろあるが，それは単なる苦情相談にすぎず，ハイネがユダヤ生れであ
ることを苦にしているのではない。彼にはハンブルクの人々は全部がユダ
ヤ人であり，キリスト教の洗礼を受けた者 そうでない者に区別している
が，彼はその両派に対して等距離感覚を持っていることは明瞭である。そ
れから，これもはっきり知られる，彼だけが，いわゆる非ユダヤ人，すな
わち，非商人だという感じでものを言っていること G 二-三ヶ月来，両派
の間に続いて起っており，しばらく後にはあちこちでユダヤ人騒動の形を
取って現れる，あのうっとうしい緊張と言っているのも，それは，彼の詩
作上の意図と希望に影響するかどうか，ただその範囲内で心配しているく
らいのものO 小冊子のこのような見解は，一般のユダヤ人の特質に触れて，
これと対立したハリーの感情を述べているのだが，その点よりも，当時の
ハンブルクに集ったユダヤ人ちが，余りにも商業と貿易一辺倒であったこ
と，そうした目的だけに能力を傾注することこそ彼らに天与のもの，こう
した生活態度は，多くは東方(例えば，ポーランド)から移住して来た人
たちのものであり，デュッセルドルフの同信の人たちとは別の性格をもっ
た集団で、あったことに触れている点である。そのハンブツレクの人たちが，
改宗を中心にして争い合っている事態は，ただ争い事として，傍観者ノ、リー
にとっては，重苦しく，不安と当惑をさえ呼び起す。ハンブルクのユダヤ
人たちが重圧感を与えるというのも，東方ユダヤ人たちが，ナポレオン革
命軍による解放を経験しなかったからだ。中世期の迫害の域をあまり出る
ことなく，ひたすら非人間的な束縛によって生存権を奪われ，逃亡か追放
かだけが最後に待っている，危機的な生活環境の中で，生きる道は，金と
結び、つく行商，忍耐と諦念。したがって時には詐欺，偽楠， ~交猪，好策な
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どあらゆる悪徳を集大成した商人集団，時には非妥協的，神秘的な厳格主
義者集団として団結して世渡りするしなかい。 18世紀中頃からの，信仰だ
けでなく英知を求める改革運動も，東方の区域，そこで育てられた人たち
には及んではいなかった。マイアー・ベンファイは，おおよそユダヤ人ら
しからぬ少年と，このハンブルクにいた時期のハイネを言う O その言葉の
意味は深い。この少年にとってハンブ、ルクは，三つの点で，少年に強い違
和感を与える:1)従妹アマーリェとその父一家の折にふれて見せる冷遇。
2)関心をひかれるユダヤ人たちの不可思議な行動。 3)たしかに「一人
のユダヤ系の少年」として，一人の理解者も見出せぬ。一ーその「孤独」
と「孤立」感を何にたとえればよいのだろう o I詩」にも表現できぬ。
1817年初めにつづいて，反ユダヤ調の「ハンブルクの目」誌3月号に送
った「三つの短詩」は，さきに挙げられた「戒めJ，I時間」と「棟梁」と
であった。これらは16-17年へかけて作られたとも思われる。それは，同
誌前号掲載のものに比べて，作者は苦痛を死の苦しみとしてうたっている。
「棟梁」は，クレメンス・ブレンタノの同じような「心の清い少年」をテー
マとした詩に拠ったと言われるが，ロマンチックな，律動の高い，悲しみ
の歌い方で，この三つの短詩のうちでも，新しい巧みな語法を，わずか2
詩節に試みている。ブレンタノの長い詩節で表題の「隠者の修道女」へ呼
びかける「わたし」は， I棟梁」の1.節では，恋人の子を胸に置かせて，
自分の棺を作る棟梁の鎚の音を聞き分けさせようとするのに対して，ブレ
ンタノのものは，-おお，その手をここへ，音がしている/ぼくの胸に，
生の泉の湧き出る音が……」というもの。ハリー・ハイネの胸に，死の虫
が成長しているのに驚かされるし，それを短詩形に，ほとんど歌い流して
ゆく手際の非凡なことには，さらに驚きを深くする。もうこの小誌「ハン
ブルクの目」に詩を数篇掲載させた手腕にもまた驚かざるをえないが，そ
れについては少し後に触れてみたい。ハリー・ハイネは，こうした小さな
外交手段にも長じてきていることが知られ，同時に，詩の読後評は不明と
されているけれども，この年2月から連続掲載されているところからみて，
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まったくの無視，あるいは極端な悪評はなかったと考えるのが至当である。
そうだとすれば，銀行員見習いハイネは，詩人としての自信を少しばかり
持てたかもしれぬ。ハンブルクの市内にも，叔父のオッテンゼン山荘のほ
かに，青年ノ、ィネの胸に巣くっている憂きを晴らし，ふさぎの虫を追い出
す手立てはまだ見つからないのだろうか。ハンブ、ルクがフランス部隊によ
って占拠されたのは1810年で、ある。真のハンブールク市民としてユダヤ人が
認められるのも，すぐ翌年のことであった。それまでの，居住，不動産取
得，商工業経営，そして学校教育などに関する諸制限が撤廃される。若干
のユダPヤ人たちは，市会へ代表として選ばれさえする。だが， 1814年初め
に， ドイツ解放軍がハンブルクを占領すると同時に，すべてのものが再び
制限，禁止される 叔父ザ、ロモン・ハイネのような，豊かな財力を持つ
者だけを除いて。貧富の差も少く，カトリック色の濃い，穏かな町デュツ
セルドルフからやって来たハリー・ハイネを，反ユダヤ色の強まってくる，
潤いのない町ノ、ンブ、ルクが待っていたのである。
この頃のハンブ、ルクの町について，若いハイネに残影をとどめたものは，
かなりの数にのぼる。比較的にまとまりのあるものといえば， 1シュナー
ベレヴォプスキ氏の回想記から」の最初の数章である。この断片のロマン
は，回想の形式による自伝的叙述方法によりながら，十九世紀前半の時代
を背景にして，諸国を遍歴する青年を描こうと意図したものだったが，既
存の回想録を肉附けする暇もなく，いったん中断され，その一部は「ルグ
ラン書」となって出版され，最後に，フランスへ移る直前の頃，数篇の随
想、を潤色して物語を進めようとしたままに終った。最初の二つの章は，ハ
ンブルクへ来る前の頃， 1814年にすでにハリーの書きためたもの，つづく
二つの第3，4章は， 1823-25年頃のものと言われる。いずれにしても，
上述の表題の回想録の発表された時期 (1サロン 1，1833J)にかかわらず，
その記憶の跡はけっし色槌せたものではなかった。あの「回想記」とはち
(24) Klaus Briegleb: Heinreich Heine， Samtliche Schriften in 6 Teilen， Munchen 
1976 Bd. 1. S. 504-518. 
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がって，父母の姿が軽妙に，ユーモアをもって描き始められる。この筆調
子は，後に「旅の絵」シリーズとして，散文領域でも詩人ノ、ィネの大きな
特色を産み出すものだが，すでにこのハンブルク生活の頃から，周囲の人
物，情景など，与えられた現実の裁断方法に利用されようとし，とりあえ
ずメモとして，あるいはそのまま記憶像として胸におさめらていた。「父
の名はシュナーベレボプスキ，母はシュナーベレボプスカといい，二人の
間の嫡出子として，わたしは， 1795年，シュナーベレボプスで、生れた。」
と書きだされ， I回想記」と同じように家の者たちが現れる。美しい町シ
ユナーベレボプスは，ポーランドの首都である由緒あるグネーゼンへはわ
す。か三マイル。息子の遊学先はライデンの神学校，それを送り出す父母た
ちの暖い心遣い，感動のあまり二人は涙ぐんでいる，それでいて，どこか
に人の笑いをさそう善良さ。この語り方は，あるいは筋立ては，かつて〉
ヴュンネベルギアーデく詩で，われわれが読んだものと同じである。つ
まり，それが成立した，ハリー・ハイネのリュツェーウム最後の年， 1815 
年の思し、出に拠るものだ。あの「ヴュンネブルク」は，シャニムニ学校に
車で送りつけられたが，シュナーベレボプスキは，途中からドイツはハン
ブルクへ， Iすぐにライデンへ行き，両親の望みどおり，神学の勉学を始
めるかわりに」。実は本人は，このゼメスターは，神々に関する事柄より
も，俗世間の事をぜ、ひ余計に知りたし、と思ったのだ。それは，シュナーベ
レボプスキにとって，初めての冒険であった。第3章で，主人公が，まず
気づいたがっちりとした家並は，シュナーベレボプスには数少なかった煉
瓦造りの，数階建てのもの，そこは町の中心部にあたるところ。旧市内に
は，狭い，曲り道が多い。まだ焼け跡があちこちに残っていただろう O フ
ランス守備隊が，スエーデン，ロシア，プロイセンなどの解放同盟軍に包
囲され，激戦をたたかつて，ょうやく四年めになるかならなL、かの時。市
内の空気は， どこなく自由で，開放的であった。イギリスとの貿易を禁止
したナポレオンの大陸封鎖政策にもかかわらず，ひそかに密輸船を北海沿
岸まで出迎えてわすーかな輸入物資で、ハンブルクの伝統を守りつづけ，フラ
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ンス出先官庁の徴税を，時には小暴動によって示威しながら，耐えしのん
できた，その後のことである。人の顔もシュナーベレボプス住民たちとち
がって見える。黒いもの，茶色で，ヒゲは黒。トルコ，ギリシャ，アラビ
アの人たちだろうか。言葉もちがうようだ，スカンジナビア，オランダ，
イタリー，もちろんイギリス，それにアメリカ人もしゃべっている。ドイ
ツ語はシュナーベレボプスキにまちがし、なく聞きとれたが，ときどき理解
にくるしむ調子外れの話だと思うと，それはここの方言のようだった。ロ
シア人はまだ見かけぬが，解放戦争に勝利した同盟軍にゆかりの人たちに，
しだいに対外貿易量を増加させてきた外国船からの常客と乗組員たち，男
ばかりでなく女たちのさまざまの顔と言葉が入りまじって，ここは，大き
な国際都市だ。シュナーベレボフ。スキは，ここで何をしようとしているの
だろう O
後続の段落を読むことにしよう。彼は，市民の動態を観察しようとして，
一日中，ハンブルクの通りを歩く。町にどのくらいの数の人々が住むのか，
八万とも十万とも言われるが，そんなことには関心がなレ。それどころか，
行きかう人たちの中で，男にはあまり眼をくれない。どうしても，彼が注
意をむけるのはハンブルク女性であった。痩せた女は一人も見あたらない，
どれも肥満型が多い，時には二度三度眼を返すくらい美しい女の人がし、る，
そして，平均して官能的で健康な肉体の所有者とみえる。たまに限をやる
ハンブルク男性のほうはどうだったのであろう O 彼の眼にとまった主なも
のは，ずんぐりした身体つき，抜けめのない，冷たレ眼，だらしなく垂れ
さがった，特製の食器と見まがうような頬，頭に釘で固くとめられたよう
な帽子，最後に手をズボンの両ポケットに入れている姿，それはちょうど
こう質問しているようなのだ， rL、くら払えばよいのかな?Jこの町の女
たちの，繊細な感覚を覆い隠しているのは，健全な食欲である。ハンブル
クはすべてのものを物質化しようとする，そのように彼には感じられ，し
だいに住民たちの， r物(金銭と食物)Jへ執着する生活を，皮肉な眼で見
てくる。乾いたハンブルクを，読む者は見せつけられながら，シュナーベ
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レボプスキの心の乾きを察知することができるはず。それは，ハンブルク
への反発と瑚笑，反発へまではいかなかったが，もう一歩すすめば，シュ
ナーベレボプスキは腰を上げて，次の旅を始めかねない，砂を噛むような
印象の連続であった。それから彼が救われたのは，アルスターの菩提樹の
並木通り，そこに浮ぶ白鳥の群など，パヴ、イリオンからの眺め，そして，
時計盤のある市庁舎前通り，花の街にあるダンス・ホールなどの，ハンブ
ルクの女たち。この女たちの中で，ホール「アポロ」のへロイーゼ，ミン
カは，実在者の名前として生々としていた，二人の顔形までも。楽しい時
の流れ，その中て、幸福がわたしに微笑みかけていた/そう彼はつぶやく O
この「幸福」が，シュナーベレボプスキにとって， どんな「幸福」であっ
たかは，彼女たちの容姿を描いている筆先きにもあらわれている。それは
具体的には，この「回想JのN章に，次のような形に変換されている:あ
のやさしかった女へロイーゼ，あの頃は，やわらかし、花模様の，インド産
の織盤の上へしか足をおろさず，孔雀の羽で扇いでもらう，それにぴった
りの物やわらかさをもっていたのに，落ちぶれて，騒々しいマドロスたち，
ポンチの杯の列，タバコの煙，そして耳をおおいたくなるような音楽の中
に，身を持ち崩していた。ミンカと久しぶりに顔を合わせた時一一名前も
ミシュカと変り，家もアルトナ近くだといったー一，見ればまるで，ネプ
カドネザールが打ち壊した時の，ソロモンの塔のようで，アツシリア産の
タバコ草ヴァリナスに似た体臭をもっていた一一そして，へロイーゼが死
んだとわたしに話してくれ，激しく，狂うように髪をかきむしって泣き，
くいったりとなって，正気にもどるのに，ブランデーを大のコップ一杯も呑
ませねばらなかった。この章の回想の言葉遣いには，上述の「ドウレーパー
ン通り」の項などで，すこし後の詩人ノ、イネの筆に成るものを思わせるが，
この初めての(シュナーベレポプスキが代って体験してくれた)感覚は，
詩人ノ、イネにとって大切な詩作の要因となるのだ。シュナーベレボプスキ
が，道草を食うようにこの町に来たのは 「神学嫌L、」が原因のようだが，
これからどういう道を選ぶべきかは五里霧中であった。ユダヤ人たちの緊
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張を感じ取るハリー・ハイネも，そのはっきりした原因などわかりょうも
なかったが，何ともなくこれに引きつけられ 思いなおしてその関心を他
へ転じようとする。
1818年の春， Iハリー・ハイネ商会」を開設してもらったにも拘らず，
不成功に終ろうとする。この年の秋には，ボン大学の門が再び聞かれ，こ
のハンブルグでは， I新イスラエル教会堂」の落慶式が行われ，新しい支
部が結成される。メンデ「年表」に拠ると，すでにこの年の初め，ハリー
・ハイネは，ユダヤ教区幹部会へ教区員として受け入れられるように申請
していた，そして，この新教会に所属する新会員として登録され，説教日
にはよく門をくぐったとL、う O こうした推定の根拠はいつも明示されてい
ないが，反仏同盟軍の1813年ライプツィヒ戦勝利後，とくに顕著になって
きたユダヤ教の近代化運動，それと交錯するように拡大して来た「フリー
メーソンJ，その他の団体の活動が投げかける波紋は，この自由都市ハン
ブルクを圏外には置かなかったことを考え合わせれば，誤りではないだろ
う。
かつてここでは，ユダヤ人の居住地を，当時郊外の農業地帯であったア
ルトナ (Altona)，ヴァンツベック (Wandsbeck)に委ねていた。そこは，
他の村よりも自由が認められ，信教に対しでもそうであったからだ。時代
を経て，ハンブ、ルクにも定住を許されるようになる人々は，セフアルディ
系のユダヤ人たち数家族。さらに上のアルトナ・ヴアンツベツクから，ア
シュケナージ系のユダヤ人たちが市内に入って来た。ユダ、ヤ人たち全体を
動かす本部は，アルトナに在った。それは他に見かけぬ，奇妙な編成の三
ユダヤ教区を形成していた。前世紀中頃のことだ。同じように奇妙なこと
は，これらのユタeヤ人たちの不動産，居住についての権利に関する状態で
ある。一般的には，彼らの名前をもって家屋を所有することは禁じられて
いた。その住む家は非ユダヤ市民のもので，市民としての権利は，キリス
ト教徒にだけ与えられていた。このようにしてかつては，市参事会決議に
よって，その居住地区域も，旧市街にはポルトガル系ユダヤ人，その他は
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新市街地に区分されている。とくに旧市内の通りは，すこし歩けば狭い路
地，横町。朝の礼拝時刻，表通のどちら側かを，ユダヤ教徒とキリスト教
徒用にと，物議を醸す。ナポレオンのハンブルク占領以前のユダヤ人層の
状態は，若いハイネのハンブ、ルク生活と前後して劇的といってよい変化を
したことは，前述のとおりである。ハーリー・ハイネの前にあるのは，解
放戦争後，昔の姿にもどったユダヤ人街であった。新しい「イスラエル教
会堂」は新しいユダヤ人の教育を，平等な市民権を要求するために，キリ
スト教徒たちと同じ新しい知識を獲得するために，たとい根づよくユダヤ
教の伝統に固執しようとする同信者たちの抵抗があっても，推し進めねば
ならなかった。テンペル(会堂)は 「イスラエル建設」の夢のシンボル
であった。ハンブルクのユダヤ人たちは，既述のようにして，その信仰生
活のイニシアチーブは，アルトナの町に握られてL、た。かつての，アルト
ナ一一ハンブルクーーヴァンツベックの人々には，それぞれ出身地の相違
はあっても，三教区 (Dreigemeinde)として，北ドイツで，ある点では，
ベルリン地区を凌ぐ集団としての力をもっていた。このアルトナを中心と
した三地区が，ナポレオン占領軍の手で解体されたとき，それに伴って，
ハンブルクの旧市街，その周辺の新市街に居住を許されるユダFヤ人たちに
対しては，早くからハンブルク市民たちの反対と怒りがくすぶっていたの
である。そうしていま，市参事会の中に占める寛容派の説得力も時間切れ
になる時が来る。ユダヤ人側にも，信条をめぐる争い，ことに非ユダヤ人
の攻勢に対してアルトナの伝統をうけついでるユダ、ヤ人たちの反撃の勢い
は，昔とほとんど変っていなかった。
もうすぐに，若いハイネもベルリンでそのメンバーとなる「文化協会」
が「ユダヤ人文化・科学協会」の名をもって活動を始めるのは1819-21年
のこと。しかし，この協会の根は，もっと古くて1792年に創設される「友
の会J (Gesellschalt der Freunde)にまで遡られる。この会の運動はその
(25) Erich Luth: Hamburgs Juden in der Heinezeit， Hoffmann u. Campe Verlag 
Hamburg 1961. 
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後長い間，消滅状態のままのようにみえるが，これなりに一つの存在意義
を持っていたことも事実である。この会と根本においては同種の，やはり
その活動は，短い期間で，一過性の現象のようにみえる， i科学サークノレJ
がベルリンに誕生したのは， 1816年後半から17年前半のこと。集る者23名。
法律，政治学はもちろん，医学，哲学そして文学，演劇と広い分野別に，
演者はさほど深い専門家ではなかったが，幅広くテーマを選んで談論する。
全員がユダヤ系で， ドイツ語を使用する。この中に，ツンツ CLeopold
Zunz 1794-1886)がし、た。ガンス(EduardGans 1798-1839)が，モー
ザー CMosesMoser 1796-1838)もいた。この「サークル」を， i友の会」
が落ちいったと同じ危機から，つまり反ユダヤ主義運動から脱出させよう
と，ガンスたちは一つの協会を後に結成する，その名は「ドイツ連邦内の
ユダヤ人の環境改善協会J。ハンブルグに， i新イスラエル・テンペル協会」
の会堂聞きがあったのは，これより一年早く， 1818年10月。後にこの20人
の協会員は，上述の，ベルリンの三団体がやがて合併して組織されるベル
リンの「ユダヤ人文化・科学協会」にもその名を列ね， iハンブルク特別
協会」として団体加入し，二都市聞の交流が起る。上の「ユダヤ人の環境
改善協会」の書記長モーザーの書きとめた議事録には， 1)経済問題・ユ
ダヤ人の階層を，商業から他の「生産的職業」へ編成するように改革する。
2)思想問題:宗教改革をめざす教育。一ーとある。ユダヤ系の青年知識
層は， 1810年代へかけて，少数の者を除き，独学で新知識を吸収し，キリ
スト教系の若者たちと交友を持つ者は少なく， i友の会」員をみても，た
とえば1816年の， ドイツの大きいユダヤ人居住区域の住民数が，ベルリン
3，300，ハンブノレク7，000，フランクフルト・アム・マイン4，300などとさ
(Z7J 
れているのだから，改革に意欲を燃やす青年たちは，その居住地のほんの
一握りの群にすぎない。「友の会」に集まる100人余の若い人たちは，まだ
仰) L. Rosenthal，前掲書 S.12lf. 
伊7) Hans Liebeschutz u. a.: Das Judentum in der Deutschen Umwe1t 1800-1850. 
S.327f. 
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精神的な連緊は弱く，大部分は富裕な商家出身で，長く伝わる家の宗教的
環境によって習慣づけられた惰性から離脱することはむつかしい，ただ，
頭脳の中で
もの間に培われた堅固な力の束縛を打破しよう，そう企てたO しかし，こ
の人たちに実行力のなかったことを避難することはできなかった。会員の
中からキリスト教徒となるものが少しづっ出てくることも答め立てするの
は無理だ。新しい世界，ヨーロッパの文化を追求すること，それには，へ
ブライ語を捨てるのではなく， ドイツ語を手に入れて，へブライ語の語る
世界を新しく，豊かにするのだ，ユダヤ教をキリスト教と同じくらいに高
める，後者がそうであるように，すべての人間の基礎的な学問のーっとし
て受け入れられることを望む，そのように，改宗していったユダヤ・知識
人も考えたのであるO それは，新しい運動に必ず伴ってくるしまた必要
な「理想」の追求であった。それはひ弱そうだが，それをしっかり支えて
いるのは「人間愛」である。この理想主義，よい意味での空想主義の運動
は，この新世紀になって，ただに宗教の場だけでなく，政治にも，文学に
もそれぞれの新衣裳で現れる。少数弱体の，若いユダヤ-インテリゲンチ
ヤの改革運動が制限，抑圧，禁止などを受けて，最後にはその集会場を見
つけることもかなわぬままに，その姿を消していくものもある。
ハンブルクで，アルスター-パヴィリオン周辺にユダヤ人排斥の不穏な
空気がみなぎるのは， 1819年夏のこと。この町が二度目に経験する最も大
きいもの。若いハイネが，母と叔父との取りなしで，大学進学準備を目的
として，デ、ユツセルドルフへ帰ろうとする，すぐ前の頃のことにもなる。
旅仕度をしながら，さまざまの思い出がその胸に集まってくる，その口を
つい出る歌が「リート 5Jの「ぼくの悩みの美しい揺藍」で始まる6小
節の，一連の「別れの言葉」である。
ここ，ハンブツレクは，同時に， Iぼくの静かに眠る美しい墓場J/美し
い町よ，ぼくはお暇せねばならぬ一一一/さようなら! この声 きみにと
どくだろうか。一一愛する人にも，ただの恋人で、はなく，一段と高い座に
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あるかのような言葉遣い。まだ，あの「愛の祝福」詩の呼吸が残されてい
る。例えば， 3詩節にも， Iきみになど会わなかったらよかったのに……，J 
と書き出して，1ぼくの心を支配する 美しl、女王よ!Jそして続けて，1こ
んなことには ならなかっただろう/だって ぼくはいま こんなにみじ
めなのだ。一一クイーンのような恋人の心を昏乱させたり，理不尽に 愛
してくれと懇願したことは，一度もなかった。ただ，きみの清らかな息づ
かいのあるところ，そこで静かに暮すことのほかに，望みはなかった，と
言う。そんな気持の人間なのに，追い立てられ，苛責のない言葉を浴びせ
られる。彼の心は，痛み，傷ついてしまう。一一最終詩節:手足は だら
り 力が抜け/杖にすがって 身体を引きずるぼくの旅，/その果に 疲
れた頭を横たえよう/遠くの 冷たし、墓の中。上節の「女王」には，実在
の従妹アマーリェを思い浮べることはむつかしいくらいである。しかし，
ハンブルクを立ち去るにあたって，彼女をまったく視野の外に置いて，た
だ「女」の無情を歌に寄せることもむつかしい。若いハイネを「墓穴」へ
突き落そうとするのは， I魔女」の仕業にほかならない。それに耐えられ
るだけ耐え，半ば諦めながら杖をたよりに這うようにして歩きつづける。
それはいかにも卑屈きわまる姿である。この詩もその一例としてよいだろ
うが，ザロモン銀行(1818年)に，そして自己名儀の商屈に働いてきたハ
リー・ハイネにとって，叔父一家は，一段上の人たちのように思われる日
があったとしても，それをとがめだてはできないだろう。その叔父の娘を
愛することには，ある誇りと，一種のうしろめたさがあったかもしれぬ。
ナポレオン後のドイツの生活慣習には，そうした心情に発する律儀さがあ
ったのだ。もちろん，若いハイネが，卑屈を避けて，謙譲へ，諦念へと，
消極の道を選ぼうとしたわけで、はなく，そうして自己を確立するための，
理想と現実との喰い違いに抵抗しようとする，心の葛藤図を，人は見る。
「冷たし、墓穴」へ葬られるまでの経過を，上掲詩節で、たどってみれば，自
らの力量以上のものを強く求めるのではなく，平凡な人間として静かに世
過しをしたいと願う男が，非情の現実に傷つけられ，杖もいつか奪われ，
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たえだえの息の中で、土砂に埋められていくことに，無言の抗議が行われて
いることに気づく o I墓穴」から，苦しみ，悩みを植えつける「報いられ
ぬ愛」への怨み，怒り，そして憎しみの声も聞くことができる。いつかそ
の若者が，大胆で不遜，冷笑と小復讐魔に姿を変えて現れる日が来るかも
しれぬ。ハンブルクの町に， 2.詩節では，恋人に結びつけて「聖なる」場
所の名を与える ("HeiligeSchwelle...…heilige Stelle“)。それは，愛する
人を呼ぶ「女王J ("Herzenskonigin“)にも関連することだが，われわれ
が思い出すのは，この町に到着してすぐの，学友ゼーテへの言葉， Iだら
しない商人の巣， どこにもいる売春婦， ミューズ神は影すらなL、J，I聖な
る……」は単なる装飾語にすぎないのか，それとも小悪魔の冷たし、苦が笑
いなのか。詩人として経験を積み重ねてゆくハイネの，その後の，ハンブ
ルクに与える言葉は，多くは，上述のゼーテに手紙で語ったものと同一で
あった。一一「ぼくはこの美しい女 (Hammoniaハンブルク市の守護女
神，シンボル)は嫌いだ。あの金糸刺繍のスカートにもこの眼を奪われは
しない，彼女が，その黄色い肌に汚れた肌着をつけているのをぼくは知っ
ている。あの含み声も Iね， リントフライシュ(肉 それにパンコ
(金) ! J (イマヌウエル・ヴオルヴィル宛書簡， 23年4月)， Iハンブル
クは，昼間は，計算機センター，夜は，娼婦の館J(R. クリスティアー
ニ宛書簡， 1825年12月など。)これらは冷笑であろうか。また， Iハンブル
クは，わたしの愛する心をはぐくんでくれた，古くて今もま新しい土壊」
("Ein klassischer Boden meiner Liebe“) -K.ファルンハーゲン宛書簡，
1830年日月。これは「聖なる…」の尊称であろうか。類似の語は， Iミン
ネの歌」の聖女を思わせるソネット「母ベティー・ハイネJ(1821)にも，
やさしい母のそばを-in deiner selig susen， trauten Nahe-，放浪の身
の息子を抱き迎える母の慈愛を selig susー とした，その“selig"。さら
にゼーテに気がかりのこととして知らせた，ハンブルクの「ユダヤ人jの
消息のこと。上掲詩には，たしかに「ユダヤ人」についてはまったく触れ
られてはいない。しかしクイーンのように仕立てられている恋人と，彼
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女がこの若者を不幸にしたことも一言も責めることなく，むしろ墓場に安
らかさをもとめるまでに，身も心も低くしている主人公との聞には，堅い
障壁が暗示されている。作者の背後にあのロドリゴ (1ロドリゴのロマン
ツェJ)が立っているようだ。
この数年，ハリー・ハイネの手には，どうしても詩の世界へ導かれるべ
ンが与えられず，わずかにこの上掲詩が数えられる一つである。詩材はそ
れと反対に，その胸に溢れていたで、あろう。やがて処女詩集 ("Gedichte“
1821)に収められる詩群に，翼を与えられて若い詩人の掌中から人と心象
と風景とが飛び立ってゆく。それらの多くの源泉は，このハンブルク時代
にハリー・ハイネを最も苦しませ，その口から言葉さえ奪ったあの「墓穴」
であった。それに似た状態の，ボン大学の友を激励する言葉を読むと，文
脈は違うが，結局は同じものと解してよい文がある 1詩神というのは怠
け詩人は痛い目にあわせるものだ。ぼくが女神たちを粗末にした去年の冬，
ぼミはひどい目にあわされ，)詩がまったく書けなくなったく ("Meine
poetische Unfruchtbarkeit“)。 女たちのためとはいえ，何とも腹だたし
いことだ。J(F. v.ボイクへム宛書簡， 1820年6月)この20年6月には，
初めての悲劇「アルマンゾル」に筆を集めるとき， 1去年の冬」としては，
「ドイツ，一つの夢」など幾つもの詩が挙げられるが，それらは公表の域
には遠かったと思われ，上の「詩集」に収められたものは，一，二にとど
まる。そうしたところからも，ボイクへム宛の言葉，詩作の「不毛」期は，
幅ひろくとればハンブルク時代全体を指すのではないだろうか。さきの「詩
集」の詩群は，騎士をはじめ，奇妙な人物，美女から醜女，それらに栢応
しい新しい語形で，韻律こそはほとんど一定しているが，変わり身の早い
詩的空間を，時に機知と調刺とをもって塗り込んでみせようとする。実際
には，次の大学進学時代にその制作時を限定されようとも，中には多くの，
ハンブ。ルク最後の年に近く生れるはずの「歌と詩」があるだろう。「持情
間奏曲」序詩もその一つ。この詩群 (65)の先導者であると同時に，その
解説者の役をしている。次いで配列される，最後の詩群「帰郷」はもう，
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若いハイネの最初期の詩の調べからは遠い距離を置いているのだから，そ
れほどの年数もたっていないのに，この「持情間奏曲」をもって「若いハ
イネ」から，詩人ノ、イネは別れを告げるといってもよいほどである。1.詩
節だけをみる・むかし一人の騎士カ礼、た 憂欝で，無口の男，/頬は 窪
んで雪のような色;/あっちにひと足，こっちにふた足 よろめき歩き，
/いまも 悪い夢を見つづけている0/まるででくのぼう のろま 背
を前にして歩く男，/かわL、L、花も，女の子も くすくす笑いを ぐるり
から/通りすぎる男の つまづくたびに。そして終節:楽器を手にする者
歌う者歌声はとくに美し~、，/高だかと足を上げ 踊りも始まった;/
気を失いそう みればあの騎士のよう，/やさしい女を抱きしめる
手に力をこめながら一一/そのとき 突然光が消える，/昔にかえって
騎士はさびしそうに 家の中，/書きかけの詩を前にして 昼なお暗L、小
部屋に坐る。「夢の絵J，Iロドリゴのロマンツェ」よりも現実との断絶が
大きく， 1819年までの生活で，作者に，ある距たりを対象と聞に保持させ，
騎士の姿が最後には，悲哀と無常の惑よりも滑稽にさえ見える。
パイロン (GeorgeN. G. Byron)の著作が輸入されたのは1814-15年頃
から。ハリー・ハイネが，陰気くさL、小部屋で眠りこけていない限り，こ
のイギリス詩人はそこにも忍び寄って来たにちがし、ない。そして，実際に
若いハイネを，パイロン書を携えて訪れて来たといってよい男，彼はあの
「愛の歌」数篇を採用掲載してくれたトウルマー (Karl Trummer， 
1792-1858) であった。雑誌「ハンブルクの目」の編集・発行人，その経
歴は明かではないが， ドクター トウルマーで この頃のパイロン愛好者
の仲間であったのは，出版業者として当然であった。 1817年には「マンフ
レッドJ("Manfred“)抄訳が彼の名と共に，ハンブルク「夕刊新聞」上
(28) 
に，発表されていた。若いハイネとすこし年上のトウルマーとの交友関係
はどの程度のものだったのだろう。これまでトウルマーについてはほとん
(28) Wilhelm Ochsenbein: Die Aufnahme Lord Byrons in Deutschland u. sein 
Einflus auf den jungen Heine， Verlag v. A. Flancke， Bem 1905， S.114. 
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ど，その姓だけ，彼の雑誌についてもその誌名が書き添えられているだけ
である。かえって，上注書のオクセンパインなど，古い世代のハイネ書の
ほうが，若い二人の間柄を意に留めている。オクセンパインは:ときどき
思い出したように，反ユダヤ的傾向の小論ばかり掲載することがあったが，
それはさして問題にすることはないだろう O そう考えれば，二人の，いわ
ば持ちつ持たれつの間柄， したがって個人的にはごく親しい友人同志であ
っただろう，としている。この雑誌がどれだけの活動期間を持ったのか，
多分たいへん短いもので終ったのであろうが，その発行者は，雑誌編集者
として，ある程度のすぐれた見識を持っていたことは間違いない。奇妙な，
アルファベット組み合わせの筆名で「愛の歌」とLみ古めかしい詩を読者
に提供しようとL、う意図は，三号にわたって連載したところからも，小さ
な野心のようなものがうかがえないだろうか。他方で，編集子はけっして
時の流れに無感覚ではなかったようだ。トウルマーの「マンフッド」がど
んなものだったかは分からないが，少くとも，第一幕第一場，ゴシック様
式の広間一一真夜中一一マンフレッドただ独り，の場面から始まっていた
だろう。その初句のみを，実際は1820年，ボ、ン大学でA.W.シュレーゲ、ル
師の励ましのもとで‘進んだハイネ訳で:シャンデリアの灯は十分なはずな
のに，どうしてか/灯は燃えようとせず，わたしは目覚めてしまう o /わ
たしの眠りは 眠ったつもりでも一一ほんとうのものじゃなL、。マンフレ
ッドの「悲哀」は，近代人の「苦しみ」を思わせる点で， もしトウルマー
訳を若いハイネが読みとめる機会があったなら，どのような受けとめ方を
したであろうか。ハリー・ハイネは，この頃，読みなれていたW.スコッ
トの煽情的なパラドから遠ざかってゆく。 トウルマーの，この当時の誌面
での編集方法を，もう一つ別の面からみると，彼がかなりすぐれた経営者
であったことがわかる。 G.カルペレスに拠ると， Iハンブ、ルクの目」誌
には，ハリー・ハイネが学友ゼーテに知らせている， Iユダヤ人」の消息
(2司 G.Karpeles: H. Heine-Aus seinem Leben u. aus seiner Zeit. Verlag v. A. 
Titze. Leipzig 1899， S.55. 
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も，明瞭に映し出されているのだ。古く，黄ばんだこの雑誌をめくりなが
ら，カルペレスは書いている:そこには，ユダヤ人に対する重苦しい危機
感とカトリック支持の気配がきわめて鮮明に現れている第1号から，反ユ
ダヤの立場からのラジカルナ論説が掲載されており，その引き合いに，リ
ユース教授 CChristianiF. Ruhs， 1781-1820)の周知の著書の名が記され
ている。その論者は，こんなことを結びに述べる:まことに忌まわしい事
だ。数語で言えば，財政も司法もユダヤ人が一手に握る，そういう国家を
想像してみるがよL、! はたしてこれより醜悪なものが考えられるよう
か? 考えただけで、も胸元を扶られる思いがする。一一リユースの名は，
反ユダヤ主義運動，ヘップーへツプ C"hep-hep!“)騒乱には，フリース
教授(JakobF. Fries， 1773-1843) と共に，附属物である。ハリー・ハイ
ネは，この雑誌をまったく読まなかったとはいえない。ゼーテ宛書簡はこ
れに関連していたのか，別の間接的な情報に拠ったのか，それとも直接，
こう L、う実情を目にしたのか，いずれにせよ，こうした見聞は若いハイネ
の胸を騒がせたことだろう。あの手紙 0816年10月)は，三年後の反ユダ
ヤ騒乱を予感した文章といえば，言い過ぎだろうか。「愛の歌」発表の「自
由j を奪われている自分の存在を， I匿名」によって確認させてもらった
のである。ドクター トウルマーをアンティゼミートと呼ぶのはやさしい。
だがジャーナリスト・トウルマーはかならずしもそうした人物で‘はなく，
ザロモン銀行員ノ、リー・ハイネの才質をその目で見抜いていたのかもしれ
ず， Iハンブルクの目」誌は，この時期，この町ノ、ンブルクをよくその限
界の支配下においていたのかもしれぬ。
ハンブルク守期最後の「書かれなかった」詩のもう一つは，かつての「ド
イツJ0815年)と対をなす， Iドイツ一一一つの夢J(1819年)である。
この二つの「ドイツ」の歌は，すでにその1.節 1行で，その特色を明示し
ているO 前者は， Iドイツの栄誉を ぼくは歌う O ……」後者は， I愚かな
息子よ 夢を追し、かけるがし、ぃ……」全体28詩節の先頭に立つこの息子は，
歌い手自身である。続く 2，3行で:だが この世に さがし求めてはな
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らぬ/おまえの夢の 似姿など Jそして2.節:かつて 晴れの日によ
く ぼくは立った/ライン河の 最高の山上に……3.節・下方に，うねる
波の ざわめく音/荒らあらしい 魔のメロディー./ぼくを懲らしめる
のか身震いがぞくぞくと……4.節:大きく動く 波がしらに ぼくが
耳をすますと./ひびいてくるのは 多くの 別のメロディーだ:美しい
夢は とっくに 飛び去った./美しい幻想は とっくに砕け散った。
一一これが書かれた時期を特定するために，最初の，この詩の紹介者H.
(30) 
ヒユツファーは. 1819-1820年を苦心してきがし求めている。上掲節に続
く6.7.8節は，旧稿では抹消されていたと言う O 試みにその一つを.7.節
でみれば:ぼくの聞く 馬鹿者たち! その悪口は./あの激戦で敵ど
もに/大胆に，正面から 刃むかった人たちへ/命を犠牲にして 倒れ
た人たちへ!一一これらの3詩節は，数年後にこの詩がほぼ完全な形で発
表された時に削除されたのであった。 1819年夏に，ハリー・ハイネはハン
ブ、ルクを去るのだが. 9月頃，あのカールスパート決議は， ドイツ全土に
実施される。その極端な愛国主義と自由主義との主張を抑制するための出
版物に対する事前および事後の検閲制は，この決議の中でも重要な項目と
なった。さらに，この詩の最後から前の3詩節が，いずれも最初の数語の
ほかは…...・H ・..で終わっているのは，上記の3詩節よりもさらに鋭い詩句
により占められるはずであったことを示す。最終の28.詩節は:美しい目
白の像よ 去って行け!/おまえたちのところは 夜の固だ!/空しい嘆
きなど呼び起すのをやめよ!/あの時代は われわれに無用のもの
。?
デュッセルドルフの最初期に，ハイネは，空想の中の人影にヨゼフア，
従姉妹たちを浮ばせ，中世風の「愛の歌J(Minnelied)形式で，マドンナ
のように歌い始めた。その影響は，のちのちまで強く残っている。「歌の
本」の仲間には. ["ミンネ」臭のある歌は入れられなかったけれども，そ
のことは，けっしてそれらの歌と心と絶縁するというのではなかったし，
附 HermannHuffer: Heinrich Heine. Ber1in 1906. S.89f. 
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それは不可能なことであった。「若い悩みJのリート群のうち，その5.Iわ
たしの悩みの美しい謡藍j，3.連の「きみに会うことがなかったら……J
で，呼びかけている「愛する人」も中世の歌人たちに使いならされていた
用語であった。そのイメージは従妹アマーリェを暗に示しながら，変容が
加わってゆく。ロマンツェ「ロドリゴ」の同名の主人公のスペイン騎士姿
は，この習作の後にもほとんど若いハイネの作中のなじみのものになった。
セルヴアンテスの物語などはじめ，ナポレオン時代から，中世ドイツの歌，
伝説の流れは澗れることなく， ドイツの人たちの心を潤してきた。 W. ス
コットの物語は，ハンブルクで手にしたのだが，パイロンが同時にここに
現れたために，ハイネの若い限はこれに奪われることになったけれども，
その後の詩作をたどれば，スコットとの深い縁のつながりを，このハンブ
ルクの時代で終ったとは見られない。それどころか，パイロンとのつなが
りの，急速な接触と短い関係とを考えれば，スコットは太い綴じ糸となっ
て，多くのハイネの作品をつづっているのである。上掲の，二つの「ドイ
ツ」詩(1815/1819)は，この作者が，ロマンツェ「ロドリゴj (1816)で
スペイン騎士風の男の悲恋を物語る若者と同一人とは思いにくいほどであ
った。しかし作者の心底をよく見れば，そのどこかに共通するものがあ
るはずだ。上の三つの，若いハイネの詩を(すべて「歌の本」から削除さ
れたもの)と，次頁に述べるロマンツェ「榔弾兵」とを，筆者はハンブル
ク時代までの代表的な作と見なしてよいと思う。正確に言えば，デ、ユツセ
ルフ時代の歌「ドイツj，ハンブルク時代の歌「ドイツ」と前者は二つに，
そしてこれらは「ナポレオンとドイツ」を 「祖国ドイツを讃える」明る
L 、希望の向うへ， Iプロイセン・ドイツを悲しむ」暗い失望の淵へ歌われ
た。 ドイツ，それもナポレオン戦後の新しいドイツを背にした，少年，そ
の成長した青年の二つの姿がそこにあった。そうして，彼の小世界には，
裏切られた恋人の結婚式に招かれ，最後に無気味な死をとげる騎士風の男
(31) ハイネ/スコットのことについても，一般にハイネと中世についてと共に，
Georg Mucke，の同名著書 (Ber1in，1908)に詳しい。
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が座っている。その出生地もさだかでない異邦人。誰ひとりその死を悲し
んでやる者もなく，この男を歌にした作者さえ，なに者なのか誰も知らな
かった。このスペイン騎士と思われる，不幸な恋と素性とを背負う男は，
これからも若いハイネの歌に，さまざまに形を変えて現れるのである。
「若い悩み」詩群の「ロマンツェンj 6. I榔弾兵j(Die Grenadiere) 
の書かれたのは， 1816-20年と言われてきた。少年ノ、ィネは，かつてデ、ユ
ツセルドルフへ馬を乗り入れるあの皇帝，モスコウから敗走するフランス
軍兵士を町に見ている。とりわけて，デユツセルドルフ時代にナポレオン
への共感を強くさせた人は，高校の師シヤルマイアである。しかし，感じ
易い青少年期は，ハンブルクへ移る頃から，ハリー・ハイネをあの「ドイ
ツ」讃歌へ一転させた。フランス軍は祖国ドイツを踏みにじり，害毒を流
して去っていったc 叔父の邸に招かれたブリユツヒャア将軍の勇姿が，ナ
ポレオンを押しやってハリーの心をとらえる。ハンブルクがライブツィヒ
戦後に，一時期の不況を克服して，契機を上わ向かせてきていること，賑
わう歓楽街がこの町を新興都市らしくさせていること…ーなどを，彼は眼
を閉じていても感じ取る。あの「ドイツ」の歌がすこし古びて感じられ，
あの「愛」の歌に，形式は古風であっても，新味を出さねばならぬと願う。
ある日，ナポレオンの事が強烈といってよいほどに思念に上ってくる。そ
の日というのは，あの「へップヘツプ!jの声を聞いたときであろうか。
それは，ハリー・ハイネが，父の後を追って「倒産」し，この町を去ろう
としていたときであった。この三ヶ年の間， I悩み」のために弱L、気持を
持ち続けてきたけれども，これからデ、ユツセルドルフの両親のもとへ帰っ
て，文字通りーからやりなおさなければならぬと思う。軽いけれども，一
つの決心をして郵便馬車の溜まりに立つと，一変してこの町は「美しい揺
鑑j，一瞬， I美しい町」にも見える。同時に，それは「美しい墓碑」でも
あるだろう。ただ，これまでのように，意気地なくその中にしゃがみ込む
のではなく， I新しい碑」に建て直されねばならぬ。ロマンツェ「郷弾兵」
のテーマは，真正面からは， I皇帝ナポレオン」エレジーと見え，皇帝崇
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拝の余韻をもっている。この詩の初発の時を伝える，フーベン「ハイネ対
話集J13. の美校生J.ノインツイヒの追想記は，シュトロットマンに拠
って，多分それが1814年の頃とされる。ナポレオンのエルパ島追放が，高
校生たちの耳にもったわっていた。少年ノ、ィネはその時ノインツィヒの所
へ駈けてきて，充奮して，詩が出来上ったと，いきなり朗読した。それが，
フランスへ帰還する二人の「榔弾兵」だったとL、う。この時の， I皇帝が，
皇帝が，捕えられた!Jの深く沈んだ声が，いつまでも忘れられないとも
附記されている。ノインツィヒが，これをシュトロットマンに伝えたとき，
その時期については明かにしなかったのだろうか。 1814年(? )と，フー
ベンの記載がある。それは上述のように，ナポレオン追放の時に，単純に
合致させたものだろうか。シュトロットマン自身がこの詩に触れるのは，
時期としては， 1819年夏。ハリー・ハイネが、銀行と商業務から開放され，
喜びにあふれで……という書かれ方で デ、ユツセルドルフへ帰ってからの
こととしている。大学進学の準備のために，ノインツィヒとラテン語復習
授業を受ける。受験までのー，二ヶ月の勉学の合間をぬって，それまでほ
とんど手がけなかった詩作に，気ままに時間を費す，ハリーはノインツィ
ヒに出来上がった詩はすべてみせた。そうしたある日，この「榔弾兵」を
持って駈け込んだとL、う O これは，このロマンツエの出来栄えから，素描
に彩色をほどこされたのは， 1820年くらいが妥当ではないか，そのように
受け取られた結果なのだろう。しかし筆者は，やはりこの詩は，かなり長
い間若いハイネの胸に貯えられていた，だから1814-19年の聞に，この形
にまで成長してきたものだとしたし、。べつに，この制作にかかりきりとい
うのではもちろんなく，折りにふれ，取り出す旧稿の中の一部であったの
にすぎない。そこにはデュッセルドルフからハンブ子ルグへの若いハイネの
「詩神」に見捨てられた， I不毛」の時が共存しているのである。もはや，
いままでのような形式の「愛の歌」はうたい続けられぬ，祖国ドイツにつ
いても同様だ，そう感ずるまでにはこの最後の三ヶ年は，けっして詩人ノ、
同 A.Strodtmann，前掲書， S.45. 
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イネにとって「不毛」の年ではなかった。パイロンが若いハイネに近づい
て来るハンブルク時代にも，類似の詩想として浮びつづけたであろう。「榔
弾兵」の最初の2詩節など，デュッセルドルフの少年時代の悲嘆の声を思
わせる。ロシヤで捕虜になった二人のナポレオン衛兵たち，やっとドイツ
圏内まてーたどりついて，がっくり肩を落としうなだれている。二人はいま，
思いがけぬ悲報を聞いたのだ。目ざす故国フランスは滅びた， ドイツ ロ
シアを圧倒した大軍は敗れ去り，将も兵も四散したのだ。そして，皇帝が
敵の手に。近衛兵二人は共に泣いている。二人は同じように， i死」を思
う。だが，一人は，フランスの妻子たちを，他の一人は，捕えられた皇帝
を，あとに残しては死にきれぬ。皇帝思いの近衛兵は，後事を故国へ帰る
友へ託し，栄あるナポレオン衛兵として死ぬ，胸に十字の勲章，傾翻，手
に銃を握って。ふたたび墓場が戦場へ。皇帝はきっとその墓場を馬で飛び
越えて敵陣へ。そのあとを追って，近衛兵は墓場から身を持ち上げ，皇帝
を守るために，駈け出そうとする。 この詩は，ナポレオン賛歌のよう
な外観をもちながら，その域を越えている。ナポレオンに即して言えば，
皇帝哀歌ともきこえる。問題は，ナポレオンよりも，二人の性格を異にし
た，本来は皇帝のために命を捧げるはずの，しかし，その任務を捨て故国
へ帰ることを願う近衛兵と，これとまったく相反する，死をもって主人を
守ろうとする，もう一人の近衛兵である。ナポレオンのモスクワ遠征が時
代的にはすでに古い戦闘型を象徴しており，そのことを一人の近衛兵はそ
れとなく相手にうったえている。そして，皇帝に殉ずるというもう一人の
近衛兵の，本来は勇士であるはずの姿を，武勲に輝く装備にもかかわらず，
墓場に立つ亡霊の影に，空しく消え去らせている。二人の郷弾兵の中に生
と死とを，自由を束縛された，かつての「自由の皇帝」とを，われわれは
見ないだろうか。このロマンツェを，単なるナポレオンの枠内に閉じ込め
るよりも，上記のようにさらにその平板な画面から拡げ，遠，近景を添え
てみると，若いハイネがこの詩にうたう，あるいは，二人の兵に語らせて
附 P.Beyer，前掲書， S.60. 
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いるものが， i社会的，政治的」な主題に関連をもつことを知る。
若いハイネが，最初の長い滞在期間を終ってから，この美しいハンブル
クの悪い印象を筆にしたり，口にしているということで，彼を非難するも
のがあれば，そんな本末顛倒はないとしカルペレス自身はこの時代をこ
う結んでいる:iハンブルクは，ハリー・ハイネの地獄であったばかりか，
彼が自分で繰り返し告白しているとおり，極楽，彼の悩みの美しい謡藍で
もあった。だからハンブルクは，ここで1816年から1819年までの年月の中
に，詩人ノ、ィネの個性の最初の萌芽がうえ附けられ，それらの芽が後に成
長して，あんなに大きな木になって，枝もたわわに花を咲かせたのだと，
誇りをもって言ってよろしい。」
ハンブルクからデ、ユツセルドルフへ，ハリーが帰ったのは， 1819年6月
とされているのは，妹シャルロッテの記念帳へ，そのとき抱きおわったば
かりの彼女への，深い愛情を，書き込んだサインの日附けからである。そ
れには，こう書かれている。人間は，結局次の二種類に分けられる。1.
わたしたちを愛している人たち， 2. しばしば，はっきりと，わたしたち
を愛していると口でわたしたちに言う人たち。 愛するロッテよ，ぼくを，
おまえの第一の種類の者だと思ってまちがし、ない。ぼくは，それを自慢な
どしないが，きみを心から愛している人間だ。一兄，ハリー・ハイネ。殊
更らしく，妹へ寄せた小文をここに掲げたのは，長く見なかったロッテへ
肉親の，あるいはそれを超える熱い愛情が筆ににじんでいるしそれまで
の，自らの愛の体験をさらに書きつづけようとしているかのように見える
しむしろそれを抑制して，妹に愛のもつふしぎな力をそれとなく暗示し
ているとも取れるし，また，そうした自分を自分でクラス分けして，照れ
笑いをしているようでもあるからだ。大学へ進む前の，そしてハンブルク
でもみくちゃにされた後の，ひと時の若いハイネの顔がよく見えるのであ
る。
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